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　乱れた呼吸の音が響いていた。

　天井てんじょうや壁面、地面が木皮で形作られた階層域。通路中に繁茂する苔こけが青や緑に発光し、見る者に秘境を彷彿ほうふつさせる光景を生み出している。轟とどろいてくるモンスターの雄叫おたけびに身を揺らすのは様々な形をした葉や、銀の滴しずくを垂らす神秘的な花々だった。

　上層域とは様変わりした大樹の迷宮の中で、一つの影がひた走っている。

　影はしなやかで、華奢きゃしゃな、少女と見紛みまがう四肢を持っていた。苔の光を浴びてきらめくのは青銀の髪だ。

　そして美しく滑なめらかな長髪だけでなく、その肌も青白い。

　肩や腰に生えた無数の鱗うろこ、妖精エルフのものより歪いびつで尖とがった耳、何より目を引くのが額ひたいに埋まる輝かしい紅くれないの宝石。

　青白い全身や紅石を始めとした人ならざる器官は、紛れもない『怪物かいぶつ』の証あかしである。

　枝のように細い両腕を胸に抱き締めるモンスターは、ただただ迷宮を走っていた。

（どうして？）

　モンスターは血を流していた。

　爪つめや牙きば、剣つるぎで切り裂かれたかのような裂傷をいくつも負い、紅血を地面に滴り落としていく。鱗ごと破けた肩の青白い肌は真まっ赤かに染まっていた。

（どうしてっ？）

　瞳ひとみの中には恐怖があった。戸惑いがあった。悲しみがあった。

　赤い血とともにいくつもの水滴が地面へと落下する。美しい琥珀こはく色の双眸そうぼうから透明な滴をこぼすモンスターは、そのか細い喉のどを震わせた。

「どうしてっ……？」

　小振りな唇から漏もれ出すのは、怪物の汚い啼なき声ごえではない、掠かすれた嘆なげきの言葉だ。

　幼子おさなごのように嗚咽おえつ交じりの声。あたかもその言葉の羅列を忌いむかのように、錯綜さくそうする迷路から複数の怪物の吠声ほえごえが押し寄せる。青銀の長髪と薄い肩が怯おびえるように震えた。

　怪物にはそぐわない、人が息を呑のむほど整った相貌を、涙で歪ゆがめる。

　モンスターは──『彼女』は、泣いていた。

（どうしてっ、みんな……！）

『彼女』は一人だった。

　迷宮から産まれたばかりの『彼女』は、あらゆる存在から排他はいたされていた。

　壁面を破り、産まれ落ちた直後、右も左もわからないまま薄暗い迷宮をさまよった。ここはどこなのかという不安を感じていると、自分と同じ存在の臭いを嗅かぎ分け、『彼女』は本能に従ってそちらに向かった。

　やがて迷宮の一角で出くわした、自分より大きな熊獣に『彼女』は尋ねた。

　ここはどこ？　と。

　返ってきたのは凶悪な咆哮ほうこうだった。熊獣は雄叫おたけびを上げ、鋭い爪を振り下ろしてきた。

　肌を切り裂かれた『彼女』はわけがわからないまま逃げた。

　混乱が全身を支配する中、滲にじみ出る赤い血と、産まれて初めて味わう痛みが彼女を恐怖へと駆り立てた。

『彼女』はそこから何度も襲われた。姿も形も違うあらゆる同族達に命を脅かされる。例外はない。傷を増やしていく『彼女』は瞳から溢あふれ出そうになる何かを必死に堪こらえた。

　迷宮の奥深くから逃げ出し、疲労する『彼女』が次に会ったのは、自分達とは違う異種の存在だった。

　剣と弓矢を纏まとう人間達。

　妖精のごとき容姿を持つ耳長の雄おすと雌めす、寄り添って互いを守る番つがいの二人。

　気付かぬ内に己おのれの瞳に羨望を浮かべた『彼女』は、彼等に近寄った。

　驚かさないようにそっと、五指から伸びる鋭い爪を隠しながら、唇を開いた。

　たすけて、と。

　瞬間、『彼女』は剣つるぎで斬きり付けられた。

　彼等は自分以上の動揺と混乱、何より恐怖をもって『彼女』を拒絶した。

　向けられる敵意に再び逃げ出した。男は取り乱しながら剣を振り回し、顔を青ざめさせる女はくぐもった悲鳴とともに弓を構える。

　背後から矢を何度も射られながら、『彼女』はとうとう涙を溢れさせた。

　痛い。苦しい。悲しい。

　鏃やじりを弾はじく鱗うろこが衝撃とともに罅割ひびわれる。切り裂かれ、破かれた肩が焼けるように熱い。己を取り巻く世界から排他され、疎外され、拒絶され、異端の烙印らくいんを刻み付けられる。

　どうして、どうして、と自問を何度も重ねる。

　こわい、こわいよ、と嗚咽を漏らす。

『彼女』は、泣き続けた。

（わたしは、なに……!?）

　問いかけを発しても、自分を産み落とした迷宮は何も答えない。

　やがて逃げ回る内に、『彼女』を追う人間達が現れた。彼等は『彼女』の美しい容姿に驚愕きょうがくし、目の色を変え『待て！』と荒々しい声を放ってきた。

　嗜虐的しぎゃくてきな眼差しと舌舐なめずりをする彼等に足を止める道理はなかった。血眼になって追跡してくるその形相は同族であるモンスターより遥はるかに醜い。もはやあらゆるものに恐怖を覚える『彼女』は二本の細い脚で逃げ惑う。

　怪物と呼ばれる所以ゆえんである潜在能力をもって追っ手を振り切り、襲いかかってくるモンスターを躱かわして、独りで大樹の道を走り続けた。たったったっ、という孤独な足音をどこまでも続く永遠の迷宮に響かせる。

　琥珀色の瞳から、再び透明な涙がこぼれ落ちた。

「あうっ!?」

　下り坂。

　子供のように足を踏み外し、木の根に覆われた坂を勢いよく落ちていった。

　坂の真下、地面に倒れ伏した『彼女』は足を痛めたことに気付く。立ち上がれない。

　聞こえてくる怪物の吠声と人間の足音にびくっと体を揺らし、顔を左右に振り、動かない足を引きずる。既に凝固した血液が『彼女』のこれ以上の足跡そくせきを途切とぎれさせる中、迷宮の一角、立木と無数の葉々が茂る物陰に隠れた。

　へたり込み、壁に背を付けながら息を殺す。傷付きぼろぼろとなった体を両腕でかき抱きながら、果てしない恐怖に耐えた。

　そこへ、何かが近付く気配。

　息を呑む。

　刻一刻とこちらへ接近してくる一つの足音──人間の靴の音に、剣つるぎで斬り付けられた痛みが熱を放つように蘇よみがえり、身が竦すくんだ。

　がたがたと震える体。

　頰ほおが乾かない内に新たな涙滴が瞳から伝っていく。

　迫ってくる人影を見上げながら、体を抱き竦める両腕にぎゅうと力をこめた。

　そして。

　涙を流す『彼女』の目の前に、気配の主が現れる。




「モンスター……『ヴィーヴル』？」




　白い髪に、深紅ルベライトの瞳。

　薄暗い迷宮の片隅で、『彼女』は一人の少年と出会った。
















　始まりは、とある冒険者依頼クエストだった。

「炎鳥ファイアーバードが19階層で大量発生している。【リトル・ルーキー】、お前も手を貸せ」

　18階層までやって来た僕達【ヘスティア・ファミリア】に、『リヴィラの街』から依頼が舞い込んだ。

　ダンジョンでは特定のモンスターの大量発生が不定期ながら往々おうおうにして起こり、異常事態イレギュラーの一つとして観測される。今回こんかい確認された『ファイアーバード』は19階層から出現する稀少種レアモンスターの一種で、名の通り火炎攻撃を行う鳥型のモンスターだ。19階層以下の層域『大樹の迷宮』を度々火の海に変える厄介なモンスターらしく、安全階層セーフティポイントである18階層に進出すると空を飛び湖畔こはんに存在する街リヴィラにも被害を出すらしい。迷宮の宿場町を経営する上級冒険者達は燃やされたら堪たまったものではないと駆除に乗り出すところだった。街リヴィラの住人と協力して炎鳥ファイアーバードの討伐に当たってほしいと、18階層を通りかかった上級冒険者達にも軒並み声をかけて。

　王国ラキア軍との戦争終結から三日目。ダンジョン探索を再開させ、ようやく自派閥の力のみで辿たどり着いた安全階層セーフティポイントで舞い込んできた強引ごういんな依頼に、リリなんかは不服そうな顔をしていたけれど、報酬の良さと、後は状況が状況だったので──炎鳥ファイアーバードの大群を野放しにしていては19階層をおちおち探索もできない──渋々しぶしぶ引き受けた。

　火の耐性を持つ火精霊の護衣サラマンダー・ウールのローブを街リヴィラ側が準備し、前報酬として参加者に支給する中、『敏捷あし』の速さを買われた僕は他冒険者の臨時パーティに組み込まれることとなった。早期討伐が望まれるので、速度重視の一団に配置されたのだ。

　リリやヴェルフ、命ミコトさん、春姫ハルヒメさんの別パーティと一度いちど別れ、火精霊の護衣サラマンダー・ウールを纏まとった僕は屈強な冒険者達とともに19階層に下りた。

　ところが、順調に冒険者依頼クエストをこなしていた僕は気付けば、一人きりとなっていた。

　既階層と異なり構造や道筋など勝手がわからない『大樹の迷宮』の中で、炎鳥ファイアーバードを追い回し、あるいは逃げ回っている内に──配置ポジション的に殿しんがりを務めていたのも仇あだとなったのか──見事に冒険者達に置いていかれてしまったのである。

　どことも知れない迷路の一角に立ちつくし、途方に暮れていた、まさにその時だった。

　人影らしきものを視界の奥に捉とらえたのは。

　片足を引きずり、何かから逃れるように迷宮の植物が生おい茂る物陰へと身を隠す。

　負傷した同業者かと慌あわてて駆け寄った僕は、直前になって何か様子がおかしいことに気付き、警戒を払って物陰に近寄った。

　そして──。




「モンスター……『ヴィーヴル』？」

　目の前の存在に、愕然がくぜんとする。

　青白い肌に、少女のような華奢きゃしゃな四肢を持った人型のモンスター。第三の目を彷彿ほうふつさせる額ひたいの紅石を見て、かろうじて竜種『ヴィーヴル』であることを察する。

『ヴィーヴル』。

　あの一角獣ユニコーンと並んで、ダンジョンの中でも群を抜いて絶対数が少ない最上位の稀少種レアモンスターだ。

　中層域19階層から24階層に出現し、発生する『ドロップアイテム』は鱗うろこだろうと爪つめだろうと破格の額で取り引きされると聞く。中でも額の紅石『ヴィーヴルの涙』は巨万の富が約束されているほどの価値があり、『幸福の石』とまで呼ばれている。

　けれど額から宝石を奪われると『ヴィーヴル』は凶暴化し──本体を倒すと紅石は必ず砕け散ってしまう──これまで多くの冒険者が惨殺されたという記録が残っている。最強のモンスターである竜ドラゴンの種族だけあって、その戦闘能力は非常に高い。

　本来ならば、竜女ヴィーヴルは半人半蛇ラミアのように人型の上半身と蛇に酷似した下半身を持つ、女体竜尾のモンスターなんだけど……。

（……本当に、モンスター？）

　整った相貌、何より琥珀こはく色の瞳ひとみから流れる涙に息を呑のむ。

　衣類を何も身に付けていない生まれたままの姿。

　竜の胴体の代わりに生えた細い二本の脚、慎ましやかな乳房にゅうぼう。

　肌の色や鱗さえ目を瞑つむれば、僕と同じくらいの女の子にしか見えない。

「……、……！」

　竜女ヴィーヴルは、泣いていた。

　眼前で立ちつくす僕を見上げながら、両腕で抱き締めた体をがたがたと震わせている。

　モンスターであることを忘れたように怯おびえ、人間のように恐怖をあらわにしている。

　ありえない、と頭の片隅が囁ささやいていた。

　まともな思考ができない。動揺に動揺を重ねる。目の前の光景がとてもではないが信じられなかった。

　だって、そうだ、モンスターは人類の敵。

　本能のまま僕達に牙きばを剝むき、襲いかかってくる絶対の殺戮者さつりくしゃ。凶悪な破壊衝動の塊に理性や感情が介在する隙間すきまはない。

　モンスターは、『怪物かいぶつ』なのだ。

（──その筈はずなのに）

　怪物が人類に与える筈の嫌悪感、忌避感が発生しない。

　無条件に僕達を抗争へと駆り立てる、モンスターに対する闘争本能が欠片かけらも湧わいてこない。

　むしろ今の僕は、人に近いこの容姿を前にして、刃を突き立てることに抵抗を覚えている。

　こんなモンスター、見たことがない。

「ぅ、ぁ……！」

「！」

　竜女ヴィーヴルの瞳が、装備している《神様のナイフ》に釘付くぎづけとなっていることに気付き、咄嗟とっさにナイフごと手を背に隠してしまう。何をやっているんだ、と心の中で呟つぶやくも、目の前のモンスターの怯えが僅わずかに和らぐのを見て益々ますます混乱してしまった。

　この『ヴィーヴル』は、『亜種あしゅ』？

　異常事態イレギュラーにも数えられる、モンスターの突然変異体？

（怪我けがを……いや、傷を負ってる）

　凝固した血に染まる肌、鱗ごと破けた肩の傷が視界に入り込んでくる。

　同業者に斬きられたのだろうか、傷だらけの竜女ヴィーヴルは座り込んだまま僕を恐れて必死に距離を取ろうとしている。だが背後は壁だ、いくら後ろに下がろうとしても意味はない。

　僕は動けなかった。

　モンスターは厄災を運んでくる象徴。

　間違っても同情や、ましてや助けの手など伸ばしてはいけない。

　立ちつくしたまま、怯える竜女ヴィーヴルと視線を絡からませ続け、確かな感情を宿すその瞳に止とどめを刺すこともできず……僕はとうとう、後退してしまった。

　何なんの行動にも踏み切れないまま、何なにも見なかったことにし、情けないまま逃げ出す。

　僕は竜女ヴィーヴルに背を向け、その場から立ち去った。




「……？」

　目の前から人間が消え、竜女ヴィーヴルは瞳を濡ぬらしたまま、不思議そうな顔をした。

　静寂に包まれる中、恐る恐る視線を左右にめぐらし、ゆっくりと立ち上がる。

　痛めた足を庇かばうように迷宮壁に両手をつき、壁に沿って移動を始めた。

　直後、ばさり、と。

　体を引きずりながら移動する竜女ヴィーヴルの背後、通路と直結した横道から、紅くれないの大鳥が羽の音とともに姿を現す。全長二Ｍメドルを超すモンスター『ファイアーバード』は瞳を血走らせながら、その巨大な嘴くちばしを開いた。

　背後から押し寄せる熱気に硬直する竜女ヴィーヴル、宙を浮遊したまま狙ねらいを定める怪鳥。

　黒犬ヘルハウンドを優に超える高出力の火炎放射に、細い足は地を蹴けろうとするが、間に合わない。

　嘴の奥で燃え盛る炎が、振り向く竜女ヴィーヴルの顔を照らし、今まさに放たれようとした瞬間──。




『──ゲェッ!?』




　──僕は、《神様のナイフ》を閃ひらめかせていた。

　疾走、そして跳躍を経て斬りかかり、炎鳥ファイアーバードを紫紺しこんの斬閃で両断する。

　発射直前だった火炎が中空で花火のように爆散し、伴って『魔石』を斬り裂かれたモンスターは灰となって吹き飛んだ。

　膨大な火の粉と灰粉が宙に舞う中、竜女ヴィーヴルがへたり込み、僕もまた地面に着地する。

（……あぁ、もう）

　やってしまった、と。

　逆手に握った《神様のナイフ》を見下ろしながら、深く項垂うなだれる。

　場から立ち去った後も、後ろ髪を引かれ竜女ヴィーヴルの死角から背後を振り返っていた僕は、炎鳥ファイアーバードに襲われる瞬間を前に、飛び出してしまった。

　立ち竦すくむモンスターを……いや、『彼女』を見て、足が動いてしまったのだ。

（この広いダンジョンの中で、たった独り……）

　人間ひとに斬りつけられ、人間ひとに怯えるのはわかる。

　でも、同じ怪物モンスターにも訳もなく襲われるなんて。

　余計な思考が芽生えるのがわかった。馬鹿ばかなことを考えるな、と理性ががなり立てている。でももう、この手は馬鹿な真似まねをしでかしてしまっている。

　ぐしゃ、とナイフを持っていない左手で前髪を摑つかみ、呆然ぼうぜんとする竜女ヴィーヴルに歩み寄る。

　彼女は先程と似たような体勢でこちらを見上げていた。

　恐怖と動揺、当惑。そしてほんの少しの、縋すがるような眼差まなざしを送ってくる相手に、僕は手の平を湿らせて散々懊悩おうのうした後──力なく笑った。

　もう、駄目だ。

　もう、どうにでもなれ。

　僕はもう、この娘こを殺せない。

「──大丈夫、怖くないよ」

　片膝ひざを突き、同じ目線で、眉まゆを下げながら笑いかける。

　竜女ヴィーヴルはまるでこちらの言葉がわかったかのように、双眸そうぼうを見開いた。

　力と痛みでモンスターを屈服させる調教者テイマーも、怪物に話しかけるなんて間の抜けたことをきっとしないだろう。僕は半ばヤケになりながら怪我をしている相手の体に視線を走らせた。

　肩の傷と、後は折れているかもしれない左足が酷ひどい。僕はレッグホルスターから【ミアハ・ファミリア】製の高等回復薬ハイ・ポーションを取り出した。

　正体不明の薬が詰まった試験管に、壁際で座り込んでいる竜女ヴィーヴルはびくっと体を揺らす。

「平気だよ、これは回復薬ポーションって言って──」

「ぽー、しょん……？」

　──喋しゃべった。

　何度目とも知れない、自分の常識が崩れる音が耳の奥から聞こえる。

　返事なんて期待せず気休めのつもりで話しかけていた僕は、もう、下手糞へたくそな空笑いを浮かべることしかできなかった。

　モンスターにも効果があるのか緊張を覚えながら、回復薬ポーションを破けた肩に垂らす。出血の痕あとを残してすぐに塞ふさがった傷口に安堵あんどを覚えていると、彼女は僕とは真逆に驚いていた。

　高等回復薬ハイ・ポーションは折れた骨も治癒することができるけど……下手に骨を復元すると、足の形にずれが生じるらしい。『魔法』でも道具アイテムでも、正統な治療法と手順を踏まなければ支障ししょうを残すことになる。真っ当な治療方法を知らない僕は、ひとまず火精霊の護衣サラマンダー・ウールの裾すそを力ずくで破り包帯代わりにして、ナイフの鞘さやと一緒に細い足へ巻き付け固定しておいた。

「……」

「……」

　裂傷を負った青白い全身に治療をあらかた済ませた僕は、地面に膝をついたまま、彼女と見つめ合う。

　青銀の長髪を流す竜女ヴィーヴルはうろたえているようだった。両手を小振りな胸の前で合わせながら、正常な瞳孔を持つ双眸を揺らして、唇を薄く開いては閉じるのを繰り返している。

　露出した胸に熱が頰ほおへ集まるのを何とか堪こらえながら、やはり違う、と。

　先日遭難そうなんした『ベオル山地』で見た『ハーピィ』──醜悪な人型のモンスターとも一線を画している。僕達からかけ離れた外見も、ここまでくるといっそ神秘的にすら感じられた。

　異形いぎょうの怪物……異形いぎょうの少女。

　人にもモンスターにも似つかわしくない存在に、僕は喉のどをかすかに引きつらせる。

「──探せっ、まだ近くにいる筈だ!?」

　その時だった。

　僕達のいる通路に荒々しい声が届いてきたのは。

　竜女ヴィーヴルの少女は肩を跳ねさせた。次には治まっていた震えを纏い直す。

　恐怖に抱き竦められる姿と、そして迫ってきている複数の激しい足音に、瞠目どうもくした僕は反射的に火精霊の護衣サラマンダー・ウールを脱いで、彼女に被かぶせる。

　青白い肌の一切いっさいを包み隠すのと、武装した冒険者達が現れるのは、同時だった。

「おいっ、てめえ、竜女ヴィーヴルを見なかったか!?」

　通路の壁際で背を向けている僕のもとに、大声を張りながら四名の男女が歩み寄ってくる。

　不味まずい、と直感した。

　傷付いたこの娘こと冒険者達の関係を瞬時に理解し、守らなければ、とそう思ってしまった。

　全身を隠しているこの娘こはすぐに怪しまれる。紅の護布の下で今も震えている細い手を握りながら、思考を全力で回転させた。

　ゆっくりとなる時間の流れ。興奮している冒険者達の荒い息を背で聞きながら、滴る汗を頰に感じ──そして手もとにある空からになった試験管に、はっとする。

　僕は一か八か、一世一代の演技に臨む気持ちで口を開いた。

「それよりっ、回復薬ポーションはありませんか!?　仲間が炎鳥ファイアーバードに襲われて──火傷やけどが！」

　壁に寄りかかる彼女に視線を縫い付けたまま、取り乱した様子で叫さけび返す。

　空からの回復薬ポーション、火精霊の護衣サラマンダー・ウールの中で痙攣けいれんする体、周囲には先程さきほど爆散した炎鳥ファイアーバードの火炎の残滓ざんし。ここで何があったのか推測した冒険者達は眉をひそめたようだった。

　文字通り余裕のないこちらの声音も功を奏したのか、必死に助けを求める僕に彼等は舌打ちして踵きびすを返す。面倒事を嫌い、稀少種レアモンスターの行方ゆくえを捉えようと急いで駆け出していった。

　完璧かんぺきに冒険者達が去っていったのを確認して……僕は盛大に脱力する。

「な、何とか……」

　なった、と呟きながら火精霊の護衣サラマンダー・ウールをずらすと、竜女ヴィーヴルが小動物のようにおずおずと顔を出した。

　あの冒険者達も、同業者である僕が稀少種レアモンスターに止とどめも刺さず回復薬ポーションで治療していたなんて、夢にも思わなかったのだろう。

　モンスターを助けていた──そんな姿を見られたら、僕もどうなっていただろう？

　……駄目だ、考えたくもない。

　いなくなった冒険者達の影に未いまだ怯える少女の前で、思わず嘆息ためいきが漏もれそうになった。

「えっと……動ける、かな？」

　立ち上がり、手を差し伸べる。

　竜女ヴィーヴルである彼女はここにいれば冒険者達に狙われ続ける。間違いなく、無残な死を遂とげるだろう。

　差し伸べた手と、僕の顔を交互に見ていた彼女は……ほんの小さく、頷うなずいた。

　恐る恐る伸ばされる手が僕のものと重なる。驚くほど冷たい細い手を握って、その体をぐっと引き起こした。

　身長は一五〇Ｃセルチといったところだろうか。火精霊の護衣サラマンダー・ウールのローブをフードごとしっかり被らせ、正体を隠した後、僕は彼女に肩を貸して移動を始めた。

（戦う音は聞こえてくるから……そっちに向かって、後は何とかするしか……）

　臨時パーティとはぐれ、この階層の道筋はもう僕一人ではわからない。

　冒険者依頼クエストを受け、正規ルート付近で炎鳥ファイアーバードを相手取っている同業者のものと思おぼしき交戦音を頼りに足を進める。後はリリに強引に押し付けられた即席の階層地図を見比べ、18階層への進路を見つけるしかない。……できれば、誰だれにも見つからないように。

　足を負傷した彼女を支えて庇いながら、とんでもないモンスターと遭遇エンカウントしないようにと心の底から願った。いざとなったらこの娘こを抱きかかえ、全力疾走するしかない。

「……」

　熊獣バグベアーや大甲虫マッドビートルなど索敵した側そばから速攻魔法ファイアボルトで追っ払う僕の横顔を、人からもモンスターからも狙われる異形いぎょうの少女は、じっと見つめていた。

　琥珀色の瞳を湿らせ、かと思うとうつむき、ぐすっと嗚咽おえつらしきものを漏らす。

　やがて身を寄せて、肩や首もとに顔を埋うずめてきた。生温かい吐息とすんすんと鳴らしてくる鼻の感触に──迷宮内で緊張を途切とぎれさせてはいけないっていうのに──赤くなってしまう。

　か細い。そして柔らかい。

　外見通り女の子のような体に赤面しながら、ヒューマンとして、冒険者として失格だと僕はつくづく思った。

　この竜女ヴィーヴルが綺麗きれいだから助けたのか。容姿が人のように整っているから手を差し伸べたのか。だとしたら、僕はもう救えない。

　あの祖父だって、女の子を助けてでかしたと、今の僕を見て褒ほめてくれるだろうか？

　……今回ばかりはあの人も唸うなってしまう気がする。

　それほど僕は常識から外れたことを行っているのだ。

　モンスターを、助けるなんて。


「…………ありが、とう？」



　直後、彼女が呟いた。

　はっとして視線を下ろすと、目尻めじりに涙を溜ためた瞳が、こちらを見上げている。

　紅のフードの中で小さく首を傾かしげている彼女に、僕は口では言い表せない感情──それこそ人同士の間で生まれる温かなもの──を確かに覚えた。

　固まってしまった僕を、竜女ヴィーヴルの少女は不安そうに見つめてくる。

　無垢むくな幼児のような言動に、様々な葛藤がこの時だけ溶けてしまった僕は、苦笑した。

「大丈夫だよ」

　安心させるように、僕がもう一度笑いかけると、彼女も小さく笑ってくれた。

　目を瞑って寄りかかってくるこの娘こを受け止め、腹をくくる。

　僕達と同じように笑う彼女を、守ろうと。

　問題は……リリ達に、何て説明しよう？




　しばらくさまよった後、僕達は何とか19階層の正規ルートを見つけることができた。

　簡易地図を片手に進み、冒険者からもモンスターからもこそこそ隠れながら、18階層の水晶クリスタルの光が溢あふれる出口に辿り着く。

「──噓うそじゃない、モンスターが喋ったんだ!!」

「どうして信じてくれないの!?」

　18階層と19階層の連絡路を上って、巨大な中央樹の樹洞あなから顔を出すと、出入口前の草原には街リヴィラの住人達と冒険者達が集まっていた。

　集団の前では、男女二名のエルフが叫んでいる。

　取り乱した彼女達の話の内容にどきっとした。隣を窺うかがうと、竜女ヴィーヴルの少女は斬られた肩を手で抱きながら、怯えた様子でエルフの冒険者達を見ている。

「あー、おい、こいつ等に宿を紹介してやれ。夢見のいい枕まくらが置いてある場所だ」

「ボールス、本当なんだ！　本当にモンスターが……!?」

　モンスターが喋ったという眉唾物まゆつばものの話を、街リヴィラの大頭であるボールスさんを筆頭に誰もが真に受けていないようだった。

　僕達はエルフの冒険者達の騒ぎに乗じて、樹洞から素早く抜け出す。

「ベル様！」

「ご無事ですか！」

「ったく、心配したぞ」

「みんな……」

　大して注目されないまま巨大樹の根もとから離れる僕に、【ヘスティア・ファミリア】のみんなが気付いて駆け寄ってくる。

　冒険者依頼クエスト中に臨時パーティとはぐれた報せを聞いて心配していたのか、リリ、命ミコトさん、ヴェルフの順で安堵の言葉を送ってきた。

「……？　あの、ベル様、そちらのお方は……？」

　そして、リリ達と同じようにほっとした笑みを浮かべていた春姫ハルヒメさんが、火精霊の護衣サラマンダー・ウールに包まれた彼女の存在に気付く。

　動揺する僕は「あっちへ……」とだけ言って足早にこの場を離れた。

　街リヴィラではなく階層東部、安全階層セーフティポイントに広がる水晶と木々の大森林に向かう僕に、リリ達は首を傾げながら付いてくる。

　中央樹と冒険者達が見えなくなるまで森の奥へ進んで、ようやく足を止めた。

　青水晶の輝きに囲まれた開けた空間で、仲間と向かい合う。

「それで、ベル様？　どこのどなたなのですか、その方は？　まーた面倒事と一緒に、誰とも知れない女性の方を助けてきたのですか？」

　何か誤解しているリリは棘とげのある口調で、僕に寄り添う彼女へ歩み寄り、深く被っているフードの中身を覗のぞき込もうとする。

　ずかずかと接近したリリに、「ぁ」と怯える彼女は後ずさりしようとして、失敗した。

　痛めた足のせいで体勢を崩し、僕が咄嗟に支え──反動でフードが滑り落ちる。

『!!』

　瞬間、時が凍りついた。

　あらわになった青白い肌、そして額の紅石を目にしたリリ達は驚倒し、次には凄すさまじい速度で臨戦態勢に移る。

　地を蹴って後退するリリ、背の大刀と腰の刀の柄を摑んで身構えるヴェルフと命ミコトさん。

　春姫ハルヒメさんは口もとを両手で覆い、その翠みどりの双眸をあらん限りに見開いた。

　一瞬で張り詰めた空気に、僕は息を呑み、側にいる彼女もまた全身を強張らせる。

「……どういうことだ、ベル」

「春姫ハルヒメ殿、こちらへ」

　竜女ヴィーヴルの少女から視線を引き剝がさず、ヴェルフが問いかけてくる。

　今まで聞いたことのない声音で詰問され僕が狼狽ろうばいする一方、命ミコトさんは硬直する春姫ハルヒメさんを背に隠した。

　今日までがそうであったように、ヴェルフ達はモンスターである彼女を警戒している。

「ま、待って、みんなっ、この娘こは……！」

「離れてください、ベル様!!　一体何なにを考えておられるんですか!?」

　右手のハンドボウガンを構えるリリが、弁明を遮さえぎって絹を裂くような悲鳴を上げる。

　栗色の瞳には非難と混乱の色が宿っていた。

「綺麗な顔をしているからって、連れてきたっていうんですか!?」

「ち、ちがっ……!?」

「これでは『怪物趣味』だと疑われても仕方ありません!!」

『怪物趣味』。

　言葉の通り女面鳥体ハーピィや半人半蛇ラミアを始めとした人型のモンスターに欲情してしまう異常性癖、人物を指す言葉で、下界では最大級の蔑称べっしょうだ。

　つまり、それほどモンスターは人類に忌いみ嫌われている。

「ベル様っ、怪物モンスターは怪物モンスターです!!　調教テイムならまだしも、変な情じょうなど移さないでくださいっ！　モンスターは──人類の敵です!!」

　そのリリの余裕のない発言が、ヴェルフ達の反応を、今の状況の全すべてを物語っていた。

　馴なれ合うことのできない人と怪物の関係。至極当然の主張。

　遥はるか『古代』、僕達の祖先を滅亡の危機にまで追いやり、今日まで殺し合いを繰り返してきたモンスターは、共存不可能な存在である。

　警戒を緩めないヴェルフ達に代わって、リリは必死に僕へ訴うったえかけた。

「犬や猫じゃないんです!!　ベル様、早くそこからどいてください!!」

「ベル」

「ベル殿」

　竜女ヴィーヴルの少女を庇う僕に武器を構えるリリが警告し、ヴェルフも、命ミコトさんも呼びかけてくる。荒事に慣れていない春姫ハルヒメさんだけが、何もできずに視線を何度も巡らせていた。

　初めて向けられる仲間の剣幕にどうしようもないほど何もできず、けれど背後にいる彼女を庇うのを止められないでいると。

　リリ達に怯えていた異形の少女が、そこで何かに気付いたように、僕の顔を見上げてくる。

「……ベル？」

　唇を開き、彼女が言葉を発した瞬間、リリ達は絶句した。

「あ、う、うん……僕の、名前」

「なまえ……？」

「そ、そう。僕はベル」

「ベル……ベルはなまえ……名前は、ベル？」

　リリ達が僕に向けていた呼び名を反芻はんすうするように、彼女は僕の呼称を繰り返す。

　そしてモンスターが喋ったという現象を目まの当あたりにし、リリ、ヴェルフ、命ミコトさん、春姫ハルヒメさんは愕然としていた。

　警戒を忘れ、この娘こを見つめることしかできなくなる。

「ベル、ベル」

　名前を理解したのか、彼女は片手で僕の指をぎゅっと握ってきた。

　ベル、ベルと刷り込みされたかのごとく名前を何度も口にし、その青白い体を寄せてくる。

　まるで頼るものがこれっきりしかないように。

「モンスターが……喋った」

「冗談だろ……」

　命ミコトさんとヴェルフが呆然と呟いた。

　二人の手が、摑んでいた得物の柄から僅かに浮く。

　怪物にはありえない弱々しさ、そして儚はかない姿に、迷いが生じている。

「ベル、様……その方とは、何があったのですか……？」

　声を震わせながら、それでも話を聞こうとしてくれる春姫ハルヒメさんの勇気と優しさに、僕は感謝した。

「19階層で、この娘こを見つけました。怪我をしてて……冒険者にも、モンスターにも襲われていて……震えながら、泣いていたんです」

　だから連れてきた、とたどたどしい口調で説明した。

　上手うまく力が入っていない細い足、様々な感情に揺れている琥珀色の双眸。

　あらゆるものを恐れて僕に縋り付く彼女を見て、ヴェルフや命ミコトさん、春姫ハルヒメさんは口を噤つぐむ。

「僕は……この娘こを助けたい」

「……怪物モンスターを保護しているなんて知れたら、【ヘスティア・ファミリア】は終わりです……」

　僕の願望に対し、先程から動揺しているリリは、顔を力なく左右に振って呟いた。

　派閥の団長としての立場に苦しめられながら、それでもみんなに大いに詫びながら、僕は自分の我儘わがままを──胸中の思いを言ってしまった。

「それでも、見捨てたくない」

　情けない顔をしながら、目を逸そらさない僕に、リリはぎゅっと唇を嚙かむ。

　ややあって、リリはあたかも以前の自分を重ねているかのように竜女ヴィーヴルの少女を見つめた。

　僕やヘスティア様達に助けられた当時の記憶を思い出しているのか──とうとう、がっくりと項垂れる。

「もう、好きにしてください……」

　リリが右手のハンドボウガンを下ろす。

　ヴェルフや命ミコトさんも武器から手を離し、無言のまま臨戦態勢を解除した。

　剣呑けんのんな雰囲気が消え、竜女ヴィーヴルの少女が恐る恐る僕やみんなを見回す。

　おろおろとする春姫ハルヒメさんを中心に流れ出す当惑の空気。誰もがどうしたらいいかわからず、動けない。

【ファミリア】に果てしない迷惑をかけることを後ろめたく思いつつ、僕は意を決して自分の考えを口にした。

「ダンジョンにいたら、この娘こは冒険者やモンスターに襲われる……ホームに連れて帰りたい。そこで、神様にも話を聞きたい」

　保護という目的以外にも、この異形いぎょうの少女は何なのか、ヘスティア様に意見を仰ぎたい。あるいは教えてもらいたい。

　僕がそう言うと、ヴェルフ、命ミコトさん、春姫ハルヒメさんは反対しなかった。

　思わずというように苦笑するか、あるいは錆さびたような動きで頷いてくれる。

　最後に、リリは一人、大きな溜息ためいきをついた。

「地上に帰還するとしたら、夜です。少しでも冒険者がいない時間帯に……人目がない時を狙って、摩天楼施設バベルを抜けなければ」

　間違ってもモンスターを保護しているとバレてはいけない。地上に戻った冒険者達が酒盛りに耽ふける後を狙って帰還した方が賢明。リリは参謀役の立場からそう助言してくれた。

　我儘を聞いて、その上で尽力してくれるサポーターに頭が上がらない気持ちで一杯になる。

「リリ、ごめん……ありがとう」

「……もういいですっ。ええっ、そうですともっ。どんなに無茶苦茶なことを言われたって、リリだってベル様を見捨てることなどできないのですからっ」

　どこか拗すねたような口調で、リリは赤くなりながらそっぽを向く。

　申し訳なく思いながらも、嬉うれしい気持ちの方が勝ってしまった。

　リリが言ってくれたその言葉に、胸の中を感謝で溢れさせる。

　どこかぎこちなかったヴェルフ達も、リリのそんな姿にいつものような笑みを漏らした。

「地上ちじょう……？」

「うん。僕達の家に、行こう」

　笑うヴェルフや春姫ハルヒメさんにリリが真まっ赤かになって怒るのを脇に、不安そうに指を握ってくる彼女に微笑を落とす。美しい竜女ヴィーヴルは僕をじっと見上げた後、小さく笑った。

　ぽふっ、と音を立ててこちらの首もとに顔を埋めてくる。

　少々うろたえながら小柄な体を受け止めた僕は、おもむろに頭上を仰あおいだ。

　森の切れ間から見える階層の天井てんじょうは、夥おびただしい青と白の水晶が発光を弱め、『夜』の訪れを告げようとしていた。
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　闇やみに包まれる白亜の巨塔。

　迷宮都市の中心で天高く伸びる『バベル』、そして中央広場セントラルパークは夜を迎え閑散としつつあった。代わりに、方々ほうぼうでは酒場を中心に喧騒けんそうが溢れ、色とりどりの魔石灯が輝きを放っている。

　闇夜が深まろうとも都市の勢いは衰えない。繁華街は活況を呈し、復旧の目処めどが立ちつつある歓楽街は色欲に耽っていく。場末の酒場が軒を並べるとある路上では酔った女達と神々がまるで宴のようにダンスを踊っていた。賑わいに満ち混沌としている街並みを、周囲を囲う堅牢な巨大市壁が今日も見守っている。

　探索を終えた冒険者達が街中に散らばり都市全体が盛り上がる、そんな中、パーティがまた一組、ダンジョンから遅れて帰還してくる。

　白髪のヒューマンを中心にした六人組のパーティは、人通りが疎まばらの螺旋らせん階段を進み『バベル』地下一階の大広間に辿り着いた。

　足早に去っていく彼等を──広間の天井画、美しい蒼穹そうきゅうの絵画が見下ろす。

　そして、天井画の一角に埋め込まれた極小の青玉が、僅かな輝きを放った。




「──不味いぞ、ウラノス」

　闇に声が響く。

　神殿を彷彿させる石造りの広間。

　唯一の光源である四炬きょの松明たいまつがばちばちと音を立てて一部の闇を切り裂く中、台座の上に置かれた水晶を見て、声を発する者がいた。

　僅かな肌の露出もない、全身を黒衣で包んだ謎なぞの人物。両手には複雑な紋様もんようが刻まれた漆黒の手袋グローブを身に付けており、言うなれば影が人を象ったかのようだった。

　性別さえ判然としない黒衣の人物は、台座の上の水晶を見下ろし言葉を続ける。

「理知を備えるモンスターが、冒険者達と接触した。今、『バベル』を出る」

　水晶には『バベル』地下一階──天井画の青玉を通した光景が映し出されていた。

　青水晶にはヒューマンの少年、そして火精霊の護衣サラマンダー・ウールに包まれた少女が浮かび上がっている。

　黒衣の人物は少年に寄り添うその少女を、はっきりと『モンスター』と断じた。

「モンスターを連行しているのか？」

「いや、どうかな……水晶越しでは保護しているようにも見える」

　黒衣の人物が水晶の光景を観察する他方、四炬きょの松明の中心地から重々しい声音が響く。

　松明の火に照らされ闇に浮かび上がるのは、石製の巨大な神座であり、そこに腰かける巨大な老神だった。

　二Ｍメドルを超す巨軀きょくにローブを纏う男神は、彫像のような表情を変えず問いを重ねる。

「冒険者は誰だ、フェルズ」

　フェルズ、と呼ばれた黒衣の人物は答えた。

「ベル・クラネル。【ヘスティア・ファミリア】だ」

　水晶に映し出されるのは、白髪に深紅ルベライトの瞳。

　もたらされた内容に、老神は己の蒼色の瞳を細める。

「都市を賑わす新人冒険者リトル・ルーキー……男神ヘルメスのお気に入りか」

「どうする、ウラノス」

「……様子を見る」

　黒衣の人物に指示を仰がれた老神は静かに瞑目めいもくし、瞼まぶたを開けるとともに答えた。

「いいのかい？　【ヘスティア・ファミリア】は良くも悪くも都市の注目を集め過ぎている。何かことが起きた後では……」

「女神ヘスティアの眷族だ、我々が追う件の狩猟者ハンター達でないことは間違いない。何より……」

　神の瞳は台座に置かれた水晶の奥、浮かんでいる少年の顔を見据えた。

「見極めたい。女神ヘスティアの眷族達が何か変化をもたらすか……『彼等』の希望になりえるか、否いなかを」

　沈黙の後、黒衣の人物は頷く素振りをする。

「わかったよ、ウラノス。貴方の神意しんいに従おう」

　ばちっ、と松明が火の粉とともに弾はじけた。

「『目』を放て。ベル・クラネル達、そしてモンスターの少女を監視しろ」

「ああ」

　静謐せいひつな石造りの広間の中。

　翻ひるがえる黒衣が、闇の奥へと姿を消した。
















　地上に帰還したのは深夜に迫ろうかという時間帯だった。

　リリの思惑おもわく通りすっかり人気ひとけのなくなった『バベル』、中央広場セントラルパークを闇夜やみよに紛れるように後にして、路地裏など人目の少ない道を経由しホームを目指す。

　繁盛する酒場や人の往来──氾濫はんらんしている都市全体の喧騒けんそうや光に竜女ヴィーヴルの少女が何度も飛び上がって驚愕きょうがくする中、僕達は無事『竈火かまどの館』に辿たどり着いた。

「ベル様達はここで待っていてください。先にミアハ様達にお帰りになってもらいます」

　僕と竜女ヴィーヴルの少女に本拠ホームの裏門付近で待機するよう言い付け、リリ達が先に館へ入る。

　今日は、僕達がダンジョン探索している間、【ミアハ・ファミリア】が館の留守番を引き受けてくれていた。神ミアハ様はともかく、犬人シアンスロープのナァーザさん、新団員のダフネさんやカサンドラさんがこの娘こを見たら──リリ達がそうであったように──きっと騒動が起こる。懇意派閥とはいえ彼女のことを不用意に知らせない方がいいと言うリリやヴェルフの意見に、僕は従った。

　火精霊の護衣サラマンダー・ウールの上からしがみついてくる彼女と暗い物陰に二人で隠れていると……ややあって、正門の方からミアハ様達が帰っていくのがわかった。

　間もなく、裏口から命ミコトさんと春姫ハルヒメさんが走って迎えに来てくれる。

「ベル殿、ヘスティア様への説明は……」

「……僕がします。僕に、させてください」

「大丈夫でございますか……？」

　鉄栅をくぐって裏庭を突っ切る際、命ミコトさんと春姫ハルヒメさんが心配そうに声をかけてくる。

　命ミコトさん達が彼女から一歩距離を置いているのを横に、僕は自分が招いたことなのだと腹を固めた。足がもう自然に治癒しかけている竜女ヴィーヴルの少女に──確かな『怪物』の片鱗へんりんに──戦慄せんりつに近いものを抱きつつ、彼女を支える手に力を込める。

「やぁやぁ、お帰りー」

　そして館の居室リビングに入ると、神様がいつも通り笑顔で迎えてくれた。

「それにしても、どうしたんだいベル君、裏から一人だけ帰ってくるなんて？　ミアハ達はもう帰っちゃったぜ。それに、その子は──」

　不思議そうに首を傾かしげていた神様の言葉が、不意に途切れる。

　僕やヴェルフ達、全すべての眷族が口を引き結び緊迫する中、その蒼あおみがかかった瞳ひとみを見張る。

　僕の隣にいる、ローブで身を隠す彼女だけを見つめ、時を止めていた。

「──ベル君、何なんだい、それは？」

　鋭い表情に様変わりした神様は、誰だれ、とは聞かず何であるのかと問うてくる。

　僕は気圧けおされながらも、無言で彼女が被かぶっているフードを取った。

「っ……!!」

　青白い肌、琥珀こはく色の瞳、そして額ひたいに埋まる柘榴石ガーネットにも似た紅石。

　怪物の容貌を晒さらす異形いぎょうの少女に、ヘスティア様は息を呑のんだ。

　自分より小さな神様に竜女ヴィーヴルの少女もまた怯おびえ、僕の体に細い腕を回してくる。

「……話を聞かせてくれ」

　眷族達に見守られながら、深く息を吐き出した神様は、真剣な眼差まなざしでそうおっしゃった。




　居室リビングの中で、僕はことの経緯けいいを神様に語った。

　円卓を囲んでリリやヴェルフ達がそれぞれ椅子いすに腰かけ、僕と彼女も隣り合って座る。神妙な顔付きで話に耳を傾ける神様は終始無言だった。

「……どうなさいますか、ヘスティア様？」

　あらかた話し終えるのを見計みはからって、リリが神様に派閥ファミリアとしての判断を仰あおぐ。

　竜女ヴィーヴルの少女が僕の右腕に抱き着いて離れない中、両腕を組んで深思する神様は、ゆっくりと閉じていた瞼まぶたを開けた。

「……このことは誰にも話さないでくれ。しばらく、様子を見る」

　僕達、そして異形いぎょうの少女の顔を見渡しながら、神様はそうおっしゃった。

「ぶっちゃけてしまうけど、ボクもこの事態をどう受け止めていいかわからない。こんなことがあるなんて……」

　視線を向けられ物怖ものおじする彼女を、神様はじっと見つめる。

　喋しゃべるモンスター、本来の在り方と相反する『怪物』。

　全知である神様にとっても『未知』であることを告白され、リリやヴェルフ達は一様に硬い表情を浮かべた。

「モンスターは下界の住人の、君達の敵……争わなければいけない存在だっていうのはわかってる。でも、こうまで怯えられちゃあ見捨てることはできないよ」

「それじゃあ……！」

「ああ、この娘こはしばらく保護しよう」

　嘆願者を庇護ひごする、女神様の慈愛。

　どんな孤児こどもにも手を差し伸べ、優しさを恵む神様の慈悲に僕は心の底から安堵あんどする。主神様の決定にリリ達は溜息ためいきや苦笑など各々の表情を見せたけど、異議を唱となえはしなかった。

　椅子を下りてテッテッと竜女ヴィーヴルの少女の前まで来た神様は、複雑な感情は隠せないまま、けれど優しく微笑ほほえんだ。

「君、名前はあるのかい？」

「……なまえ？」

　僕に一層いっそう体を寄せながらも、神様に尋ねられた彼女は不思議そうな顔をする。

「……ベル？」

「いや、それは僕の名前……」

　青銀の長髪を揺らしながら小首を傾げる彼女に、僕は汗を流した。

「わたしの、名前？　……わからない」

　たどたどしくも操あやつる言葉に──初めて聞くまともな声に──リリ達があらためて驚きの息をつく中で、彼女は視線を床に落とした。

　やっぱり、名前はないのか。

『ヴィーヴル』というのは人類じんるいが定めた怪物モンスターの呼称であって、彼女自身の名は存在しない。

　親も誰もいない、広い迷宮の中で一人ぼっちでいた時点で予想はついていたけど……。

「ベル、もうお前が決めろ」

「って、ええっ!?」

「ああ、そうだね、ヴェルフ君の言う通りだ。拾ってきた、なんて言うとあれだけど、ベル君がこの娘こを助けたんだ。君が名付けの親になるべきだよ」

　そ、そんな……!?

　ヴェルフと神様の発言を皮切りに、リリも命ミコトさんも春姫ハルヒメさんも『任せました』とばかりに静観の構えを取る。

　盛大に慌あわてふためく僕を見て既にヴェルフ辺りは楽しんでおり、竜女ヴィーヴルの少女が顔をきょとんとさせた。

　せ、責任重大……！　この娘の一生に関わるものを名付けなくてはいけないなんて！

　何でこんなことにと混乱しつつ、側そばでじーと見上げてくる琥珀色の瞳を見つめ返し、必死に考えを巡らせる。


　ヴィーヴル、竜ドラゴン、女の子、宝石、柘榴石ガーネット、青と銀、琥珀の瞳…………。



　ぱっと見た外見の特徴を片っ端から列挙するも──何も思い付かない!!

　発汗を催もよおしながら目をぐるぐる回し悩みまくる僕は、「早くー」とみんなに催促されるほど時間をかけた後……震える口を開いた。

「ウィ……『ウィリュジーネ』？」

　僕が考えつかないような、いかにも大層な名前に、「ん？」と神様達は揃そろって首を傾げる。

「あの、ベル様……そのお名前はまさか、英雄譚えいゆうたんに登場する精霊様の……？」

　うっ……バレた。

　名前が英雄譚の引用であることを、僕と同じ物語好きな春姫ハルヒメさんにあっさりと見抜かれる。

　光の翼を持つ精霊が登場する『異類婚姻譚メリュジーネ』。物語と同じ名前の光精霊ルクスが己おのれを助けた英雄に恋をして、人間に成りすまし想おもいを遂げようとする物語だ。自分の沐浴もくよくを『見てはいけない』と告つげるのだけど、約束を破った英雄に光翼を広げた精霊本来の姿を見られてしまい……その後は一度いちど離れ離れになったり、町で暴れる竜を協力して退治したりする。

　子供の頃ころ大好きだった異類婚姻譚メリュジーネと、竜女ヴィーヴルで……ウィリュジーネ。

　安直過ぎだろうか？

「ベル様にしては、まぁ、いいお名前かと。気取っていますが」

「しかし長いぞ。気取っているしな」

「うーん、じゃあ縮めてウィーネ君というのはどうだろう！　気取ってないぜ！」

「おお、妙案です、ヘスティア様。それなら気取っていません」

　リリ、ヴェルフ、神様、命ミコトさんに、好き放題言いわれた挙句ダメ出しされ項垂うなだれる僕。

　はっと我に返る命ミコトさんと慌てる春姫ハルヒメさんに「ウィ、ウィリュジーネ様もいいお名前だと思います！」と慰められるけれど、年上の人達の優しさが胸に痛い。

　でも、『ウィーネ』か……確かにこっちの方がいいかも？

「ウィーネ……？　わたしの、名前？」

「う、うん、どうかな？」

　僕の腕に抱き着いたまま、あどけない声で尋ねてくる彼女に確かめると。

　竜女ヴィーヴルの少女は、静かに微笑んだ。

「ウィーネ……わたし、ウィーネ」

　嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる彼女──いやウィーネに、誰もが、神様だって目を奪われた。

　美しい相貌からこぼれ落ちた、何にも染まっていない無垢むくな笑み。

　種族の垣根、そして人間と『怪物』の壁を越えて、僕達は確かにこの異形いぎょうの少女に見惚みとれていた。

「ベル、ベル」

　喜びをあらわすようにウィーネは僕の腕を離し、防具を脱装した胸に頰ほおずりしてくる。

　腕がひとりでに動き、その体を支え、言葉を忘れてしまった。

　温ぬくもりを帯びた様々な感情が、心の奥に浮かんでは消えていく。

「……オホンッ」

　そんな僕達を黙って見つめていた神様は咳せき払いをして、仕切り直すように口を開いた。

「それじゃあ、あらためて──初めまして、ウィーネ君！　ボクはヘスティア、ベル君達の神様さ！　今日からボク達と一緒に共同生活だ、よろしく頼むぜ？」

　目の前で胸を張り、神様は元気良くのたまった。

　にこやかに手を差し伸べるヘスティア様に対し、ウィーネは僕の胸の中から一瞥いちべつを投げる。

「……ベルの、かみさま？」

　ぽつりと呟つぶやき、神様と一瞬目めを合わせたかと思うと──ささっと僕の胸に顔を埋め直す。

　あらっ、と行き場を失ったヘスティア様の手がかくんっと折れるのを前に、さしもの神様も簡単には気を許してもらえないようだと、僕や春姫ハルヒメさんなんかは苦笑してしまった。

「……それより、いつまで抱き合っているんですかベル様？　モンスターでも女性の方に抱き付かれれば、やっぱり嬉しいんですか？」

「えっ」

「むっ!?　そうだベル君、離れるんだ！　すっかり鼻の下を伸ばして、だらしないったらないぜ！」

「の、伸ばしてないですよ!?」

　と、突如とつじょ始まったリリと神様の非難の嵐あらし。

　あることないことを言われ叫さけび返すけれど、ウィーネが離れてくれないなんて言い分は聞いてはもらえない。ヴェルフや命ミコトさんがやれやれと笑い、春姫ハルヒメさんは右往左往し出す。

　すっかり場の空気が緩んでしまう中、今更ウィーネの体の柔らかさに羞恥心を思い出す僕は、真まっ赤かになって情けない声を上げるしかなかった。




　それから。

　たじたじになって神様達と言い合っている内に、ウィーネは疲れ切っていたのか、僕の胸の中で寝息を立て始めてしまった。

　誰も味方がいないダンジョンを逃げ惑い、疲労や不安は頂点を越えていたのだろう。深い眠りに落ち、寄る辺を見つけたかのように僕の体に抱き着いたまま決して離そうとしない。

　神様達が何とか引き剝はがそうとしても強い力で──竜の力で──一層かき抱いてきて、僕に悲鳴を上げさせた。

　致し方なく、僕はこの娘こと夜を明かすことになった。神様やリリに「間違いを起こしたら許さないぜ？」とか「人間ひとの道を踏み外さないでくださいね」なんて氷点下の眼差しと一緒に散々釘くぎを刺され、何度も頷うなずかされたけど。

　居室リビングの長椅子ソファーの上で、春姫ハルヒメさんが持ってきてくれた薄手の毛布を被り、二人一緒に横になった。

（……でも結局、みんな集まっちゃったなぁ）

　魔石灯を消灯した居室リビングには、僕達以外にもみんなが他ほかの長椅子ソファーや床に寝転がっていた。

　放っておけぬとばかりに神様が毛布を引っ張ってきたのが始まりで、リリや命ミコトさん、春姫ハルヒメさん、ヴェルフも寝床の準備をして今に至っている。

　僕、そんなに信用されてないのかな……。

「……」

　壁際の位置に、立て膝ひざの姿勢で瞼を閉じるヴェルフは、大刀を抱えていた。

　命ミコトさんもそうだ。床に布団ふとんを敷いて春姫ハルヒメさんと一緒に寝ながら、側に雌雄一対の短剣を置いている。リリもハンドボウガンを手放していない。

　その武器が何を意味するのか、誰に向けられるものなのか、僕もわかっていた。

　僕が信用されていないだけじゃない。まだみんな、この娘このことを……。

　暗い居室リビングでみんなの浅い寝息を聞きながら、胸の中を見下ろす。

　額の紅石を妖あやしく輝かせる女の子は、無防備であどけない寝顔を浮かべていた。

（本当に、なんなんだろう、この娘こ……）

　火精霊の護衣サラマンダー・ウールを着ながら人間の懐ふところで眠りこける竜女ヴィーヴルの少女に、疑問がつきることはない。

　ローブから覗のぞく凝固した血の跡や、青白い肌から漂う鉄の臭いに、何も感じないと言えば噓うそになる。これからどうなるんだろう、という先行さきゆきへの思いも。

　黙り込んで考え続けていると……間もなく、瞼まぶたから力が抜けるのがわかった。

　色々なことがあって僕も疲れていたのか、襲ってきた睡魔にあっさりと屈してしまう。

　──とりあえず、明日になったら体を拭ふいてあげないと。

　眠りに落ちる直前、僕はそんなことを思った。
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「ウィーネ君に関する情報が欲しい」

　翌朝。

　大食堂の食卓、朝食の席で、ヘスティアは切り出した。

「これからの方針を決めるにしても、この娘こについてもっとよく知ってからだ。彼女のような存在は他にいるのか、今ダンジョンで何が起こっているのか……それを知りたい」

　寝惚ねぼけ眼まなこのウィーネが体を離さず、ベルと彼女だけが朝食を食べられないでいる中、『喋るモンスター』の情報収集を眷族達に命じる。

「情報が欲しいからと言って、他人に余計な詮索を受ける真似まねは絶対に駄目だ。ボク達がウィーネ君……モンスターを匿っていることは絶対に知られちゃいけない」

　ウィーネの存在はもとより、調教テイムもされていないモンスターが都市にいることは無用な混乱を招く。露見してはならないと、昨日さくじつのリリがベル達に語ったように厳命した。

「ボクも探ってみるから、今日からお願いするよ」

「迷宮探索は、しばらくおあずけだな」

「ですね。ちなみに、ベル様に春姫ハルヒメ様、後は命ミコト様も信用できる人以外の接触は避けてください。碌ろくなことにならないので」

「「「あ、はい……」」」

　ヘスティア、ヴェルフと言葉を続け、最後にリリがベルと春姫ハルヒメ、命ミコトに厳重注意する。

　噓が下手、というより隠し事ができないことを指摘され、三人揃って体を縮めるベル達。そんな眷族達のやり取りに笑みをこぼしながら、ヘスティアは椅子から立ち上がった。

「くれぐれも注意してくれよ。それじゃあ、頼んだよ」




　陽光が燦々さんさんと降りそそぐ朝と昼の間の時間。

　今日も上空は青一色に染まっている。冒険者が大通りを経由してぞろぞろと都市中央のダンジョンに向かう横で、労働者達が各々の仕事に精を出していた。

「何よ、話って。ま～た仕事をサボろうっていう口実じゃないでしょうね？」

「ボ、ボクも結構けっこう頑張ってるんだから、そろそろ見直してくれよっ、ヘファイストス!?」

『バベル』四階、【ヘファイストス・ファミリア】店舗テナント。

　一級品の武具を取り扱う【ヘファイストス・ファミリア】の高級支店で、いつものようにバイトに出勤したヘスティアは知己ちきであるヘファイストスと二人きりで対面していた

　ちょうど支店の見回りに来ていた彼女を捕まえ、話を聞くよう懇願したのである。

「で、何なの？　人払いもさせて、変な話だったらすぐに帰るからね」

　案内されたのは店舗テナントの奥にある商談室だった。売り場の喧騒が厚い壁に阻はばまれ全く聞こえてこない中、ヘファイストスは腕を組みながら半眼を作っている。

　初めて入った部屋に物珍しそうに顔を振っていたヘスティアは、棚に飾られた長剣に歩み寄り、剣身に反射する己の顔、そして背後にいる神友しんゆうを見やった。

「言葉を話すモンスターって、聞いたことがあるかい、ヘファイストス？」

「何よそれ？　知るわけないでしょう」

「だよねぇ……」

　呆あきれ顔を浮かべるヘファイストスの返答に、二の腕をさする。

　店の制服である紅くれないの衣装を揺らしながら、ヘスティアはゆっくりと振り返った。

「もし、喋るモンスターがいるとしたら……どうする？」

「……詳しく聞かせなさい」

　ヘスティアの真剣な眼差しを前に、ヘファイストスは眼帯をしていない己の左眼を細めた。




「喋る、モンスター……」

　北西と西の大通りに挟まれた第七区画、『青あおの薬舗やくほ』。

　薄暗い路地裏の奥まった場所に立つ【ミアハ・ファミリア】本拠ホーム、その客室には、主神であるミアハ、タケミカヅチ、そして命ミコトの姿があった。

「本当に喋ったのか、モンスターが？　意思疎通ができたっていうのか？」

「はい……昨夜から、自分達の館で保護しています」

　奇くしくも『バベル』にいる鍛冶神と似た反応を示すタケミカヅチに、命ミコトは重々しく頷いた。

　情報収集する上で、ミアハ達など信頼できる神物じんぶつになら相談してもいいと命ミコトは許可をもらっていた。逆に言うと、信頼できても下界の者には話してはならないとも言われている。

　桜花オウカや千草チグサ達が迷宮探索、ナァーザ達【ミアハ・ファミリア】の面々が薬品の原材料採取に出払っている中、命ミコトは集まってもらった二柱の男神に竜女ヴィーヴルの少女について打ち明けていた。

「昨夜、そなた達の様子がおかしかったのはそういうことだったのか……」

『竈火かまどの館』で留守番を務め命ミコト達のぎこちない挙動を目にしていたミアハは、合点が言ったというように頷いた。

「タケミカヅチ様、ミアハ様、何かお心当たりはありませんか？」

「いや、言葉を使うモンスターなんて……俺おれも初耳だ。正直、うろたえている」

「うむ、にわかには信じがたい……だが」

　命ミコトも初めて見るほど困惑した表情を浮かべるタケミカヅチの後に、ミアハは言葉を続けた。

「下界の可能性は神々われわれにも見通せない『未知』を時にはもたらす……今回も、何かがダンジョンで起きているのやもしれん」

　長い群青の髪を揺らしながら忠告するミアハに、命ミコトは口を閉ざし押し黙った。

　そんな彼女の横顔を見て、タケミカヅチが問いかける。

「お前はどう思っているんだ、命ミコト？　その喋るモンスターに対して」

「……わかりません」

　命ミコトは力なく顔を左右に振りながら、正直に答えた。

「ウィーネ……殿は、普通のモンスターと違うと理解しているのですが……どう接していいのか、迷ってしまいます」

　ともすれば、と唇を震わせる。

「おかしな真似をしないか、一挙一動を見張っている自分がいます……何かが起こってもすぐ対処できるように」

「……」

「緊張が、解けないのです。彼女を……恐れてしまう」

　言葉を絞り出した命ミコトは目を伏せた。

　彼女を気遣わしげに見やるミアハの隣で、タケミカヅチは角髪みずらにしている頭髪に手を回す。

「まぁ、それが当然の反応だろうな……」

　何も間違っちゃいない、と。

　そのように言われた命ミコトは、何も返事をすることができず、うつむいた。




　ギルド本部ロビー。

　既に多くの冒険者がダンジョンへと足を向け、人込みも減り出している時間帯、ヴェルフは大理石の広間を適当に歩んでいた。

　冒険者の塊にさり気なく近付いては聞き耳を立てる。根も葉もない彼等の話の中にも時折宝たからの鍵かぎが埋もれているというのは、新米鍛冶師の頃から苦労してきたヴェルフの経験則だ。昇格ランクアップした【ステイタス】によって下級冒険者以上に強化された聴覚を最大限利用しながら、己が求める情報を探っていく。無論、冒険者やギルド職員に直接ちょくせつ尋ねる愚かな真似はしない。

　黒の着流しと背の大刀を揺らす彼は、それからロビーの一角へと向かう。

　公式情報が集う巨大掲示板の前では、冒険者の人集ひとだかり、そして更新された情報紙を新たに張り出す数人のギルド職員がいた。

「──おい、聞いたか。例の装備品をかっぱらっていくモンスターの話」

「ああ、とうとう『中層』にも出るようになったらしいな」

「やけに興奮して、街リヴィラの連中が酷ひどい目に遭ったって聞いたぜ」

　不意に聞こえてくる冒険者達のざわめき。同時に目に飛び込んでくる一枚の羊皮紙。

　描かれているのは、剣と鎧を纏まとうモンスターの絵だった。

「……まさか、な」

　言いつつも、ヴェルフの顔から強張こわばりが取れることはなかった。




「こりゃあ別嬪べっぴんだぁ……エルフのお嬢ちゃん、俺達に酒をついでくれねえかぁ？」

「困ってることがあったら相談してくれよ……ひひひっ」

　被ったフードから金の髪と尖とがった耳を覗かせる幼いエルフの少女──変身魔法シンダー・エラを使用しているリリは、男達の下品な声を無視し、日の光が届かない地下の店内を突っ切っていく。

　北西のメインストリート、『冒険者通り』。

　大通り沿いに武器屋や道具屋アイテムショップに紛れて建つのは一軒の薄汚い酒場だった。木造の建物には扉の上に派閥の徽章きしょうが飾られており、酒場を営む【ファミリア】であることがわかる。

　酒場を営む派閥は、大抵が一般人や依頼人クライアント不明のいわゆる非公式の冒険者依頼クエストを斡旋あっせん、あるいは仕入れた情報を取り引きする情報屋としての商売を行う。行われていることがことだけに、客同士による情報交換も盛んだ。

　こういった酒場の【ファミリア】は都市にいくつか散在していた。

（相変わらず汚い場所ですね……）

　一二〇Ｃセルチにも満たない子供の身の丈、変身した美しい容姿を客達からからかわれる中、盗賊時代からことあるごとにこの酒場を利用していたリリは小声で呟いた。

　店内は暗くてみすぼらしい。壁の一角には依頼書の束たばが乱雑に貼はり出されている。一般人でも気安く利用できる大通りに面した一階とは異なり、裏口の階段からでしか入れない地下の階フロアは魔石灯の照明が抑えられ怪しげな雰囲気を放っていた。

　不味まずそうな麦酒を飲みながらヘラヘラ笑っている前歯が抜けた獣人、光り輝く指輪や首輪を大量に身に付けたアマゾネス、仮面を被り正体を隠す謎なぞの人物など、いかにもといった者達が長椅子ソファーや卓のもとで声をひそめ密談している。

　ギルド本部が表だとすれば、こちらは裏だ。ギルドとは異なり臑すねに傷持つ者も多く出入りし、信憑性の欠けるものも含め曰いわくつきの情報がごろごろ転がっている。同時に、油断すれば手持ちの手札カードを全て持っていかれる魔境であることを、リリはよく知っていた。

　間違っても少年ベルが足を踏み入れていい場所ではない。

「アルヴの清水せいすいを一つ」

　がらんとした長台カウンターの席に座ったリリは、巨漢ヒューマンの店主マスターに注文した。

　霊峰と呼ばれるアルヴ山脈から採水される氷水──エルフが好む無酒類の水物を出され、一口飲んだ後、再び口を開く。

「『喋るモンスター』について、何か情報はありますか？」

「……知らねえなぁ」

　長台カウンターに置かれた注文の代金より多い金貨を受け取りながら、店主マスターは眉まゆ一つ動かさず答えた。相手が外見は幼い少女であっても、情報屋として代価に伴う事実を淡々と述べる。

　リリの今いま行っている変身は保険だ。間違っても【ヘスティア・ファミリア】が『喋るモンスター』の情報を追っていると知らせないための。

　グラスを黙々と拭く店主マスターに、それならば何か心当たりのある客を紹介してくれないかと、リリが頼もうとした瞬間──どかっ、と隣の席に座る者が現れた。

「知ってるぜ、『喋るモンスター』の情報。ほんのちょっぴり、だけどな」

　身軽そうな戦闘衣バトル・クロスに編み上げの長靴ロングブーツ。小麦色の肌の、犬人シアンスロープの少女だった。

　盗み聞きしていたのか、獣の耳をぴくぴくと揺らし、あっけらかんと笑いかけてくる。

　リリは眉をひそめた。

「【泥犬マドル】……」

「ありゃ、私の二つ名知しってるのか？　他の冒険者やつらに埋もれてて全然有名じゃないと思ってたんだけど……でもさぁ、私その名前嫌きらいなんだよ、神様達も酷いと思わないか？」

　リリが相手の称号を口にすると、彼女は意外そうな顔を浮かべ、すぐに砕けた調子でぺらぺらと喋りかけてくる。しなやかな両脚を組んで「店主マスター、蜂蜜酒を」と注文を出した。

【ヘルメス・ファミリア】、と少女の所属を呟きつつ、背に腹はかえられないと尋ねる。

「それで、先程の話は？」

「ん～、私、最近博打ばくちですっちゃってさぁ……実はここの支払いも心もとないんだ」

　相手はにかっという笑みとともに、指で輪を作ってみせた。

　リリはエルフの美貌を歪ゆがめながら舌打ちをし、金貨の詰まった小袋を長台カウンターに叩たたきつける。

　犬人シアンスロープの少女は腰の尻尾しっぽを振って懐にしまい、機嫌良く話し始めた。

「ま、そんな大した話じゃないんだけどな。冒険者がいもしないのに人語が聞こえてくる、っていう話は前々から出回っていた。複数の喋り声がどこからか聞こえてきたり、迷宮に響く歌が下層域で一時期噂うわさになったり……後はそうだな、お前みたいに例の情報を欲しがっている連中がいた」

「……」

「他のヤツ等が噂を真に受けない中、そいつらだけはやけにがっついてきたらしくてさ。ここ以外の酒場なんかじゃあ、前まで情報を高値で買うなんて依頼書も貼り出されてたよ」

　少女の視線が一瞬、壁の一角にある依頼書の束に向けられる。

「その連中とやらの身もとは？」

「それがさぁ、全然摑つかめなくて……私もそれを知りたいんだ」

　依頼されているんだよ私も、と続けた相手の雰囲気が豹変ひょうへんする。

　目を細め、薄い笑みを浮かべながら、フードを被っているリリの顔を覗き込んできた。

「お前、見ない顔だけど……どこの所属だ？　エルフの癖くせにやけに染まってるじゃないか」

　こちらに顔を寄せてスンスンと鼻を鳴らす犬人シアンスロープに、リリは心の中でもう一度舌打ちをする。それと一緒に、己と同じ臭いを彼女から嗅かぎ取った。

　この女、間違いなく盗賊シーフである。それもリリのようなにわかではなく、本物の。

　裏の界隈かいわいでは、所属派閥もあって運び屋としてそれなりに認知されている泥犬あいての認識をあらためた。

　恐らく向こうも『喋るモンスター』の情報を追っているのだ。そして同じ情報を探し求めていたリリは怪しまれ、探りを入れられてしまっている。

　リリはベルや命ミコト達ほど【ヘルメス・ファミリア】を信用していない。最近さいきん都市に来たばかりの彼等はまだ理解し切れてないだろうが、中立を気取る彼かの派閥の胡散うさん臭さは群を抜いている。

　利になるならば彼等はリリ達の敵にも味方にもなりうるだろう。生を受けて十五年、このオラリオで泥水をすすって生きてきたリリの見解だった。

（有力な情報は手に入りませんでしたが……リリ達以外にも『喋るモンスター』を追っている輩やからがいるとわかっただけでも、良しとしましょう）

　潮時だと、無言で椅子から立ち上がる。

「あれ、もう行っちゃうのか？　もっと話をしたいんだけどなぁ」

　背後から投げかけられる陽気な声を無視し、リリは酒場を後にした。

　しかし、

（……つけられてますね）

　酒場を出て、路地裏を歩くこちらの後をつけてくる気配がある。

　数は一つ、十中八九あの盗賊シーフだ。相手は上級冒険者、まともなやり方では撒まけないだろう。

　変身魔法シンダー・エラや道具アイテムを駆使するしかない。薄暗い小径を出[image: 鱈]目でたらめに歩くリリは、懐から紐ひもをきつく縛った臭い袋──『強臭袋モルブル』を用意する。

　盗賊業に身を染めていた際にも似たようなことは何度もあった。

　この相手は時間がかかりそうだと辟易へきえきしながら──それでもあの非常識な酒場の武装エルフに追われた時と比べれば遥はるかにマシだと思いながら──リリは一挙、横道へと飛び込むのだった。
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　太陽が中天を目指しながら光り輝いている。

　青空には雲一つ浮かんでいない。本格的な夏に差しかかろうとしているオラリオの日差しは少々暑過ぎるくらいだった。僕がつい服の裾すそをまくってしまう程度には。

　そんな太陽と青い空を──竜女ヴィーヴルの少女は仰ぎ続けていた。

　神様達は出払い、僕と春姫ハルヒメさんが留守番役として館に残っている中。

　昨夜は沈んでいた太陽、青空に浮かぶ光の源みなもとに気付いたウィーネは、強く願ってきた。

　外に出たい、と。

「あれは……なぁに？」

【ヘスティア・ファミリア】本拠ホーム『竈火かまどの館』、その中庭。

　ダンジョンにはない太陽という存在に、ウィーネは釘付くぎづけとなっている。

　驚きをあらわにしている彼女に向かって、春姫ハルヒメさんがそっと後ろから近付いた。

「あれは太陽……お日様でございます」

「おひさま……」

　眩まぶしそうに空を見上げ、笑みとともに教える春姫ハルヒメさんの言葉を、ウィーネは呟く。

　太陽と無縁のダンジョンは、ややもすれば寒くなりがちだ。勿論もちろん階層によっては炎を吐き出すモンスターや火山の層域なんてものがあるから例外はあるけれど。

　ましてや、日の光の温かさをモンスター達は知らないだろう。

「……あったかい」

　空を見上げるウィーネは目を細め、そして笑った。

　あどけない笑みで、その琥珀色の瞳は潤うるんでいるようにも感じられた。

　背後から横顔を見つめていた僕が目を見開いていると、ウィーネは青銀の長髪を揺らして振り返る。

「地上ちじょうって、きれいだねっ」

　モンスターとはもう思えないほど。

　その天真爛漫てんしんらんまんな笑顔は、太陽に負けないくらい眩しかった。




　留守番とは言ったけれど、僕と春姫ハルヒメさんの本命の仕事はウィーネの面倒を見ることだ。

　間違っても外に出ていかないように気を付け、地上の知識がないに等しいこの娘この世話をしなければいけない。

「ベル……すごい、ぽかぽかするの。これ、とっちゃだめ？」

「だ、駄目でございます、ウィーネ様っ!?」

「う、うんっ、我慢して？」

　纏っている火精霊の護衣サラマンダー・ウールの首の辺りを両手で摑み、「う～」と脱ぎたがっているウィーネを、慌てる春姫ハルヒメさんと一緒に何とか止とめにかかる。何せ、ローブの下は丸裸だ。

　神様達が情報収集に向かった後、春姫ハルヒメさんに協力してもらってウィーネの血の跡を拭ふいてもらった。春姫ハルヒメさんをまだ怖がっていたこの娘こには苦戦させられつつ、どうにか汚れは落とすことができた。

　ついでに、何とか服を着させようと奮闘したけれど……失敗に終わった。

　こればっかりはウィーネは嫌がったのだ。というか、警戒していた。

　しょうがないので、昨日から身に付けていた火精霊の護衣サラマンダー・ウールを着させている。

（モンスターって言っても、女の子だし……春姫ハルヒメさん達に気を許してくれるといいんだけど）

　ローブの裾からちらつくほっそりとした脚や胸もとなんかは、正直目めのやり場にも困ってしまう……後は羞恥心がないのも。

　既に館の中では定番となったメイド服姿の春姫ハルヒメさんと並んで、僕は振り回されていた。

「ベル、これはなぁに？」

「それは魔石灯って言って、ダンジョンみたいに燐光ひかりがつくんだけど……」

「じゃあ、あれは？」

　ウィーネはホームの中に戻りたがらなかった。日の下ではしゃぎ、一夜を挟んで完璧かんぺきに治癒してしまった足で動き回る。

　この中庭は四方を館に囲まれ外から覗かれる心配はまずない。ダンジョンでも、きっと地上でも居場所はないこの娘こにとって、ここだけが唯一の箱庭だ。

　庭に面した回廊を物珍しげに眺めたり、新たな発見に目を輝かせるウィーネは、頰を染め、僕の腕を度々たびたび握った。

「ウィーネ様、そろそろお食事にしませんか？　今朝けさはご朝食も召し上がっていませんし」

「……おしょくじ？」

「えっと、ご飯はんのことなんだけど……ウィーネ、昨日から多分、何も食べてないよね？　僕も一緒に食べるから、食べよう？」

「……うん」

　春姫ハルヒメさんの申し出に、僕の顔を不安そうに見上げてくるウィーネ。眉を下げながら笑いかけると、彼女はゆっくり頷いてくれた。

　回廊に置いてあった籐籠バスケットを春姫ハルヒメさんが取りにいき、三人一緒に庭の芝生に腰を下ろす。

「……おい、しい？」

「ほ、本当でございますか!?」

「うん……」

「それは命ミコト様が作ってくださった御握おにぎりでございます！　こちらの果物くだものはいかがですか!?」

　命ミコトさんお手製の料理を黙々と食べる姿に、春姫ハルヒメさんは自分のことのように狐きつねの耳をピンッと立てて喜んだ。

　喜色満面になるそんな春姫ハルヒメさんのことを、ウィーネはちらちらと窺うかがう。

　熊獣バグベアーなんかは18階層の雲菓子ハニークラウドなんか食べてたし──後は血肉トラップアイテムとか──僕達が普段ふだん口にするものでも食事は大丈夫だとは思っていたけど……最悪食料庫パントリーに行くことまで考えていたから、ほっとした。それは春姫ハルヒメさんも同じだったみたいだ。

　はぐはぐと果物を食べるウィーネを微笑ましそうに眺め、そーっと撫なでようと手を伸ばす。すぐに、ひょいと躱かわされてしまった。

　僕に身を寄せるウィーネに、春姫ハルヒメさんはしゅんと肩を落とす。

「ははは……」

　春姫ハルヒメさんはまだ微妙に警戒されているようだ。

　でも、体を優しく拭いたことなどを通して、ウィーネはこの人に少し気を許していると思う。

　食事が終われば、狐人ルナールである春姫ハルヒメさんの太い尻尾の動きに合わせ、顔と体を一緒に揺らし始める。興味津々きょうみしんしんな竜女ヴィーヴルの女の子は尾に手を伸ばそうとして、さっと引っ込めた。

　そんな姿に春姫ハルヒメさんもくすくすと笑う。芝に座ったまま長いスカートから伸びる尻尾を左右に振って、子をあやすようにウィーネと戯たわむれれていた。

（何だか、姉妹にも見えるなぁ……）

　昨日はあんなに驚いていた春姫ハルヒメさんも、今は頑張って距離を埋めようとしてくれている。

　健気けなげにこの娘こを……モンスターである彼女を受け入れようとしてくれるその愛情を、僕はとても嬉しく思った。

　あるいは、様々な境遇で生きざるをえなかった春姫ハルヒメさんだからこその、優しさなのかもしれない。

「ねぇベル、ぽーしょんは、ないの？」

「えっと、回復薬ポーション？　あれはレッグホルスターごと部屋に置いてあるから、今は……」

「あのね、あれ、すごくいい匂においがしたんだよ？　さっき食べた、くだものみたいに」

　ウィーネは頻しきりに話しかけてくる。

　この温かな陽気に誘われてか、あるいは懐かれた証なのか、昨日より表情がずっと豊かになった。ころころと笑うようになって、心なし口調も流暢りゅうちょうになっている気がする。

　いや──気のせいではないだろう。

　口数が少なかったということを差し引いても、驚くほどの勢いでこの竜女ヴィーヴルの少女は言葉──人語を扱えるようになっている。僕達との会話を通じて、確実に。

　学習している、という感じじゃなくて……何なんだろう、これは。

（女の子みたいだけど……モンスター、なんだよね）

　苦笑しながらウィーネと受け答えしつつも、僕の中にはまだ戸惑いの心があった。

　話し方もしっかりしていて、その様子はもう僕達、人間と大差がない。ただ怪物であることを証明する青白い肌と鱗うろこが現実を告げてくる。

　額に埋まる紅石が、日の光を浴びて輝いていた。

「ベル、ベル」

　そして、笑いながら抱きつきたがるウィーネに、じゃれ付かれていた時だった。

　こちらを捕まえようと不意に泳いだ手が──指から伸びた鋭い爪つめが、僕の腕を掠かすめる。

「っ」

　戦闘衣バトル・クロスも手甲もつけておらず、暑さで袖そでをまくっていた腕に、三本の線が走った。

　爪に抉えぐられた傷はあっという間に赤く滲にじみだし、ぽたぽたと、血を芝生に落とし始める。

「え……？」

「ベ、ベル様!?」

　硬直した僕、そして血に濡ぬれた自分の手を見て呆然ぼうぜんとするウィーネ。春姫ハルヒメさんは切り裂かれた僕の腕を見て、悲鳴を上げた。

　止まらない血に「救急箱を取ってきます！」と立ち上がり、館へと駆け込んでいく。

「あ、え、うそ……ベ、ベルッ、痛いっ？」

　琥珀色の瞳を揺らし僕に手を伸ばそうとするウィーネは、寸前で動きを止めた。

　血を吸い上げた紅あかい爪を、慌てて引き戻す。

　目を眇すがめてしまう僕の顔と傷付いた腕、そして自分の手を見やるウィーネは、顔をくしゃっと歪めた。

「わたし、やだっ……ごめんねっ、ベル……！」

　瞳から涙がこぼれ落ちていく。か細い声は動揺と悲しみに震えていた。

　震える手を必死に胸の中に抱き締める。

　触りたいけど、触ふれられない。

　また傷付けてしまうから、手を伸ばせない。

「ごめんね、ごめんね……！」

　ウィーネは謝罪を繰り返した。

　簡単に人を傷付けてしまう己の手に、この娘こ自身が怯えている。

　あまりにも痛々しい光景が視界を打った。

「……っ！」

　頰を伝う涙を見て、僕の手は勝手に動いていた。

　ウィーネが驚くのを他所に、切り裂かれた方の右腕を伸ばして、その赤く染まった手を爪ごと包み込む。

　手の平に爪が食い込み、傷口が増えて血が溢あふれてくるのも、構わなかった。

「大丈夫だよ？」

　出会った時のように、笑ってあげる。

　傷の痛みなんか全然気きにせず、握っている手にぎゅっと力を込めた。

「──ベル!!」

　感極まったかのように嗚咽おえつを漏もらし、ウィーネは僕に抱き着いてきた。

　胸に飛び込み、首筋へ顔を埋め、沢山の涙で肌を濡らしていく。

　本当に……ただの子供だ。

　傷付くことも傷付けることにも怯えながら、温もりを求める、ただの迷子だ。

　耳もとでしゃくり上げる幼い声を聞きながら、僕はそう思った。

　細い体を抱き締め返し、血に濡れていない左手であやすようにその青銀の長髪を撫でる。肩を震わせたウィーネが、気持ち良さそうに目を細めたのがわかった。

　まるで猫のように耳の下へ鼻を擦りつけてくる。

　思わず温かい気持ちになり、僕はぽんぽんと、優しく頭を叩いた。

「──？」

　ウィーネが落ち着くまで背中を撫でていると、視線を感じた。

　諸事情で敏感になってしまった感覚が促すまま顔を振り上げると──館の屋根に、一羽の鳥がいた。

（梟ふくろう……？）

　白い羽毛に縦縞たてじま模様が入った鳥の姿に、疑問が募る。

　梟って夜行性の筈はずじゃあ……いや、そもそもどうしてこんな大都市の中に？

　森を離れた一羽の梟はこちらをじっと見つめ、確かに、その片眼をキラリと輝かせた。

　直後、僕が凝視するより早く羽を広げ、館の屋根から飛び去っていく。

「……」

　あっという間に空へ消えていった梟に、口を噤つぐむ。

　動物相手だというのに、『視みられていた』という嫌な感覚が、どうしても拭えなかった。

　ウィーネを抱き締める手につい力を込めていると──間を置かず、新たな視線を察知する。

　僕がはっとして背後を振り返ると、

「……う～っ」

　救急箱を両手に持った、春姫ハルヒメさんが立っていた。

　僕に抱き締められているウィーネを、何故なぜか羨うらやましそうに見つめている。

「……」

「……」

「ベル、ベルッ」

　嬉しそうなウィーネの声を耳にしながら、僕は尻尾をゆらゆらと揺らす春姫ハルヒメさんの姿に、汗を流した。
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　都市を囲う市壁の奥に日が沈み、夜。

　すっかり空が暗くなった頃、神様やヴェルフ達はホームに帰ってきた。

「ただいま～」

「お帰りなさい、神様、みんな。えっと、それで……どうだった？」

「駄目だ、碌な手がかりがない」

「色々ありまして、『喋るモンスター』に直接関かかわるものは、リリの方も……」

「ミアハ様やタケミカヅチ様も……やはりご存じではないと」

　バイトを終えてお疲れのヘスティア様、頭をかくヴェルフ、何故か神様に負けず劣おとらず疲弊しているリリ、言葉を濁す命ミコトさん……みんな芳かんばしくない表情で館の玄関をくぐる。

　まだ動き出して一日目だしそう上手うまくことが運ぶ筈もないけど、みんなの様子を見る限り、やっぱり一筋縄でいかなそうだと。

　春姫ハルヒメさん達と一緒に出迎えながら、僕はそう思ってしまった。

「で、そっちの方はどうだ？」

　と、顔を上げるヴェルフが問い返してくる。

　神様やリリ達の視線も、僕の背後、後ろに隠れているウィーネに集まった。

　爪を立てないように僕の服を摑みながら、もじもじとしている竜女ヴィーヴルの少女に、微笑む春姫ハルヒメさんが腰を屈め「おやりになってみましょう？」と囁ささやきかける。

　こくり、と青銀の長髪が上下に揺れた。

「……お、おかえりなさぃ」

　僕の背中から片方の目だけ出して、小さな声で呟く。

　神様もヴェルフ達も目を点にする中、ウィーネは僕から春姫ハルヒメさんの背中にささっと移った。

　僕と春姫ハルヒメさんは、苦笑と微笑みを浮かべる。

「随分……懐かれたな」

　リリや命ミコトさんが呆気あっけに取られ、ヴェルフが何とも言えない表情で告げる。

　その言葉通り、ウィーネはすっかり春姫ハルヒメさんに心を許していた。背中におでこをくっつけてくる青白い体を、金の毛並みの尻尾がぽんぽんと叩く。

　竜女ヴィーヴルの少女はくすぐったそうに身じろぎし、狐人ルナールの少女と一緒に笑った。

　未いまだに空いた口が塞ふさがらないリリの隣で、神様が不満げに両腕を組む。

「これは春姫ハルヒメ君、母親の素質があるぜ？　間違いないよ」

　昨夜見事みごとに振られてしまった女神様は、どこか悔しそうにそんなことをおっしゃった。




「おいしい……！　命ミコト、すごいねっ？」

「あ、ありがとうございます……」

　着替えを済ませて、大食堂での食卓。

　夕食を口にしたウィーネの第一声に、今晩こんばん食事当番の命ミコトさんは面食らっていた。

　広い食卓に並んでいるのはお肉や魚を中心にした焼き料理だった。ウィーネにも食べさせる食事ということで命ミコトさんは悩みに悩んだ末、なるべく素材のままで、塩で軽く味付けした程度の調理をしたのだ。食べやすいよう小さく切った豚のステーキに、魚の姿焼き、後は野菜のスープ。その中でも唯一趣向を凝らした極東風の卵焼きは甘い味付けもあってか、ウィーネに大好評のようだった。

「春姫ハルヒメが、いってたよ？　命ミコトは、すごく、ごはんがおいしいって」

「い、いえっ、自分はまだまだというか、しょ、精進がその……！」

　きらきらとした眼差しをそそがれ、命ミコトさんはうろたえて──というより照れている。

　落ち着かない様子で、結わえた黒髪を何度も揺らしながら赤面していた。

　[image: 餌]付えづけなんかとは違うけど……美味おいしい料理を食べて興奮しているウィーネの声は一段と大きい。隣の席に座っている春姫ハルヒメさんに、熱々で焦こげ目のついた厚焼き卵を「あーん」と食べさせてもらう竜女ヴィーヴルの少女はすこぶる幸せそうだ。

　その琥珀色の瞳だけでなく、額の紅石まで輝いて見える。

「う、うぅ……どう接していいか悩んでいた自分が、滑稽のようです……」

「命ミコト様っ。相手はモンスターなんですよっ、この程度のことで気を許さないでくださいっ」

「固いなぁ、サポーター君は。こういう時は開き直り、もとい柔軟な発想が大事なんだぜ？　……ということで、ボクは今度こそウィーネ君と親交を深めにいってくるよ」

「春姫ハルヒメ様に張り合わないでください!?　何でこう神様はお気楽なんですか!!」

　もうすっかり毒気を抜かれてしまったのか、竜の少女の無邪気な態度に命ミコトさんは項垂うなだれた。リリは注意を促すけれど、神様が緊張感皆無でウィーネのもとへ向かう。「この状況は間違いなく派閥にとって非常時なんですよ!?」と堪たまらず大声で訴うったえても、もうあまり意味がなかった。

　笑う春姫ハルヒメさんに誘われる命ミコトさん、交流を図ろうとする神様とそれを食い止めようとするリリを加え、ウィーネを中心に食卓が賑やかになる。

「すっかり馴染なじんだってことでいいのか？　リリスケじゃないが……いいのか、これで？」

「えっと、ヴェルフもウィーネには、その……警戒してる？」

「肩透かしを食らった、っていうのが本音だな」

　神様に頼まれウィーネの隣の席を譲った僕は、かまびすしい女性陣から離れた位置で料理をつまんでいたヴェルフの側に腰を下ろす。

　避難してきた僕が尋ねると、ヴェルフは苦笑いとともに肩を竦すくめてみせた。

「まぁ、取りあえず荷にが下りて良かったな。四六時中べったりだっただろ？　それとも、あいつ等に取られて寂さびしいか？」

「ヴェ、ヴェルフっ」

　からかってくるヴェルフに僕は怒った声を出す。といっても頰を赤く染めた顔で、格好も何もなかったけど。

　最初こそ怯えはするものの、相手に害意がないとわかるとウィーネはよく懐く。

　今、食卓に広がっている光景がいい証拠だ。春姫ハルヒメさんのおかげでもあると思うけど、神様達が怖くないと聞いていたことで警戒心はずっと和やわらいでいる。

　あたかもそれまでの孤独感を埋めるように、ウィーネは僕達との──人との交流を求めているような気がした。

　男性と女性に別れて愉快な食卓が進んでいく中、神様達と一緒に料理を食べ合うウィーネの顔には笑みが溢れていた。

「リリ、リリ」

「は、離してくださいっ!?　どうしてリリに擦り寄るんですか!?」

　いつもより賑やかな夕食が終わった後、片付けを済ませ僕達は居室リビングに移動した。

　そんな中、自分よりずっと小さいリリをお気に召したのか、ウィーネはじゃれ付いている。

「いやぁー、サポーター君もすっかり懐かれてしまったね」

「誰のせいだと思っているんですか!!」

　一人ひとり線引きしていた筈だったのに、神様との面白おもしろおかしいやり取りを見てウィーネの警戒心もすっかり緩んだようだった。側で青銀の髪を撫でているヘスティア様に、抱き着かれているリリは真っ赤になって怒鳴る。

「そっ、そもそも獣臭いです!?　先程から思っていましたが、臭においます！」

　ようやく腕の中から脱出したリリが叫んだ。

　少し寂しそうな顔をするウィーネの横で、命ミコトさんや春姫ハルヒメさんも頷く。

「それは、確かに……」

「今朝、水に濡らした布でお体は拭いたのですが……」

　昨日のダンジョンから今までウィーネはまともに体を洗っていない。着ている火精霊の護衣サラマンダー・ウールも汗などを吸って臭いのもととなっているだろう。……って、僕もウィーネとずっと一緒にいてシャワーも何も浴びてないや。

　今更になって僕が体の臭いを気にしていると、何かを考えていた神様は「よしっ！」と笑みを浮かべた。

「なら、みんなでお風呂ふろに入ろうじゃないか！」
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　檜ひのきの香りとともに、白い湯気が立ち上っている。

「わぁ……ここが、おふろ？」

「そうでございます。湯船に浸かると、とても気持ちいいですよ？」

　一糸纏わぬ姿で感嘆するウィーネに、片手に持った浴布一枚で胸の膨らみを隠す春姫ハルヒメが微笑みかけた。

　ホーム三階にある大浴場。脱衣所から続々と出てくる【ファミリア】の女性陣は、惜しみなく晒すその健康的な肌を温かな湯けむりに撫でられる。

「みなさんとご一緒に入るのは久しぶりですね」

「ダンジョンやバイトでばらばらだったからなぁ」

　同性が羨むほど肢体が瑞々みずみずしい命ミコトの言葉に、ヘスティアが豊かな双丘を揺らして答える。

　結わえていた黒髪を下ろす少女と女神は、幸福な時間を前に似たように顔を緩ませていた。

「本来ならこんな立派な浴室を一人、二人で使うなんて贅沢の極みですからね……節約にもなりますし、今度からは固まって入るようにしたいです」

　檜ひのきの床をほっそりとした素足でペタペタと踏みながら、リリは費用をかけた風呂場をあらためて見渡す。

　命ミコトの願望から生じた極東風の檜風呂ひのきぶろ。貴族出身かつ大派閥イシュタル・ファミリアに所属していた春姫ハルヒメでさえ感激させた大浴場は、とにかく浴槽が広い。十人は優に入れるほどで、並々と張られた湯船が湯気とともに揺れ動く光景はこの上なく魅惑的だ。湯口から新たなお湯が音を立てて流れ込んでくる。檜張りである床と天井てんじょうは大きな窓の外に広がる夜空がよく映えており、聞こえてくる都市の喧騒さえなければ情緒も完璧だった。

　湯に己の顔が映り込む檜風呂ひのきぶろを、ウィーネが興味津々の様子で覗き込んでいる。

「まずは体を洗いましょう、ウィーネ様？」

　一時いちじは娼婦しょうふとして磨き上げられた清純ながらどこか艶あでやかな体に、桶おけですくった湯をかけた春姫ハルヒメはウィーネを浴場の一角へ誘いざなう。

　ヘスティア達も一緒に固まりながら、それぞれの体を洗い始めた。

「どうして、ベルは一緒じゃないの？」

「ベル様は男性なのですから当然です！」

「男女には色々事情があるんだぜ、ウィーネ君？　モンスターだろうと神様だろうとね」

　どこか寂しそうな表情をするウィーネに、むっつりとするリリの横でヘスティアは二の腕を洗いながらフッと答える。ここに来る直前、入浴をせがまれた少年は顔を真っ赤にしながら「勘弁して」と必死に断ったばかりだ。

「ウィーネ様、じっとしていてくださいね？」

「う、鱗が……」

　低い椅子にウィーネを座らせながら、背後から春姫ハルヒメが髪を、前から命ミコトが体を洗う。

　浴場の中でもよく目立つ青白い肌。モンスターとは思えないほど滑なめらかで美しいそれに見惚れつつも、肩や腰など部分的に生える竜の鱗に命ミコトは悪戦苦闘する。浴布でこすれば鋭く硬い竜皮の前にたちまち身がズタボロになってしまうからだ。生真面目きまじめな彼女は慎重に細い手足を持ち、鱗を避けながら丁寧に石鹼せっけんで泡立たせた。

　春姫ハルヒメと命ミコトになされるがまま、髪や全身を泡まみれにするウィーネは「くすぐったいっ」と身を軽くよじりながら、笑った。

「ウィーネ様の髪は、とてもお綺麗きれいですね」

「ほんとう？」

「はい。まるで澄んだ清流のようです」

　背中から呟かれる春姫ハルヒメの言葉に、ウィーネが顔を輝かせる。

　長い金の髪、そして同色の耳と尾を湿らせる狐人ルナールの少女は、青く輝く髪を優しく撫でながら織物を扱うように洗った。

　間もなく「お湯を流しますよ？」と言って頭からお湯を被らせる。

　石鹼の泡と一緒に汚れが落ちたウィーネは、ふるふると頭を左右に振った後、すぐ後ろにいる春姫ハルヒメに向かって体を傾けた。

　ふにょん、と豊かな胸から柔らかな音が鳴る。

「ウィーネ様？」

「……えへへっ」

　春姫ハルヒメの胸に頭を寄りかからせるウィーネは、真上を見上げながら笑った。

　見下ろす己の瞳と視線を絡からませる竜女ヴィーヴルの少女に、春姫ハルヒメも姉のように微笑む。

　二人の側にいた命ミコトもまた、微笑ましそうに目を細めた。

「本当に懐かれていますね、春姫ハルヒメ様は……調教師テイマーにでもなれるんじゃないですか？」

「春姫ハルヒメ君は母性があるからなぁ……サポーター君とは違って」

「どうしてリリを引き合いに出すんですか!?」

　隣からウィーネ達を窺っていた幼女と幼女が声を張り上げた後、一同は檜風呂に入った。

　波を立てながら肩まで湯船に浸かると、命ミコトを中心に至福の吐息が生まれていく。

「きもちいい……」

「あ～、一日の疲れが取れるってものだよ～」

　体を抱き締めてくる温かな湯の感覚にウィーネが堪らず歓声を上げ、ヘスティアは極楽至極と天井を仰いだ。

　頭の上で長髪をまとめる者が多い中、誰もが弛緩した表情を浮かべる。

「……」

「リリ殿、どうなされたのですか？」

　やがて、ヘスティア達の玉の肌がほんのりと桜色に染まり出す頃。

　挙動不審になりながら押し黙るリリに、命ミコトが首を傾げる。

「……この【ファミリア】は、体付きがいい方が多過ぎです」

　リリの栗色の瞳が命ミコト達の体──主に胸部──に視線を走らせる。

　透明な湯の中で揺れる、あるいは浮かんでいる眷族や女神の胸を見て、彼女は顔を口もとまで湯に沈めブクブクと行儀悪く鳴らした。

　ロリ巨乳と称される主神の不動の頂点は言わずもがな、春姫ハルヒメ、命ミコトの順で胸囲に序列がつき、リリが最下位となっている。小人族パルゥムである彼女を除けば平均以上の大きさと形の良さを誇っており気圧されるのには十分だった──というより、さらしに封印されていた命ミコトの双丘の膨らみを間近で見せつけられたことに一番の衝撃を受けていた──。

　何事かを考えているウィーネの胸を見て、リリは一瞬勝かち誇ったが、すぐに猛烈な自己嫌悪に襲われ、ばしゃん！　と顔面を湯に沈没させる。

「──やっぱり、ベルも一緒がいいっ」

　直後であった。

　青白い肌を火照ほてらせるウィーネが勢いよく立ち上がる。

　竜の素早い動きにリリ達が啞然あぜんとし反応に遅れていると、異形いぎょうの少女は湯船から上がった。

「──駄目ですっ、いけません!?」

「お待ちください、ウィーネ様!?」

「は、早く止めるんだッ!!」

「み、みなさーん!?」

　ざばっっ、と音を立てて、リリ、春姫ハルヒメ、ヘスティアが素っ裸の少女の後を追う。一歩遅れた命ミコトの叫びが大浴場に響き渡った。

　浴布をそれぞれ確保し、ほぼ半裸に近いリリ達は廊下を飛び出したが、猛追虚むなしく。

　ギャー!?　という少年の悲鳴が、館中に轟とどろいた。
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　……色々あった後。

　全員ぜんいん入浴を済ませ、寝衣に着替えた僕達は居室リビングに戻っていた。

　みんなの視線は部屋の中心、床に座り込むヴェルフとウィーネに集まっている。

「ほら、右手も貸せ」

　おずおずと差し出される竜女ヴィーヴルの手──爪を、ヴェルフは研いでいた。

　研とぎ石を始めとした道具を用いて、鋭利にするのではなく丸みを帯びるよう削っていく。

　鍛冶師スミスという職業柄、鮮やかな手並みだった。上級冒険者に致命傷を与えうる、貴重な武器素材ドロップアイテムとしても名高い竜の爪を、時間をかけて苦くもなく丁寧に処理する。

　誰も傷付けずに済むように、研いでいく。

「よし、終わりだ」

　青白い手首を握っていたヴェルフは作業を終わらせた。

　鋭さを失った自分の爪を見下ろし、目を丸くしていたウィーネは、笑みを浮かべる。

「ありがとう、ヴェルフ！」

「……おう」

　目の前で感謝を告げられ、ヴェルフは間を置いて笑い返した。

　すぐにウィーネは立ち上がり、僕のもとにやって来る。

　何かを期待するように、または少し怯えながら、恐る恐る手を伸ばしてきた。

　最初は左手、次は腕、最後は胸。

　その爪はもう肌は愚か、服だって引き裂かない。

　僕に触れてくるウィーネは、自分の手が血に染まらないことに対し、その琥珀色の瞳をじわりと潤ませた。

「ベル……痛くない？」

「うん、痛くないよ」

　僕の言葉に、ウィーネは目尻めじりに滴を溜ためながら破顔する。

　竜女ヴィーヴルの少女はやがて両手を僕の顔に伸ばした。左右の頰をぺたぺたと音を鳴らして戯れるように触ってくる。

　えへへっ、とお日様のように笑うウィーネと、彼女の指のくすぐったさに、僕は背筋をむずがゆくさせながら苦笑してしまった。

「顔を無闇に触るなんて、いけません！　ベル様も何を喜んでいるんですか!?」

「よ、喜んでるわけじゃあ……」

　そんな僕達を見て、リリが瞳を尖らせて詰め寄ってくる。

　ウィーネを甘やかす態度も目にあまったのか、説教の矛先が僕にまで向けられてしまった。

「……リリは、ベルのことが嫌い？」

「うっ……な、何をいきなり」

　やけに不機嫌な様子で僕に注意するリリに、ウィーネが口を開いた。

　リリがうろたえていると、もう一度問といを重ねる。

「嫌い？」

「そっ、それはっ……そんな、ことは……！」

　不安そうに揺れる琥珀色の瞳に、リリは言葉に詰まった。

　頰を染めながら、ウィーネと僕の間で視線を往復させる。

　口をもごもごと動かして答えられないリリに、ウィーネが寂しそうな表情を浮かべていると──春姫ハルヒメさんが慌てて身を乗り出した。

「私わたくしは、ベル様のことが好きです！」

　床に座る僕の後ろから顔を出して、思い切り叫ぶ。

　顔を真っ赤にする春姫ハルヒメさんにリリとウィーネが驚き、次いで僕もぎょっとする中。

　今度は、道具を片付けていたヴェルフが笑いながら立ち上がった。

「ああ、俺も好きだぞ？」

「当然、ボクだって!!」

「ふふっ……自分もです」

　すぐに神様、命ミコトさんまで。

　周りに集まってきたみんなを見て、リリも諦あきらめたように天井に向かって叫んだ。

「──あーもうっ、リリだってそうです!!　ベル様のことが大好きです！」

　天井の魔石灯が光を震わせる。

　好きだなんて連呼され、つい赤くなりながらも……僕も、神様達と同じように微笑んだ。

「僕も、みんなのことが好きだよ」

【ファミリア】の温もりを感じながらそう告げると。

　ウィーネは、自分の胸に両手を添えた。

「みんな、ベルのことが……みんなのことが、好きなんだね」

　そして目を瞑つむって、一輪の花のように微笑む。

「あったかい……」

　何かを嚙かみ締めるようなその姿に、みんな揃ってはっとしていると、ウィーネは僕の胸に飛び込んできた。

　両手を背に回し、耳をくっつけ、震える鼓動の音を聞こうとする。

　幸せそうなその表情に、神様も、リリも、ヴェルフも、命ミコトさんも、春姫ハルヒメさんも、僕も気付けば顔を綻ばせていた。

　青銀の髪に手を置きながら、ふと顔を上げる。

　窓にうっすらと映る、居室リビングの光景。

　ヒューマン、亜人デミ・ヒューマン、神様、そしてモンスター。

　姿も形も肌の色も、全てがばらばらな異種族でありながら、それでも一人の少女を囲むその光景は。

　温かい、家族の絵だった。
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　異形いぎょうの少女を加え一時ひとときの団欒だんらんを過ごした後。

【ヘスティア・ファミリア】は就寝の時刻を迎え、ベル達はそれぞれの部屋へと向かった。

　各階から、一つ、また一つと、魔石灯の光が消えていく。




「春姫ハルヒメ殿、聞かせてください。春姫ハルヒメ殿は、ウィーネ殿のことを……」

「はい、私わたくしはベル様と同じ想いです。あの娘こを見捨てたくない。ただの、同情かもしれませんが……」

　消灯した二人部屋で、春姫ハルヒメと命ミコトは布団を並べていた。

　横向きに寝そべり、お互いの碧みどりと青紫の瞳を見つめ合いながら、囁き声を交わす。

「娼婦だった頃の私わたくしと……命ミコト様達と離れ離れになり、一人ぼっちだった自分と、重ね合わせているだけなのかもしれません。私わたくしはただ自己満足じぶんのために……」

「そんなこと、ありません。春姫ハルヒメ殿は、お優しかったあの頃と何も変わられていない」

　見ず知らずの自分達に食料を分け与えてくれた時のように、と命ミコトは追憶に浸りながら笑う。

　彼女の言葉に、表情が陰っていた狐人ルナールの少女も微笑んだ。

「命ミコト様は、ウィーネ様のことをどうお思いですか？」

「自分は……不甲斐ふがいないですが、はっきりと結論を出せません」

　ですが、と命ミコトは声を続ける。

「ウィーネ殿の笑顔は、自分達と何ら変わりないように見えました。叶かなうなら、自分はあの方と絆きずなを育んでいきたい……家族ファミリアのように」

「……ありがとう、命ミコトちゃん」

　窓掛カーテンの隙間すきまから差し込む月明かりを浴びながら、命ミコトと春姫ハルヒメは目を細める。

　狭い社やしろで昼寝をしていた幼少の頃のように、二人は吐息のかかる距離で、額をくっつけ、瞼を閉じた。




「ヘスティア様は……神様達は、やはりダンジョンについて何か知っています」

　命ミコト達が出ていった、薄暗い居室リビング。

　壁掛けの魔石灯が燭台しょくだいのようにただ一つ灯っている中、少女の爪を研いだ道具を片付けているヴェルフに、リリは声を投じた。

「あの黒い階層主ゴライアスが出てきた時もそうでした。ダンジョンにまつわること……あるいは何らかの正体を知っていながら、下界の者達に隠し事をしている」

「だろうな」

「そして知っている上で、あの怪物モンスターの存在にうろたえています」

　椅子に座りながら足をぶらぶらと揺らすリリに、ヴェルフは背を向けたまま相槌あいづちを打つ。

「神様達にとっても異常事態イレギュラーの塊……リリ達は今、非常に厄介な問題を抱えているに違いありません」

「ベルが連れて帰ると言った時、お前だって納得した筈だろう。今更蒸むし返すのか？」

「納得は、していません。諦めただけです。……ベル様は、底抜けにお人好しですから」

　団長ベルと派閥ファミリア、この二つを支える小人族パルゥムの少女とヒューマンの青年は言葉を交わし合う。

「もし、彼女の存在がこの【ファミリア】に危険をもたらすとしたら……その時は」

「あいつを放り出して、見捨てるっていうのか？」

「……必要なら」

　リリの意見を受け止めていたヴェルフは、顔を上げて振り返る。

　団員の誰よりも派閥の行く末を懸念けねんし、憎まれ役も厭いとわない少女に、言ってやった。

「一度鏡かがみを見てこい。ちっとも納得してなさそうな顔をしているぞ」

「……」

　リリの顔は歪んでいた。床を見下ろす栗色の瞳には苦渋が浮かんでいる。

　彼女は顔を伏せ、喉のどから声を絞り出すように口を開く。

「情にほだされてはいけません……誰もがあの娘こに心を許してしまったら、きっと、見誤る時がきます」

「……」

「このままで、いられるわけがないんです。今日のように、ずっと笑い合っていられるなんて……」

　少女は『怪物』なのだから。

　消え入りそうな声で呟くリリに、今度はヴェルフも、何も答えようとしなかった。




「それじゃあ、今日は三人で寝ようじゃないか。家族水入らずでね！」

「みずいらず？」

「ちょ、神様……!?」

　館の三階に存在する、ベルの自室。

　戸棚クローゼットを改造した武装の収納庫、手入れの跡がある鎧など、冒険者用の装備が置かれていること以外特筆とくひつするもののない部屋で、ヘスティアは意気揚々と自分用マイ枕まくらを脇に抱えていた。

　ベルと一緒に寝ると言ってはばからないウィーネに便乗、もとい主神としての責務を全うするため、少年達の様子を見に部屋へ押しかけてきたのである。

　リリ達には内密で。

「それじゃあまず……ウィーネ君、今からボクのことは『母親ママ』、ベル君のことは『父親パパ』と呼ぶんだ」

「まま、ぱぱ……？」

「神様、なに吹き込んでるんですか!?」

　ウィーネの頭をナデナデと撫でるヘスティアに、ベルは素すっ頓狂とんきょうな声を上げる。

　自身より身長が低い幼女神に愛撫される竜の少女は、不思議そうに小首を傾げた。

「ベル君、こういう時は下界の法則に則のっとって、形から入るものなんだぜ？」

「初めて聞きましたよそんな法則!?」

　仰天する眷族に対し、主神は清々しい笑みでグッと親指を立てる。

「というか、僕の部屋寝具ベッド一つしかないですし、やっぱり無理ですって！」

「何だよベル君、昨日だってウィーネ君とくっついて寝ていただろう？　彼女が良くて、ボクは駄目だっていうのかい？」

「そ、それは……！　いやでもっ、やっぱり神様とご一緒に寝るなんて……！」

「それに教会の地下室にいた時は、ボク達も同じソファーの上で寝ていたじゃないか」

「えっ、あれっ!?」

　あれは神様が寝惚ねぼけていたんじゃあ!?　とベルは混乱する。

　頭を両手で抱える少年を他所に、ヘスティアは優しげな笑みをウィーネに向けた。

「いいかい、ウィーネ君？」

「……うんっ」

　神様もいっしょ、とウィーネはくすぐったそうに笑い返す。

　結局ベルは押し切られてしまい、一人用の寝具ベッドの中、三人並んで横になった。

「せ、狭くないですか？」

「ふふっ、この狭さがいいんじゃないか」

「すごく、あったかいよ？」

　少し動けば肌が触れ合う互いの距離にベルが赤くなっていると、ヘスティアは微笑み、ウィーネは楽しげに肩を揺らす。

　竜女ヴィーヴルの少女を中心に、神と人が川の字に寝る仰向あおむけの格好だ。体格から言えばヘスティアが中心になって並ぶのが相応ふさわしいが、彼女は彼女でご満悦そうだった。

　魔石灯の光が消えた部屋で敷布シーツの鳴る音が響いていく。緊張するベルの横で最初はじゃれ合っていたヘスティアとウィーネは、時計の針が進んでいく内に寝息を立て始めた。

　やがて全ての部屋から光が消え、館が眠りにつく。

「……？」

　浅い眠りに落ちていたベルは、真隣で動く気配に瞼を開けた。

　見れば、ウィーネがこちらを向き、体を寄せている。

　これまで何度もしてきたように、ベルの右腕をかき抱いてきた。

「眠れない？」

「ううん……平気だよ」

　ひそめた声で囁くと、琥珀色の瞳が細まる。

　うっすらと輝く額の紅石に、さら、と音を立ててこぼれる青銀の髪。寝衣から青白いうなじを覗かせる少女は、枕に顔をつけながら淡く微笑んだ。

　見つめ合っていたベルがふと視線をずらせば、ぐー、とヘスティアは寝返りを打っていた。自分達に背を向ける女神を見やり、少し考えてから、体勢を変えてウィーネと向き合う。

　竜女ヴィーヴルの少女は穏やかな表情で側にすり寄ってきた。

「……ウィーネは、どこから来たの？」

　子供の添い寝をするように身を寄せ合っていたベルは、おもむろに口を開いた。

　心を許してくれるようになった異形いぎょうの少女に、ずっと気になっていたことを尋ねる。

「わからない」

「仲間は……ウィーネを苛いじめないモンスターは、いなかったの？」

「それも、わからない……」

　ベルの問いに、ウィーネは全てわからないと答え、目を伏せた。

　気付けば、薄暗い迷宮の中に一人でいたと。

「でも」

　そこで、ウィーネは胸の中から顔を上げる。

「夢をみるの」

「夢……？」

「うん。ベルたちを……ひとを、おそってる夢」

　その言葉に、ベルは目を見開いた。

「知らないひとたちをひっかいて、かみついて、ばらばらにして……」

　岩に覆われた広い空間で、いくつも錯綜さくそうする通路の中で。

　剣つるぎを振りかざす人間達に牙きばを突き立て、鋭い爪で引き裂いてしまう。

　うるさい悲鳴さけびを歯牙にもかけず、逃げ惑う背中を何度も角で貫いた。

「たくさんのものが、赤くなる……こわい夢」

　ふと視界が下がり、手を見下ろせば、映るのは血にまみれた赤い爪。

　瞼を閉じては広がる夢の世界で、そんな光景をいくつも見たと、ウィーネは打ち明けた。

「夢のなかのわたしは、ずっと怒っているんだけど……だんだん、さむくなっていくの」

「えっ……？」

「たくさんのひとたちが、ベルみたいに……わたしから、だれかを守っていて」

　出会った当初、リリ達から自分を庇かばってくれた貴方ベルのように、とウィーネは言う。

　それは、血だらけとなった恋人パートナーを抱きしめ、己の身を盾にするエルフなのか。

　あるいは、仲間パーティを逃がすため一人だけ残り、無数のモンスターに敢然かんぜんと立ち塞がるドワーフなのか。

　あるいは、あるいは、あるいは……少女の話を聞き、断片的な情報からいくつもの絵がベルの頭の中に思い浮かぶ。

　すぐ側にいるウィーネは、体を小さくしながら、長い睫毛まつげを震わせた。

「そのひとたちをみて、体がさむくなっていくの」

「……」

「胸にぽっかりあなができたみたいに、からっぽになって……かわりに、あのひとたちがすごく綺麗にみえた」

　助け合い、庇い合い、愛し合う人の姿。

　怯えながら仲間を守ろうとするそんな彼等を、ついには、見逃してしまう光景も出てくるようになる。

「あとは、いつもいっしょ。わたしが赤くなって、暗くなってく」

　そして決まって訪れる夢の終わり。

　銀の光に斬きり付けられ、冷たくなっていく体。動かなくなる手足。止まらない紅血。

　岩で塞がれた天井を仰ぎながら、視界が徐々に塗り潰つぶされていく。

「たすけて、ってわたしは泣くんだけど……だれも、たすけてくれない」

　絶え絶えの悲鳴を上げるも、周囲にいる同族達は見向きもしない。

　雄叫おたけびを上げ、人間達を襲い続ける。

　宙を舞う灰色の霧を最後に、全てが暗闇くらやみに閉ざされる。

「とっても、こわくて、さびしい夢」

　救いの手を差し伸べられないまま、そこで夢は終わるのだと。

「……」

　話を黙って聞いていたベルは、口を閉ざす。

　それは、本当に夢？

　あるいは、それはウィーネの──。

　ベルの思考がそこまで飛躍しようとした瞬間、異形いぎょうの少女はもぞもぞと動き、胸の中に顔を埋うずめてきた。

「でも、今はもう、こわくないよ」

　ベルがいてくれるから、と。

　声音から滲み出る安らぎとともに、抱き着いてくる。

　ウィーネは微笑んでいた。

　温もりを求める少女に、ベルも何も言わず、受け入れる。

　ただそっと手を伸ばして、その青銀の髪を優しく撫でていった。

「……」

　ベル達に背を向けるヘスティアは、ゆっくりと瞼を開けた。

　聞き終えた話を反芻はんすうするように、窓の外の蒼い夜空に視線を飛ばす。

　やがて、少年と少女の寝息が交ざり合う頃。

　彼女は再び寝返りを打ち、何度か躊躇ちゅうちょした後、背後から少女の体を包み込んだ。
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　蒼然そうぜんとした闇が広がっている。

　いくつもの星が瞬く空は夜半を告げていた。灰色の雲に半身を隠す月の光が朧おぼろげとなって都市に、オラリオに降りそそぐ。

　大通り沿いを始めとした街角で酒場の喧騒は未だ絶えない。そんな中、最も賑わいを見せる繁華街や歓楽街から離れたオラリオ東部、都市東門付近の路地裏に彼等はいた。

　巨大な市壁が間近で見下ろしてくる薄暗い小径の突き当たり。

　放置されている木箱や樽たるの上に腰かける冒険者達に交ざって、とある男神が羽根付き帽子を弄いじっている。

「ヘルメス様、ローリエ達が帰還しました」

　月を隠す雲が静かに移ろっていく中、水色アクアブルーの髪を揺らす妙齢の美女が現れる。

　純白のマントで薄闇を払う彼女の背後には、旅装を纏う三名の亜人デミ・ヒューマンが伴われていた。

　銀製の眼鏡めがねをかけた己の眷族、アスフィ・アル・アンドロメダの声に、すたっと樽から下りる男神、ヘルメスは優男の笑みを浮かべた。

「長旅ご苦労！　ローリエ、お前達も。待ってたぞ」

　旅装のフードを下ろすエルフの少女、獣人の男女二名に、ヘルメスは労いの言葉をかける。

「で、どうだった？」

「はい……都市から出回っていた密輸品の経路、及び糸を引いていた商会を摑みました」

「そうか、でかした」

　ローリエ、と呼ばれたエルフの報告にヘルメスは満足そうに頷いた。

　地下迷宮ダンジョンを保有する、世界一の魔石製品生産都市であるオラリオは密輸品の流出が後を絶たない。『魔石』に関する利権を独占する管理機関ギルドの目を盗み、あの手この手で都市の検問をくぐり抜けた製品や『魔石』そのものが他国、他都市の間で取り引きされているのである。ギルド及び彼等に協力する派閥ファミリアが厳しく取り締まっているとはいえ、密売を許してしまうのは大きくなり過ぎた都市の定めであった。

　そして、密輸品の経路を探り、関わった組織を突き止めるのは【ヘルメス・ファミリア】の仕事の一つだった。ギルドに依頼される形で彼等は都市外へと赴き、品の受け取り先やそもそもの出どころを調べ上げるのだ。『運び屋』を始めとした仕事を担う彼等が、都市の自由の出入りを許されているのはここにも一因がある。【万能者ペルセウス】の魔道具マジックアイテムを使いこなす中立派閥ヘルメス・ファミリアの依頼遂行の信用度は──例え公式Ｌｖ．を偽っていても──ギルドの中で高い。

　かねてより書信で帰還の報告を受け取っていたヘルメス達は、今宵、密輸調査のため都市を長らく離れていた団員達の出迎えに来ていた。

「諸情報はこちらに記してあります……あと、一点、ご報告が」

　丸めた羊皮紙をヘルメスに渡すエルフの団員は、そのきめ細かな白い肌を蒼白にしながら、唇を開いた。

「おっしゃられていた通り……モンスターの密売も、確認しました……」

「……密売先は？」

「我々が潜入したのは、エルリア貴族の屋敷……経路を調べた結果、他地域の王侯貴族のもとにも、運ばれている可能性があります」

　己が目にした当時の光景を思い出しているのか、エルフの団員は吐き気を堪こらえるかのように細い喉を手で押さえる。

「地下の拷問部屋に、モンスターが鎖で繫つながれていました。調教テイムを受けていたか定かではありません、ですが人の所業とは思えない辱しめを……い、いえっ、仕打ちを、受けていました」

　咄嗟とっさに言い直した彼女は金の髪、そして尖った己の耳を小刻みに揺らす。

「我々が踏み入った時には、既に虫の息で……死に絶える間際まぎわ、これを同胞に渡してほしいと……」

　エルフの団員の背後から獣人の一人が歩み出て、白布に包んだ品を差し出してくる。

　ヘルメスが布を解くと、出てきたのは無数の傷跡が残るモンスターの角──遺品ドロップアイテムだった。

　男神が橙黄色とうこうしょくの瞳を細める。

　語られた内容とその無残な角に、アスフィを含めた周囲の団員達は瞠目どうもくしていた。

　男女の獣人達もまた口を真一文字に引き結んでいる中、エルフの少女は、もはや耐えられぬというように冷静さを手放す。

「──喋ったのですっ、助けを求められましたっ、怪物モンスターに!!　我々と同じように人語を解し、涙を流しながらっ!!」

　少女の呼吸が荒くなる。

　見開いた片目を右手で押さえ、常軌を逸いっした姿を晒した。

　潔癖たるエルフの少女は動揺にひた走っていた。錯乱と言っても過言ではない。美しい双眸そうぼうを涙滴で歪め、それまで溜め込んでいた感情を主神の前でぶちまけていく。

「あれは何なのですかっ、何故あのような瞳で私をっ……私はっ、私は……!!」

　惑乱する彼女を前に。

　黙っていたヘルメスは歩み寄り、相手の手を握った。

「お前が見聞きしたものはこのヘルメスが預かろう。もう抱え込む必要はない、全てを任せて楽になれ」

　握った手を自分の胸へと導き、心臓の音を聞かせる。

　押し当てられた手の平から全く乱れることのない律動を聞くエルフの少女は、徐々に呼吸を鎮めていった。

　震えながらゆっくりと顔を上げる彼女に、ヘルメスはにっと優男の笑みを浮かべる。自分の羽根付き帽子を取り、強引ごういんに被らせた。

「お前達もだ」と男女の獣人達にも笑みと一緒に肩を叩き、うつむく少女と一緒に他の団員に委ゆだねる。

　彼等に後を任せ、本拠ホームへと送らせた。

「……それで、どうするのですか、ヘルメス様？」

　疲弊した少女達が去っていくのを横目に、アスフィがどこか不機嫌そうな声を投げかける。

　団員にきざったらしい真似をした主神に半眼が向けられる中、当の本人は無言で頭上を見上げ、周りにいる団員の一人に尋ねた。

「ルルネ、怪しい子供を見つけたと言っていたな？」

「ああ、ヘルメス様。見かけないエルフの少女ガキが『喋るモンスター』について嗅ぎ回ってた。跡を付けたんだけど……とんでもない臭い袋で鼻を潰されちゃってさ、まんまと撒かれちゃったよ」

　小麦色の肌をした犬人シアンスロープの少女が、未だ苦しそうに鼻をつまみながら「ごめん」とくぐもった声で謝罪する。

　彼女を一瞥していたヘルメスは視線を戻し、路地裏の形に切り取られた夜空を見上げた。

「依頼主様の言うことは絶対だ、オレ達は情報をかき集めるしかないんだが……」

　そこで言葉を切り、「あぁ、まったく」とぼやくように呟いた。

「厄介事を押し付けてくれたぜ、ウラノス……」

　切れ長の瞳で月夜を見据え、ヘルメスは先程渡わたされた羊皮紙の巻物に視線を落とす。

　開かれた羊皮紙には、密輸に関わった商会、そしてモンスター密売の経路を追った情報が綴つづられていた。

　迷宮都市オラリオにまで遡る道筋ルートの終着点には、とある【ファミリア】の名前が挙げられている。

　派閥の名は、【イケロス・ファミリア】と、そう記されていた。
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　暗闇に、鎖の鳴る音が響いている。

　激しく打ち鳴らされる金属の音と絡まって空間を震わせるのは怒りに燃える咆哮ほうこうであり、あるいは悲愴ひそうの交ざった啼なき声ごえだった。

　おどろおどろしい阿鼻叫喚あびきょうかんの吠声ほえごえが、暗闇に放たれている。

「竜女ヴィーヴルの化物を逃がしたぁ？」

　周囲の喧騒を意に介さず、億劫おっくうそうに口を開く人物がいた。

　黒髪のヒューマンで、男だ。

　煙水晶スモーキークオーツが用いられた眼装ゴーグルを装着しており、黒がかかった色鏡レンズの奥で赤い瞳がうっすらと透けて見える。身の丈は高く、薄汚れた戦闘衣バトル・クロスから除く胸板や首はよく引き締まっていた。腰に佩はいているのは短剣に相当する大型のバトルナイフ。

　空っぽの黒檻おりに腰かけ、足をだらしなく崩しており、口調や声音は粗暴という印象を聞く者に与える。

「19階層で見つけたんだが、見失っちまって……す、すまねえ、ディックス」

「なんつーもったいねえことを。生け捕りにしてエルリアの貴族へんたいどもに売り払えば、とんでもねえ大金かねが手に入ったろうに」

　男女四名の冒険者達が項垂れる中、ディックスと呼ばれた眼装ゴーグルの男は頭上を仰いだ。

　石材の天井は闇で塞がれており、圧迫感があった。周囲には大量の黒檻が置かれており、紐で結わえられた僅わずかな魔石灯が、歩き回る何人もの亜人デミ・ヒューマンの顔を照らしている。そして彼等に向けて放たれる鎖の音と雄叫びは、全て檻の中から生まれていた。

　眼装ゴーグルの男は冒険者達の足もとに唾を吐きかけ、立ち上がる。

「化物どもの『巣』も見つからねえ……『大樹の迷宮』にあるのは間違いねえ筈なのになぁ」

　立てかけてあった赤い槍を持ち、ところ狭しと並ぶ檻の一つに歩み寄った。

　槍の穂先は捻ねじれ曲がり歪いびつな形状をしていた。効率的な刺殺を度外視し、あたかも激しい苦痛を与えることを目的としているかのように。

「どいつもこいつも口を割りやしねえ……ったく、よぉー」

　赤い槍が、栅の隙間を縫って、黒檻の中で蠢うごめく影に勢いよく突き込まれる。

　何かを訴えるかのごとく漏れ出ていた弱々しい啼き声が、たちまち耳をつんざくかのような甲高かんだかい絶叫へと変わった。鎖が頻りに鳴って紅血なにかが飛び散る音が続く。

　檻の中の影が身を振って悶もだえ苦しむのを前に、男は表情一つ変えず槍を引き抜いた。

「しかし、竜女ヴィーヴルかぁ……久々の上玉だ、手に入れてえなぁ」

　槍の柄えで己の肩を叩きながら、眼装ゴーグルの下で目を細める。

「19階層、っつったか？　そん時の状況を詳しく教えろ」

「あ、ああ……俺達が竜女ヴィーヴルを見つけた時は、街リヴィラの冒険者依頼クエストで炎鳥ファイアーバードの狩りがあったんだ。冒険者達が階層中に出払っていた」

　血塗ちまみれの槍を携える男に尋ねられ、冒険者の一人がうろたえながら話し始める。

「モンスターが喋ったって騒ぐエルフがいたが、でもそれだけだ。誰も信じちゃいなかった。多分、竜女ヴィーヴルはまだダンジョンにいるか……後はもう、他のモンスターにやられちまってるか」

　言いにくそうに告げる相手の話を聞き、眼装ゴーグルの男は考え込んだ後、口を開いた。

「一部の連中が騒いでんのに、誰も仕留めたと名乗りを上げねえ……どこぞのアホが匿ったかもな？」

　唇を吊り上げる男の発言に、冒険者達は驚き、すぐに「まさか」と声に出して笑う。

「その竜女ヴィーヴルも、どうしようもねえほど綺麗な顔してんだろ？　アホな冒険者がイカれちまってもおかしくはねえ」

『怪物趣味』なんて性癖ものもあるしな、とせせら笑う。

　少なくとも同業者が『喋る竜女ヴィーヴル』を仕留めたなら、おかしなモンスターがいたと話題にはなってもいい筈だと、男は自分の考えを述べた。

「まぁ、お前等の言う通りモンスターにやられたか、まだ階層をさまよってる可能性もある。俺も見にいってやる……あと、街リヴィラの冒険者依頼クエストに参加した奴やつ等を一通り洗い出しとけ」

　その指示に、冒険者達は慌てて頷き動き出した。

　駆け出していく彼等を尻目に、眼装ゴーグルの男は後方を振り返る。

「ってことで……イケロス様、今回もお力を貸して頂けませんかねぇ」

「──ひひっ、それが主神にものを頼む態度かよ、生意気な糞くそガキめ」

　男の視線の先にいたのは、一柱の男神だった。

　紺色の髪に同色の瞳、褐色かっしょくの肌、黒を基調とした衣装。神であることを証明する端麗な相貌には、軽薄な笑みが刻まれている。

　それまで何も発さず、面白そうに男達の動向を見守っていた青年の神は、座っている石台の上で胡座あぐらをかいた。

「神には子供おれ達の噓がお見通しだ。怪しい奴が見つかったら、探りを入れてきてほしいんですが」

「面倒くせえなぁ～。俺は神だぞ、こき使う気かぁ？」
















　神──イケロスのニヤニヤとした眼差しに、眼装ゴーグルの男ディックスも喉を鳴らしながら笑う。

「退屈せずには済むんじゃないですかねぇ」

「……仕方ねぇなぁ～」

　眷族のその言葉に、イケロスは『娯楽』に飢えた神かみ特有の笑みを浮かべた。

「今度も俺を笑わせろよぉ、ディックス？」

「神の仰せのままに」

　魔石灯の光によって、二人の黒い影が伸びる。

　石材の香りが漂う広大な空間に、依然として獣けもののごとき吠声が途切とぎれない中、人と神は鏡合わせのように薄い笑みを交わし合った。
















「話には聞いていたけど……実物を前にすると、もう驚くしかないわね」

　右眼の眼帯を指でかきながら、ヘファイストス様はウィーネを前にそうおっしゃった。

　朝日が差し込む『竈火かまどの館』の居室リビング。ホームに集まったタケミカヅチ様、ミアハ様、ヘファイストス様は、僕の背に隠れている竜女ヴィーヴルの少女を見て啞然あぜんとしていた。

「人を襲わないモンスター……しかも意思疎通まで可能か」

「下界の、いや神々われわれの常識さえも引っくり返るであろうな」

「異常事態イレギュラーの一言では、少し片付けられないわね……」

　僕達【ヘスティア・ファミリア】の面々が見守る中で、神様達は難しい顔を作る。

　ご友人の神様達を呼び出したヘスティア様が「やっぱり何も心当たりはないかい？」と尋ねても、ヘファイストス様達は首を横に振るだけだった。

　神様達でさえもうろたえている事態……やはりウィーネはそれほどまでに異端な存在であるのか。

「何か知っているとしたら……ギルドかしら？」

　話し合いが続く中、ヘファイストス様の告げた言葉が場に緊張をもたらす。

　僕もギルドという言葉に反応してしまった。

「……確かに、今の我々より何かを知っている可能性はある」

「だが、流石さすがにギルドに探りを入れるのは危険だぞ」

　都市の管理機関であるギルドは、同時に迷宮の管理者でもある。僕達一介の【ファミリア】より現状のダンジョンについて精通している、あるいは独自の情報を保有している可能性は大いにありえることだ。それこそエイナさん達たち末端の職員には知らされていない──僕達が交戦した漆黒の階層主ゴライアスのような──機密情報が。

　けれど、彼かの管理機関にウィーネの存在が気取られることは非常に危あやうい。モンスターを保護しているなんて知られたら【ファミリア】の立場が危うくなるのは当然で、異常事態イレギュラーの塊であるウィーネは最悪、検体として連れていかれてしまうかも……。

　根も葉もない自分の想像にぞっとしつつも、ミアハ様とタケミカヅチ様の危険性リスクが高過ぎるという意見に僕も同意する思いだった。神様も両腕を組んで渋い顔を浮かべている。

　結局けっきょく、状況の進展は見込めなかったけれど、情報を自分達でも探ってみる、何かわかり次第しだい連絡をする、とヘファイストス様達は協力を約束してくれた。

「これからのことだけど……ベル君達には、ダンジョンに行ってきてもらいたい」

　ヘファイストス様達が帰った後。

　神様は、僕やリリ達に向かってそう切り出してきた。

「地上で得られる情報に限りがあるのはもう段々わかってきてる。ここまできたら、ダンジョンまで足を伸ばすしかない」

　ウィーネと出会ってから、既に六日が経たとうとしている。

　これまでの少ない収穫、あるいは徒労の数々を顧みて、神様は僕がウィーネを見つけてきた場所、ダンジョン19階層で何か手がかりを探ってきてほしいと告げた。

「先日せんじつ伝えた通り、『喋しゃべるモンスター』の情報を追っている者がリリ達以外にもいます。状況が急転することはありうることです……動くのであれば、早いに越したことはないかと」

「……だな。行くしかない」

　以前リリが教えてくれた情報に命ミコトさんや春姫ハルヒメさんが緊張を覚え、ヴェルフが賛同する。

　このままでは手をこまねいているだけだ。状況に取り残されてしまうかもしれない。

　頷うなずき合った僕達は、探索範囲をダンジョンにまで広げることを決めた。

「ごめんね、みんな……ボクも何が起きているか知りたい。よろしく頼むよ」

　神様は僕達の顔を見回して切願してくる。

　ヘスティア様のその真剣な表情、そしてうろたえていたヘファイストス様達の様子を思い出す僕は、神様達でさえも予想外なことが起きているのだと、あらためて肌で感じた。

「ベル……」

「……大丈夫だよ。すぐ帰ってくるから」

　不安そうに見上げてくるウィーネに、僕は何度も口にしてきた言葉を告げ、笑いかけた。
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「この三人でダンジョンへ行くのも久しぶりだな」

「最近は人員不足に悩まされることはありませんでしたからね」

　大刀をかつぐヴェルフ、バックパックを背負うリリと、ホームの正門前に集まる。

　ダンジョンへ向かうのは僕、リリ、ヴェルフの三人となった。命ミコトさんと春姫ハルヒメさんはウィーネの世話も兼ねたホームの留守番だ。

　派閥ファミリア結成以前からの元祖パーティ、馴染なじみの三人一組スリーマンセルに、僕達はつい笑みを交わす。

「ですが、目的地は19階層……正直に言ってしまうとリリ達だけで向かうのは心もとない面もあります。辿たどり着けたとしても、調査の時間を含めれば往復で一日以上時間じかんを要するかもしれません」

「確かに、あまりホームを空ける真似まねはしたくないな」

「そう、だよね……」

　正門前から出発し、ホーム付近である都市南西の街路を歩く中、リリが懸念けねんを口にする。

　先日せんじつ自派閥のみで18階層に辿り着いた時の隊員パーティ・メンバーは五人。しかも春姫ハルヒメさんの魔法である『階位昇華レベル・ブースト』をヴェルフや命ミコトさんに使用した上での到達だ。

　地形やモンスターの傾向、対処の仕方を含めた安全階層セーフティポイントまでの道程どうていは随分と慣れて、多分この三人でも行けるだろう。ただ、時間はかかってしまうかもしれない。

　命ミコトさん達がいない分、当然危険きけんは増えるし──使用限界のあるヴェルフの『魔剣』やリリの『臭い袋』に頼るのも愚策だろう──慎重になって僕達の進行も遅くなる。

　ウィーネ達を残したホームを長らく空けるのは心情的にも避けたいところだ。

（リリ達に会う前はずっと一人でダンジョンにもぐってたし、贅沢な悩みなのかもしれないけど……）

　ちなみに、単独ソロ専門の上級冒険者、特に僕と同じＬｖ．３の同業者はたった一人で安全階層セーフティポイントまで往復してしまうなんて話を『リヴィラの街』ではよく聞く。

　僕の場合は圧倒的に経験不足なのと……例の『中層』の決死行が微妙に悪夢トラウマになっている。少なくとも進んでやりたいとは思わない。

「う～ん……」

　中層初挑戦だった時と比べて僕とヴェルフのＬｖ．が上がっているとはいえ、油断は禁物。何より時間をあまりかけずに19階層へ向かいたい。

　今日も晴れ渡る空を見上げながら何かいい案はないか考え込んでいると……僕の脳裏に、とある人物の顔が思い浮かんだ。

　でも、あの人は……流石になぁ。




「私の顔に、何か付いていますか？」

「あ、い、いえっ」

　一般市民で賑わう西のメインストリート。

　通りを走る馬車や冒険者達の姿も見える中、僕は美しい空色の瞳ひとみから目を逸そらした。

「どうかしたんですか、ベルさん？　さっきからリューのことをちらちら見てますけど？」

「べ、別に何も……」

　酒場『豊穣ほうじょうの女主人』前。

　今日も僕はシルさんから昼食ランチを受け取っていた。

　シルさんは僕達がダンジョン探索へ向かわない日も練習込みで毎日お弁当を作っている──僕が来ない日は店員さん達に食べさせて感想を聞いている──らしい。感謝しながら小ぢんまりとした籐籠バスケットを頂戴していると、シルさんに随伴しているリューさんを見やっていたことを指摘されてしまった。

　考えていることが態度に出てしまっているようだ。

　つまり、リューさんにパーティの助っ人を頼めないだろうか……なんて。

　凄腕すごうでの元冒険者であったこの人がいてくれれば目的地にはあっという間に行ける筈はずだ。

　でも、流石にそれを頼み込むのは自分勝手過ぎるというか、リューさんを便利屋扱いしているというか……戦争遊戯ウォーゲームなんかも含めて本当に何度も助けられているし、これ以上この人の力に甘える真似は不躾ぶしつけになる。

　僕はシルさん、リューさんの前で作り笑いを浮かべ、誤魔化ごまかそうとした。

「ベル様、ダメもとでリュー様に助っ人を交渉してみてください」

「えっ、ちょ、リリっ？」

「手段を選んではいられません。もうリュー様くらいしか頼れる方がいないのですから」

　けれど、後ろからくいくいと服を引っ張るリリに、そんなことを囁ささやかれた。

　確かに、桜花オウカさん達やダフネさん達と臨時パーティを組もうにも、この時間帯だともうダンジョン探索へ向かってしまっていて捕まらない気はするけど……。

　小声で流石にそれはと慌あわてて反論するも、ウィーネのことを引き合いに出された僕は、結局リリに押し切られてしまった。

　及び腰になりながら、リューさん達に向き直り、交渉を始める。

「……安全階層セーフティポイントに向かいたい、ですか」

「は、はい……やっぱり、無理、ですかね？」

　19階層とは言わず、あえて目的地は安全階層セーフティポイントと伝えた。

　お店の木の盆ぼんを持ったままたたずむリューさんの反応に、声も体も小さくしてしまう。

「ベルさん達は、どうしてそちらまで行かれたいんですか？」

「え、えーっと、今日中にこなさないといけない、冒険者依頼クエストのようなものがあって……」

　不思議そうな顔をするシルさんに何とかそれらしいことを口にするけれど……表情を動かさずじっと見つめてくるリューさんの空色の瞳を直視できず、視線を左右に泳がせてしまう。

　誠実な眼差まなざしを前に、隠し事をしていることが途端に申し訳なくなった。

　項垂うなだれる僕の挙動不審振り、というか噓うその下手さに、リリとヴェルフが溜息ためいきをつく。

「……クラネルさん、申し訳ありませんが、私にも店の勤めがあるので──」

　そして案の定、リューさんが僕達に断りの言葉を告げようとした、その時だった。

「ベル・クラネル！」

　背後から威勢のいい声で呼びかけられる。

　ヴェルフ達と揃そろって振り返ると──そこにはくびれた腰に片手を当てた、美しい悍婦かんぷが立っていた。

「ア、アイシャさんっ？」

　踊り子のような衣装を纏まとう女傑──アイシャ・ベルカさんに、僕は目を剝むく。

　元【イシュタル・ファミリア】で幹部を務めていた第二級冒険者。娼婦しょうふを強要されていた春姫ハルヒメさんの数少ない味方でもあった、血気盛んなアマゾネスだ。

　美しい長い脚、臍へそを始めとした褐色かっしょくの肌を露出させた姿、何より全身から漂う強烈な色香に、大通りを行ゆく男性達の目が釘付くぎづけとなっている。

「ど、どうしてここに……？」

「あのヘッポコ狐ぎつねの様子を見るついでにアンタの顔を拝もうと思ったら、ダンジョンに行ったと言われてね。で、大人しく帰ろうと大通りに出たら、アンタがいた。ついてたよ」

　近付いてくるアイシャさんの返答に、なるほどと合点がいく。

　何だかんだで春姫ハルヒメさんを気にしてくれるこの人は、今までホームを訪ねてくることが何度かあった。ヴェルフやリリ達もちょくちょく交流している。

　今日もその例に漏もれず、結果、僕達と入れ違う格好になったのだろう。

「ところで、こんな酒場の前に突っ立って何をしているんだい？」

　初対面なので会釈するリューさん達、後は僕達を見比べてアイシャさんは尋ねてくる。

　一度いちど迷ったけれど、リューさんの身の上などを誤魔化した上で、事情を説明した。

「ふぅん、要ようは護衛か。いいよ、私が引き受けてやる」

「えっ!?」

「安全階層セーフティポイントに行って、さっさと戻ってくればいいんだろう？　楽勝じゃないか」

　アイシャさんの言葉に、僕だけでなくリリやヴェルフ、シルさんやリューさんも驚いた。

「い、いいんですか……？」

「冒険者依頼クエストと似たようなもんさ、報酬さえ用意すれば付き合ってあげるよ。それに、一度アンタとはダンジョンにもぐってみたかったからね」

　前半は淡々と、そして後半は艶然えんぜんとしながら告げ、アイシャさんは両腕を組んだ。

　下着と見紛みまがうほどの短衣に押し込まれた、女神ヘスティア様にも負けない豊かな胸が揺れ、押し上げられる。どこか扇情的なアイシャさんの仕草しぐさに頰ほおが火照ほてるのがわかった。

　……女戦士アマゾネスという種族を体現するようなアイシャさんには、その、少し苦手意識がある。

　剛胆な性格もそうだけど、瑞々みずみずしい褐色の肌や深い胸の谷間が一々いちいち視界に飛び込んできて赤面せずにはいられないのだ──一方で睨にらんでくるリリやにこにこ笑っているシルさんが何故なぜか怖かった。

　額ひたいに汗を湛たたえつつ……第二級冒険者であるこの人に付いてきてもらえるなら助かる、とも素直に思う。これならリューさんの手を借りずに済むかもしれない。

　僕がそんなことを考えていると、不意に、アイシャさんは目を細めた。

「ただし──私の報酬は高いよ？」

「ひっ……!?」

　蛇のごとく伸ばされた腕が肩に回され、抱き寄せられる。

　密着する柔らかい体の感触に、どきっ、とするより先に僕は怯おびえてしまった。目と鼻の先でアイシャさんが舌舐なめずりしていたからだ。

　リリとシルさんがぎょっとし、ヴェルフが呆あきれるのがわかった。

　それまで沈黙を守っていたリューさんでさえ、その双眼を鋭くする。

「ほ、報酬って……!?」

「わかってるだろう？　いつぞやは食いそびれたからね」

　思い起こされるのは歓楽街を追い回された悪夢の記憶。褐色の体からほんのり漂う麝香じゃこうの香りが、今ばかりは当時の恐怖を復活させる。

　肉食獣を彷彿ほうふつさせるアイシャさんの笑みに、僕が顔面を蒼白にした瞬間──。

「──触れるな」

　まるで剣が閃ひらめくように、恐ろしい速度で木盆が振り下ろされた。

　放たれた縦一閃にアイシャさんが瞬時に飛び退のく。

　解放された僕ともども驚愕きょうがくする彼女が目を向けると、そこには今まで見たことないほど冷然とした眼差しを浮かべる、リューさんがいた。

「離れなさい、アマゾネス。彼に淫みだらな真似をするのは許さない」

　冷え冷えとした妖精エルフの視線に対し、女戦士アマゾネスの女傑は好戦的な笑みを浮かべる。

「あぁ、何だい？　あんたもこの雄おすに入れ込んでる口か？」

「……勘違いしないでほしい。彼には既に伴侶はんりょの先約がある」

　何なんの話!?

「ほぉー、奇遇だね。私にもこの坊やに末永くよろしくお願いしちまっている妹分がいるよ」

「出[image: 鱈]目でたらめなことは言わないでもらいたい。クラネルさんを困らせるだけだ」

「あーわかったわかった、先に私達が味見しといてやるから、あんたとそのお友達は手を繫つなぐことから始めてな。妖精エルフらしくね」

「品性がない相手に彼は任せられない。貴方達こそ退ひけ」

　僕が目をかっ開く先で繰り広げられる激しい視線の応酬。

　高身長のアイシャさんが上から見下ろし、リューさんは下から見上げ、今にも激しく散る火花が幻視できるかのようだった。あることないことが二人の間で飛び交って、もう、何が何だかわからない。

　……潔癖なエルフは、ドワーフと同じくらいか、もしかしたらそれ以上に、性に奔放なアマゾネスと相性が悪いのかもしれない。

　鋭い眼光のリューさんとしたたかに笑うアイシャさんの睨み合いを前に、僕は汗とともにそう思った。

「シル、すいません。半休を取ります。ミア母さんに伝えておいてください」

「リュ、リュー？」

「彼女は危険だ、野放しにしておけない。クラネルさんの操みさおを守るため、冒険者依頼クエストの間あいだ、私が同行し見張っておきます。夜の営業には必ず戻りますので」

　み、操みさお……？

　視線をアイシャさんに固定したままのたまうリューさんに、シルさんもうろたえていた。

　リューさん、本気でアイシャさんの魔の手から僕を守ろうとしている……。

　生真面目きまじめ過ぎる性格故か、冗談抜きで義勇心に駆られているようだ。

「……まぁ、期せずして頼もしい方々のお力を貸して頂けるようなので、願ったりですが」

「……名を上げた冒険者っていうのも、色々なやつに目をつけられて、苦労するな」

　まるで騎士のようにアイシャさんの前に立ち塞ふさがるリューさんを眺めながら、リリとヴェルフが口々に言う。

　ヴェルフの哀あわれみのこもった最後の言葉が、地味に一番きつかった。
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　リューさんとアイシャさんの助力を得られることになった僕達は、シルさんに見送られ、ダンジョンへと向かうことになった。

　すぐに行って帰ってきたいこちらの事情に配慮してか、アイシャさん達は装備や着替えを白塔バベルに行くまでの道中の武器屋で済ませ、得物を本拠ホームに取りに行く手間を省いてくれた。

　そして、第二級冒険者二名という強力かつ豪華な助っ人を得た臨時パーティは『上層』を易々やすやすと、瞬く間に突破してしまった。




「はあああああああッ!!」

　裂帛れっぱくの声とともに大刃が一閃され、複数の『ヘルハウンド』が両断される。

　岩窟を連想させる『中層』14階層。前衛攻役アタッカーを務めるアイシャさんは猛々しい笑みを浮かべ、会敵するモンスターを片っ端から撃破していく。

　彼女が道中の武器屋で買ったのは大型武器に属する大剣だった。本来の得物である大朴刀だいぼくとうと比べれば切れ味や強度は遥はるかに劣おとるにもかかわらず、軽々と振り回してモンスターを全く寄せ付けない。その太刀筋は大刀を扱うヴェルフを唸うならせるほどのものだ。

　元所属派閥イシュタル・ファミリアが消滅して一度無所属フリーになったアイシャさんは既に改宗コンバージョン済み。

　一体どこの派閥に所属したのか、以前春姫ハルヒメさんと一緒に尋ねたことがあったけど、

「秘密さ」

　と笑いながらはぐらかされてしまった。

　管理機関ギルドの公式情報を調べれば多分わかると思うけど……。

「……まさか、アイシャ様？　Ｌｖ．４になられたのですか？」

「お、よくわかったね」

　ハンドボウガンで援護する必要もない圧倒的な動きに、洞察眼に優れるリリが気付いたように声を投じる。アイシャさんはそれをあっさり肯定した。

　Ｌｖ．３からＬｖ．４。つまり【ランクアップ】──高次の『器』への昇華。

　前回ぜんかい交戦した時より遥かに見違えた動きに薄々感じていたけど……二人の会話を聞いて驚きをあらわにする僕に、アイシャさんは敵の群れを蹴け散らしながら流し目を送ってくる。

「前に辛酸しんさんを舐めさせられたからねぇ。しばらく迷宮ダンジョンにこもって、自分を鍛え直したよ」

　歓楽街であった抗争の後、彼女はどうやら少なからず『冒険』に臨んでいたらしい。

　もともとＬｖ．３の中でも最上位の一角に数えられていた戦闘娼婦バーベラだ。もうあの戦いから一ヶ月が経っているし、昇格ランクアップしていたって何も不思議なことじゃない。

　こちらに闘争心が剝き出しな笑みを向けてくる相手に対し、上に行かれた、と実感する。

　総合的な能力ステイタスは、今の僕よりアイシャさんの方が間違いなく上だ。

　大剣と合わせ駆使される体術がその長い脚をしならせ、モンスターの頭部を果実のように破砕してのける。流れるように繰り出される足刀と大剣が交互にモンスターを解体していった。

　踊り子の衣装と漆黒の長髪をたなびかせながら、返り血も浴びず苛烈かれつな剣舞を踊る。

「【麗傑アンティアネイラ】……そうですか、彼女が」

　アイシャさんに一歩場ばを譲った前衛位置、フードを深く被かぶったリューさんが彼女の二つ名を呟つぶやく。ほぼ同時に、交戦するアイシャさんの死角、壁面を割って産まれた無数のモンスターを二振りの小太刀で瞬殺した。

「へぇ、やるじゃないか」

「貴方も」

　一瞬でモンスターを殲滅せんめつしてのけたリューさんを、アイシャさんが素直に賞賛する。

　リューさんが武器屋で購入したのは旅装にも似た戦闘衣バトル・クロス。外套フーデッドローブも組み合わせていつものように正体を隠している。余計な詮索を受けないよう戦争遊戯ウォーゲームの際に目撃された服は避け、少々地味な格好に落ち着いていた。武器は常に携行しているらしい二刀の小太刀のみだ。

　アイシャさんはリューさんの正体に薄々気付いているかもしれない。

　けれど言及しようとはしなかった。

　血の昂たかぶる戦いの前では些事さじだと言うかのように、戦争遊戯ウォーゲームの覆面冒険者を彷彿させるリューさんと一緒に、モンスター達を屠ほふっていく。

『──キィッ!!』

「！」

　強過ぎる前衛が道をひたすら切り開いていく最中さなか。

　中衛位置で待機する僕とヴェルフに、横穴から現れたモンスターが襲いかかってきた。

　兎うさぎのモンスター『アルミラージ』の群れと交戦に入る。大刀で複数の個体を薙なぎ払うヴェルフの横で、初動が遅れた僕に投擲とうてきされた天然武器ネイチャーウェポン──石斧トマホークが殺到した。

《神様のナイフ》と《牛若丸弍式うしわかまるにしき》で咄嗟とっさに全弾を打ち落とす。武器を失い無手となった一角兎アルミラージ達は怪物の本能に従いめげることなく、額に生えた鋭い角を構え突進してきた。

　それら全すべてを往いなし、弾はじいて、切り払い、体勢を崩した一匹に反撃しようとして──。

「──っ」

　刀身を見舞う直前、動きが鈍る。

「ベル！」

「ベル様!?」

　モンスターの赤い瞳と視線を合わせた僕は、ためらってしまった。

　完璧かんぺきに足を止めてしまったそんな僕に、ヴェルフとリリが叫んだ次の瞬間、攻撃を免れた一角兎アルミラージは円つぶらな瞳を吊り上げ胸甲ブレストプレートに体当たりをかます。

　体のド真ん中を殴りつける衝撃に、無様に背中から倒れ込んでしまった。

（しまっ──）

　倒れた僕ぼく目がけて四方から飛びかかる一角兎アルミラージ達。

　不味まずい──!!

　そして僕が遅過ぎる迎撃を行おうとした間際まぎわ──疾風かぜが走った。

『ギッ──!?』

　外套フーデッドローブが翻ひるがえり、都合四つ、銀の斬撃がモンスター達に炸裂さくれつする。

　正確に『魔石』を斬り裂かれ灰へと変わる一角兎アルミラージ。

　僕を救った影は、そのまま残っているモンスターを一掃した。

「……す、すいません、リューさん」

　前衛から一瞬で下がり、リューさんは敵をあっという間に全滅させてしまった。

　差し出された彼女の手を借りて、僕はよろよろと立ち上がる。

「何だい、そのザマは。拍子抜けだよ、ベル・クラネル」

　戦闘が終了し、大剣を肩に担ぐアイシャさんが呆れた表情を浮かべる。Ｌｖ．３でありながら『中層』のモンスターに後おくれを取る僕に、失望の眼差しを向けてきた。

　ともすれば、お前は私に勝った男なんだぞ、と彼女の瞳は責めるように訴うったえている。

　体たらくを演じてしまった僕は、何も言い返せない。

「クラネルさん、貴方らしくない」

　そしてリューさんも、僕の顔色を窺うかがいながら声をかけてくる。

「何かあったのですか？」

「……」

　気遣わしげに問いかけてくるこの人に、うつむくことしかできなかった。

　思っていた以上に、僕は、ウィーネに影響を受けていたみたいだ。

　遭遇そうぐうするモンスター達もあの娘こと同じように喋り出すのではないか。

　本当は僕達と変わらない知性と理性を持っており、あるいは、涙を流すのではないか。

　そう思うと……僕の手は竦すくみ、刃を突き立てられなかったのである。

　ダンジョンに下りてから、みんなに任せるばかりでほとんどモンスターを倒せていない。

　今日までこんなこと、なかったのに。

　こちらの胸中を察しているのか、ヴェルフとリリは口を閉じながら見つめてきた。

（このままじゃ、駄目だ……）

　こんなんじゃいけない。

　切り替えなきゃ。リューさん達に迷惑をかける。

　そう言い聞かせながら、見下ろす自分の手を握り締めた。

　僕はアイシャさん達に謝って、パーティの進行を再開させる。

　しかし、結局。

　僕の脳裏にはウィーネの横顔がちらつき、心から迷いが消え去ることはなかった。
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　ベル達は、やがて18階層に到着した。

　地上からの所要時間はリューやアイシャの活躍によって──階層主ゴライアスが他ほかの冒険者達の手で討伐済みであったことも含めて──約三時間。どんなに急いでも半日はかかるというリリの当初の予測を大きく裏切る形となった。

　遥か頭上の天井てんじょうに菊マムの花のごとく生え渡る水晶クリスタルから『昼』の明かりを浴びながら、一行は階層西部にある湖、岩の巨島の上に築かれた『リヴィラの街』へと向かう。

　ダンジョンの宿場町は、今日も上級冒険者達で賑わいを見せていた。

「──で、いつになったら坊や達は戻ってくるんだい？」

「さぁ？　男性の方々にも、色々お付き合いがあるのではないでしょうか？」

　天幕の商店やきらめく青水晶に囲まれる街の中で、アイシャが口を開く。

　水晶の柱を背にした通りの一角。重装を纏う冒険者達の往来を横目に尋ねてくる彼女に対し、リリは膨れ上がったバックパックを背負い直しながらけろりと答えた。

　この場にはリリとアイシャ、リューしかいない。

「やられたよ。まさかアンタを置いて、別行動を取られるとはね」

　ベルとヴェルフは「戦利品ドロップアイテムを換金してくる」と言ってアイシャ達と一旦いったん別れていた。

　それきり、彼等が帰ってくる気配はない。

「この階層に用があると言っていたね。私達にも知られちゃ不味いものなのかい？」

「アイシャ様が何をおっしゃられているのか、リリにはわかりません」

　口を割らず、しらばっくれるリリ。

　にこーと満面の笑顔を作る小人族パルゥムの少女に、「このチビスケ」とアイシャは憎たらしそうな笑みを浮かべる。

　彼女達の隣でたたずむリューもまた、フードの奥でふぅと吐息をついた。
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「良かったのかな、リューさん達に何も言わないで……」

「一緒に行動して詮索されるわけにもいかないだろう。あっちはリリスケに任せとけ」

　樹の迷路の中で、僕とヴェルフは肩を並べて歩いていた。

　リューさん達に護送してもらった安全階層セーフティポイント、18階層から更に下りた19階層『大樹の迷宮』。ウィーネと邂逅かいこうを果たしたこの層域に、僕達は二人だけで足を踏み入れていた。

「それに、あいつらも冒険者だ。引き受けた依頼以上のことを無理に言及しようとはしない」

　冒険者依頼クエストに求められるのは任務の遂行、それ以上でも以下でもない。余計な詮索は無用。同業者の間にある暗黙の了解をヴェルフは笑いながら語る。

　リューさんやアイシャさんへの後ろめたさは消えないけれど……ウィーネに関する情報を極秘に集めるためにも、僕はヴェルフの言う通り、割り切ることにした。

　何とか苦笑を返しながら、意識を目下の目的に集中させる。

「前に足を踏み入れたばかりだが……この階層も、これまでとはまた随分ずいぶん様子が違うな」

　幅広の通路を二人で進みながら、ヴェルフが用心深く辺りを見回す。

　樹皮に覆われた迷宮はまさに巨大樹の内部を探検しているかのようだった。通路は複雑に枝分かれしているかと思えば、頭上が十Ｍメドル以上裂けた縦長の樹道が現れる。瘤こぶのように盛り上がった木の根を階段代わりにするなど、19階層はその広大さの他にも高低差が思った以上に目立った。

　光源は既階層でお馴染みだった燐光りんこうではない。天井や壁面、床にも繁茂する夥おびただしい苔こけが発光し、星屑ほしくずのように輝いている。美しい碧色みどりいろの光粒はここがダンジョンであることを忘れてしまうほど幻想的だ。

　ヴェルフの言葉通り、19階層はこれまで僕達が探索してきた迷宮とは様変わりしている。

　水晶と大自然に満たされた18階層『迷宮の楽園アンダーリゾート』から引き続き、『秘境』という様相がより色濃くなっているような気がした。

「【ミアハ・ファミリア】からの採取関連の冒険者依頼クエストが、これから一気に増えそうだな」

「あはは……」

　辺りに漂う植物の臭いの中には、冒険者を惑わすような花の甘い香りが紛まぎれている。

『大樹の迷宮』は樹皮と苔以外の草花も群生していた。頭上を仰あおげば壁と天井の境目に白花が咲き乱れ、道の角を曲がった瞬間、巨大な茸きのこの塊が視界に飛び込んでくる。これらのほとんどが地上に持ち帰れば回復薬ポーションを始めとした道具アイテムの原材料になると言うのだから驚きだ。

　不可思議な色をした薬草、突き当たりの壁を茨いばらのように覆いつくす金色の小花と蔓草つるくさ、天井から滴る水滴によって作られた小さな蒼あおい泉……薬師達が垂涎すいぜんするだろう採取用の原料アイテムが迷宮の方々ほうぼうに溢あふれている。

「ベル、前衛は俺おれがやるぞ。いい機会だ、【経験値エクセリア】をたんまりと稼いでおかないとな」

　周囲への警戒を怠らないヴェルフは、先程から何度も気軽に話しかけてくれていた。

　きっと、碌ろくに戦えていない僕のことを思いやってのことだ。

　未攻略、未探索である19階層の探索は今まで以上の緊張が強いられる。ただでさえ安全階層セーフティポイントを境にして攻略難度は上がっているのだ、最初の死線ファーストラインとも呼ばれる13階層以下『岩窟の迷宮』と同じ中層域とはいえ、もう別世界だと考えておいた方がいい。

　素の潜在能力ポテンシャルが高い熊獣バグベアーや大甲虫マッドビートルを始め、遠距離攻撃主体の狙撃蜻蛉ガン・リベルラと炎鳥ファイアーバード、何より『異常攻撃』を盛んに行う癖くせのあるモンスターがこの層域からは続出する。解毒薬は勿論もちろん、『耐異常』の発展アビリティが『大樹の迷宮』攻略の鍵かぎであるらしい。

『中層』最深部である23階層から24階層はＬｖ．２上位の能力ステイタス、何よりパーティの密度と連携が求められるけど……この19階層ならば、Ｌｖ．３である僕とＬｖ．２のヴェルフの二人一組ツーマンセルでもかろうじて通用するだろうか。まともな攻略ではなく戦闘を回避した探索ならば、危険性リスクは発生するけれどまだ何とかなるような気はする。

　リリからも万が一の時のために、短剣型の『クロッゾの魔剣』や『強臭袋モルブル』など様々な武装や道具アイテムを手渡されている。

　階層にもぐり慣れていない、というのが一番の懸念材料だ。

「っ……『マッドビートル』に、『ガン・リベルラ』」

「道を塞がれたな……ここは行くぞ！」

　進路上正面に立ち塞がる大甲虫マッドビートルの群れ、そして頭上を飛び交う複数の狙撃蜻蛉ガン・リベルラ。19階層に入って初遭遇エンカウントした昆虫系モンスターの一団に、ヴェルフは漆黒のローブを翻し突撃した。

　ヴェルフが着流しの上に纏っているのは、リリが装備していた《ゴライアスのローブ》だ。

　モンスターの爪つめだろうが炎だろうが、あらゆる攻撃を弾くまさに巨人の防具。二人一組ツーマンセルを行うに当たってこの装備もリリに押し付けられたのである。

　その性能は『大樹の迷宮』においても圧倒的だった。大甲虫マッドビートルの鉤爪かぎづめや細長い腹部の先端から射出される狙撃蜻蛉ガン・リベルラの射撃弾を全てはね返してしまう。

　傷一つ付かないほぼ素材のままの防具にヴェルフは複雑そうな顔をしながら、大甲虫マッドビートル達へ大刀を次々に叩たたき込んだ。

（……迷っちゃ、駄目だっ）

　ヴェルフがモンスターの数を減らしていく中、[image: 拳]こぶしを握り締める。

　僕が足を引っ張ってしまったら取り返しのつかないことになる。ヴェルフ一人では武装と道具アイテムを駆使しようがすぐに限界はやって来る筈だ。

　未いまだ解消されない迷いを今だけは封じ込め、僕は【ファイアボルト】を連射した。頭上を滞空する狙撃蜻蛉ガン・リベルラを撃墜し、飛行モンスターを一掃する。

　ヘスティア様に更新してもらったばかりの【ステイタス】と連動するように、紫紺しこんの光沢を帯びる《神様のナイフ》。それを振るって相対するモンスター達を何度も切り裂き、断末魔を浴びながら、僕とヴェルフは迷宮の奥に進んでいった。

　そして、次階層へ続く正規ルートを外れてからしばらく。

「そろそろか？」

「うん……ウィーネと会ったのは、この辺り」

　周囲への警戒を片時も怠らず、腰巾着に押し込んであった簡易地図と何度も照らし合わせていると、見覚えのある地形が視界に広がり始める。

　いくつもの横道が繫がる幅広の樹道。天井は遥か高く、視界の奥には木の根に覆われた巨大な上り坂が見える。見上げるほどの高さで、まるで山の斜面のようだ。

　恐らく、足を痛めていたウィーネはあの天辺から転げ落ちたのだろう。

「ここまで来る途中、手がかりなんて呼べるものは見つからなかったが……」

　何かわかればいいんだけどな、というヴェルフの呟きに頷き、注意深く辺りを探った。

　苔の光が満ちる壁面や床、様々な植物に視線を走らせながら、奥に存在する下り坂に向かって前進していく。

　やがて立ち止まったのは、立木と無数の葉々が生い茂る物陰だった。

　負傷したウィーネが身を隠していた場所──僕と彼女が出会った場所だ。

（……やっぱり、そう都合良く見つからないか）

　いくら植物をかき分けても、欲している情報の断片は発見できない。

　現在位置は地図上では西寄り。食料庫パントリーが存在する階層最奥からはほど遠いけれど、もしウィーネがあの下り坂の先から落ちてきたのなら、彼女は階層の奥深くから来たことになる。

　これ以上先さきに進むしかないだろうか──そう考えていると。

（……冒険者？）

　横穴の一つから、人影が現れた。

　長い外套フーデッドローブを被った長身の人物だ。布地の下には鎧でも身に付けているのか、下半身と比べ上半身がやや膨れていた。身長はヴェルフと同じくらい高い。フードを深く被り、顔も種族もよくわからないけれど、何となく女性のような印象を受ける。

　外套フーデッドローブの人物は何か探し物でもしているかのように顔を振り、周囲へ視線を配っていた。

　僕達が来た方角から足音を立てて、こちらへと向かってくる。

　通路の一角で不自然に足を止めている僕とヴェルフは咄嗟とっさに目配せをし、さも道具アイテムの原料を採取している風を装った。

　演技を止めて立ち上がり、一旦もと来た道を引き返そうと、外套フーデッドローブの人物とすれ違う。




「──同胞ドウホウノ臭いがすル」




　瞬間だった。

　すれ違った外套フーデッドローブの人物がぐるりと僕達に首を巡らし、底冷えする声を耳もとに放つ。

　ぞっっ、と。

　背筋を震わせた僕とヴェルフは、地を蹴った。

　直感に従うまま相手から距離を取り、素早く反転する。

　足を止めた外套フーデッドローブの人物もゆっくりと振り返り、相対する格好となった。

「……何だ、今の」

　耳朶じだを撫なでたどこかぎこちない言葉遣い。しかしそれ以上に一瞬で膨れ上がった威圧感。

　ヴェルフが呆然ぼうぜんと呟く横で、僕も心臓をばくばくと震わせていた。

「……」

　相手は僕達から視線を固定して離さない。

　沈黙するフードの奥から、女性的な細い顔の輪郭が覗のぞいている。

　こちらを猛禽もうきんのように見据えてくるのは、海か、あるいは空を彷彿させる青い瞳。

「同胞ドウホウヲ攫サラっているのハ、貴方アナタ達か？」

「「──ッ!?」」

　放たれる途方もない殺気。

　獰猛どうもうな、まるで獣のように。

　怪物のように。

　人には到底とうてい真似できない、本能を脅かす原始的な殺意。

　フードの奥の青い双眸そうぼうが──瞳孔が縦に割れている。

　──まさか。

　稚拙な言葉の発音、憎悪にも感じ取れる圧倒的な敵視、何より無視できない既視感──脳裏に走り抜ける竜娘ウィーネの横顔。

　僕とヴェルフは相手の正体を、動揺と戦いながら推測しつつあった。

「……いや、違ウ。血チノ臭いがしなイ」

　立ちつくす僕達を見据えていたかと思うと、相手は高い鼻梁びりょうをすんと微動させ、あっさりと殺意の矛を収めた。

　縦に割れていた瞳孔が直り、理性を宿す美しい瞳で今度はじっと観察してくる。

「もしや、貴方アナタ達ガ、フェルズの言っていタ方々カタガタですか？」

「フェル、ズ……？」

「さっきから何を言っている!?」

　困惑する僕が単語を呟き返し、ヴェルフも戸惑いを振り払うように怒鳴り声を上げた。

　要領を得ない発言に、聞いたことのない人名らしき単語。

　透明感のあるその玉音の声音は聞き惚れてもおかしくない。にもかかわらず、混乱の一途を辿る。

　情けないほど状況に付いていけてない。思考が碌に回っていなかった。あまりにも不測の事態に、喉のどが気持ち悪いくらい乾いている。

「……」

　謎なぞの人物は、いや『彼女』は口を噤つぐんだ。

　異様な空間だった。響いてくるモンスターの遠吠とおぼえがまるで耳に入らず、僕達だけがダンジョンから切り離されたような錯覚を受ける。

　彼我の間合いは約五Ｍメドル。『彼女』は巨大な下り坂を背にしたまま動かない。

　時間の流れを猛烈に遅く感じていると、相手はおもむろに、口を開いた。

「貴方アナタ達ニ聞きたイ。我々ワレワレハ、共生できるト思いますか？」

「なっ……」

　脈絡のない質問に、いや思いもよらない問いに、僕とヴェルフは言葉を失う。

「我々ワレワレハ、手テヲ取り合えるト思いますか？」

「な、なにを……」

「貴方アナタ達ハ私ワタシ達ヲ殺す。私ワタシ達モ貴方アナタ達ヲ殺す。……定サダめ、なのでしょうか。わかり合えないノでしょうか？」

　淡々とした声音の中には、諦観と捨て切れない願望めいた感情が含まれていた。

　フードの中の青い瞳が物憂ものうげに細められている。

「私ハ……日ヒノ光ヒカリヲ浴びたイ。この閉ざされた奈落ではなク、光ノ世界セカイデ羽ばたいてみたイ」

　天井を仰ぐ仕草に合わせ、外套フーデッドローブが揺らめく。

　フードが揺れることで一瞬あらわになるその相貌は、ウィーネと同じように、息を呑のむほど整っていた。

「貴方アナタ達ハ、何か違うような気ガする……少シ、期待キタイしています」

　そして、両の膝ひざを深く折って屈んだ瞬間──『彼女』は跳んだ。

「「!!」」

　前を向いたまま、宙高く弧を描いて後方へ。

　恩恵ステイタスを持つ冒険者であっても真似できないだろう、大跳躍。まるで鳥のように軽かろやかに、背後に広がっていた巨大坂をあっさりと飛び越え、姿を消してしまう。

　愕然がくぜんとする僕達の眼前に……ローブの中からこぼれた、いくつもの金色の羽根がひらひらと舞い落ちてきた。

「冗談だろ……本当に、あいつ……」

　まるで白昼夢に出くわしたかのようにヴェルフが呟きを漏らす。

　その場を動けない僕も、気持ちは同じだった。

「ウィーネと、同じ……」

　その先の言葉を、僕はとうとう声にすることができなかった。
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　衝撃的な遭遇を経た後。

　しばらく立ちつくしていた僕とヴェルフは、モンスターの群れに捕捉され、致し方なく移動を開始した。

　襲撃を迎え撃っては振り切って、階層脱出のため正規ルートを逆戻りする。これ以上の情報収集は今の動揺した状態では碌に行えないだろうと判断してのことだった。事実、モンスターの迎撃にも集中できずひやっとする場面があった。

「……」

「……」

　僕達は道中、無言だった。

　直面した出来事に、未だに衝撃が抜け切らない。言葉を交わすことで何かの均衡が崩れてしまいそうで怖かった。

　表情を硬くしながら、迷宮の中を進んでいく。

「……？」

　遭遇エンウカントするモンスター達を何とか突破し、18階層への連絡路が見えてくる頃ころ。

　五人組の冒険者パーティが前方からやって来る。目を引くのは奇妙な赤い槍を携えた、眼装ゴーグルを装着したヒューマンの男性冒険者だ。

　別段珍しくない同業者達に何か引っかかりを覚えていると──僕ははっとした。

　眼装ゴーグルの冒険者以外の四名の亜人デミ・ヒューマン。彼等はウィーネを追って、僕が何とかやり過ごしたあの男女の冒険者達だった。

　僕は咄嗟に相手方の顔を見ないようにした。側そばにいたヴェルフは何か察してくれたのか、自然な動きで身を滑り込ませ、壁となって冒険者達の視界から僕を隠す。

　そして、すれ違う間際、眼装ゴーグルの男がこちらを見たような気がした。

「……」

　顔を僅わずかに動かし、背後を一瞥いちべつすると、冒険者達は僕達のことを見つめていた。




「【ヘスティア・ファミリア】……【リトル・ルーキー】、か？」

「あ……そうだっ、間違いねえ、あのガキも街リヴィラの冒険者依頼クエストに駆り出されてたぞっ！」

　ほぉー、と眼装ゴーグルの男は18階層へと消える少年の背中を見て、笑みを浮かべた。

「仲間も碌に連れねえで、こそこそと何をしてやがったんだ？」

「……なぁディックス、まさか」

「ああ、ちと臭うな。こりゃ、主神様を使って本格的に探りを入れてもらうか」
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　無事安全階層セーフティポイントに辿り着き、僕達はリリ達と合流した。

　出し抜く真似をして行った別行動にアイシャさんは文句を言ってきたけれど、口を閉ざす僕とヴェルフの様子がおかしいことに気付き、それ以上責せめようとしなかった。リューさんも無言のまま何も問いただしてこなかった。

　二人に申し訳ない思いを抱きながら、けれど気にかける余裕もなく、僕達は早々に地上へと帰還した。

『報酬は要らないよ。これは貸しにしておく』

　アイシャさんはそう笑って僕達と別れた。

　本人は否定するかもしれないけど、こちらを思いやってくれるその心遣いに感謝した。

『クラネルさん、何か困ったことがあれば相談してください。微力ながら力になります』

　リューさんもまた、気を利きかせて酒場へと戻っていった。

「……」

　都市の街路を、一人で歩いていく。

　白塔バベルを抜けて僕はリリ達と別行動を取っていた。

　一度一人になって、色々なものを整理したかったからだ。

　時刻はまだ夕刻前。太陽は西の空に傾きつつあるものの、頭上には青い空が広がっている。リューさんとアイシャさんのおかげで結局けっきょく日中の内に戻ってくることができた。

　大通りの雑踏や喧噪を避け、自然と足が動いていく。

「おー、ラッキー。おーい、【リトル・ルーキー】」

「……？」

　無為に歩みを重ね、いい加減ホームに戻ろうとしていた時だった。

　ホームへの通り道、都市南西の街路で、とある神様に声をかけられる。

　見たことのない……恐らく初対面の男神様だ。

　紺色の髪と瞳、褐色の肌。中背で、黒を基調とした衣装を着ている。神様らしいというか、ヘラヘラと笑いながら気さくな態度で近付いてきた。

　二つ名で呼ばれた僕は、足を止めて姿勢を正す。

「えっと……僕に、何かご用ですか？」

「ひひっ、そう警戒しないでくれよ、っつても無理かぁ。胡散うさん臭ぇもんなぁ、神々おれら」

　初めての昇格ランクアップを皮切りに、見知らぬ神様に色々なちょっかいというか何というか、とにかく街中で絡からまれることが激増した。今日まで何回も経験がある。

　失礼ながら僕が及び腰になっていると、相手の男神様は「ひっひっ」と笑った。

「俺の名はイケロス。よろしくなぁ」

「イケロス、様ですか？　それで、僕に何か……」

「それがよぉ、生意気なガキどもに顎あごで使われている最中なんだよぉ」

　聞いてくれよ、とイケロス様は眷族への文句交じりに、僕の周りをぐるぐると周回する。

　顔を覗き込んできたり、気安く肩に手を回してきたり。馴なれ馴れしいを通り過ぎておちょくっているような真似をするイケロス様に、僕はうろたえっ放しだった。

　全く見えてこない話に、『変な神に捕まりそうになったらすぐに逃げるんだぞー』という主神ヘスティア様の言葉を思い出し、これは失礼させてもらった方がいいのかと汗を流していると──。

「喋る竜女ヴィーヴルって知ってるかぁ？」


「────」



　背後に回り込まれ、前触れなく耳もとで囁かれた言葉に、心臓を鷲摑わしづかみにされた。

「何でもすっげー綺麗きれいな顔してるらしいんだけどよぉ……19階層に出たらしいんだ。一目ひとめ、見てみたくてなぁ」

　聞き込みをしているんだ、と。

　イケロス様の粘つくような声音と、速まる鼓動の音が混ざり合って、耳に絡まる。

　体の隅々の血管が震えるような錯覚の後、手の平が一瞬で発汗した。

　何も答えられないまま、錆さびた動きで顔を横に向けると。

　間近にいるイケロス様は、唇を吊り上げた。

　あたかも心の中を見透かすように、その紺色の瞳を細める。

「なぁ、何か知っていたら──」

「ベル君」

　硬直する僕に、更なる言及が行われる寸前。

　僕達以外の第三者の声が、イケロス様の言葉を遮さえぎって響いた。

「ヘ、ヘルメス様……？」

「やぁ、奇遇だね、こんなところで」

　僕とイケロス様が振り向いた先、羽根付きの帽子を被ったヘルメス様が、優男の笑みを浮かべていた。

　片手を上げながらにこやかに歩み寄ってくる。

「ベル君、行っていいよ」

「え……」

「神に絡まれて、困ってるんだろう？　みなまで言わなくてもわかってるぜ」

　啞然とした反応しか返せない僕にヘルメス様は笑いかけ、すぐに視線を移す。

　入れ替わるように僕から離れニヤニヤと笑うイケロス様に、流し目を送った。

「それにオレは、このイケロスに少し用があってね」

　帽子の鍔つばを撫でながら、ヘルメス様は薄い笑みを纏う。

「さぁ、ベル君」

「す、すいません……失礼します」

　ヘルメス様に促うながされ、僕は碌な会釈もしないまま背を向ける。

　イケロス様の方を見ずに、足早にその場から去った。




「何だよ、ヘルメスゥ。俺と【リトル・ルーキー】が話してる最中だっただろう？」

「いやぁ、いたいけな子供が神の毒牙にかかりそうだったからね、見過ごせなかったんだ」

「ひひっ、ひでぇー言い草」

　ベルが去った後、ヘルメスとイケロスは顔も見ずに声を交わした。

　申し合わせたように二人は街路から動き、噴水が設けられた小広場へと移る。まるで密会を始めるがごとく、人気ひとけのない場所で向かい合った。

「ホームを訪ねても誰だれもいない、もぬけの殻……随分ずいぶん探したよ」

「あーわりぃわりぃ。あそこは住み心地が悪くてなぁ、ちょっと引っ越しをしたんだ」

「ギルドに一報でも入れておこうぜ、イケロス」

　交わされる声には気兼ねがない。まるで互いを知りつくしたような旧知の関係を窺わせる。

　にもかかわらず、男神達の纏う雰囲気そのものは、腹を探り合う者のそれであった。

「で、用ってのはなんだぁ、ヘルメス？」

「なぁに、ちょっと聞きたいことがあるんだ。……【イケロス・ファミリア】が都市の密輸に関わっている、そんな情報を小耳に挟んでね」

「おいおい、どこの情報だ？　眉唾物まゆつばものじゃねえのか？」

「確か、エルリアの貴族だったかな？」

「……ひひっ、何が小耳だ、随分ずいぶん遠くの方まで調べ回ってるじゃねえかよ」

　ヘルメスの手札を早々に理解したかのように、イケロスは口もとの笑みを深める。

「ヘルメス、俺を疑っているのかぁ？」

「オレも『天界』の顔馴染みを疑いたくないんだが……イケロス、お前の【ファミリア】は過去に闇派閥イヴィルスの一味として候補に挙がっていた」

「だからぁ、あれは濡ぬれ衣ぎぬだって。少なくとも俺は邪神なんてものを名乗ってねえー」

　イケロスは終始食えない言動でのらりくらりと質問を躱かわした。

　ヘルメスもまた、帽子の下から覗く笑みを崩さない。

「まだ面白おもしろい情報がある」

「へぇ、聞かせてくれよ？」

「一風変わったモンスターまで、このオラリオからばらまかれているらしい。世界に混乱をもたらすように」

　その途端だった。

　核心に踏み込んだヘルメスに対し、イケロスは紺色の瞳を見開き──口端が裂けんばかりに唇を吊り上げた。

「ひっ、ひひひひひひひひっ……!!　俺が望んでいるっていうのか、ヘルメス!?　この俺が獣けものの夢──悪夢を下界に振りまくって!?　そりゃ面白おもしれえ!!」

　何が痛快なのか、イケロスはゲラゲラと笑い声を上げた。

　黙って見つめるヘルメスの目の前で、腹を抱えて何度も体を折り曲げる。

　暮れなずむ空に散々声こえを響かせた後、男神は上体を起こし、笑った。

「だーが生憎あいにく、俺は一切いっさい関与かんよしてねえ。指図もしちゃいねえ。はしゃいでいるのは──眷族ガキどもの方さ」

　もはや更々隠す気などないように、イケロスは言葉を発する。

「最近はよぉ、馬鹿ばかなガキがめっきり減って、生意気な連中が増えた。神を敬うやまいもしねえ連中だ。この俺を使いっぱしりにしやがる」

「……」

「だが……くだらねえことばかりして、笑えるぜ？」

　相貌に浮かぶその笑みは、愉悦を嚙かみ殺す神の笑みだった。

　神の視点から見れば愚かな真似をする子が滑稽で、何より愛しいと言うかのように。

「【ファミリア】の手綱たづなを握るのも主神の仕事だぜ？」

「思ってもいないことを言うなよ、ヘルメス。ガキどもは苦痛には耐えられるが快楽には逆らえない。神々おれらだってそうだろ？　俺はあいつ等の気持ちが痛いほどわかる」

　だから、あいつ等が俺を楽しませる限り、俺はあいつ等を止めない。

　ヘルメスに顔を寄せて、イケロスははっきりとそう言った。

「俺をブッ殺して送還してもいいが、眷族ガキどもは止まらないぜ？　身をくらませるか、他の神々やつらと再契約するかどっちかだ」

「だろうなぁ」

「まぁ、調べるといい。そこら辺にひそんでるお前の眷族ガキを使って、俺の身の回りだろうが、あいつ等だろうが。なぁに、構いやしねえよ、存分に嗅かぎ回れ。──そっちの方が面白くなりそうだ」

　己おのれと子の破滅──眷族達の行く末を楽しむかのように、イケロスは言葉を残し、話を切り上げる。

　最後まで軽薄な笑みを崩さず、広場から去っていった。

　男神の背中を見送ったヘルメスは、溜息とともに口を開く。

「やれやれ、娯楽に飢え切っている神ほど、たちが悪いものはないなぁ」

　自分を棚に上げるな、と。

　ヘルメスに向かって、周囲の物陰から眷族達の声が投じられた。
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　市壁奥の空から届く日差しが、ホームの外装を照らす。

　ベル達が出払った『竈火かまどの館』には現在、命ミコト、春姫ハルヒメ、ウィーネ、ヘスティアの四人が居残っていた。朝方ヘファイストスに申し出てバイトを休ませてもらった主神ともども、ダンジョンへ赴いているベル達の帰りを待っている。

　彼女達の行動は様々だった。

　ヘスティアはモンスターに関連する本、あるいは都市オラリオの歴史書を紐ひも解き、情報をあさり。

　命ミコトは屋敷の敷地内を歩き回り、警邏けいらする。

　そしてウィーネは、自分の面倒を見る春姫ハルヒメと戯れていた。

「春姫ハルヒメ、みつけたっ」

「ふふっ、見つかってしまいました」

　回廊の物陰に隠れていたメイド服姿の春姫ハルヒメに、ウィーネは抱き着く。

　二人が行っていたのは隠れんぼだった。昨日まで留守番役だったベルと春姫ハルヒメがウィーネのため繰り返してきた遊びの一つだ。

　外には決して出ない、遊び場は中庭だけ、という約束のもと、二人は交替しながら隠れ回っている。

「つぎは、春姫ハルヒメがさがす番だよっ」

「はい。それでは数えますね？」

　回廊の柱に顔を向ける春姫ハルヒメが、いーち、にーい、と声を上げる。

　ウィーネは笑みを浮かべながら小走りをした。

　身に付けているローブの裾すそを膨らませながら、隠れる場所を探す。

（……ベル、まだかな）

　中庭にある植栽の陰へ、身を隠そうとした時だった。

　未だ帰ってこないベルに、ウィーネは顔を曇らせる。

　これまでずっと側にいてくれた少年がいない。春姫ハルヒメは変わらず付き添ってくれるが、それでも寂さびしいものは寂しかった。

　ともすれば、情緒が不安定になっていく。

　誰も彼も自分を傷付けてきた薄暗い迷宮せかいの中で、笑いかけ、孤独から救い出してくれた少年はウィーネにとって光そのものだった。彼がウィーネにとって一番の安らぎだった。

　親の温ぬくもりを求める稚児のように、幼い竜の少女は少年を恋しく思わずにはいられなかったのである。

「……」

　ウィーネは館の三階を見上げ、こちらに背を向ける狐人ルナールの少女に視線を落とす。

　逡巡しゅんじゅんした後、彼女との言い付けを破り、中庭をそっと後にした。

　館内に戻る彼女が引き寄せられるように向かったのは、三階、ベルの自室である。

　鍵のかかっていない扉を、ギィ、と音を立てて押し、ウィーネはおそるおそる中を覗いた。

　やはりいない部屋の主あるじに消沈しつつ、毛布が折りたたまれた寝具ベッドへ静かに足を向ける。

　毛布を頭から被り、もぞもぞともぐり込んだ。

「ベルの、匂におい……」

　すん、と鼻を鳴らし、敷布シーツに顔を埋める。

　閉じた瞼まぶたの裏に、添い寝をしてくれる少年の姿を思い浮かべながら、ウィーネは体を丸くした。

「……？」

　不意に。

　気配を感じた。

　数は四つ。

　三階の長い廊下を歩き、今ウィーネがいるベルの自室の隣、今は使われていない空部屋の一つに入っていく。

　不思議に思うと同時に、怒られる、と怯えたウィーネが息をひそめると──。

『ウィーネ君以外の、喋るモンスターが？』

　──隣の部屋から、確かにそう聞こえてきた。

　琥珀こはく色の瞳が見張られる。

　青銀の長髪が震えた。

　小刻みに揺れる妖精エルフのものより歪いびつで尖とがった耳。元来、広いダンジョンの中で遠く離れた侵入者の存在をも察知してのける異常な聴覚が、仔細しさいに隣部屋の話し声を拾っていく。

　気が付けばウィーネは物音一つ立てず、上体を寝具ベッドから起こしていた。

　少女は静かに、壁に己の耳をくっつけた。




「本当なのかい、ヴェルフ君？」

「はい。19階層の、ベルとウィーネが会った場所で……」

　驚愕するヘスティアに、ヴェルフは張り詰めた表情で頷く。

　ベルと別れ、ヴェルフとリリは先程館やかたに帰還した。彼女達に促され、ヘスティアは命ミコトのみを伴って館の三階まで場所を移し密談している。

　ウィーネと、彼女に近しい春姫ハルヒメに聞かれないように。

「会話を交わしました。俺達から同胞の匂いがすると……恐らく、ウィーネのことを」

「ウィーネ殿と同じ存在が、まさか、他にも……？」

　直接遭遇そうぐうしたヴェルフの報告に、命ミコトも驚倒を禁じえない。

　言葉を失う彼女の隣で、リリは押し黙っていた。

「……ヴェルフ君は、相手のことをどう感じた？」

「少なくとも、ウィーネより知性を感じました。言葉遣いは拙つたなかったが、ローブを纏って正体を隠して、冒険者の振りを……あとは、何かを知っているようでした」

　ヴェルフが耳にした単語を並べていく内に、ヘスティアは静かに喉を鳴らした。命ミコトも息を呑む。

　部屋に緊迫した空気がもたらされる中、それまで黙っていたリリが口を開く。

「リリは、ウィーネ様の保護を止やめるべきだと思います」

『!!』

　その発言に一同が瞠目どうもくする中。

　最も早く反応したのは、命ミコトだった。

「リリ殿、一体何を!?」

「はっきり言います。リリ達は非常にきな臭い問題に足を踏み入れかけています。神様達でさえ知りえない異常事態イレギュラーといい、リリ達以外にも喋るモンスターを追っている集団といい……人語を操あやつる個体が他にも確認された以上、予断は許されません」

　異常事態イレギュラーを巡る、何か重大な趨勢すうせいに巻き込まれつつある、と。

　今日まで酒場等とうで調べてきた情報をもとに、リリは極めて俯瞰ふかん的に状況を説明した。

「ですがっ、保護を止めるなどっ……それではウィーネ殿はどうなるのですか!?　自分達が見捨てれば、彼女は……！」

「……難しいかもしれませんが、都市の外に出せばいいかと。彼女は竜女ヴィーヴルです。オラリオ以外の神の眷族ファミリアや、地上のモンスター程度に後れを取ることはないでしょう」

『中層』出身、更には最強のモンスターである竜ドラゴンの種族。

　竜女ヴィーヴルの潜在能力ポテンシャルを考慮した上で、リリは無表情に、淡々と見解を告げた。

「『セオロの密林』にでも身を隠せば、生きていくことは可能な筈です」

「リリ殿ッ……!!」

　知己ちきである春姫ハルヒメへの想おもい、何より義俠心ぎきょうしんに厚い命ミコトは、怒りをあらわにしてその柳眉を一杯に吊り上げた。

　義憤に駆られる仲間の少女の姿に、リリは冷めた声を向ける。

「では、聞きます。あの娘こを保護し続けたとして、どうするのですか？」

「！」

「このまま、永遠に、誰にもバレることなく、彼女を匿うことができると本当に信じているんですか？　先程も言いましたがリリ達を取り巻く状況が許しはしないでしょう。事実、【ヘルメス・ファミリア】が何者かの依頼を受けて動いています」

　命ミコトに極東きょくとうの能面を想起させるほど、感情を押し殺した表情でリリは言葉を続ける。

「一切喋らせず、調教テイム済みとでも言って周囲を誤魔化しますか？　難しいでしょう。この派閥にはギルド公認の調教師テイマーはいませんし、何よりモンスターにあるまじきあの美貌を見て、余計な疑いを持たない者はいません」

「っ……」

「神様達に目を付けられれば、きっと愉快交じりにちょっかいを出されるに決まっています。そもそもリリ達は現状、碌に身動きが取れない状況です。このままでは【ファミリア】を保つだけの資金集めが苦しくなるのは目に見えています」

　いつになく饒舌じょうぜつに──けれど無表情を貫き──リリは言い分を語った。

　正論という名の暴力に、命ミコトは何も言い返せない。

　ヘスティアも、ヴェルフも重く口を閉ざしたままだった。リリの言う通り、今のところ打開策を何も見つけ出せず、出口のない迷宮をさまよっている自覚が彼等にはあったからだ。

「彼女は、ともすれば爆弾です。今は大丈夫でも、いつか必ず【ファミリア】を危険に晒さらす時が来る。……お人好しのベル様に言っても、無駄です。恨まれようが、リリ達が決断して、あの人を守らないと」

　リリは、うつむいた。

　今から言う言葉に対し、とうとう歪ゆがんでしまう表情をひた隠し、声音だけは変えず突き放すように告げる。

「リリ達と、彼女は、一緒にいられません……彼女は、怪物モンスターです」

【ファミリア】と少女、その二つを天秤てんびんにかけ、リリははっきりと言った。

　そしてその声は、一枚の壁を通じて隣の部屋を震わせた。

「……その結論は、まだ早急だ。サポーター君も、落ち着いた方がいい」

「……申し訳、ありません」

　場を取りなすように、ヘスティアが口を開いた。

　派閥、ひいてはベルの身の上を気にするあまり逸はやるリリに声をかける。

　床に落ちる彼女の謝罪を聞きながら、ヴェルフも、命ミコトも無言のまま立ちつくしていた。

「……？」

　誰もが動けないでいる中、それに最初に気付いたのは、命ミコトだった。

　扉の鳴る音が、すぐ側──隣の部屋から発せられる。

　重苦しい部屋の空気に思考が鉛のように鈍くなっており、致命的なほど、動くのが遅れた。

　たったったっ、という何かが駆ける音を聞いて、ようやくはっとした彼女は扉を開けて外に出る。

　顔を左右に振っても、長い廊下には誰もいなかった。

　ヴェルフ達が命ミコトの後に続き、彼女同様どうよう愕然とする。

「まさか……」

　動揺に揺らぐ己の精神──状態コンディションが万全でないことを自覚しながら。

　効果範囲が著しく狭まっている【八咫黒烏スキル】を使用するも、一切の反応を知覚することができなかった。
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「はっ、はっ……！」

　ウィーネは走っていた。

　廊下を一過し、階段を駆け下り、扉を開け放つ。

　瞬く間に館を抜け出し、裏口から街へと飛び出した。

（わたし、わたしは……!?）

　聞いてしまった密談の内容が脳裏に蘇よみがえる。

　──リリ達が決断して、あの人を守らないと。

　──リリ達と、彼女は、一緒にいられません。

　──彼女は、怪物モンスターです。

　小人族パルゥムの少女の声が、今ばかりは呪詛じゅその響きをもってウィーネの心を犯す。

　怪物モンスターでありながら確かに存在する少女の心を、あの恐ろしい剣つるぎのように、深々と斬り裂いてきた。

（わたしは、みんなとっ……ベルと一緒にいちゃ、いけないのっ？）

　美しい青銀の髪がなびく。額の紅石が何かを叫ぶようにきらめきを放つ。

　琥珀色の瞳に、透明の涙が浮かぶ。

（ベルッ、ベルッ、どこっ？）

　言ってほしい。

　そんことないよ、と。

　もう一度、あの言葉を聞かせてほしい。

　大丈夫だよ、と。

　あの困ったような笑みで、けれど優しい笑みで、自分を包み込んでほしい。抱きしめてほしい。頭を撫でてほしい。

　全て、否定してほしい。

（お願い……！）

　目尻めじりから滴をこぼし、ウィーネは少年の姿を探した。

　少年に会いたいと、唯一の寄る辺をただただ望んで、己に許された箱庭を飛び出した。

　人の気配に怯え、何度も路地裏を折れ、ローブに備わるフードを咄嗟に被る。

　瞳に焼き付いている白い笑みを求め、どことも知れない場所をひた走った。




　太陽が西の空へと沈んでいく。

　都市が赤く染まり、黄昏たそがれが訪れようとしていた。
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「ウィーネがいない!?」

　ベルはその一報を聞いた瞬間、叫んでいた。

　夕暮れを目前にした時刻である。男神イケロスに接触された後、心のざわめきを覚えホームに急いで戻ると、まるであざ笑うかのように胸騒むなさわぎが現実のものとなった。

　今にも飛び出そうとしていた【ファミリア】の構成員が集まる、正面玄関前。

　立ちつくすベルに向かって、春姫ハルヒメが勢いよく頭を下げる。

「申し訳ありません!　私わたくしが目を離したせいでっ……！」

「自分の【八咫黒烏スキル】で探っても、一切いっさい反応がありません……」

　涙を流す春姫ハルヒメの横で、命ミコトが眉目を歪めながら項垂れる。

　遭遇経験のあるモンスターを感知する命ミコトの【八咫黒烏ヤタノクロガラス】にも引っかからない──ウィーネはこの館にはいない。

　能力ステイタスによって裏付けされ検証する余地のない事実に、ベルは己の顔から血の気が引いていくのがわかった。

　イケロスとの間であったことも頭から消え落ちてしまう。

「っ……！」

　たった数分前にあった密談を聞かれたことを悟るリリは、ぐっと歯を嚙み、その小さな手を一杯に握り締めた。

「──捜します!!　命ミコトさん、一緒に!!」

「はいっ！」

「俺達も行くぞ！」

「わ、わかりました！」

「まだ遠くへは行ってない筈だ、手分けして捜すんだ！」

　一も二もなくベルは駆け出した。言うが早いか、命ミコトも後に続く。

　ヴェルフ、春姫ハルヒメ、ヘスティアの声が響き、リリは返事すら惜しんで館の前庭を突っ切る。

　ホームを空け、一切合切のことを放り出し、【ヘスティア・ファミリア】は竜女ヴィーヴルの少女の行方ゆくえを追った。
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　喧騒けんそうが華やかな街並みを包み込んでいる。

　薄暮が迫り、人通りは段々と規模を膨らませていた。ダンジョンからちらほらと冒険者達が帰還し、都市で働く労働者も一日の締めくくりを求め酒場へと赴くからだ。

　多くの店々が本格的に営業を開始し、客を呼び込むため扉を開放する。焼いた肉の香ばしい匂いと調理に用いられた火酒の強い香りが漂い始め、吟遊詩人バードが奏でる竪琴ハーブの繊細な旋律や陽気な管楽器の演奏が絡み合う。

　それらは通りを行ゆく者達の鼻と耳を楽しませた。

　閑静であった街角にも、人気ひとけが増え始めていく。

「……っ」

　フードを深く被るウィーネは、そんな街路の一つをさまよっていた。

　今まで見たことのない人通り、亜人デミ・ヒューマンの数は彼女からしてみれば恐ろしいものだった。興味を覚える暇もない。どこからか流れる弦楽器の調べも、走りゆく馬車も、駆けずり回る子供達が無邪気に上げる声にさえも、びくっと一々いちいち肩を跳ねさせる。靴も何も履いていない足の裏から伝わる石畳の感触は冷たかった。

　ローブで全身を隠し、今にも白刃を振るわれるのではないかという恐怖と戦いながら、目立たぬよう街路の端を歩いていく。

（ベル……）

　フードの中から瞳を動かし、白髪の少年の姿を見つけ出そうとする。

　都市を貫く大通りに比べれば遥かに狭い街路だ。雑踏が揺れる道の真ん中、路地裏に続く小径、視界の随所に視線を飛ばした。

　そして、周囲を窺っていた時だった。

　その光景を捉とらえたのは。

（──ぁ）

　通りの片隅、商店の前にとめられた一台の荷馬車。

　馬が嘶いなないたかと思うと、ぐらり、と。

　高く積まれた荷物が、まるで積み木のように崩れようとする。

　紐の固定が弱かったのか定かではない。だが事実として積荷は傾きつつあり、更にその下には、何も気付かない幼い犬人シアンスロープがいる。

　夕暮れの街を駆けずり回る、子供の一人だった。

　ウィーネの瞳が見開かれる。

　周囲で気付いた僅かな者も息を呑み、今にも悲鳴が膨れ上がろうとした。

　凶悪な量の積荷が、木箱が少年の上に降りそそごうとする。

（──いたい）

　あれはきっと、痛いたい。

　とても痛い。

　泣いてしまうくらいに。爪や剣で肌を裂かれた、自分のように。

　そう思考が走った直後、ウィーネの体は動いていた。

「！」

　たんっ、という足が石畳を蹴る音の後、矢のようにウィーネは加速した。

　辺り一帯にいる者達にとってはまるで瞬間移動したかのごとく、子供の側に躍り出る。

　落下する積荷に気付き硬直する子供の表情に、猛火もうかの前に立ち竦む自分──そして炎の怪鳥から自分を助け出してくれた少年の記憶が結びついた。

　──助けなきゃ。

　その意志が引鉄ひきがねだったかのように。

　ウィーネの体に変化が生じた。

　少女の背中が盛り上がる。

　次には、奇怪な肉の音を奏で、青白い皮膚とローブを突き破り──翼が出現した。

「──ぇ」
















　幼い子供の呟きは広がる皮膜、そして弾かれる積荷の音に呑み込まれた。

　いくつもの木箱が石畳には転げ落ちてははね返る。

　街路を一瞬支配しはいするほどの激しい音が鳴り止んだ後……動けずにいた亜人デミ・ヒューマン達は、絶句しながらその光景に釘付けとなっていた。

　乱雑に転がる積荷、落ちた衝撃で飛び出した木箱の中身。酒瓶さかびんや穀物が辺りに散乱する中、へたり込む子供の側で、それは顎あぎとのように身を広げていた。

　人の体に迫ろうかという巨大さ。

　青銀の骨格に灰色の皮膜を有した片翼。

　怪物の王を象徴する、竜の翼だ。

　あれほど騒がしかった街路から全ての音が消失する。

「……」

　片翼を円蓋えんがいのように広げていたウィーネは、足もとを見下ろした。

　翼を盾代わりにし全ての積荷から守ったことで、少年には傷一つない。安堵あんどするウィーネは凍りついている子供に向かって唇を動かした。

　大丈夫？　と。

　しかし、




「う──うぁあああああああああああああああああああああああああああああ!?」




　ウィーネの言葉は、少年の悲鳴にかき消された。

　彼の目には炯々けいけいと光る琥珀色の双眼、そして人ならざる怪物の片翼が映っている。

　恐怖に取り付かれる亜人デミ・ヒューマンの子供は、驚愕するウィーネのもとから逃げ出した。

「もっ──」

「モンスターだあああああああああああああああああああああああああああ!?」

　たちまち、絶叫が折り重なる。

　子供の叫さけびが契機だったかのように、静まり返っていた街路が爆発した。

　波が引くかのごとく全ての衆人がウィーネから距離を取り、側に停車していた荷馬車でさえ馬が暴走し走り去っていく。ヒューマンの母親が子供の手を引っ張り、蒼白になる恋人を狼人ウェアウルフの青年が背に庇かばう。太った小人族パルゥムの商人は腰を抜かしていた。

　半狂乱に陥おちいる衆人、絶え間なく乱れる足音、打ち上がり続ける悲鳴。

　夕暮れの街角が恐慌の渦に包まれる。

　己を中心に形成される半円形の人垣に、ウィーネは言葉を失いながら立ちつくした。

「『ハーピィ』──いや『セイレーン』か!?」

「どうしてこんな場所に!?」

　その場に居合わせた下級冒険者達が、次々に抜剣する。

　現れる鋼の刃にウィーネが「ひっ」と怯える中、周囲から彼女に向けられるのは恐怖、そして嫌悪の眼差しだった。

　夕焼けの赤い光を浴びる、ローブを被った謎のモンスター。

　相貌を隠すフードの暗がりの奥に浮かぶのは鋭い琥珀色の双光であり、額の位置には血の色と見紛う紅くれないの輝きが瞬いている。何も知らない衆目には、三つの瞳を有する不気味かつ醜悪な怪物としか見えていない。

　建物を背にする片翼のモンスターに、厭悪えんおの感情が高まっていく。

「ばっ、化物ッ!?」

　次の瞬間、エルフの女性が石を投げつけた。

「うっ」

　投擲された小石はフードの上からウィーネに直撃する。

　それが引鉄となった。

　恐怖する衆人の感情は憎悪から派生する怒りへと反転し、いくつもの手が足もとに存在する石へと伸びる。

　怯ひるむ素振りを見せたモンスターに、飛礫つぶての雨が降りそそいだ。

「失せろ、怪物!!」

「ここは俺達の街だ！」

「薄汚え迷宮へ帰れ!!」

　憎しみが込められた投石が数多あまたの弧を描き、小柄な怪物へと命中する。

　有翼モンスターの潜在能力ポテンシャルを知る下級冒険者達が「よせっ、止めろ!?」「刺激するな！」と必死に呼びかけるが、大衆は止まらなかった。口々に罵詈雑言を放ち、自分達の領域に足を踏み入れた人類の敵に感情を激発させる。

「うおぉ……」

「やべぇー」

　他方、場に通りかかった少ない神々は。

　建物の屋根へと上り、現前の光景を傍観していた。

　ある者は顔をしかめ、ある者は憂うれい、ある者はニヤニヤと笑いながら。

　人とモンスターの対立を表す、下界の縮図を見下ろす。

「い、いたいっ……いたいよっ」

　投石に晒されるウィーネのか細い声が、人間達の罵倒に塗り潰つぶされる。

　生えたばかりの翼は投石から身を守るものの、夥しい悪意の矛ほこは防ぐことができなかった。

　胸が泣いていた。

　絶えることのない敵意と殺意を浴び、心が擦り切れていく。

　体を小さくする少女の瞳に、涙が浮かんだ。

「ベルぅ……！」




「モンスターが!?」

「あぁ、向こうの通りで現れたらしい！」

　その知らせを耳にした瞬間。

　ベルは石畳を蹴り砕き、疾走した。

「ベル殿!?」

　ともに捜索していた命ミコトを置き去りにし、なりふり構わず加速する。

　凄すさまじい風圧が顔に浮かぶ汗を散らし、耳もとで鳴る風の音が『急げ!!』と吠え立てた。

（ウィーネ!!）

　高まる鼓動と発熱を抱えながら、夕暮れに染まる狭い路地を駆け抜ける。

　街民達が噂うわさする方角、更に徐々に騒がしくなる喧騒を頼りに、少女のいる通りへ急行した。

　そして、

「!!」

　ベルの目に飛び込んできたのは、見たことのない巨大な片翼に、無数の飛礫を浴びる少女の姿だった。

　第七区画、中央広場セントラルパークから遠く離れた都市西北西、その場末の街路。

　ベル自身でさえ竦み上がるほどの痛罵と悪意の中心に、ウィーネは一人立たされている。

「ベル様!?」

「ベル君！」

　ほぼ同時に春姫ハルヒメとヘスティア、ヴェルフが現れ、命ミコトも遅れて到着する最中さなか、動きが止まったのは数瞬に過ぎなかった。

　フードの奥できらめく滴しずくを見て、ベルの全身が発火する。

　──あの娘こが、泣いている。

　──ウィーネが、助けを求めている！

　ベルは突き進んだ。

「待てっ、ベル!?」

　人垣をかき分けようとする少年に、ヴェルフの叫びが飛ぶ。

　身を挺ていして怪物を庇う。──衆目の前で、神々の眼下で。

　断行してしまえばもはや言い逃れはできない。少年は異形いぎょうの少女とともに嫌悪と排他の対象となる。

　仲間の制止の声に、しかしベルは従わなかった。

　止まるわけにはいかない。見捨てることなどできない。

　涙を流すウィーネのもとに駆け付けようとする。

　だが。

　そんなベルより早く、人垣の足もとをくぐり抜け、飛び出す影があった。

「!?」

　ローブをはためかす小柄な人物が、今も続く投石に委細構わずウィーネへと駆け寄る。

　金の長髪を背に流す、美しいエルフの少女だ。

　一二〇Ｃセルチにも満たない子供の亜人デミ・ヒューマンに人々は驚き、投擲が止まる。その隙すきを突いて少女は素早くウィーネの手を取った。

　そのまま建物の間隙にある小径、路地裏へとモンスターとともに逃げ込む様に衆人とヴェルフ達が瞠目する。同じく一驚していたベルは、振り返ったエルフの少女の目──栗色の瞳を見て、全てを悟った。

　──リリ！

　正体を悟られない『変身魔法』。

　仲間である小人族パルゥムの少女が、機転を利かせ誰よりも早く竜女ヴィーヴルの少女を助けたのだ。

　驚くウィーネの手を引きながら、変身したリリはベル達に向かって叫ぶ。

「地下の隠し部屋へ!!」

　それだけの情報メッセージを残し、リリはウィーネとともに路地裏の奥へ消えていく。

　モンスターを連れ去った少女に辺り一帯が騒然となる一方、人垣の外にいるベルは、はっとして周囲を見回した。

（そうか！）

　現在地を把握し、リリの真意を正しく理解する。

　振り向いた先にいるヘスティアもこちらの答えを肯定するように力強く頷き、ヴェルフもまた「そういうことか……！」と笑みを歪めた。

「行きましょう！」

「ど、どこへでございますかっ？」

　合流場所を他者に悟られぬよう伏せられた断片的な情報メッセージに、春姫ハルヒメがうろたえる中。

　混乱する人々を残し、ベル達は素早く移動を始めた。

「僕達の隠し部屋ホームです！」
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　日が完全に姿を消し、蒼い月夜が都市を覆っている。

　罅割ひびわれている天井の隙間すきま──瓦礫がれきの奥から滲にじむ月明かりを一瞥して、それがわかった。

　頭上に向けた視線を下ろし、僕は狭い地下室にいる神様やヴェルフ達の顔を見回す。

【ヘスティア・ファミリア】の元本拠ホーム、『教会の隠し部屋』。

　僕とヴェルフ達はウィーネを連れたリリの指示で、この秘密の地下室に集まっていた。

『教会の隠し部屋』は、戦争遊戯ウォーゲーム前、僕と神様が二人で暮らしていたホームだ。

【アポロン・ファミリア】との抗争の中で破壊されてしまい、僕達は住居の移転を余儀なくされたけれど……瓦礫の山と化した教会部分と比べ、地下にあるこの隠し部屋はまだ何とか原型をとどめていた。

「よくこの場所を使うことを思いついたね、サポーター君」

「先日、ヴェルフ様が戦利品ドロップアイテムを回収しに赴いたと、話を聞いていたので……」

　以前、貯えていたお金や戦利品ドロップアイテム『ゴライアスの硬皮』等とうをヴェルフと掘り出しに行き、瓦礫を撤去して、隠し部屋に続く地下階段いりぐちを通れるようにしておいたのが役に立ったらしい。小声を交わす神様とリリの話を聞いて、僕はそう思った。

　流石に日常生活は送れないものの、こうして緊急時の集合場所として利用するには十分だろう。真上にある教会の跡地はもはや廃墟の様相を呈しているし、秘密基地アジトといったところだろうか。

　今頃いまごろ、地上……外ではギルドを巻き込んで騒ぎになっていることだろう。

　騒動のほとぼりが冷めるまで、僕達は身を隠すことにした。

「う、ぁ、ぅ……！」

　地下室には、すすり泣く声が響いていた。

　僕に抱き着きながら、ウィーネが嗚咽おえつを漏らしている。

　その背中には、人の半身ほどもある畳まれた片翼が存在している。

　見知らぬ子供を守ろうとして、気付けば、生えていたらしい。

　壁に寄りかかるヴェルフとリリが、たたずむ命ミコトさんと春姫ハルヒメさんが、埃ほこりの積もった寝具ベッドに腰かける神様が、一様に重い表情で、地面に座り込む僕達を囲んでいる。

　……まざまざと見せつけられた形だった。

　ウィーネの怪物モンスターとしての片鱗へんりんを。

　そして、リリや神様が危惧していたことを。

　人と『怪物』の溝、軋轢あつれき、圧倒的な敵意。

　人類は『怪物』の存在を許さない。

　彼等が持つ牙きばと爪、空を飛ぶ翼を嫌悪し、存在そのものを忌避する。

　それはひっくり返せば、一時いちじなす術なく蹂躙じゅうりんされてきた『古代』から続く、潜在的な恐怖の裏返しだ。

　モンスターは人類の敵。

　覆せない現実に、僕達も、ウィーネも打ちのめされる。

　琥珀色の瞳から流れ落ちる涙が、僕の服を濡らしていく。

「ねぇ……ベルっ」

　誰もが目を伏せる中、ウィーネが顔を上げた。

　小さな両手で服を握り、青白い頰にいくつもの涙の筋を引きながら、震える唇を開く。

「わたし、ベルと一緒にいちゃあ……いけないのっ？」

　その縋すがり付くような声に。

　僕は、何も言えなかった。

　大丈夫だよ、と、

　これまで何度も口にしてきたその言葉を、言ってあげることができなかった。

　現実に屈し何も言えない、情けない僕の顔を見上げ、ウィーネはくしゃっと相貌を歪める。

　僕は抱き締めてあげることしかできなかった。

　自分自身泣なきそうな表情で、折れてしまいそうな細く儚はかない体を精一杯かき抱く。

　人と『怪物』は相容れない。

　すぐ目の前にある、禍々まがまがしい竜の片翼が、あたかも語りかけてくるかのようだった。
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　夜の帳とばりが下り、辺りは闇やみに包まれている。

　喧騒を放つ大通りから離れた路地裏の奥深く。

　正面玄関から前半分が崩壊した教会跡地に人が寄り付く気配はない。静けさを保ち、全身をばらばらにした女神像だったものが、瓦礫の山の側に横たわっている。

　静謐せいひつな月の光を浴びるそんな無残な廃墟を、一羽の梟ふくろうが見下ろしていた。

　白い羽毛に縦縞たてじま模様。建物の鉄栅に趾あしゆびを絡めている。

　梟は片目を青く光らせていたかと思うと、やがてその翼を広げ、建物の上から飛び立った。

　星の海のごとく輝く都市の上空を横断し、白い羽根を落としながら、伸ばされた片腕──主あるじの腕へと舞い降りる。

「駄目だったか……」

　使い魔である梟ふくろうを回収しながら、屋上にたたずむ黒衣の人物は、フードの奥から呟いた。

　紋様もんようが刻まれた漆黒の手袋グローブの中には、梟の片目に埋め込まれた義眼と同じ光を放つ、青水晶が握られている。

　全身をあますところなく包んだ黒一色のローブが、嘆息ためいきするように揺れた。

「彼等の在りようは一筋の希望にもたりえたが……やはり遠い」

　まるでその言葉に同調するかのように、腕にとまる梟が両目を瞑つむる。

　黒衣の人物は使い魔が飛んできた西のメインストリートより北部、教会の廃墟の方角を見やった。

「もう、泳がせることはできない」

　黒衣の人物は月が浮かぶ夜空を見上げる。

「後は頼んだ、ウラノス」

　そして、己の足もと。

　白い柱で作られた荘厳な万神殿パンテオン──ギルド本部に、呟きを落とした。
















「有翼のモンスター？」

　もたらされた情報を、フレイヤは尋ね返した。

「はい。本日の夕刻、街中に出現したそうです」

「ああ、そういえばいつになく街が騒がしいと思っていたけれど……そういうことだったの」

　猪人ボアズの従者、オッタルの話に納得した表情を浮かべる。

　いくつもの星々が空に浮かぶ真夜中。白亜の巨塔『バベル』の最上階でフレイヤは豪奢な椅子いすに腰かけていた。

　側そばに控えるオッタルの話に、葡萄酒ワインを片手に問いを投げかける。

「街に被害は出ていないのね？」

「局所的に混乱は起きたようですが、被害と呼べるものは皆無だそうです。モンスターは誰だれも傷付けず、何者かの手によって連れ去られたと」

「何者か、ね……ギルドから何か通達はあった？」

「いえ、ありません。現在は事態の把握と収拾に追われているようで、それどころではないようです」

　都市の中のあらゆる動向、その中でも特筆すべきものをオッタルは主神の耳に入れておく。

　慇懃いんぎんな従者の報告に、銀髪の美神は興味の薄そうな表情を浮かべた。

　少なくとも今は。

「探っておきますか？」

「そうね……ことが大きくなるようだったら考えるけれど、今はまだいいわ。いざとなったらヘルメス辺りを捕まえて尋ねればいいし。少なくとも私達より何か摑つかんでいるでしょう」

　ぶえっくし!?　と巨塔バベル眼下の街並みのどこかでくしゃみが上がったが、フレイヤ達の耳に入る筈はずもなく。

　美の神は背もたれに背を預け、漆黒のナイトドレスから覗のぞく張りのある豊かな双丘を揺らした。

「何も起きなかったらそれまでだし、何かが起きればギルドから要請が来る。後者の場合は面倒事を押し付けられて、ね」

　歓楽街強襲きょうしゅう及び大派閥イシュタル・ファミリア消滅の一件により、【フレイヤ・ファミリア】は管理機関ギルドから罰則ペナルティを与えられている。まだしばらくは彼かの組織の従僕を務めなければならない。

　別に逆らってもいいのだが、都市を運営するギルドの顔を立たせる必要はある。今でさえ自分を妬む女神達の声はうるさいし、腐縁ロキのところに泣きつかれても厄介だ。

　フレイヤは誰にも縛られるつもりはないが、美神イシュタルのように傲慢ごうまんの王になるつもりもなかった。

「また使われるかもしれないけど、その時はよろしくね」

「かしこまりました」

　実際に労する羽目になる眷族へほんのちょっぴりの謝意を込めながら、女神は笑いかける。

　それから赤い葡萄酒ワインを揺らし、グラスを唇に傾けた。

「しばらくは、退屈せずに済むかしら？」

　フレイヤはどこか期待するように、そんなことを呟つぶやいた。




「人型の、モンスター……？」

　耳にした情報を、アイズは聞き返した。

「そうそう。昨日、西区画の方で出たんだって」

「大型級、とかじゃなくて……？」

「違うみたい。下級冒険者が見たらしいんだけど『ハーピィ』か『セイレーン』らしいわ。例のフィリア祭の騒ぎとは、多分たぶん無関係じゃないかしら」

　小首を傾かしげるアイズの疑問に、アマゾネス姉妹のティオナとティオネが交互に答える。

　小鳥の囀さえずりが聞こえる朝方である。【ロキ・ファミリア】ホームの手狭な廊下を歩きながら、アイズは昨日さくじつの騒動について概要を知った。

　派閥の下位団員達の間でも持ちきりになっていると言う。

「昨日は結構騒ぎになったらしいよ～。今もギルド職員が色々確かめているらしいし」

「……フィンは、知ってるの？」

「ええ。暇な者はそれとなく情報を集めといてほしい、って言ってたわ。団長も何か思うところがあるみたい」

　ティオナの話を聞き、アイズがティオネに尋ねる。

　んー、とアイズは軽く顔を上げて天井てんじょうを見た。

　団長フィンの指示を置いておいたとしても、自分は無関係だから、と薄情なことを言い切れるほどこの都市に愛着がないわけではない。

　今もモンスターがどこかにひそんでいるとしたら、一般人は震え上がる思いだろう。

　都市に身を置く冒険者の一人として、アイズは話を心にとめておくことにした。

「モンスターを、もし見つけたら？」

「生け捕りが好ましい、ってフィンは言ってたけど」

　頭の後ろで両手を組む実妹ティオナの代わりに、ティオネが答えた。

「もし被害を出すようなら──処分するように、ですって」

　金の長髪を揺らしながら、腰に佩はいている細剣に触れる。

「わかった」

　アイズは頷うなずいた。
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　ギルドは混乱の真っただ中にあった。

　昨日さくじつ、第七区画の街路に突如として正体不明のモンスターが出現し、翼を広げ子供に襲いかかろうとしたらしい。危機管理能力はどうなっているのかと一般市民からの問い合わせや非難が殺到する中、ギルドは詳しい情報の収集に奔走している。

　モンスターに地上への侵入、ダンジョンからの進出を許したとしたらそれは一大事だ。先日には『ダイダロス通り』の孤児院付近の地下に『バーバリアン』が出現したと、とある冒険者から報告がきている。

　前回の怪物祭モンスターフィリアでの失態といい、このままでは管理機関の沽券こけんに関わる。

　一体何なにが起きているのか。ギルド職員は対応に追われていた。

「ふぇ～、今日私わたし夜勤明けなのに～!?」

「緊急時なんだから、しょうがないって」

　総出で働かされるギルド職員の中には、ハーフエルフのエイナの姿もあった。

　泣きついてくる同僚のミィシャとともに本部内をあちこち盛んに移動している。

　窓口の受付から本部内での情報伝達、直接現地に赴いての聞き込みを始めとした調査など、やることを挙げれば切りがない。この状況を楽しんでいるのか、ニヤついた神々の胡散うさん臭い情報まで一つ一つ真偽を確かめなければいけない状況だ。

「でもでも、街にいきなり現れたって……調教テイムしたモンスターが逃げ出したわけじゃないんでしょう？」

「うん、【ガネーシャ・ファミリア】のところからは一匹も脱走してないみたい」

　廊下を歩きながら、ぴょこぴょこ付いてくるミィシャの問いにエイナは頷く。

　都市所属の調教師テイマーの数をギルドは常に把握しているが、中でもオラリオでモンスターの飼育を許されているのは怪物祭モンスターフィリアにて調教劇ショーも務める【ガネーシャ・ファミリア】のみだ。

　広大な敷地を有する本拠地ホームの中で実験、もとい様々な試みを『ダンジョン攻略への反映』という名目でモンスターに行っている。

「そもそも、調教テイム済みのモンスターには発信器プレートの装着が義務付けられているから、逃げ出したとしてもすぐわかるよ」

　調教テイムモンスターの首ないし体の部位に取り付けられている魔道具マジックアイテムは、装備対象の居場所を受信側の道具アイテムに絶えず知らせている。破壊された場合も激しい警報がもたらされるので、【ガネーシャ・ファミリア】が気付かない道理はない。

　第七区画に出現したとされるのは人型の有翼モンスター。恐らくは半人半鳥ハーピィか歌人鳥セイレーン。

　目撃情報の中には、今のところ発信器プレートを見たという報せはない。

（気になるのは、ローブを被かぶってたっていう情報……もし正体を隠していたとしたなら、そのモンスターは知能を持っているってことになる……）

　だとしたら、ぞっとしちゃうな、と。

　エイナはミィシャと会話を続けながら、自分の二の腕をさすった。

「チュール」

「班長？　どうしたんですか？」

　事務室へ入り作業机デスクに向かう途中、上司である獣人に声をかけられる。

　エイナと同様、眼鏡めがねをかけた顔の線が細い犬人シアンスロープの男性は、気が進まない……というより申し訳なさそうな表情をしながら、用件を伝える。

「ギルド長がお呼びだ。至急、執政室へ向かえ」

「えっ……」

　告げられた指示に、エイナはその場で固まってしまう。

　側にいるミィシャも、あら～、と気の毒そうな笑みを浮かべた。

　──私、何かしちゃったっけ？

　エイナはずれ落ちる眼鏡を何とか押さえながら、そう思った。




「……失礼します」

　ギルド本部最上階、重厚な樫かしの扉をノックする。

「入れ」という野太い声の後、エイナは両開きの扉を開けて入室した。

　壁一面を巨大な本棚に占領される室内はとても広い。豪奢な絨毯じゅうたんを始め、壷つぼや絵画、天鵞絨ビロード張りの長椅子ソファーや雪花石膏アラバスターを用いた魔石灯など、贅を極めた品々や調度品がそこかしこに配置されている。贅沢好きの神々が多く住まうオラリオの中でも、この一室と張り合えるだけの部屋はそうそうないだろう。

　一礼をして室内の真ん中を進んでいくエイナは、少々緊張を覚えながら部屋の主のもとへ足を運ぶ。

　書類の山がいくつも置かれた巨大な執務机の奥、豪奢な椅子に、その人物は腰かけていた。

「遅いぞ、エイナ・チュール」

　書類仕事をしていた机から顔を上げ、緑色の瞳ひとみがエイナを睨にらむ。

　顔から伸びる尖とがった耳は紛れもなくエルフを表している。

　だが、その外見は容姿端麗と称えられる彼かの種族とはほど遠い。

　通常職員のものより質のいいスーツを押し上げる腹の肉。横幅のある体型は控え目に言っても肉付きがいい、とは形容できず、とある受付嬢の一人が皮肉っていた通り『豚オーク』のように肥えていた。その腕も足も太く短く、顎あごはすっかり弛たるんでしまっている。

　身なりの良さも相まって、まさに一代で富をなした豪商人のようだ。

　ギルド長、ロイマン・マルディール。

　都市運営の最終決定権を持つ、事実上ギルドの最高権力者だ。

「呼び出してから何分経たったと思っている？　私を待たせるとは、随分と偉くなったものだな」

「申し訳ありません……」

　早速始まる口撃に、エイナは余計なことは何も言わず謝罪のみ口にした。

　ロイマンは一世紀以上ギルドに勤めている長寿種族エルフだ。今の地位についてからは豪遊かつ放蕩ほうとうな生活を送っており、肥え太った体もそこに一因がある。

『ギルドの豚』。

　オラリオの全すべてのエルフに彼はそのように唾棄だきされ、忌いみ嫌われている。

　種族の誇りと矜持きょうじを忘れた厚顔無恥。金に溺れて堕落し、あまつさえ太り果て醜くなったその様を痛烈に批判するものだ。

　そんな嫌われ方と権力者特有の成り行きもあってか、種族内で仲間意識が高い同族エルフだろうと、ロイマンは平然と傲岸不遜ごうがんふそんな態度を取る。彼が謙へりくだるのはオラリオでも地位が高い神々だけである。

　ましてや、自分はハーフエルフだ。

　今も胸中では『半端はんぱ者』と蔑んでいることだろう。

（まぁ、呼び出された時点でこうなることはわかってたけど……）

　エイナはロイマンが苦手である。

　そもそも、苦手意識や反感を抱いていないギルド職員の方が少ないとは思うが。

　だが、もっぱら豪遊している一方で、彼は有能だ。

　一世紀以上ギルドに勤めていた経歴は伊達だてではない。その欲望が周囲の足を引っ張ることも多々あるが、全面的に見ればロイマンはギルドの運営に貢献している。

　でなければ、周囲の支持──何よりギルドの『真の主あるじ』の許可を受けて首長になることはできない。

（きっと、疲れてるんだろうなぁ……）

　今もねちねちと続いているこのお得意の嫌味も、都市中の神々に振り回される苦労と負担ストレスが原因……そう捉とらえれば、一応同情できなくもないのだから。

　基本善人であるエイナは自分にそう言い聞かせ、直立不動の体勢を維持する。

「ふんっ、その体で冒険者達を誑たらし込んでいるらしいな。聞いたぞ、都市の財産である上級冒険者を二名も唆そそのかして、とうとう問題を起こしたと」

　じろじろと無遠慮に、スーツに押し込まれた胸の膨らみや細い腰を見るロイマンに、エイナは身動みじろぎしたい衝動を耐えた。

　これも揚げ足を取るための揺さぶりである。

　彼の場合、好色ではなく侮蔑の感情しかないのでマシであった。

「……誤解です。自分はギルド長の考えられているようなことは、一切いっさいしていません」

「黙れっ。これみよがしにエルフの血を利用してっ、恥を知るがいいッ」

　先日あったドワーフのドルムルとエルフのルヴィスとの一件を否定すると、やはり顔を真まっ赤かにして声を荒らげられる。

　エイナが溜息ためいきを喉のどの奥にとどめていると──吊り上がっているロイマンの瞳が、ギラリと光った。

「なによりっ、貴様っ、担当のベル・クラネルの情報を意図的に伏せているだろうっ」

（うっ……）

　鋭い。

『幸運アビリティ』や『速攻魔法ファイアボルト』──前例のない無詠唱魔法──などの情報をエイナは全て報告していない。後者はもはや戦争遊戯ウォーゲームのせいで周知の事実になりつつあるが、『急成長』を遂げているベルの情報なら全て洗い出したいギルドからすれば、知っているのならば話せっ、と詰め寄りたいのが本音だろう。更にエイナはベルの昇格ランクアップに関する成長規範モデルもお蔵入りにしている。これに関しては不可抗力だが、勘繰られてもしょうがない。

　担当冒険者ベルとは【ファミリア】の守秘義務の規則ルールにのっとった上でやり取りをしている、ともっともらしい報告をしているが……ロイマンは報告書を見て思うところがあったのだろう。

　彼の指摘に、エイナはぎくりと震えそうになる肩を必死に押さえ付けた。

「大方おおかた、担当冒険者が神の玩具おもちゃになるのを避けようとしているのだろう！」

「い、いえっ、そのようなことは……！」

「噓うそをつくなっ！　貴様はギルド加入当初も冒険者の肩ばかり持っていたではないか!!　全くっ、あのベル・クラネルの『成長』に何か秘訣ひけつがあるというのなら、把握できていないのは損害どころの話ではない！」

　机を叩たたいてはブギーッと子豚のように喚わめくロイマンに対し、エイナはもはや辛抱強く非難の嵐あらしが過ぎ去るのを待つしかなかった。

　ややあって、ようやく鬱憤うっぷんを吐き出したのか。

　額ひたいや弛んだ顎にうっすらと汗を溜ためるロイマンは、ふぅと一息をつく。

「……本題だ」

　顔を布で拭ふきながら切り出すギルドの長に、エイナは気を引き締める。

「これを【ヘスティア・ファミリア】……ベル・クラネルに渡せ」

「えっ？」

　執務机の上に差し出されたのは、一通の白い封書だった。

　驚くエイナだったが、ロイマンの視線に促うながされ、恐る恐る手に取る。

「あの、ギルド長、一体これは……」

　ギルドの封蠟ふうろうが施されており、何らかの通知書のように見えた。

　冒険者依頼クエストの依頼書でしょうか？　と。

　エイナがそう尋ねるより早く、ロイマンは思考を先回りしたかのように口を開く。

「言っておくが、これは冒険者依頼クエストではない。『強制任務ミッション』だ」

「！」

　その瞬間、エイナは目を見張った。

「極秘の、な。職員達には勿論もちろん、【ヘスティア・ファミリア】以外の者に知らせてはいかん。受け渡しの際は細心の注意を払うように。……言うまでもないが、詮索は禁ずる」

『強制任務ミッション』。

　ギルドが発令する絶対命令。オラリオに所属する【ファミリア】と冒険者はこれに必ず従わなければならない。

　しかも公おおやけにされない極秘任務。何故なぜそんなものが担当冒険者である少年ベルに下されるのか、エイナは理解が追いつかなかった。

「貴様はあの冒険者の担当だ。適任だろう」

　立場上、私が直接接触せっしょくすると目立ちかねん、と。

　呆然ぼうぜんとするエイナを他所に、ロイマンは椅子にふんぞり返りながら言う。

「いいか、必ず渡せ。拒否は許されん」

「ギ、ギルド長っ、これは、上層部の──」

「下っ端ごときのお前が知る必要はない。もう行けっ、私は忙しい」

　ぴしゃりと言ってロイマンは言及を突っぱねた。

　神ヘスティアにも必ず届けるように、と諸々の指示を一方的に告げられ、取り付く島もなく、執政室から追い出されてしまう。

（極秘の強制任務ミッション……そんな、なんで……）

　部屋から退出させられた後、エイナは閉ざされた扉の前で立ちつくしてしまった。

　片手に持つ封書を見下ろし、その緑玉色エメラルドの瞳を揺らす。

（上層部の意向？　でも、それならギルド長自みずから呼び出す理由が……あの人の独断？）

　そこまで思考が進んだ時、いや、と頭の片隅が否定の声を上げる。

（あの人も、命じられて──）

　──まさか。

　一抹いちまつの憶測が心の中で膨れ上がるのをエイナは感じた。

　上層部の更に上、ギルドという組織の天辺に君臨する『主あるじ』の存在を思い浮かべる。

　自分の知らないところで何かが動いている。

　嫌な胸騒むなさわぎとともに、エイナはそう感じた。
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　昨夜の内に、僕達はホームへと戻った。

　翼を生やしたウィーネが人目につかないよう、何とか隠しながら。

　一夜が明けた今でも、館には未いまだ払拭できない重い空気が漂っていた。心身に鞭むちを打って情報収集へ向かったリリ以外、誰も外出せず、街から上がる戸惑いのさざめきから息をひそめている。

　そんな中。

　僕は一人、ギルド本部に召喚された。

「ごめんね、ベル君。いきなり来てもらって」

「い、いえっ」

　本部内にある面談用ボックス。

　目の前にいるエイナさんに、僕は動揺が表れないよう気を付ける。

　エイナさん名義の呼出しの書簡が専用の飛脚を介して届けられたのが正午頃ごろ。至急、と綴つづられていた言葉に促され、僕は急いでギルド本部に足を運んだ。

　体が落ち着かないのが自分でもわかる。

　何せ、昨日の今日だ。

　街を騒がせた事件との関係性を疑われているんじゃないかと気が気じゃない。

　エイナさん個人が担当冒険者である僕を呼び寄せたのだから、その可能性は低いと頭ではわかっているんだけど。

　泣き疲れて眠っているとはいえ、館に残したウィーネのことも気がかりだった。

　遮音性の高い一室で、お互い椅子に座らず立ったまま、どこか表情が硬いエイナさんと向き合う。

「……これ」

「えっ？」

　僕が緊張を覚えていると、差し出されたのは一通の封書だった。

「エイナさん、これは……」

　戸惑いながら受け取ると、エイナさんは何度かためらった後、口を開く。

「極秘の強制任務ミッション、だって。私から君に渡すようにって」

　僕は、驚いた。

　ギルドからの強制任務ミッション。しかも極秘？

　ダンジョンでの異常事態イレギュラー処理や強力なモンスター討伐、後は都市外にまつわる急事の際など、事件解決のために管理機関から発せられる指令が、名を上げたとはいえ一介の中堅派閥である【ヘスティア・ファミリア】に出されるなんて。

　強制任務ミッション、更に極秘のものとくれば、都市の中でも上位の【ファミリア】、そして冒険者に言い渡される印象があるけれど……。

　僕はまじまじと、高級な封書を見つめてしまった。

「ここで、開けても……大丈夫ですか？」

「うん。私には、見せないで。……知る権利はないから」

　互いに歯切れが悪い言葉を交わす。

　唇を閉ざすエイナさんに見守られながら、僕はゆっくりと封蠟を剝はがした。

　ひりつくような緊張感を抱きつつ、包み紙の中にある指令書を開く。




『【ファミリア】全団員、及び竜の娘むすめとともに、ダンジョン20階層へ向かえ』





「────────」



　凍結する。

　体温が一気に奪われ、手足の感覚が数瞬消えた。

　綴られた共通語コイネーが、書面に踊る文字が、ありえないほどの動悸どうきを誘発する。

「神ヘスティアにも必ず見せるようにって……ベル、くん？　どうしたの？」

　エイナさんの言葉が頭に入らない。

　手もとの指令書に視線が縫い付けられ、呼吸の震えが生じる。鼓動の衝撃が視界を何度もぶれさせた。

　そんな、なんで、いつから──。

　いくつもの言葉が頭の中で弾はじけては消える。

　竜の娘むすめ。ウィーネのことだ。【ヘスティア・ファミリア】があの娘こを匿っていることがバレている？

　ギルドに全て把握されている？

　脅おどされているのか、僕達は？

（だとしたら──）

　この強制任務ミッションの目的は何だ。

　ギルドの真意は、一体何なんだ。

　とてもではないが、冷静な判断ができない。

「ベル君っ、ベル君!?」

　こちらの異常な様子に、エイナさんが何度も呼びかける。

　蒼白になっていた僕は引き寄せられるように、視線を指令書から剝がした。

「エイナさん、ギルドは──」

　喉が、引きつったかのようにそれ以上動かなかった。

　言葉が続かない。聞けない。

　ギルドは何を知っているのか。

　敵なのか、味方なのか。

　疑心暗鬼に囚われかけている。

　目の前にいるエイナさんの顔がぐにゃりと音を立てて曲がった。

　ひょっとして、貴方も──。

（──いや違うっ、違う！）

　頭かぶりを振り、暴走しようとする思考を蹴けり付ける。

　この人が探りを入れる筈がない。僕の反応を窺うかがっているなんて。

　エイナさんは職員の一人、ギルドの中でも末端だ。

　さっきも言っていたじゃないか、何も知る権利はないって。

　今まで力を貸してくれたこの人に、変な勘繰りを向けるなっ。

（そう、だから、これは──）

　ギルドの中でも、上層部が下した強制任務ミッション。

　僕はごくりと喉を鳴らした。

　何か、巨大な力のうねりに巻き込まれようとしている。

「──ねぇ、ベル君。相談してよ」

「！」

　状況に翻弄ほんろうされる僕に、エイナさんが身を乗り出した。

　はっとして顔を振り上げると、まるで縋すがるような表情で真まっ直すぐ見つめてくる。

「悩みがあるなら、困ってることがあるなら話して？　誰にも言わない、約束する。私は苦しそうにしている今のキミに、気付かない振りなんかしたくない」

　想おもいを訴うったえるエイナさんの瞳が震えた。

「私は、ギルド職員失格って言われても、冒険者キミ達の力になりたいから」

　僕の瞳も震えた。

「私には、これしか……キミの話を聞いてあげることしかできない。だから──」

　──私を信じて。

　エイナさんの懇願に、心が乱れる。

　この人は、何も知らない。

　でももし今、全てを吐き出してしまったら、優しさに甘えてしまったなら、この人もきっと巻き添えを食らう。何も先が見えない暗い海底に引きずり込んでしまう。

　この人を、巻き込むわけには──。

「──大丈夫、です。……気にしないで、ください」

　震える喉から、それだけを絞り出す。

　エイナさんの体から力が抜けるのがわかった。とても、悲しそうな表情を浮かべる。

　目を合わせられない。

　項垂うなだれる僕の前で、エイナさんもまた、うつむいた。

　二人の間に隔たりが築かれる音を幻聴する。

　僕はエイナさんを残し、逃げるように部屋を後にした。





[image: ]






「強制任務ミッション……」

　後ろ髪を引かれる思いを何とか断ち切り、僕はギルド本部から館へ移動した。

　急いで戻った館の居室リビングの中、強制任務ミッションの指令書を見るヴェルフ達は呆然とする。

「バレたっていうのか？　昨日の騒ぎで？」

「それにしても動くのが早過ぎます。竜の娘むすめ……正体を隠していた筈のウィーネ様の種族も、相手ははっきりと認知している……もっと早い段階で、知っていたとしか」

　眉間みけんに皺しわを寄せるヴェルフ、努めて冷静でいようとしながら口調に余裕がないリリ、命ミコトさんと春姫ハルヒメさんは何も言えず棒立ちとなっている。今、指令書に目を通している神様もまた、深刻な表情で黙りこくっていた。ウィーネはこの場にはいない。

　椅子にも座らず、全員が広間に立ちつくす。

　互いの顔を見合わせる僕達は、戦慄せんりつの感情を共有していた。

「それより気になるのは、この強制任務ミッションの内容……」

　神様に断りを入れて、隣から指令書を確認するリリ。

　記されている指示に対し、不可解というかのように栗色の瞳を眇すがめた。

「ギルドの狙ねらいが、まるで読めません。リリ達を捕縛するわけでも、ウィーネ様の引き渡しを要求するわけでもなく……ダンジョンに向かえだなんて」

　蔦つたのような模様で縁取られている指令書には、仔細しさいが載った別紙も存在している。

　赤字の階層地図には、20階層深部のとある地帯エリアが目的地として示されていた。

　出発の時間帯まで指定されている。

　明日の零時れいじ。刻限は真夜中だ。

「ギルドには、自分達を拘束する意思はないと……？」

「現時点では、としか言いようがありませんが」

「ウィーネ様を、ダンジョンに連れていく理由は……な、何でございましょうか？」

「さぁな、見当もつかない。あいつを使って、ダンジョンで何かをさせようとしているのか……俺おれ達は運び屋か？」

　命ミコトさんとリリが、春姫ハルヒメさんとヴェルフが言葉を交わす。

　それぞれの問答が繰り返される中、回してもらった別紙にあらためて視線を落とすヴェルフが、顔をしかめた。

「そもそも、行けるのか？　俺達だけで20階層に。安全も糞くそもない、一発勝負だろ？」

「……春姫ハルヒメ様の『魔法』を継続的に使用すれば、ベル様も合わせてＬｖ．３が二名、Ｌｖ．２が一名。中層域である20階層の到達基準は、パーティとして十分に満たしています。ただ、やはり階層に対して経験不足であることが怖いです」

　本来ならば、階層攻略は時間をかけて着実に安全に行われる。

　それを一足飛びで、未到達階層である20階層の深部まで向かう……僕達にとって『未知』の領域に『冒険』しなければならないことは確かだ。

　階層攻略における初見の怖さ、慣れない地形に、後手ごてとなりがちな新たな敵モンスターの対応……それらが懸念けねんであると、ヴェルフから振られた問いに対しリリはそう答えた。

「……どうするのですか？」

　みんなの会話が途切とぎれた後。

　静まり返る居室リビングに、命ミコトさんが声を落とす。

「行くしか、ないだろうな……」

「もとより強制任務ミッションです。リリ達に、拒否権はありません」

　ヴェルフとリリが重い声音で答える。

　ギルドという都市の管理組織にこちらの内情が筒抜けである以上、逃げ道は塞ふさがれている。下手な抵抗、例えばオラリオからの脱出も許しはしないだろう。

　相手は僕達がモンスターを匿っている事実を公式に発表するだけで【ヘスティア・ファミリア】を抹殺することが可能なのだ。

（ウィーネは、どうなるんだ……）

　ギルドの真意が見えない以上、憶測は意味がない。わかってる。

　リリ達の言う通り、もう逆らえない状況にあるのもわかっている。

　ただ、僕達の行動の果てにウィーネがどうなるのか……それだけが、気がかりだった。

（だけど……多分、ギルドは何かを知っている上で、20階層に行けと言ってる）

　ダンジョン。ウィーネが生まれた場所。

　そしてモンスター。ウィーネのことを、『同胞』と呼ぶ存在……。

　この強制任務ミッションがどう転ぶかわからない。

　けれども、そう、少なくとも──ギルドの思惑おもわく、そしてウィーネにまつわる何かが、わかる可能性はある。

　何かがわかれば、道を切り開くことも。

（冒険者……いや、『探索者』か）

　遥はるか『古代』、いつの間にか冒険者と呼称されるようになった、『未知』を知るためにダンジョンへともぐっていった酔狂な者達。

　僕達もまた、追い求める何かを知るためには、彼等と同じようにダンジョンへ向かうしかない。

「……」

　僕達の視線が、主神であるヘスティア様のもとに集まる。

　先程からずっと沈黙を貫いている神様は、僕達の視線を受け止め、ゆっくりと頷いた。

　行ってくれ、と。

　神意しんいを仰あおいだ僕達は頷き返し、強制任務ミッションの遂行を決めた。

「ごめん、みんな……こんなことになって、巻き込んで」

　そこから間を置いて。

　僕はうつむきがちに、ヴェルフ達へ謝罪を告げた。

　ウィーネを助けなければ良かったなんて思うわけにはいかない。思っちゃいけない。今だって秘めている、あの娘こを守りたいというこの気持ちに噓はない。

　だけど、【ファミリア】の構成員として、団長として謝っておかなくてはいけなかった。

　こうして派閥に迷惑をかけて、ともすればリリの警告通り窮地に追いやって。

　みんなに負担を強いることになってしまった。

　団長失格だ。

　やはり僕は、派閥の首領なんて器じゃない。

　まともにみんなの顔が見れないほど、際限なく後ろめたさが込み上げてくる。

　意識を離れて、手が独りでに[image: 拳]こぶしを作った。

「ベル様」

　その時。

　近付いた春姫ハルヒメさんが、うつむいていた僕の右手を取る。

「お願いします。ウィーネ様を助けたことを、どうか後悔しないでください」

　驚いて顔を上げると、春姫ハルヒメさんはこちらに迫るように見つめていた。

　僕の手を両手で包み込み、胸の高さでぎゅっと握ってくる。

「私わたくしは、貴方様と命ミコト様に助けられて──皆様のおかげで、今、幸せです。ウィーネ様もきっとそうでございます。私わたし達は救われました、だからっ……！」

　美しい碧みどりの瞳を潤うるませ、声を詰まらせながら春姫ハルヒメさんは訴えてくる。

　例え苦境に陥おちいったとしても、今を否定しないでほしいと、そう切願してくる。

　目を見開く僕の前で、彼女は目尻めじりに涙を溜めた。

　しばらく経つと、春姫ハルヒメさんは今も握り続けている僕の手にはっとして顔を赤らめる。

　次には半眼を作るリリが背後から歩み寄り、ぐいっと狐きつねの尻尾しっぽを引っ張った。「こんっ!?」と上がる悲鳴。

「まぁ、謝るなってことだ」

　視界から消える春姫ハルヒメさんに汗を流していると、入れ替わるように、今度はヴェルフが口を開いた。

「【ファミリア】って、こういうもんだろ？　支え合うんだ」

　王国ラキアの戦争で、散々お前やヘスティア様に迷惑をかけたのを忘れたのか？　と。

　ヴェルフは肩を竦すくめながら、冗談めかして笑いかけてくる。

「もっと迷惑をかけろ。俺の立つ瀬がない」

「ヴェルフ……」

　声を続けられない僕に、命ミコトさんも微笑ほほえんだ。

「自分達は、一蓮托生です」

　義理堅い極東きょくとうの武士もののふのように、言い切ってくれる。

　細められる青紫の瞳を見つめた後、僕は最後に、リリの方を見た。

　しくしくと自分の尻尾をさする春姫ハルヒメさんの横で、リリは眉まゆを下げながら笑う。

「どこまでもお付き合いしますよ。リリは、ベル様のサポーターですから」

　眷族ファミリアの仲間は笑ってくれていた。

　四人の笑顔に囲まれ、握り締められていた手から、強張りが取れる。

「……ありがとう」

　僕はもう謝らずに。

　みんなに、感謝を告げた。




「……」

　眷族達のやり取りを一歩外から眺めていたヘスティアは、深まっている彼等の絆きずなに笑みを漏もらした。

　だがすぐに、自分の手もとにある強制任務ミッションの指令書に視線を戻す。

　20階層へ向かえと記されている文章。そして、紙を縁取る蔦を彷彿ほうふつさせる模様。

　一見ただの文様のように綴られているが、ただの装飾ではない。

　巧妙に隠されているのは、女神ヘスティアにとって慣れ親しんだ文字群──【神聖文字ヒエログリフ】だ。




【眷族が発った後、第七区画四番街路へ来られたし。危害を加えるつもりはない】




　神々が扱う文字はそのように記されていた。

　聞くところによれば、ベルはこの指令書をエイナから受け取る際、ヘスティアに必ず見せるようにと念を押されたらしい。

　眷族と分断し、主神と接触するのも狙いの一つ。

　蒼あおみがかかった女神の瞳が細まる。

（まさか、裏で糸を引いているのは……？）

　己おのれに宛てられた暗号メッセージに、ヘスティアは表情を張り詰めさせた。
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　夕焼け色に染まる階段を上っていく。

　窓の外を向けば日は暮れようとしていた。黄昏たそがれなんていう言葉を連想させる茜あかねの光に横顔を焼かれながら、僕は上階へと向かう。

　長い話し合いの後、僕達は今晩の強制任務ミッションに向けて準備を開始した。

　リリは中層域に備えた解毒薬などの道具アイテムを揃そろえるため街へ、ヴェルフは僕達の得物を完璧かんぺきな状態に整備するため裏庭の工房へ。命ミコトさんと春姫ハルヒメさんには食料と水の買い出しに行ってもらっている。神様も行くところがあると言って出かけた。ホームに残っているのは僕とヴェルフ、後はウィーネだけだ。

　館の最上階、三階まで上った僕は、真っ直ぐ廊下を進んだ。

　自分の部屋の前まで足を運ぶと、ゆっくりと扉を開ける。

　部屋の隅、寝具ベッドの上には、青白い肌の少女が横になっていた。

　昨日と変わらないローブを纏まとい、目もとに痛々しい涙の跡を残しながら、胎児のように体を丸めている。

　春姫ハルヒメさんと、後はずっと【八咫黒烏スキル】を使用し続けてくれていた命ミコトさんの言った通りだった。泣き疲れて眠りに落ちたまま、この部屋から一歩も外に出ていないらしい。

　まるで、外の世界を怖がるように。

「……」

　僕はそっと、寝具ベッドへ歩み寄った。

　音を立てないように気を付け、ウィーネのすぐ側に腰かける。

　部屋の中は静かだった。外の喧騒けんそうや人々の思惑、そして残酷な悪意から切り離され、穏やかな時間が流れている。か細い女の子の寝息だけが耳朶じだをくすぐってきた。

　夏を目前にした夕暮れは少し暑いくらいだったけれど、窓は開けたくなかった。この空間を、この娘ことの時間を邪魔されたくない。

　自室の匂においの中に、すっかり染しみ付いた誰かの匂いが交ざっている。

　たった一週間、僅わずかな日々の中の思い出を、彼女の香りは瞼まぶたの裏に一つずつ蘇よみがえらせた。

「……」

　困ったことが沢山あった。

　悲鳴を上げない日はなかった。

　それでも、この七日間はかけがえのないものだった。

　温かな追憶の数々が、口もとにほのかな笑みを描く。

　僕は左手を伸ばして、ウィーネの髪に触れた。

　青銀の髪は硬質で、けれど絹のように滑なめらかだった。

　今日まで繰り返してきたように、未だ慣れない手付きで、優しく撫なでていく。

「……ぅ、ん」

　蒼い睫毛まつげと一緒に、瞼が震えた。

　琥珀こはく色の瞳がうっすらと開く。視線をさまよわせた寝惚ねぼけ眼まなこがすぐに僕のことを見つけ、その唇に微笑みが浮かんだ。

「ベ、ル……」

「うん……ごめんね、起こしちゃって」

　僕が謝ると、ううん、とウィーネは小さく顔を横に動かす。

　ローブを突き破って折りたたまれている片翼が、その動きに合わせて揺れた。

　彼女は横向きに寝た姿勢のまま、髪を撫でていた手を取って、自分の頰ほおに当ててくる。

　ひんやりとして冷たい。

　夢現ゆめうつつの狭間で、竜の少女は嬉うれしそうに目を細める。

「ウィーネ、話があるんだ。聞いて？」

「……うん」

　ウィーネはゆっくりと身を起こした。

　敷布シーツの上に座り込み、すぐ側で、僕と視線を絡からめる。

　寝具ベッドの上で向かい合う二人の影が、部屋の中に伸びた。

「きょうの、夜に……？」

「うん、春姫ハルヒメさん達と一緒に」

　僕はウィーネに、神様達との間で決まったことを話した。

　勿論、小難しいことや、幾分かの事実は伏せて。

　ウィーネの生まれた場所にみんなで行く。僕は彼女にそう伝えた。

「……」

「……嫌？」

　うつむくウィーネに尋ねる。

　この反応は当然だった。ダンジョンへ赴く理由を碌ろくに説明していない。いきなり向かうと言ってもうろたえてしまうだろう。

　沢山傷付けられたウィーネにとっては、ダンジョンも恐ろしい場所に違いないのだから。

　どう説得しようか、僕が頭を悩ませていると、

「ううん……わたし、いく」

　ウィーネはうつむいたまま、はっきりそう言った。

　僕が思わず驚いていると、ウィーネは顔を上げる。

「ベルは……春姫ハルヒメたちは、わたしのためにいくんだよね？」

　目を見張る。

　眼前にある額の紅石が、淡い輝きを帯びた。

「ベルたちは、いつもわたしを助けてくれるから」

「ウィーネ……」

「こわいけど……ベルたちといっしょなら、こわくないよ？」

　夕日を背にして笑うウィーネの体は、小さく震えていた。

　優しさに身を委ゆだねるだけで、無垢むくだった筈の異形いぎょうの少女が、気丈に振る舞おうとしている。

　僕達を信じて。

「わたしばっかり泣いて、ごめんね……守ってくれて、ありがとう」

　琥珀色の瞳に滴しずくを溜めた後、満面の笑みを湛たたえる。

　ゆっくりと体を前に傾け、ウィーネは僕の胸に顔を埋めた。

「ベル……大好き」

　……守ろう。

　この娘こを。

　この先に何かが待っていたとしても、ウィーネを守る。

　この娘こを一人にさせない。死なせない。

　僕は心に誓った。

　涙をもらいそうになる瞳を必死に我慢して、その体を抱き締める。

　震える竜の翼ごと手を回し、腕に力を込めた。

　嗚咽おえつにも似た切なそうな吐息が胸の中から漏れる。

　窓辺から差し込む薄暮の輝きが、部屋を包み込み、黄金こがね色に染めていた。
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「人型のモンスターか……間違いねえ」

　眼装ゴーグルをかけ直し、ディックスは口端を吊り上げた。

「有翼、ってのが気にかかるが……お前等が見た時は翼なんざなかったんだろう？」

「ああ、本当にただの人型だった。ただ、竜女ヴィーヴルはもともと蛇の胴体に翼を持った怪物モンスターだし……」

「確かになぁ……化物なんだ、翼だろうが牙きばだろうがいくらでも生えてくるか」

　団員達の言い分に、トントン、と赤い槍の柄で肩を叩く。

　一つも窓のない薄闇うすやみが支配する広間。いくつもある黒檻に囲まれながら、男達は誰に聞かれることのない会話を行う。

「にしても、主神様が探りを入れたその日にことが起きるとは……これが神の恵みってやつか？　主神様も案外馬鹿ばかにできたもんじゃねえなぁ」

　今はいない気分屋で奔放な主神に向かって、形ばかりの畏敬の言葉を送る。

　ディックスは、喉を鳴らして笑った。

「それじゃあ、ディックス？」

「ああ」

　決まりだ、と。

　煙水晶スモーキークオーツの色鏡レンズの奥で、赤い双眼が細められる。

「【ヘスティア・ファミリア】を張れ」
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　日暮れを経て宵闇が訪れ、やがて完全な闇夜が頭上を覆う。

　街は未だ眠らない中、都市の中心部、中央広場セントラルパークは静けさに満ちていた。

　そびえ立つ摩天楼施設バベルの周囲を通りかかる者は滅多にいない。広場の外縁で灯りを漏らす酒場の賑わいも遠かった。

　時刻は深夜。あと僅かもすれば日付けが変わろうとしている。

　ベル達は白亜の巨塔の西門に集まっていた。

　ベル、ヴェルフ、命ミコトが防具の上から装備するのは火精霊の護衣サラマンダー・ウール、リリと春姫ハルヒメは巨人ゴライアスの防衣ローブ。そしてウィーネはベル達と同じく火精霊の護衣サラマンダー・ウールを纏い、擬装するため穴の空いたバックパックを背負うように片翼へ被せている。

　ウィーネが物珍しそうに背に目を巡らせる中、サポーターを中心に携えた武具の数々が存在感を放っていた。大盾を始めとした武具、予備スペアの得物、果ては『魔剣』まで。鍛冶師ヴェルフ謹製の装備で身を固めるパーティはこれまでにない完全武装である。

　強制任務ミッション開始を直前にして、春姫ハルヒメや命ミコト、リリの顔に緊張の色が浮かんでいた。

「……」

「どうした、ベル？」

　開け放たれた門前で塔内部の光を浴びながら、ベルは背後を振り返った。

　大刀を担ぐヴェルフの声を肩で聞きながら、闇が広がる中央広場セントラルパークを見渡す。

（視みられてる……）

　しかも複数。

　閑散とした広場のいずこから、自分達が監視されていることをベルの感覚は訴えていた。距離は恐らく遠い。だが確実にいる。それぞれの方角から、ばらばらに。

　ギルドの息がかかった者が見張っているのか、あるいは──。

　脳裏に終始不気味であった男神イケロスの笑みが過よぎる中、ベルは胸がざわめくのを感じた。

　視点を移し、ローブで正体を隠すウィーネを見やる。

「ベル……」

　深く被ったフードの奥から、琥珀色の瞳が不安そうに見上げてくる。

　そんなウィーネを前に、ベルは軽い呼吸を挟んだ。

　自身の懸念けねんを放り投げ、少女に余計な不安を与えないよう、笑いかける。

「大丈夫だよ」

　フードの上から少女の頭を撫で、ベルは意識を切り替えた。

「──時間です」

　手の中にある懐中時計の蓋をパチンと閉め、リリが零時を告げる。

　自分のことを見つめるパーティの面々に、ベルは頷いた。

「神様、行ってきます」

「ああ。みんな、絶対に帰ってくるんだよ」

　発つ直前、見送りに来ているヘスティアにしばしの別れを告げる。

　女神は眷族達、そしてウィーネを見つめた後、ベルに向かってうっすらと口を開いた。

「ベル君……」

「はい？」

「……ううん、何でもない」

　いってらっしゃい、と静かな笑みで告げるヘスティアに首を傾げつつ、ベルは会釈をして『バベル』の中へと入る。

　幕が開ける強制任務ミッション。

　パーティ一行は20階層を目指し、出発した。
















　天井てんじょうを覆う白水晶が沈黙し、階層から光が失われている。

　代わりに、森のあちこちや湖畔こはんのほとりに生える青水晶がうっすらと発光し、地上の夜景とも異なる蒼然そうぜんとした光景が広がっていた。

　18階層『迷宮の楽園アンダーリゾート』。

　僕達が足を踏み入れた時、安全階層セーフティポイントには『夜』の時間帯が訪れていた。

　ウィーネを守りながら、僕達は高速度ハイペースで『上層』と『中層』、ここまでの道のりを踏破することができた。最短ルートで『魔法』や道具アイテムの使用を惜しまなかった結果だろう。後は、何度も18階層に進出した経験の成果かもしれない。階層主ゴライアスがいなかったのも幸運だった。

　階層南方にある17階層の連絡路から真まっ直すぐ北上し、中央樹が存在する大草原へ。

　視界左手、西部の湖畔に浮かぶ巨島の断崖沿いに魔石灯の光がいくつも見えるものの、素通りする。宿場街リヴィラに立ち寄るつもりはない。一気に20階層へ進む。

　モンスターの小集団と交戦すること数度、僕達は労することなく階層中央、19階層へと続く巨大樹の根もとに辿たどり着いた。

「ここからが本番だな」

「ですね。ウィーネ殿とお会いした日、一度冒険者依頼クエストで進入していますが……」

　ヴェルフと命ミコトさんの話を聞いて、ウィーネが小首を傾かしげる。

　笑みを誘われつつ、僕達は最初で最後になる休憩レストを取った。

　ここから目的地まで恐らくまともな休憩レストは挟めない。18階層までの高速進行で消費した体力を回復させるため、次階層の出入り口から外れた場所に陣取る。

　中央樹の巨大な根が馬蹄ばてい型となって囲う草原。樹洞うろからちょうど死角の位置だ。時間帯もあってか19階層へ向かう者も、帰還してくる同業者もいない。

　僕とヴェルフ、命ミコトさんは黒犬ヘルハウンドの脅威が消えたので火精霊の護衣サラマンダー・ウールのローブを脱ぎ、身軽になった。

　階層の涼しい夜気が、火照ほてっている体を包み込む。

「リリ、臭い袋の方はやっぱり……」

「はい、手持品ストックはそこまでありません。帰り道のために、できる限り温存しておきたいです。非常時は勿論もちろんその限りではありませんが……」

　僕の確認に、荷物を草原に下ろしながらリリは答える。

　パーティ全体の疲弊が予想される帰路のため『強臭袋モルブル』を確保しておく、という意見は理にかなっている。戦闘を必ずしも回避できるわけではないということは忘れてはいけないけど。

　いつも以上にパンパンに膨れ上がり、様々な得物も取り付けられているバックパックをごそごそと漁あさっては道具アイテムの確認に余念がないリリ。その姿を横目で窺うかがいながら、今は帰りの道の心配は止よそうと、僕は意識を強制任務ミッションに集中させた。

「ヴェルフ殿、『魔剣』の数は……」

「三振りだ。リリスケ、使いどころを間違えるなよ？」

「わかってますよっ」

　命ミコトさんの質問に答えたヴェルフはそのまま、リリの背中に忠告を投じる。

　パーティが所持している『クロッゾの魔剣』は三振り。後衛用の短剣型が二、ヴェルフが大刀とともに背に装着する長剣型が一。かねてから探索用にヴェルフが作製していた『魔剣』を全すべて持ってきている。

　魔導士がいない、火力不足のパーティの欠点を上手うまく補ってくれればいいんだけど……。

（……でも、結局）

　最後にものを言うのは冒険者達の自力、人の力だ。

　武器や道具アイテムはあくまで僕達に力を貸してくれるに過ぎない。本当の窮地を切り抜けるのに必要なのは各々の能力と機転、そして連携だ。

　過酷なダンジョンの中ではパーティとしての真価が試される。

　何が起こるかわからないけど……頼るものを間違えてはいけない。

「そろそろ、行こう」

　休憩レストを取って三十分ほど経たった頃ころ、僕は言った。

　回復薬ポーションでの補給を済ませ、ウィーネ達と一緒に中央樹の樹洞をくぐる。

　階段のように段差のある太い木の根を下り切ると、真っ直ぐ伸びる一本道が樹皮に包まれた『大樹の迷宮』が現れる。

「春姫ハルヒメ殿、では」

「は、はいっ」

　命ミコトさんに促うながされ、春姫ハルヒメさんが詠唱に入った。

　これから使用する『妖術』の正体を他者に目撃されないよう、パーティ全員で一本道の前方後方の警戒を怠らない中、流麗な歌声が響いていく。

　ダンジョンに足を踏み入れて早速、僕達は『魔法』を行使した。

「──【ウチデノコヅチ】」

『妖術』とまで謳うたわれる狐人ルナールの魔法──春姫ハルヒメさんの『階位昇華レベル・ブースト』が発動する。

『魔力』を伴う光雲とともに光の槌つちが出現し、先頭にいるヴェルフを包み込んだ。

　全身に付与される夥おびただしい光粒、そして漲みなぎる力に「よしっ」とヴェルフは右手を握り締める。

「わぁ、きれい……春姫ハルヒメ、すごいっ」

「そ、そのようなことは……私わたくしはこれくらいしか取りえがないので……！」

　初めて春姫ハルヒメさんの『魔法』を見るウィーネが、美しい付与光を前に瞳ひとみを輝かせる。

『大樹の迷宮』を進むに当たっては、春姫ハルヒメさんの『階位昇華レベル・ブースト』の継続的な使用が前提条件だ。まずはモンスターと近接戦を繰り返すことになる前衛ヴェルフを強化する。

　今日まで試してみたけど、【ウチデノコヅチ】の持続時間は最長で──春姫ハルヒメさんが多大な精神力マインドをつぎ込んで──約十五分。次の発動までの要間隔インターバルが約十分。効果が消失する時機タイミングを見計みはからって、春姫ハルヒメさんには間断なく『魔法』を使用してもらわなくてはならない。

「精神力回復薬マジック・ポーションも一応飲んどけ」というヴェルフの指示に「わかりましたっ」と春姫ハルヒメさんは従った。『階位昇華レベル・ブースト』が一度に消費する精神力マインドはかなり多い。これも念のためだ。

　手持ちの精神力回復薬マジック・ポーションに口付け、春姫ハルヒメさんは半分ほど溶液を飲む。

「よし、これで準備は……って、おい、リリスケ？　何やってるんだ？」

「念のためです」

　いよいよ出発しようとヴェルフがパーティに振り返ると、リリが迷宮壁の前で屈み、ガツッ、ガツッ、と音を鳴らしていた。

　片手に持ったナイフを、壁面に生え渡る苔こけに突き立てている。

　この層域の光源でもある発光する苔──『アカリゴケ』を採取しているようだった。

「リリ殿、まさか……地上に持ち帰って売却するつもりでは……」

「こ、こんな時にもしなければいけないほど、派閥ファミリアの家計は逼迫ひっぱくしているのですかっ？」

「そんなわけないじゃないですか!?　リリだって時と場所くらい選びますっ!!」

　呻うめく命ミコトさんと戦慄せんりつする春姫ハルヒメさんの極東組コンビに、リリはキーッ！　と真まっ赤かになって噴火する。

　いやまぁ、18階層の水晶と同じく、『アカリゴケ』は地上では売れるらしいけど……。

　流石さすがにそんなことはないと、リリのことを信じたい。

「まったくもうっ……大丈夫です、行きましょう」

　採取した青光苔アカリゴケを小袋につめ、それを懐ふところにしまう。

　立ち上がったリリを見て、僕とヴェルフは頷うなずいて出発した。

「ベル……」

「ウィーネ様、隊列を乱さないでくださいっ。ベル様なら心配いりません」

　僕と配置ポジションが違うウィーネを戒いましめるリリの声が、通路の樹皮に吸い込まれていく。

　パーティの隊列は前衛に僕とヴェルフ、中衛は存在せず、後衛にリリと春姫ハルヒメさん、ウィーネ、そして最後尾に命ミコトさんという形を取っている。

　通常なら命ミコトさんは中衛に入るけれど、この階層域ではまだ未遭遇みそうぐうのモンスターが多い。後衛への奇襲を防ぐ【八咫黒烏スキル】の効果を十全に発揮できないため、今回はリリ達の護衛兼、パーティへの背後襲撃バックアタックを防ぐ殿しんがりについてもらっている。最後尾ならリリ達への補助フォローも速い。主武装も刀から切り替えて弓矢だ。正直、あらゆる種類の武器を使用でき、どんな配置ポジションでも活躍できる命さんにかなり助けられている。

　傍はたから見れば中衛位置にいるリリや春姫ハルヒメさんは道具アイテム補給や武装交換など、『階位昇華レベル・ブースト』を含め徹底した支援役。彼女達が泣き所であると同時にパーティの肝だ。側そばにいるウィーネともどもサポーター達に攻撃を通してはいけない。

　負担がかかる前衛にはＬｖ．３を二枚並べ、敵を食い止め、あるいは突破する。

　これが護衛対象であるウィーネを中心にした、今回の隊列の陣容だった。

「……ベル」

「わかってる」

　光粒を纏まとうヴェルフの呟つぶやきに、僕は視線を前方に固定したまま頷いた。

　暗がりの奥に凶暴な気配がいくつもひそんでいる。数十秒も経たない内に目視するだろう敵に《神様のナイフ》と《牛若丸弍式うしわかまるにしき》を握り締めた。

　……雑念は捨てろ。例え何が出てきても、ウィーネを守れ。

　後方を一瞥いちべつし、心配げな表情を浮かべるウィーネと視線をぶつける。

　──遭遇するモンスター達もあの娘こと同じように喋しゃべり出すのではないか。

　──本当は僕達と変わらない知性と理性を持っており、あるいは、涙を流すのではないか。

　一度は抱えた迷いを使命感という都合のいい言い訳で押し潰つぶし、意識の隅に追いやる。

　眦まなじりを吊り上げ、僕は覚悟を決めた。

　臨戦態勢に移り、パーティは広大な樹の迷宮を進んだ。
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　夜空に浮かぶ月を、雲が隠そうとしている。

　流れていく灰色の雲を見上げながら、ヘスティアは街を移動していた。強制任務ミッションに出発したベル達と別れてすぐのことである。

　日付けが変わった今でも北西のメインストリート『冒険者通り』を始めとした盛り場からは僅わずかに人々の喧騒けんそうが届いてくる。街の声を耳にしながら、ヘスティアは明滅を繰り返し消えかかっている魔石街灯の下を歩いていった。

　強制任務ミッションの指令書に記された暗号メッセージ、待ち合い場所に指定された『第七区画四番街路』。

　実はその場所は、ヘスティア達の旧本拠ほんきょ、『教会の隠し部屋』から近い位置にある。

　簡潔に言ってしまえば、寂れた居住区、そのド真ん中だ。

「……」

　指定場所に辿り着いたヘスティアは周囲を見回す。

　魔石灯はなく、雲に遮さえぎられる月明かりさえ乏しい一帯は薄暗かった。通りの両脇に立つ家屋には誰だれも住んでいないのか、人の気配は感じられない。通りの隅にひっそりと立つ木棒に『四番街路』を示す掠かすれた共通語コイネーの看板がくっついている。

　蒼あおい闇やみに包まれる街路は、今にも何かが出てきそう、と形容するに相応ふさわしい。ヘスティアをそんなことを思った。

　──事実、その通りとなった。

「……どこから出てきたんだい、と聞くのは野暮やぼなのかな」

　真っ暗な街路の一角、その中から陰を払い、音もなく現れる存在がいた。

　影を象ったかのような、全身をあますことなく黒衣で包んだ謎なぞの人物である。

　両手に嵌はめた漆黒の手袋グローブからキリキリと音を立てながら、約五Ｍメドル、距離を置いてヘスティアと相対した。

　予想外な登場かつ不気味な雰囲気な相手に、ヘスティアは無理矢理笑えみの形に持ち上げた口端を引きつらせる。

「お初にお目にかかる、神ヘスティア。そしてこのようなご足労、恐縮する」

「ああ、初めまして。それで、君はどこの誰なんだい？」

　黒衣の人物は男性とも女性とも知れない声で口を切った。

　全身を覆い隠す漆黒のローブは、下界の住人の噓うそを見抜く神々への対策だろうか。

　外見通り容貌も所属もわからない相手に、ヘスティアは怪訝けげんな目付きで、同時に警戒しながら言葉を選ぶ。

「ギルドの職員には見えないけど、ボクをわざわざこんなところに呼び出して、何を──」

　片手に持った指令書をひらひら持ち上げるヘスティアの声が、そこで、途切とぎれた。

　呆然ぼうぜんと動きを止める。

　その神の瞳で、闇で塞ふさがれた相手のフードの奥を見つめた。

「君は、本当にボク達の子供……人間ひとなのか？　その感じは……」

「……やれやれ。全く、神の前ではどんな変装も形なしだ」

　驚愕きょうがくするヘスティアに対し、相手は心底苦笑するように、ローブを揺らめかせた。

　動揺をあらわにする女神に対し、黒衣の人物は悠然と構える。

「君は、一体……」

「さて、その問いも含め、色々答えたいところではあるが……」

　黒衣の人物はおもむろに顔を上げ、ヘスティアの遥はるか後方、とある建物の方角を瞥見べっけんする素振りを見せる。

「こうも狙われていては、おちおち会話もできない」

　その発言にヘスティアが瞠目どうもくすると、黒衣の人物は両手を僅わずかに広げる。

「場所を移そう」

　次の瞬間、ローブの袖そでから大量の黒煙が噴出した。




「──煙幕!?」

　ミアハはその光景に身を乗り出した。

　第七区画四番街路から離れた建物の屋根上。長弓ロングボウに矢を番つがえていた犬人シアンスロープのナァーザともども、秀麗な男神はその顔を驚愕に染める。

　ヘスティアに『警守』を依頼されたのが数時間前、昨日さくじつの夕暮れの頃だった。眷族達に強制任務ミッションが発令される傍かたわら、女神は万が一のためにミアハ達に相談を持ちかけていたのだ。暗号メッセージによって今夜、自分一人呼び出されたと。

　直接ホームにやって来たヘスティアの頼みを、ミアハ達は受け入れた。ギルドの強制任務ミッションということだけは打ち明け、ナァーザ達眷族には喋るモンスターの情報を伏せている。

　依頼を受けたミアハ達は情報通りの深夜じかんに高所に陣取り、ヘスティアの周囲に警戒を払っていた。女神に危害を加えようとする存在、あるいは何らかの怪しい動きがあれば、狙撃手スナイパーであるナァーザが矢を叩たたき込まんと終始弓ゆみを構えていたのである。

「……っ!?」

　謎の黒衣の人物に鏃やじりを照準させていたナァーザの眼まなこが揺れる。

　広がった煙幕はあっという間に相手とヘスティアを呑のみ込み、一気に周囲を覆いつくしてしまった。黒煙、いや黒い濃霧に閉ざされてしまった街路の光景に、ミアハは屋根の上に立ち上がり啞然あぜんとする。

　視線の先では、ミアハと同じく依頼を受けていたタケミカヅチとヘファイストス、そして桜花オウカや千草チグサ達眷族が切迫した動きで建物の陰から飛び出すが……黒霧が晴れた時、街路にはもう誰もいなかった。

　黒衣の人物も、ヘスティアも忽然こつぜんと姿を消した。

「ミアハ様!?」

「……全て、気付かれていたか」

　屋根に片膝ひざをつくナァーザに仰あおがれる中、ミアハは瞳を苦渋に歪ゆがめた。

　女神ヘスティアが連れ去られた、と臍ほぞを嚙かむ。

「あ、あれっ、『幽霊ゴースト』だよっ、ダフネちゃんっ……！」

「ゴーストぉ？　何よ、それ」

「夜な夜なギルド本部に現れる黒い影……！　モンスターに殺された冒険者達の亡霊が未練に呻いて、闇の中を徘徊はいかいするらしくて……!!」

「どうせまた夢とか何とか言うんでしょ、信じないわよ」

「ち、違うの～っ！　これは予知夢ゆめじゃなくて、ギルドの元担当官ミィシャちゃんが教えてくれて……！」

「二人ともっ、うるさいっ」

　すぐ側で繰り広げられる【ミアハ・ファミリア】新団員のダフネとカサンドラのやかましい言い合いに、ナァーザが若干切きれる。

　重い息をつくミアハは、この場に潜伏していた眷族達に指示を落とした。

「行ゆくぞ。ここにいてももう無駄であろう。一度、ヘファイストス達と合流する」

　主神の命にナァーザ達は頷いて行動に移る。

　ミアハは立ち去ろうとする直前、黒い霧に紛れ全てが消え去った街路をもう一度見やった。

「ヘスティア……」

　空の月は、雲に完全に覆われていた。
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「らあああああああああああッ!!」

　哮たけり声とともに繰り出されたヴェルフの大刀が、『マッドビートル』を両断する。

　流血とともに大甲虫が倒れると、すかさず新たなモンスターが屍しかばねを踏み潰し突進してきた。

　激戦である。

　19階層、正規ルート上の広間ルームの一つで、ベル達パーティは凶暴なモンスターの群れを相手取っていた。

「おおおおおッ!!」

『ガッッ!?』

『マッドビートル』を始め『ガン・リベルラ』に『バグベアー』など、前方より押し寄せてくる様々なモンスターをヴェルフは軒並み大刀の[image: 餌]食えじきにする。

　一匹につき一太刀。一撃必殺。

　例外はない。春姫ハルヒメの『階位昇華レベル・ブースト』により一時的にＬｖ．３へと至っているヴェルフは、その激上した能力ステイタスをもってモンスター達を蹴け散らしていた。風圧を伴う厚い片刃がモンスターの体軀たいくを問答無用に真っ二つにしていく。前衛攻役アタッカーと前衛壁役ウォールの役割を兼任してのける上級鍛冶師ハイ・スミスは前衛としての務めを存分に果たし、モンスターの進撃をせき止めていた。

「ッッ!!」

　そしてヴェルフ以上の動きで、ベルは襲いかかってくるモンスター達を斬きり伏せていく。

　瞬く紫紺しこんと紅緋べにひの斬閃は数が多く、何より速い。前衛攻役アタッカーもとい攻伐特化スコアラーの名に恥じぬ働きで敵の数を減らしていき、ヴェルフと肩を並べる。

　足一本、回し蹴りで熊獣バグベアーの巨体を吹き飛ばすベルは、すかさず空中へと炎雷を轟とどろかせた。

「【ファイアボルト】！」

　直撃を受け爆砕する、あるいは炎雷の余波によって炎上し地に落ちるのは、蜻蛉とんぼ型のモンスターだ。

　宙に滞空し、弾幕を張る狙撃蜻蛉ガン・リベルラの群れ。

　体内で生成される金属質の射撃弾が、ドンッ、ドンッ、と単発で発射される。

　回避行動を織り交ぜるベルは即座に『速攻魔法』を撃ち返した。大甲虫マッドビートルや熊獣バグベアーとの戦闘も両立させながら、遠距離攻撃の術すべを持つモンスターを最優先に潰していく。

　ベル達前衛の背後、後衛ではリリと春姫ハルヒメ、ウィーネが固まって身を低くしていた。リリ達が装備する《ゴライアスのローブ》が並大抵の攻撃は全て弾はじき飛ばすとはいえ、流れ弾の一つも後ろにやるまいと歯を嚙み締める。

　他階層では強要されなかった対地対空の並行戦闘。

　後方から矢を射る命ミコトの援護射撃に何度も助けられながら、ベル達は奮戦した。

（……！　ウィーネが、狙ねらわれてる！）

　依然と続く射撃弾の雨。その中に、ウィーネを狙う凶弾をはっきりと知覚する。

　ベルの頰ほおに汗が伝った。

　人類だけでなく、同じ『怪物』である筈はずのウィーネを、モンスターは明確な殺意をもって狙っている。熊獣バグベアーの激しい吠声ほえごえはベル達を脅かすにととまらず、大甲虫マッドビートルや狙撃蜻蛉ガン・リベルラの昆虫系独特どくとくの無機的な双眼は竜の少女をも捉とらえていた。

　敢行される狙撃蜻蛉ガン・リベルラ達の一斉射撃。春姫ハルヒメに抱きしめられているウィーネは、己おのれへと殺到する弾丸を前に琥珀こはく色の瞳を見開いた。

　体を翻ひるがえし、彼女の前に守護者のように立ち塞がるベルは両のナイフを閃ひらめかせ、これも全弾ぜんだん打ち落とす。

「命ミコト様、敵の数は!?」

　ハンドボウガンで前衛を支援するリリが堪こらえ切れないように声を上げた。

　放った矢を大甲虫マッドビートルの頭蓋に貫通させた命ミコトは、彼女に負けず劣おとらずの叫喚を放つ。

「十七っ、いえ十九──まだ増えます!?」

　行使した探知系【八咫黒烏スキル】が索敵し、止まらない敵の増援を知らせる。

　広間ルームの奥、幅広の通路口から複数のモンスターが次から次へと押し寄せていた。

「っ……使います!!」

　ベルとヴェルフが倒せども倒せども出現するモンスターに、リリは腰にくくりつけた黄色おうしょくの短剣──『魔剣』を引き抜く。

　声に応じ前衛の二人が左右に割れた瞬間、勢いよく縦に振り下ろし、稲妻いなずまの砲撃を放った。

　広間ルームを縦断し、通路口に向かって一直線に駆け抜ける雷閃。射線上のモンスターを全て焼きつくし、一掃する。

　雷の閃光は通路奥の突き当たりで炸裂さくれつしたのか、轟音が鳴り響いてきた。

「……！」

　間を置かず、バキッ、と。

　黄色おうしょくの短剣が音を立てて砕け散る。

　19階層に進出し、既に数時間。度重なるモンスターの強襲を『魔剣』で凌しのいでいる状況が続いていた。

　使用限界を越えた『魔剣』の欠片かけらが、リリの手からこぼれ落ちる。

「逝いったか……少し、頼り過ぎているな」

「今のはっ……！」

「わかってる、使うべき場面だった……後の原因は、『魔剣』自体の強度だ」

　複雑な表情で『魔剣』の残骸を見下ろすヴェルフは、リリの反論を片手で制する。

　威力は極め付きの『クロッゾの魔剣』であるが、耐久性は低い。

　魔剣鍛冶師としての腕と職人の意地の板挟みに合いながら、「これは俺おれの問題だ」とヴェルフはぶっきらぼうに言った。

　ともあれ、ようやく戦闘が終了する。

「ベルっ、みんなっ、だいじょうぶ？」

「うん、平気だよ。怪我けがもしてないから」

「しかし、これでヴェルフ殿の『魔剣』はあと二振り……リリ殿、現在地は？」

「もう19階層の半分以上は進みました。20階層は近いです」

　火精霊の護衣サラマンダー・ウールをなびかせ駆け寄ってくるウィーネにベルが笑いかけ、一方で命ミコトがリリに状況の確認を取る。

　取り出される地図マップの上では既に正規ルートの四分の三を消化。現時点で三本ある『魔剣』は一本失うしなった。回復薬ポーションや精神力回復薬マジック・ポーションの消費は予想より激しい。それぞれの得物は壊れることなく健在だ。道具アイテムの残量にさえ目を瞑つむれば、まずまずと言える。

　情報を簡潔に共有し、ベル達は素早く次の行動に移る。

　リリを中心に戦利品収拾に取りかかった。

「先程から言っていますが、『魔石』は全て集めてください。モンスターに拾って食べられたら堪たまったものではありません。『ドロップアイテム』もできる限り持っていきます。……あまりにも大きいものは、しょうがないので草むらの中にでも投げておいてください」

「は、はい」

「わたしも、手伝うっ」

　極秘強制任務ミッション中である自分達の足跡を残さぬようリリが指示を出す。ウィーネが協力する中、サポーター達に護衛をつけて作業を進め、ベル達は広間ルームを後にした。

　春姫ハルヒメの『階位昇華レベル・ブースト』をヴェルフにかけ直し、前進を再開させる。

「足を伸ばしてるんだ、今までの階層よりモンスターの出でが激しいのはわかるんだが……俺とベルが二人で来た時より、数が多い気がするぞ？」

「他ほかの冒険者がいないからでしょう。恐らく、リリ達にモンスターの矛先が集中しています」

　連戦は当然だが、敵の数が多い。そんなヴェルフの疑問にリリが答える。

　理由は様々だが──あえて挙げるのなら凶悪な冒険者が出没しやすいなど──真夜中から朝にかけて迷宮探索に臨むパーティは総じて少ない。街リヴィラを根拠地ベースキャンプにしている冒険者達もこの時間帯は避けている。地図マップを確認し別れ道を進む傍ら、少ない獲物にモンスターが寄ってたかるのは道理だと、リリはそう説明した。

「……」

「ウィーネ様？」

「なつかしい、気がする……でも、やっぱり、こわい……さむい」

『大樹の迷宮』を見回していたウィーネが、心細そうに胸をさする。

　気弱きよわな自分自身、狐きつねの耳と尾を揺らしびくびくと緊張し続けていた春姫ハルヒメだったが、そんな少女の姿に目を見張り、次には意を決して彼女の手を握った。

　パーティの中あいにいる少女達を一瞥しつつ、ベルは周囲に警戒を払う。既に多くの階層モンスターと接触した命ミコトは【八咫黒烏スキル】の断続的な使用を忘れない。みなと同様に自然と口数が少なくなるリリとヴェルフも、いつ樹皮の壁面を破ってモンスターが現れるかと神経を尖とがらせた。

　巨大な樹木の内部を彷彿ほうふつさせる階層は押しなべて天井が高い。小さな樹洞うろがいくつもあり、モンスターがひそむ場所がいくらでもある。通路の横幅も広く、辺りに群生する層域特有の植物はさまよう冒険者を幻惑するかのようだった。

　赤と青の色をした斑まだら模様の茸きのこ、金色の綿毛を四散させる多年草、樹皮の壁から大量に垂れ落ちる蜂蜜のごとき樹液。行き止まりの広間ルームには床一面に銀色の花畑が広がっており、自分に絵心があれば絵画の中に閉じ込めておきたいと、ベルにそう思わせるほど美しい光景だった。

　途切れたモンスターの遭遇エンカウントを嵐あらしの前の静けさと錯覚してしまう中、パーティは隊列を維持しながら距離を稼いでいく。

（……まだ、視られてる。それに……）

　視線の数が増えた、と。

　ベルは樹と植物の迷路を四顧しこしながら、肌をざわつかせる。

　地上から続く謎の追跡者、あるいは監視者の目。

　それがこの19階層に足を踏み入れてから、増えた。間違いない。

　頭上の樹洞うろ、枝分かれする無数の横道、後方の植物の物陰、疑わしき場所に視線を巡らせても怪しい影すら捕捉できないが、今も息をひそめてこちらを窺っている。

　一体何者なのか。何が目的なのか。

　得体の知れない不気味さが絶えず胸をかき回す。

　息苦しさと不安を覚えながら、しかしベルは先に進むしかなかった。

　右手に装備している《ヘスティア・ナイフ》の柄を、ぎゅっと握り締める。

「……？」

　不意に。

　粛々と行程を消化していたパーティの、その進行速度が鈍った。

　前方に広がる光景に、戸惑いの感情を強くしていく。

　ついには足を止め、ベル達は佇立ちょりつする茸の壁を仰いだ。

「行き止まり……」

「み、道を間違えてしまったのですか？」

「おい、リリスケ。どうなってるんだ？」

「ま、待ってくださいっ、そんな筈はっ……」

　幅も高さも極端に狭まった一本道を塞ぐ、巨大茸の集合体コロニー。

　赤と青の斑模様の茸が群生し、物言わぬ壁を形成していた。

　もう先に進めなくなった袋小路に命ミコトと春姫ハルヒメがうろたえ、ヴェルフにつつかれるリリは動揺しながら地図マップを広げようとする。

「これ……おかしいよ」

　そんな中、くんと鼻を鳴らすウィーネの呟きを聞いたベルは。

　視線の先の光景に、ありえる筈のない『既視感』を覚えた。

（──）

　そして、その奇妙な感覚が『警告』であることを、即座に理解する。

　それは違和感でもなければ錯覚めいた既視体験でもない。

　とある姉貴分の担当官ハーフエルフが自分に叩き込んだ、『知識』である。

　不味まずい──そう思った時には、もう遅かった。

　集合体コロニーを作る多くの茸が、巨大な傘の下に双眼らしき器官を浮かび上がらせる。


「──────」



　擬態を解き、あっという間に身体からだを黒紫に変色させた大小様々な茸が、一斉に動き出した。

「──違いますっ、『ダーク・ファンガス』です!?」

　凍りつくパーティに、リリは喉のどが裂けんばかりに絶叫する。

『ダーク・ファンガス』。

　接触経験が零ぜろだったが故に命ミコトの索敵網スキルをくぐり抜けた茸のモンスター。ダンジョンに群生する巨大茸と並んで身を隠蔽し、獲物を来るのを待ち構えていた。

　昆虫系モンスターと並んで『大樹の迷宮』の代表格である茸のモンスターが繰り出すのは、絶大な効果範囲を誇る毒殺である。


『────!!』



　茸の傘が瞬く間に膨張する。

　放出されるのは『上層』の紫蛾パープル・モスとは比べものにならない威力の毒胞子。猛毒の『異常攻撃』は直撃すれば大型級のモンスターであろうと一瞬で行動不能に追い込む。

　次の瞬間、爆発と聞き紛う放出音が連鎖した。

　致命的に初動が遅れたリリ達の眼前で、凄すさまじい紫の毒霧が撒まき散らされる。

　──それとほぼ同時。

「【ファイアボルト】!!」

　ベルが動いた。

　エイナに知識と対策を叩き込まれただ一人、毒霧を防ごうと即座の迎撃に乗り出す。

　炎雷の九連射。文字通り怒涛どとうのごとく炎の濁流と化した『速攻魔法』が毒茸ダーク・ファンガスの群れを呑み込んだ。

　広範囲に拡散しようとする毒胞子ごと、焼き払う。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!?』



　弱点である火炎に包まれ、茸のモンスター達が鈍重な身を揺すって悶もだえ苦しんだ。

　猛火の奥で次々に焼死する毒茸ダーク・ファンガス。モンスターではない巨大茸にも燃え移り勢いを増す炎。

　燃焼を免れ、火の粉とせめぎ合う紫の微粉からリリ達は緊急退避しようとするが──逃がすものかとダンジョンが雄叫おたけびを上げる。

　ベルが作り出した炎の壁を突き破って、前方より巨猪が出現した。

「『バトルボア』!?」

　体長二Ｍメドルにも及ぶ大型級のモンスター。

　驀進ばくしんの勢いで炎壁を突破し、体毛を逆立てながら冒険者達へ追撃を仕掛ける。

　更に群れを率いるように咆哮ほうこうを上げる巨猪の背後には、熊獣バグベアーを始めとするモンスターの群れが続いていた。

「くそっっ!?」

　離脱を踏みとどまりヴェルフが毒粉の中に突っ込む。

　大刀を放り捨て、すれ違いざまリリのバックパックから大盾を引き剝がした。

　追撃から仲間を守るため、『バトルボア』の真正面に盾を構える。

『オォッッ!!』

「ッッ!!」

　自身が作った銀盾と巨猪の体当たりが衝突する。

　上級冒険者をまとめて吹き飛ばしてのけるほどの突撃に、『階位昇華レベル・ブースト』の光を纏うヴェルフは地面に足を埋め、僅かな後退を代償に耐え抜いた。

　すかさず、足の止まったモンスターに疾駆した命ミコトが飛びかかる。

「はあァッ！」

　ヴェルフを飛び越え、巨猪の真上で雌雄一対の剣つるぎ《地残ちざん》を抜剣した。

　居合いのごとく抜き放たれた短剣、首を半ばまで切断される『バトルボア』、噴出する鮮血。巨軀きょくがぐらりと傾き地に沈む中、着地した命ミコトの相貌が返り血を浴びる。

「──ふッッ!!」

　そしてベルは巨猪の後に続いていたモンスター達に自ら突っ込んだ。

　双刀装備ダブル・ナイフ──閃光と見紛みまがう紫紺の斬撃をもって接敵した熊獣バグベアーの頭部を刈り飛ばし、流れるような紅緋の第二撃で別の個体をほぼ同時に屠ほふる。持ち前の足の速さで撹乱かくらんするかのように敵の群れを翻弄ほんろうし、混戦へと引きずり込んだ。

　鏖殺おうさつする勢いで熊獣バグベアー達を絶命させるベルのもとに、大刀と刀を装備したヴェルフと命ミコトも加わり、三者三様に怪物の屍を積み上げた。

「はぁ、はっ……！」

　最後の一体をベルが撃破し、戦闘が終了する。

　未いまだ燃える巨大茸の側で、三人の乱れた呼吸音が絡からみ合った。

　死骸の山の光景に息を呑む春姫ハルヒメは、疲弊するベル達のもとへ急いで駆け寄ろうとするが、リリがその手を摑つかむ。「まだ駄目です」と言う彼女の視線の先には、毒茸ダーク・ファンガスが散らした毒胞子が舞い、かすかに残っていた。

「悪いっ、解毒薬をもらえるか……！」

「は、はい！」

　戻ってきたヴェルフが脂汗を垂れ流し、呻くように声を絞り出す。

　春姫ハルヒメは慌あわてて緑色の溶液が詰まった試験管を手渡した。胞子を吸い込み『毒』の症状に侵されるヴェルフは、一気にそれをあおる。

「ったく、ベルがほとんど焼き払っておいてこれか……何の対策もなしに丸裸で突っ込んだら、上級冒険者でも一溜ひとたまりもないな」

「この程度で済んだだけマシな方です。症状が重いと、回復するのも時間がかかるそうですから……」

　運が悪ければ即死だと、呼吸を回復させるヴェルフにリリは手早く道具アイテムを用意しながら告げた。

「ベル様と命ミコト様は……」

「立つのも辛つらい、ということはありませんが……」

「少し、だるい感じがするかな」

　リリが振り返ると、命ミコト、ベルも若干顔色が悪い。

　ヴェルフとは異なり『耐異常』の『発展アビリティ』を発現させているとはいえ、未だ低評価の効果では完全には遮断できなかった。同時にそれは、毒茸ダーク・ファンガスの『異常攻撃』の厄介さ、威力の強さを証明している。

『大樹の迷宮』は直接の戦闘以外でも冒険者達を苦しめる。

「ウィーネ様は……全く問題なさそうですね」

「……？　平気だよ？」

　中層域出身のモンスター、ひいては強力な竜ドラゴンの種族であるウィーネは『異常効果』に強い抗体を持っているのか、ベル達に心配そうに接しながらもけろりとしている。

　嘆息たんそくするリリは念のため、春姫ハルヒメにも指示を出し、自分ともども解毒薬を飲んでおいた。

「命ミコト様とベル様は、どうなさいますか……？」

「それでは、一本だけ下さい。自分とベル殿は二人で分け合いますので」

　極貧派閥タケミカヅチ・ファミリアで身についた節約癖を発揮し、命ミコトは特に考えず春姫ハルヒメに注文を出す。

　ミアハ印の解毒薬を手渡されたベルが「そ、それじゃあ……」と言って先に摂取し、自分に回ってきたところで、少女ははっとした。

　半分減った溶液、ベルの飲みかけの解毒薬。両手に持った試験管をじーっと見つめ、命ミコトは赤面する。遅まきながら気付いた春姫ハルヒメも耳の先端まで赤らめ、さささっと目を両手で覆った。

　しばらく紅潮していた命ミコトは「えいやっ」と一思いに飲み干す。

　ベルにまで赤面が移る脇で、その手がありました、とリリが悔しそうに指を弾いた。

「──」

　そして、パーティが治療を終えた直後。

　ウィーネの耳が揺れ動く。

「なにか、聞こえるよ」

「えっ？」

　エルフのように尖った歪いびつな耳をぴくぴくと揺らし、ウィーネは背後を振り返った。

　辺りは静まり返っている。進んできた道を見つめる少女の視線をベルは追い、目を凝らすが何も確認できない。

　周りにいるヴェルフ達が訝いぶかしげな顔をしていると、

「……あ」

「聞こえます、確かに……」

　ベルや命ミコトの耳にもはっきりと届いた。

　音が。

　この階層に足を踏み入れ一度も聞いたことのない、異音が。

　ベル達より優れた『怪物』の聴覚を発揮するウィーネは、凶兆を告げるかのように怯おびえた表情を浮かべ、後ずさりをする。

「翼の音？　いえ、これは……」

　同業者の悲鳴や剣戟けんげき音、モンスターの雄叫びとはほど遠い。

　鳥の羽ばたく音とも違う、何かが盛んに、それこそいくつも打ち鳴らされる奇妙な音にリリも知れず汗を流していた。下ろしていたバックパックを担ぎ直す彼女の隣で、ヴェルフは大刀を構える。

　徐々に大きくなっていく謎の音。

　通路の奥から、何かが、近付いてくる。

　嫌な予感に気圧けおされるようにパーティがじりじりと後退していく。

　空気が弦のように極限まで張り詰めたその時──音の正体は現れた。

「は、ち……？」

　遥か先、視界の奥で揺らぐ黒い影に、春姫ハルヒメが掠れた声を出す。

　鎧と見紛う黒い硬殻を纏った昆虫の体軀。鋭角的で禍々まがまがしく、全長は成人のヒューマン並みにある。顔面には鋏はさみを有する大顎おおあごが存在し、体の先端から突き出るように伸びるのは──大杭パイルを彷彿させる『毒針』だ。

「……『デッドリー・ホーネット』」

　ベルが青ざめながら、そのモンスターの名前を呼ぶ。

　22階層より出現する蜂のモンスター。第三級、第二級冒険者の『下層』進出を阻はばむ強力なモンスターの一匹。

　凶悪な大顎は勿論のこと、重装さえ貫通するその『毒針』はＬｖ．２の冒険者を一発で死に追いやる一撃必殺として知られている。よしんば即死を回避できたとしても致命傷は避けられない。全身の硬殻は生半可な攻撃を弾き飛ばし、まさに進化した巨大蟻キラーアントのごとくだ。

　恐れられるその渾名あだなも巨大蟻キラーアントの『新米殺し』を引き継いだ、『上級殺しハイ・キラービー』。

　二対四枚の翅はねを打ち鳴らす殺人蜂が、二十を優に超える大群をなして飛来してくる。

「──走れえっ!!」

　ヴェルフの叫喚が合図だった。

　巨大蜂デッドリー・ホーネットに背を向け、パーティ一同、全力の逃走劇が始まる。

「蜂ですっ、蜂でございますっ!!　あんなに大きいっあんなに沢山っ!?」

「混乱している場合ではありません、春姫ハルヒメ殿ぉ!!」

「ベルッ、こわいっ！」

「僕も怖いッ!?」

　毒胞子が霧散した巨大茸の集合体コロニーを一瞬で抜け、再び長大かつ広大になる通路。

　破滅の翅音を撒き散らしながら迫りくる殺人蜂の大群に、パーティは絶叫を上げながら[image: 遁]走とんそうする。祖父に囮おとりにされ蜂から逃げ回った記憶、屋敷の中で尻尾しっぽを刺された記憶、それぞれの悪夢がそれぞれの脳裏に蘇よみがえるが、今は当時の比ではない。

　追いつかれたら最後、体に風穴を開けられ、あの大顎をもって食い荒らされる。

　全身を発汗させながら、ベル達は樹皮の地面を蹴りつけた。

「よりにもよって、どうしてこんな時に巨大蜂デッドリー・ホーネットが!?」

「つべこべ言ってないで死ぬ気で走れっリリスケェ!!」

「走ってますよおおおおっ!!」

　階層を上がってきた異常事態イレギュラーにリリが悲鳴交じりの悪態をつき、大刀を担ぎながらヴェルフが吠える。

　足の遅いサポーターの進行にパーティが合わせざるをえない状況、リリと春姫ハルヒメは死に物狂いで両足を動かした。

「っ……僕が『魔法』で足止めをっ！」

「止せ、ベル！　効きやしない！」

　斬撃が届かない、空中を自在に飛び回る飛行モンスター。

　今もひた走っているこの広大な地形条件フィールドでは高い敏捷性を誇る巨大蜂デッドリー・ホーネットを速攻魔法ファイアボルトで撃ち落とすのは至難の業わざだ。十Ｍメドル以上もの頭上に逃げられれば『魔剣』の火力をもってしても仕留め切れない。

　何より、数が多過ぎる。

　焼け石に水、徒労に終わるとヴェルフは叫ぶ。

「それに、そんな暇はありません……！」

「っ!?」

　前方を睨にらみ付ける命ミコトの言葉にベルははっとする。

　進路上に現れる大甲虫マッドビートルの影。行く手を阻もうとする複数のモンスターに顔を歪め、ベルは命ミコトとともに加速した。

　パーティより先行し、あらゆる障害を排除にかかる。

「はっ、はぁっ、はあっ……!?」

　駆ける。駆ける。駆ける。

　もはや隊列も何もない。ヴェルフを殿しんがりに激走していく。

　ベルと命ミコトが捨て身で斬り伏せていく死骸の真横を一過し、ダンジョンの奥へ奥へ奥へ。

　誰もが切れる息を野放しにしながら、背後より急迫する殺人蜂の群れから逃れようと躍起になった。

「リリ、この先は!?」

「20階層まで一本道です!!　もうすぐの筈……！」

　反撃を頂戴しながらも熊獣バグベアーを瞬殺するベルに、リリが願うように叫さけび返す。

　そのまま道なりに曲がると、果たして彼女の言葉通り、巨大通路の最奥部にぽっかりと口を開けた樹穴が現れた。

　次階層への連絡路である。

　ベル達は目の色を変え、なけなしの力を振り絞った。

　が。

　ビキリ、と。


「────」



　ビキリ、ビキリ、と。

　前方方向、左右両端の壁面。樹穴まで約五十Ｍメドルあろうかという通路内に不吉な亀裂音が響き渡り、無数の罅ひびが走り抜ける。

　ベル達の声が失われるのと同時、一気にモンスターの群れが産まれ落ちた。

『怪物の宴モンスター・パーティー』。

　悪辣あくらつな迷宮の陥穽ダンジョン・ギミック。

　反射的に行使した命ミコトの【八咫黒烏スキル】が知覚するモンスターの総数、四十四体。

　大甲虫マッドビートル、熊獣バグベアー、狙撃蜻蛉ガン・リベルラ、毒茸ダーク・ファンガス、巨猪バトルボア──行列パレードのごとく連なる大群がベル達の前に立ち塞がる。

　前後挟撃。冒険者達を絶望の底へ突き落とすべくダンジョンが牙きばを剝むいた。

「あっ──」

　無数の殺意の眼光にウィーネの顔が凍こごえる。

　怯える彼女と同じく、ベル達の足は恐怖に呑み込まれ停止しようとした。

　だが、

「──そのまま進めええええええええええええええええええぇ!!」

　ヴェルフがそれを許さなかった。

　勢いが減退するパーティに、ありったけの声で号令をかける。

　背中を押し飛ばす彼の声を、ベルは、命ミコト達は信じた。

　地面を蹴りつけ、加速する。

　凶悪な雄叫びを上げる怪物達へ、突っ込んだ。

「ッッ!!」

　右手に持つ大刀を背の鞘さやに戻したヴェルフは、跳躍。

　パーティの頭上に躍り出て、左手で長剣──『魔剣』の柄を握り締めた。

　次の瞬間。

　抜剣と同時に、紅くれないの剣を振り下ろす。




「烈進れっしんッッ!!」




　轟炎ごうえん。

『魔剣』が生みの親の意志に呼応するように最大出力──紅蓮ぐれんの咆哮を上げる。

　凄まじき爆流が通路を塞いでいたモンスター達を喰くらいつくし、絶叫ごと焼滅させた。

　ベル達の瞳が、あらん限りに見開かれる。

　眼前に形成される炎の渓谷。

『魔剣』の壮絶な火力によって樹皮の床、壁面が炎上し、ダンジョンに悲鳴を上げさせる。

　燃え盛る烈火の道をベル達は全力で進んだ。喉を焼かれぬよう息を止め、熱波をかきわけ、火の粉達が指し示す生還の道を駆け抜ける。

　そこで、バキッ、と割れる『魔剣』の音。

　最大出力の砲撃によって寿命が燃えつきたかのように、剣身に亀裂を刻む。

「頼むっ、もってくれっ……！」

　顔を悲壮で歪めながら、ヴェルフは手の中の武器に呼びかけた。

　己の体の欠片をぼろぼろとこぼしながら、最後の力を振り絞るように、『魔剣』は埋め込まれた紅玉から光を放つ。


『────────────────────!!』



　迫りくる巨大蜂デッドリー・ホーネットの群れ。

　彼我の距離は既にほとんどない。数多あまたの殺人蜂が冒険者達を刺し殺そうと翅音を高める。

　逃げ惑う獲物の背中目がけ、肉薄した。

「っっ!!」

　瞬間、先頭の命ミコトは地面を踏み切った。

　直径四Ｍメドル、口を開けた樹穴へ。

　命ミコトを皮切りにベル、リリ、春姫ハルヒメ、ウィーネと次々に穴に飛び込む。

　長い階段状の連絡路をもはや飛び降りていく仲間の後に、ヴェルフも続いた。

「来るよな、そりゃあ……！」

　秒を待たず、巨大蜂デッドリー・ホーネットの群れが続々と連絡路内へ殺到する。

　執念深く追跡してくるモンスターに、ヴェルフは宙を貫きながら強引ごういんに体の向きを変え、眦を吊り上げる。

　巨大蜂デッドリー・ホーネット達を見据え、両手で握り締める『魔剣』を大上段に。

　空を飛べようが関係ない。

　この連絡路──限定された空間の中で回避はもはや不可能だ。

　武具とともに、再度、ヴェルフは裂帛れっぱくの咆哮を放つ。

「いけえええええええええええええええええええええええええええええええええっ!!」

　全てを焼きつくす大炎塊。

　殺人蜂の全身が灼熱しゃくねつの色に染め上げられた。


『──────────────────アッッ!?』



　連絡路に誘い込まれた巨大蜂デッドリー・ホーネットの群れは、跡形もなく爆砕する。

　ほぼ同時、『魔剣』は甲高かんだかい音を奏で、粉々となった。

「──ありがとよ」

　今度は謝罪ではなく、感謝をもって。

　ヴェルフは手向たむけの言葉を、笑みとともに送る。

　砕け散ったいくつもの破片が、別れの言葉を告げるようにきらめきを放った。

　そして、樹洞内で炸裂した爆炎に押し出されるように、ヴェルフともどもベル達の体は吹き飛ばされる。


「「「「「「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」」」」」」



　爆風に流され下方へと落ちていく。

　少年がただ一人強い既視感を覚えていると、向かう先から光が見え、次には勢いよく樹穴から吐き出された。

　どどどどどどっ、と鈍い音が積み重なる。

「に、20階層……」

「ようやく、だな……」

「や、やった……」

「いいから早くどいてください!?」

「う、うぅ～」

「おもい～っ」

　呆然ぼうぜんとする命ミコト、ぼろぼろの笑みを浮かべるヴェルフ、安堵あんどするベル、怒るリリ、そしてバタバタと手足を振って苦しむ春姫ハルヒメとウィーネ。

　仲良く山のように折り重なるパーティの眼前には、巨大樹の迷宮、未到達階層の景色が広がっていた。
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　それはあっという間の出来事だった。

　黒衣の人物と相対し、放出された黒霧に包み込まれゴホゴホと咳せき込んだ瞬間、何か布のようなものを被かぶせられ、途端に周囲の音が遠のいたのだ。

　そして抱きかかえられ移動したかと思えば、もうここにいた。

「……何か手品でも使ったのかい？」

「大したことじゃない。僅かな魔道具どうぐと、後は抜け道を使っただけさ、神ヘスティア」

　ひんやりとした冷気が漂う石造の通路。

　薄暗い人工の道を、ヘスティアと黒衣の人物はてくてくと歩いていた。

　高さはそこまでなく、横幅は人が三人も並べないほど狭い。継ぎ目のない不可思議な材質の壁面には、うっすらと光沢を帯びる紋様もんようが刻み込まれている。窓や扉は一切いっさいなく、『秘密の通路』という表現がしっくり来た。

　見事にしてやられた、とヘスティアは思いつつ、「付いてきてほしい」という相手の要望に現在は素直に従っている。連れ去った手際の良さから、無能である神に過ぎない自分が抵抗しても無駄であることは明白だったからだ。

　いつもの調子で軽口を叩くが、主導権は終始あちらが握っている。

「この抜け道の存在は知っている者はほとんどいない。ましてや使用した者となれば、片手の指でこと足りる」

　携行用の魔石灯を持って先導する黒衣の人物は勿論、背を向けている。

　ヘスティアが逃げ出すと欠片も思っていないかのようだ。あるいは逃走したとしても容易たやすく捕獲し直せると思っているのか。恐らく、両方だ。

　害意の欠片も存在しない相手に、思わず口をへの字にしてしまうヘスティアだったが、嘆息を挟んであらためて周囲を見回した。

「抜け道、ねぇ……」

　言葉通り受け取るなら、この黒衣の人物はヘスティアを捕えてこの『抜け道』に運んだ……つまり、あの待ち合わせに指定された四番街路付近に出入り口が存在するということだ。

　頭の上に都市の簡単な地図を広げ、主要な建物と街路の位置を計算し、ヘスティアは口を開いた。

「万が一の時、君の主を逃がすための抜け道、かな？」

「……」

　確信した口振りで告げるヘスティアに、黒衣の人物は沈黙のみを返した。

　ただフードの奥で笑った、そんな気配を感じた。

（答えるつもりはなしか……まぁいいや、予想通りなら、もうすぐ……）

　全ての答えがわかる。

　この人物の主あるじが教えてくれる。

　ヘスティアは大人しく付き従った。

「ん？　行き止まり？」

　ややあって通路の終点に辿り着く。

　ヘスティアが怪訝な表情をしていると、黒衣の人物は片手を伸ばし、壁の紋様に触れた。

『──』

　そして呪文じゅもんらしき言葉を呟いた瞬間、壁が低い音を立てて横にずれていく。

　というか今ヒラケゴマって言わなかったか、とヘスティアが心の中で突っ込んでいると、閉ざされていた隠し扉は完全に開いた。

　薄闇が支配する、開けた空間に繫つながっている。

「……」

　歩み出す黒衣の人物に付いていき、僅かな階段を上った先は、石造りの広間だった。

　壁際の暗がりの奥から現れる形となったヘスティアは、周囲を見回す。

　床に敷き詰められた石板。天井は高く、暗闇くらやみに塞ふさがれており、壁の石材からは積み重ねられた年月を感じさせる。まるで忘れ去られた『古代』の神殿のようだ。

　自分達が通ってきた『抜け穴』を除けば、唯一の出入り口らしきものは上へと続く階段のみしかなく、この場所が地下であることをヘスティアは察する。

　そして、広間の中心。

　唯一の光源である四炬きょの松明たいまつが据えられた祭壇に、『彼』はいた。

「──ウラノス」

　黒衣の人物に導かれるまま祭壇の正面に移動したヘスティアは、その男神と正対する。
















　巨大な石の玉座──神座に凝然と腰かけている老神。二Ｍメドルを超す体はたくましく、迫力も、存在感も、そして発散される神威しんいも通常の神々とは大きく異なる。『天界』で『大神』と称されていた、力を持った一部の神々と同じように。

　纏っているローブ、フードから覗のぞくのは長く伸びた白髪と白髭ひげだ。肘掛に太い両腕を置いたままぴくりとも身動みじろぎをしない。彫像のように、支配者のように、彼はそこにただ在り続けている。

　巍然ぎぜんたる不動の王──ギルドの『真の主』は、ゆっくりと顔を上げ、ヘスティアを見下ろした。

「久しぶりだな、ヘスティア」

「やぁ、ウラノス……そっか、前に会ってから、もう千年は経っているのか」

　再会を喜ぶでもなく、揺れ動くことのない静謐せいひつな表情でウラノスは淡々と声を発した。

　高い神格を有する神物じんぶつに、ヘスティアは欠片も物怖ものおじすることなく　旧知に接するように応じる。

　下界の新参者であるヘスティアが、『オラリオの[image: 創]設神』とまで言われているウラノスについて知っていることは──少なくとも天界から下界に移った後のことは──多くない。

　知っているのは、彼が時代の転換期、『古代』の節目に最初に降臨した神々とともにこのオラリオの地へ降り立ったこと。

『大穴』から溢あふれ出るモンスターの侵攻防止に尽力し、子供達とともに迷宮都市の前身となる要塞都市──ダンジョンの『蓋』を築き上げたこと。

　ギルドを己の派閥とし、都市と迷宮の管理に明け暮れていること。それと同時に絶対中立の立場を示すため、団員である職員達に『神の恩恵ファルナ』を与えず武力を放棄していること。

　そして、ギルド本部の地下で、ダンジョンに日々『祈禱きとう』を捧げていること。

　彼が『祈禱』を行うことで──絶大な神威しんいでダンジョンを抑え込むことで、『古代』から繰り返されてきたモンスターの大移動や地上進出の動きは抑えられている。そう言われている。

　故に恐らくここが、ギルド本部の最奥『祈禱の間』であるのだろう。

　オラリオを管理する中枢機関の真下で、ヘスティアとウラノスの両神は、同じ蒼あおい瞳で視線を絡ませた。

「私の役目は終わりだな、ウラノス」

「ごくろう、フェルズ」

　そこで、ヘスティアの背後に控えていた漆黒のローブが揺らめく。

　フェルズ、と呼ばれた黒衣の人物はそこから移動を始めた。

「では、退席させてもらうよ。早く向かわなければ間に合わない」

　声を続け、もと来た『抜け穴』の方向へと進んでいく。

「ごゆるりとしていってくれ、神ヘスティア」

　去り際そのように言葉を残し、黒衣の人物、フェルズは闇の中に消えた。

　その様を見つめていたヘスティアは、視線を前に戻す。

「色々、聞きたいことがある。先に答えてくれないか、ウラノス？」

「いいだろう」

　あの強制任務ミッションの指令書を見た時から、【神聖文字ヒエログリフ】の暗号メッセージを目にした時から、ヘスティアはウラノスが今回の一件に関わっていることを悟っていた。

　過程こそ見通せなかったものの、こうして二人で対峙たいじするだろうことも、予想していた。

「強制任務ミッションを下したのは、君の独断かい？」

「そうだ。ギルドの職員は関与すらしていない」

「ベル君達は無事なんだろうな？」

「彼等が向かったのはダンジョンだ。保証はしかねる」

　真っ先に眷族の安否をただしたヘスティアは、はぐらかした回答に双眸そうぼうを険しく細めたが、おもむろに肩から力を抜いた。

　冷静さを手放すのは話を全て聞いた後でも間に合う、と己の心を律する。

「こんな手を込んだ真似まね……回りくどいことをした理由は？」

「この密会を誰にも感づかれることなく、迅速に行う必要があった。ヘスティアとその眷族達に警戒されることも、覚悟していた」

　この『祈禱の間』にヘスティアが召喚されたという事実を身内含め他者に知られるのを嫌ったということだろうか。ここに連れて来られるまで強引な段取りとなったのも、全てを見越した上でのことか。

　同時に、試されていた、とヘスティアは直感する。

　ウラノス達はヘスティア達がウィーネを匿っていたことをきっと早期より知っていた。

　強制任務ミッションを含め今日に至るまで、彼等は見極めていたのだ。

　ヘスティア達の動向を、反応を。

　今こうして主神同士が向き合っているように、対峙の場を設けるに相応しいか否かを。

「ボクが呼び寄せられたのは──竜の娘むすめ、ウィーネ君のことでいいのか」

　ヘスティアは、踏み込んだ。

　祭壇に座す巨身の老神を見据える。

「彼女は何なんだ。何か知っているのか、ウラノス」

「……」

「今、ダンジョンで何が起きている？　君は一体、何を隠している？」

　黙るウラノスに言葉をたたみかける。

　暗い祭壇に己の声を残響させながら、ヘスティアは問うた。

「君の神意しんいは、何だ？」

　ばちっ、松明の火が音を立てる。

　厳然とした相貌を炎に照らされるウラノスは、静かに口を開く。

　蒼穹そうきゅうを連想される瞳で、ヘスティアを真っ直ぐ見つめた。

「話そう、ヘスティア。我々の秘事を──」
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　剣戟の音が迷宮に響く。

　斬撃と斬撃の応酬。振り下ろされる刃を刀身が受け止め、盛んに赤い火花が散る。

　すかさず放たれた鋭い反撃は横から割り込んだ盾が阻んだ。腕を通して全身を痺しびれさせる衝撃に一瞬怯みはしたものの、武装する戦士は全身を巡る血の昂たかぶりに促されるように喉を大きく震わせる。

　低い獣の哮り声がベル達の耳朶じだを叩いた。

　ダンジョン20階層。

　とうとう進出した未到達階層において、ベル達パーティは一気に奥へ侵入していた。

　19階層と構造は変わらない『大樹の迷宮』は依然として樹皮の迷路と無数の植物をもって行く手を惑わそうとしてくる。幻想的な苔の光は天井や壁を覆い、冒険者達の横顔を薄闇に浮かび上がらせた。

　地図マップを持つリリの指示に従いベル達が道を切り分けていく中、差し向けられるモンスターも大甲虫マッドビートルや毒茸ダーク・ファンガスを始め前階層と同種の個体が多い。命ミコトの【八咫黒烏スキル】が奇襲を完璧かんぺきに封じ、十分な経験を得たベルとヴェルフは戦闘に反映させ、安全性と効率に磨きをかける。迷宮を進む足取りは19階層以上の速度ペースとなっていた。

　しかし、そんな中でも新たなモンスターが現れる。

　それが今、ベル達に刃を振るっていた。

『ルォォッ!!』

『オオッ、オオオッ！』

　屈強な二体の蜥蜴とかげの戦士が吠声を上げ斬りかかってくる。

　急所に目がけて振り下ろされる刃を、ベルとヴェルフは同時に弾いた。

「やるな、こいつ等！」

　赤い鱗うろこに包まれた蜥蜴のモンスター『リザードマン』にヴェルフは悪態を吐く。

　二本足で立ち前肢をもって攻撃を仕掛けてくる様は限りなく冒険者に近い。一七〇Ｃセルチ強ある体格はヴェルフとほぼ同等だ。二体の蜥蜴人リザードマンは、モンスターの中でも同業者を相手取る感覚に近しいものをベルに強く与えてくる。

　その最たる要因は、今も『白兵戦』を演じるモンスター達の手の中だ。

　鋭い爪つめを生やす両手に握られているのは、紛れもない『武具』である。

「花の天然武器ネイチャーウェポン……！」

　蜥蜴人リザードマン達が装備するのは『迷宮の武器庫ランドフォーム』──ダンジョンが供給する天然武器ネイチャーウェポンの一つだった。

　壁面に咲いた鋼色の大花。茎を千切り取ることで直径五〇Ｃセルチの大輪はそのまま円盾ラウンドシールドとなり、更に花から花弁を引き抜けば剣幅が広い短剣となる。花弁の鋼刃カッターと呼ぶに相応しい。

　これまで木の棍棒こんぼうや石斧など天然武器ネイチャーウェポンを使いこなすモンスターはいても、剣と盾、攻守の切り替えをこなしてきたのはこの蜥蜴人リザードマンが初めてだ。鋼刃カッターの突きをヴェルフに繰り出し、ベルのナイフを花の円盾ラウンドシールドで防ぐ。

　剣と盾を駆使する蜥蜴人リザードマンはまさしく戦士系ウォーリアーに該当する。

『シャアアアアッ!!』

　空中後方からの狙撃蜻蛉ガン・リベルラ達の射撃もあって防戦を強いられがちとなるベル達を、蜥蜴人リザードマン達は苛烈かれつに攻め立てた。縦斬り、横斬り、刺突と、モンスターの膂力りょりょくから放たれる斬撃は脅威だ。受け止めたベル達の得物をびりびりと震わせ、床を豪快に砕く。

　力任せでありながら、それは確かに怪物の剣術だった。

「モンスターが剣技か……！　だけどなぁ!!」

　モンスターの剣捌さばきに対し、大刀を構えるヴェルフは吠える。

　命ミコトとリリの矢が全ての狙撃蜻蛉ガン・リベルラを撃ち落とした瞬間、逆襲が始まった。

　蜥蜴人リザードマンの斬撃を引き付け、巧みな切り返しが花弁の短剣を弾き飛ばす。一瞬で得物を失ってしまったモンスターが動揺すると、その隙すきを突く形でヴェルフは大刀を上段に構えた。

　はっとする蜥蜴人リザードマンは左腕の盾に身を隠すが、それは愚策だと、ヴェルフは笑う。

　全身をあますことなく使った豪閃が、構えられた大輪の盾ごとモンスターを斬断した。

『ゲェッ──!?』

　盾と一緒に胸部を両断され、『魔石』を失ったモンスターがあっという間に灰となる。

　討たれた仲間に反応したもう一匹の蜥蜴人リザードマンに、相手取っていたベルは兎うさぎを彷彿させる速度で地を蹴った。

『ガッ!?』

　滑り込むように懐へ飛び込み、逆手に持つ《牛若丸弍式》を一閃。

　紅緋の斬閃が鱗を粉砕し、肉を深く断つ。

　短刀を振り抜いたベルの背後で、胴体を斬り裂かれた蜥蜴人リザードマンは音を立てて倒れ込んだ。

「最初は面食らったが、まだまだ荒いな。技がなっちゃいない」

「ですが、これから先このようなモンスターが増えていくとなると……やはり階層攻略の道は険しいです」

　大刀を担ぎながら仮借のない意見をヴェルフが述べる中、とうとう矢がつきた矢筒から命ミコトは武装を刀に切り替えた。周囲ではリリ達が素早く『魔石』の収拾に移る。

「中には長く生きのびて、剣を極めた個体やつなんてのもいるかもな」

「ないとは言い切れませんが……非常識です、ヴェルフ様。いたとしても賞金首になって、ギルドから討伐命令ミッションが下されるに決まっています」

　仲間の会話を聞いて、血に飢えギラギラした蜥蜴人リザードマンを思い浮かべながら、戦闘を終えたベルはパーティとともに迷宮の奥へと進み出した。

「リリ……あと、どれくらいある？」

「地図が正しければ、もう近い筈です。ベル様、そこを右に曲がってください」

　正規ルートを外れてから既に半刻。

　地図マップ上にて赤い丸で囲んだ地帯エリア、食料庫パントリーに迫ろうかという階層奥の広間ルームを見下ろし、リリは強制任務ミッションの目的地は迫っていると告げる。

　歩を進めるごとに緊張が高まっていくことを、パーティ全ての者が自覚していた。

　バックパックを抱えるリリと春姫ハルヒメは滲にじみ出る疲労を必死に隠し、緊張に耐え。

　普段は軽口を叩いてパーティの空気を弛緩させるヴェルフも、口を閉ざし。

【八咫黒烏スキル】の多用で精神力マインドを消費した命ミコトは二属性回復薬デュアル・ポーションを補給し、無言で口もとを拭ぬぐう。

　前衛を行ゆくベルは湧わいて出る余計な思考に振り回されながら、周囲の警戒を怠らないよう心がけ、おもむろに後方を見やった。

　心を通い合わせたかのように視線を絡めたウィーネは、揺れる瞳でベルを見つめてくる。

　被っているフードの奥で、額ひたいの紅石が輝きを放った。

　それからモンスターの戦闘を経ること数度。

　足場に張り巡らされた木の根を越え、坂をのぼり、鬱蒼うっそうとした植物をかきわける。

　やがて、

「ついた……」

　ベル達は強制任務ミッションの目的地に辿り着いた。

　長方形の広間ルームである。幅は十Ｍメドル以上あり、頭上の高さも同様だ。これまで通り天井と壁は樹皮で形作られており、発光する青光苔アカリゴケに覆われている。

　広間ルームの中には草の緑と小輪の白からなる美しい花畑が、一面というわけではないものの随所に広がっていた。

　しかし、それよりも目を引くのが、

「石英クオーツ……」

　食料庫パントリーが近いせいか、緑玉石エメラルドを連想させる濃緑の石英クオーツが広間ルームの至るところから生えていた。それぞれの濃緑水晶がうっすらとした光を放つ光景は、以前リリと一緒にナァーザから受けた冒険者依頼クエストの記憶をベルに蘇らせる。樹皮の天井や壁面、床を破って生える大小様々な石英クオーツを見て春姫ハルヒメを始めとした者達からも感嘆の息が漏もれた。視界正面、広間ルームの奥の壁際には多くの石英クオーツの塊──群晶クラスターがまるで小さな氷山のように形成されている。

　この広間ルーム以外にも食料庫パントリー周辺域は石英クオーツに侵食された地形が多い。

「辿り着いたはいいが……」

「何もなければ、誰もいません……」

　通路口の前に立ちながら、広間ルームを見回すヴェルフと命ミコトが眉まゆを怪訝そうに曲げる。

　見たところ人はおろか、モンスターもいない。生え渡る石英クオーツは確かに幻想的であるが、強制任務ミッションの目的地に指定される特別な何かがあるわけでもない。

　出入り口は今ベル達がたたずんでいる通路口一つのみ。

　当然、これより先に進む場所も存在しなかった。

「リリ様、その、場所はここで……？」

「間違いありません。確かに……ここです」

　地図マップと強制任務ミッション別紙の階層地図、この二つを取り出すリリが春姫ハルヒメと戸惑いの声を交わす。

　苔と石英クオーツが発光する静謐な空間を前にうろたえていたベル達は、ひとまず広間ルームの中に足を踏み入れた。

　中は石英クオーツの存在もあってこれまでの道のりより明るい。突然モンスターが生まれるかもわからないのでパーティ一塊となり、強制任務ミッションに関わる何かがないか探索する。

　だが、結局徒労に終わった。

「本当に、何もない……」

「ったく、ギルドは何をさせたいんだっ」

　広間ルームの中央に集まったベル達は手詰まりとなる。

　首に手を回すヴェルフの悪態がパーティの心の声を代弁していた。春姫ハルヒメがかけていた『階位昇華レベル・ブースト』の付与光も時間の経過で消失してしまっている。

　隠れていた疲労感──ここまでの階層突破による消耗がすっかり表面化し全ての者の肩にのしかかる中、足もとの花畑が微細に揺れる。

（──そういえば、視線が）

　ふと、パーティの中でベルが顔を上げる。

　摩天楼施設バベル出発当初、そして19階層に来て数を増やした視線の気配が、全て消えている。

　間違いない。自分達を監視する存在はいなくなっていた。

　これが何を意味するのか、ベルが思考を走らせていると──。

「──」

　ぴくり、と。

　ウィーネの尖った耳が、再び揺れた。

「聞こえる……」

　彼女の呟きに「えっ？」と全ての者が振り返る。

　顔を振り上げたウィーネは、出入り口とは真逆、階層の奥を見つめ瞑目めいもくした。

　耳を澄ませる竜の少女に、まさかとベル達も意識を集中させると、


『──────』



　聞こえた。

　徐々に大きくなっていく音が、耳に透き通るような旋律が、今まで一度も耳にしたことのない歌が。

　ベル達は驚愕し、言葉を失った。

「迷宮に、響く歌……」

　決して荒々しくない、穏やかな夜の海原を想起させる美しい歌声に、リリが何かを思い出したように呟く。

「呼んでる……の？」

　瞼まぶたを開けたウィーネは、歌の方角に視線を馳せる。

　ベル達ももうわかった。旋律は階層の奥、あの壁を覆う群晶クラスターの一角から聞こえてくる。

　誰も声をかけ合うことなく彼等の足は自然と動き出し、歌に誘いざなわれるかのように広間ルーム最奥へと向かった。

　壮麗な石英クオーツの塊。生え渡る濃緑水晶の柱の前で足を止める。

　一見して何の変哲もない石英クオーツ畑に見えるが……一箇所、発光の弱い水晶がある。

　今も歌声によってほんの僅かに震動している石英クオーツに、ベル達は顔を見合わせ、頷いた。

　大刀を構えるヴェルフが歩み出て──一思いに打ち壊す。

　ガシャンッ、という硝子がらすの塊が砕けるような甲高い音を撒き散らし、石英クオーツはばらばらに砕け、そして塞がれていた穴が露出した。

「……見つかる筈がないな」

　隠れていた樹穴にヴェルフが呻く。

　自己修復するダンジョンの中でも、砕かれた石英クオーツは通常より速い速度で復元が始まっていた。見る見る内にもとの形に直っていく濃緑水晶を跨またぎ、ベル達は素早く身を滑り込ませる。

　飛び散った石英クオーツの破片が地面に転がる薄暗い樹洞は、間もなく入口が閉ざされた。

「……行こう」

　歌は役目を終えたとばかりに途絶えていた。

　斜路スロープ状となっている樹洞の奥を見据え、ベルはパーティに声を打つ。

　一行は張り詰めた空気を再び纏い直し、先へと進んだ。

「ここは、まさか……」

　薄暗い樹の洞窟の中で、リリが小声を震わせる。

　彼女が言わんとしていることをはっきりと理解していながら、ベル達は口を噤つぐんだ。息を押し殺し、ひりつくような緊張感に肌が汗ばむ。

　樹洞の内部は狭い。モンスターが産まれる気配もない。苔が繁茂していない天井や壁には小さな石英クオーツがところどころ伸び、洞窟内をぼんやりと照らしている。

　先頭を進むベルに、真後ろにいるウィーネがそっと手を伸ばした。

　重ねられる少女の細い手を、少年もまた無言で握る。

　リリから回ってきた携行用の魔石灯を掲げながら、ベルは樹洞を下っていった。

「……泉」

　坂を下り切った先には、清冽せいれつな蒼い泉があった。

　大きさは奥行きと横幅、深さともに五Ｍメドルといったところで、池とも呼べる程度のものだ。

　石英クオーツの光源が乏しい暗い空間に、ベルは魔石灯を巡らせ、辺りを照らし出す。

「道が、どこにもない……」

「そんな……では、あの歌はどこから？」

　ベルの呟きに、春姫ハルヒメが当惑する。

　天井や壁を灯りで調べても、通り道もなければどこかに通ずる割れ目や穴さえない。

　あの歌はどこから聞こえてきたのだとリリとヴェルフも顔を何度も振った。

「……？」

　その時、命ミコトが泉にあるものを発見した。

　蒼い水面みなもに浮かぶ、一片の金色の羽根。

　砂金のごとき淡い輝きに目を奪われた命ミコトは、はっとした。

「ベル殿、魔石灯を」

　何かに気付いたように命ミコトが水辺に歩み寄る。

　ベルから受け取った魔石灯で泉を照らすと、透明度の高い水は底まではっきり確認できた。

　そして水面上では行き止まりとなっている壁の奥に続く、横穴の存在も。

「もしや……」

　命ミコトは刀を始めとした武器や防具を全て脱装する。

　戦闘衣バトル・クロス一枚となり、パーティに一言告つげて泉へ飛び込んだ。極東の川で鍛えられた忍者もとい魚のような緩やかな泳ぎで横穴の先へ向かう。

　ウィーネともどもベル達が固唾かたずを呑んで見守っていると……水面に気泡が浮かび、間もなく戻ってきた命ミコトが顔を出した。

　額に張り付いた前髪をかき上げる命ミコトは、己を見下ろすパーティに黙って頷く。

　視線を交わし合ったベル達も、素早く脱装を始めた。

　刀と短剣を回収する命ミコトと同じく、最低限の武装だけを纏い泉の中へ入る。春姫ハルヒメとともに《ゴライアスのローブ》を脱いだリリは、巨大なバックパックも致し方なく置いていき、予備の小鞄ポーチにできる限りの道具アイテムを詰め込んだ。

　幼い命ミコトや桜花オウカ達悪童あくどうに連れ回された川辺で鍛えられ意外と泳げる春姫ハルヒメ、無理矢理持もっていった大刀の重みで水底を歩いて進むヴェルフ、短剣型の『魔剣』を抱いて小魚のように潜水するリリ、おそるおそる泉に浸かるウィーネと手を繫ぎ彼女を補助するベル。

　冷たい泉水の感触、視界が利きく澄んだ水底、そして奥へと続く横穴。

　水底に点々と生えた石英クオーツが穴の先へ導くように光を発している。

　恩恵ステイタスによって常人より遥かに息が続く中、命ミコトに先導され横穴の突き当たりまで来たベル達は、柔らかい緑光が差し込む真上を仰いだ。

　水底を蹴り、一気に浮上する。

「──ぷはっ！」

　次々と水面に顔を出すベル達の視界に飛び込んでくるのは、樹洞から様変わりした鍾乳洞しょうにゅうどうに似た洞窟だった。黒い岩盤で構成されており、天井や壁から生える石英クオーツの光だけは変わらない。泉から上がると、ウィーネと春姫ハルヒメがぶんぶんと顔を振って水を切る。

　そしてベル達は、薄闇が蔓延はびこる新たな道──奥へと伸びる岩盤の通路を見つめた。

　知識に存在しない漆黒の迷宮に、リリは「やはり……」と確信したように、慄然りつぜんと呟く。

「……『未開拓領域』」

　今もギルドに蓄えられているダンジョンの地図情報マップ・データ。

　冒険者達に公開され階層攻略の手助けとなっているそれは、『古代』の探索者達も含めた過去の先人の足跡そくせきであり功績である。彼等は何の情報もないまま命を賭として正規ルート含めた各階層を開拓し、地図作成マッピングを行ってきたのだ。まさしく『偉業』である。

　だが、そんな中でも先人達の手が及んでいない地帯エリアが存在する。

　計り知ることのできない深く広過ぎるダンジョンの全貌。

　人類の到達階層が増えていく一方で置き去りにされた横の広がり。

　あるいは、今日に到るまで誰も発見することのできなかった、正真正銘未開みかいの地。

『未開拓領域』。

　文字通り、前人未踏の領域だ。

　地図に記されていない行路こうろ──第一級冒険者達でさえ足を踏み入れていない地帯エリアに、リリやベル達は喉を鳴らした。

「……」

　深淵しんえんに繫がっているかのような暗闇の穴。

　ベル達は、静かに歩み始めた。

　ウィーネを中心に隊列を組み直す。携行用、中でも冒険者仕様の魔石灯は値が張る代わりに衝撃に強く、耐水等とうの性能も高い。前衛につくベルが依然と魔石灯を掲げパーティは進んだ。

　石英クオーツの光源はほとんどなかった。暗闇を切り裂く魔石灯の光が頼りだ。自身の鼓動の音が他の者に聞こえてしまうのではないか、ベル達がそう錯覚してしまうほど黒岩の通路は静まり返っている。怪物の遠吠とおぼえさえ届かず静寂が耳朶を貫いてきた。

　どんなモンスターが出るかもわからない。

　初見の迷宮の陥穽ダンジョン・ギミック、異常事態イレギュラーが存在すれば一瞬で全滅すらありうる。

　純然たる『未知』。

　喉が乾く。汗が止まらない。全身の五感が体の境界を飛び越え敏感になる。神経が圧迫され、同時にこれまでにないほど研ぎ澄まされていた。手の中のいつもと変わらない得物の感触だけが何よりも頼もしい。踏み出される一歩が新たな『未知』を切り開いていく。先人達と同じように。

　やがて、『未開拓領域』の奥へ奥へ進むベル達の緊張が最高潮に達しようとした時。

　細い通路が終わりを迎えた。

「暗い……」

　そして開けている。

　先頭のベルとヴェルフが感じたのは閉塞感からの解放、圧倒的な空間の広がりだった。ヴェルフからこぼれた呟きが残響する。

　恐らく特大の広間ルームだ。同時に完璧な闇が支配している。

　魔石灯の光が細部まで届かない。


「…………命ミコト、さん」



「ベル殿？」

「モンスターは、いますか？」

「い、いえ、自分は知覚できません……」

　震えそうになる声をベルは押さえつけ、命ミコトに尋ねた。

　いる。

　何かがいる。

　数え切れないほどの視線の主が。

　今この暗闇のどこかから息をひそめ、完璧に気配を断ち、自分達を見つめている。

　無数の視線に気付いてしまったベルはその数に恐怖を抱いた。

【八咫黒烏スキル】を持つ命ミコトが感知できない。人か、遭遇経験のないモンスターか、あるいは索敵効果範囲外にひそんでいるか、この内のどれかだ。

　ぶわっと発汗するベルの脳裏に、この広間ルームからの退却、春姫ハルヒメの『階位昇華レベル・ブースト』の行使、ウィーネの護衛、あらゆる選択肢が脳裏に駆け巡る。

　だが、次の瞬間。

　濃厚な『殺意』が膨れ上がった。


「「「「「「っっ!?」」」」」」



　ベル、リリ、ヴェルフ、命ミコト、春姫ハルヒメ、ウィーネの体が電流を流されたかのように打ち震える。

　上級冒険者達から行動を一瞬奪うほどの数え切れない敵意。

　瞬時、ザザザザザザザッ!!　といくつもの足音が周囲から接近してくる。

　同時に、ばさっという複数の羽を打つ音も宙を舞った。

「!!」

　急迫してくる疾走音の方角に、いち早く魔石灯を持つベルの左手が動く。

　最も速く近付いてくる影に光が向けられ、照らし出されたのは──赤緋の鱗。

『──ルォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　咆哮する蜥蜴の戦士にベルの瞳が見開かれた。

　──蜥蜴人リザードマン!?

　双眼を血走らせる蜥蜴人リザードマンはベルの迎撃を許さない勢いで懐に踏み込む。

　左手に持つ銀の光──曲刀シミター──が豪速の勢いで薙ながれた。


「────」



　かき消えた太刀筋にベルの呼吸が停止する。

　右手の《ヘスティア・ナイフ》を動かすことができたのは、単なる偶然に過ぎなかった。

　胴体の前に割り込ませたナイフの刀身と、曲刀シミターの刃が接触する。

　直後、視界を揺るがすほどの衝撃が全身を貫き、ベルは横手に吹き飛ばされた。

「ベル!?」

　横転しながらパーティから離れるベルの体、打ち上がるヴェルフの叫び。

　少年の手から落ちた魔石灯が床に転がり、蜥蜴の足爪がぐしゃっと踏み潰す。

　光が消え、周囲は完全な闇に包まれた。

「くそっ、何がどうなって──」

『ヒャアアッ!!』

「──ッ!?」

　暗くなった視界に焦あせるヴェルフのもとに、小柄な影が飛びかかる。

　咄嗟とっさに頭上に構えた大刀と何かが激突する甲高い金属音。膝が沈み込みかけるほどの威力。

　大刀から散った火花の奥に見えたのは、赤い帽子を被った細身のモンスター。

「『ゴブリン』!?」

　小太りした低級モンスターの面影を残しながら逸脱した姿、何より戦闘能力にヴェルフは動揺する。

『！』

「っ!!」

　更に後衛位置、まるで投剣のような風切り音を察知した命ミコトが、上空よりウィーネへと飛来する凶弾を刀でまとめて切り払った。

「──羽根!?」

　暗闇の中で的確に弾いたのも束つかの間ま、眼前でひらひらと舞う凶弾の正体に瞠目する。

　驚愕が抜け切らないまま、同じ方角から羽根の連弾が彼女のもとに降りそそいだ。

「みんなっ、ウィーネ!?」

『ガアアアッ!!』

「!?」

　地面を蹴りつけ起き上がり、仲間のいる方角へ叫ぶベルに、再び銀光が襲いかかる。

　間一髪回避かいひするも蜥蜴人リザードマンの猛り声は再び肉薄してきた。

　碌ろくに見えない闇の中で追撃される。

「い、一体何が……!?」

　周囲でかき鳴らされる金属音、散発的に上がる火花、乱れに乱れている冒険者達の息づかいといくつもの怪物の吠声。

　聴覚を頼りに徹底抗戦するベル達とモンスターの攻防に、春姫ハルヒメは無力なまでに置き去りにされる。何も見えない闇の中で混乱の一途を辿った。

「っ！」

　その時だった。

　戦端が開かれたと同時に予備の小鞄ポーチに突っ込まれていたリリの手が、一つの道具アイテムを探り当てる。恐怖と焦燥と戦いながら冒険者達のサポーターに徹しようとした少女の即断が、打開の一手を手繰り寄せた。

　リリは摑み取った小袋を開けて、周囲に思い切りぶちまけた。

「『アカリゴケ』です！」

「！」

『!?』

　さっと舞い、床に撒かれたのは発光する苔である。

　19階層を出発する際に採取していた青光苔アカリゴケだ。

『大樹の迷宮』の光源である苔の無数の光粒は、広間ルームから闇を取り払った。

　両陣営から驚きの気配が上がると同時、光がもたらされる。

「……！」

　そしてベル達は、はっきりと襲撃者達の存在を視認した。

『フゥーッ！』

『オォオォオ……！』

　蜥蜴人リザードマン、小怪物ゴブリン、翼をはためかせ宙に滞空するのは半人半鳥ハーピィ。

　種族が異なるモンスター達の間で共通しているのは、曲刀シミターや手斧ハンドアックス、鎧や盾を装備していることだ。

「武装した……！」

「モンスター……！」

　ベルとヴェルフの言葉が重なる。

　彼等の脳裏に過よぎるのはギルドの巨大掲示板で見た光景だった。

　同業者達や死骸から武装を持ち去っていく不特定多数のモンスターの情報。羊皮紙に描かれた剣と鎧を纏う怪物の絵と、目の前のモンスター達が重なり合う。

「ど、どれだけのモンスターがいるんですか……!?」

　一方で、周囲にいるモンスターを見回しリリは青ざめる。

　半人半鳥ハーピィの他にも頭上を舞う石竜ガーゴイルに鷲獅子グリフォン、地を這はうのは半人半蛇ラミア、一角兎アルミラージ、獣蛮族フォモール、戦影ウォーシャドウ、人蜘蛛アラクネ、一角獣ユニコーン……『上層』『中層』『下層』『深層』、あらゆる階層域から集まった多種族のモンスターの群れ。地上の闘技場コロシアムが収まろうかという特大の広間ルームの中に浮かぶ眼光の数々に、命ミコトや春姫ハルヒメもまた血の気を失った。

　そしてウィーネは、己と同じ異容を持つ様々な『怪物』の姿に目を見開く。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　ベルと相対する蜥蜴人リザードマンが喊声かんせいを上げ、一斉に他のモンスター達も動いた。

　地面から上がる青緑の光に照らし出される牙と爪、剣と斧が振り上げられる。

「こいつら等っ……!!」

「ウィーネ殿を!?」

　襲いかかってくるモンスターの矛先はヴェルフ達パーティ、その中心にいるウィーネに向けられていた。

　荒い息、充血した両眼、滴り飛び散る唾液、我を失ったかのごとく竜の少女へ殺到せんとする。自分達を乗り越えていこうとするモンスター達を、ヴェルフと命ミコトは必死にはね返した。

「こんな状況では、『魔剣』も……！」

　闇の中の乱戦。ヴェルフ達とモンスターの距離が近過ぎて『魔剣』を迂闊うかつに使えない。

　広間ルームの出入り口、退路もいつの間にか絶たれている。顔を苦渋に染めながら矢を放つリリだったが、そこへ上空の半人半鳥ハーピィから羽根の弾丸バレットが放たれた。

「リリッ、春姫ハルヒメっ」

「ウィーネ様!?」

　非戦闘員達のもとに迫った攻撃を、ウィーネの片翼が防ぐ。

　驚愕するリリと春姫ハルヒメに抱き着きながら異形の翼を広げた少女は、身を脅かす痛みと衝撃に呻吟しんぎんを漏らした。

「い、いたいっ……」

　降りしきる羽根の弾丸バレットと呻く少女の姿に──遠方にいるベルが顔を振り上げる。

「っ──【ファイアボルト!!】」

　砲声する。

　ウィーネとリリ達を守ろうと『速攻魔法』を乱射した。

　暗闇を切り裂く何条もの炎雷が飛行モンスターに直撃し、半人半鳥ハーピィや鷲獅子グリフォンは金切り声を上げて墜落する。石竜ガーゴイルを始めとした一部の飛行モンスターはウィーネのように片翼を広げ、【ファイアボルト】を防いだ。

『シャアアアアアッ！』

「っ!?」

　炎雷を放つベルに対し、お前の相手はこっちだと言わんばかりに蜥蜴人リザードマンが斬りかかった。

　射撃を中断される格好でベルは斬撃を回避する。

　右手に長直剣ロングソード、左手に曲刀シミター。赤緋の鱗に覆われた体軀には胸甲ブレストプレートに手甲、腰具、肩当てや膝当てまで装備している。碌な整備の跡がないとはいえ完全武装と言っていい。

　自身より一回り大きい蜥蜴の戦士に、ベルは頰を歪めながら左手で《牛若丸弍式》を引き抜き双刀装備ダブル・ナイフに切り替える。

（この蜥蜴人リザードマン……強い！）

　奇襲じみた速過ぎた初撃、暗闇の中での攻防。

　一連の交戦の中でベルは相手の潜在能力ポテンシャルを実感せざるをえなかった。20階層で戦った蜥蜴人リザードマン達とははっきり言って比べものにならない。膂力も、速度も、そして剣捌きも桁けた違いだ。ヴェルフが冗談交じりに言っていた剣を極めた個体の話、あるいはモンスターの突然変異体、『亜種』の可能性が脳裏にちらつく。

　Ｌｖ．を仮定するならこの蜥蜴人リザードマンは自分より──そんな憶測が頭について離れない。

　鋭い牙の隙間すきまから舌を覗かせながら、獣の眼で睨み付けてくるモンスターに、ベルも深紅ルベライトの瞳で正面から睨み返す。

　このモンスターを倒さなければウィーネ達のもとへ行けない。

　臆する心を振り払い、ベルは全力で敵の蜥蜴人リザードマンを倒しにかかった。

「ふッッ！」

『ァアアッ!!』

　紫紺の斬閃を引いて繰り出された《ヘスティア・ナイフ》、怪物の膂力をもって振るわれた長直剣ロングソード。

　ともに肉薄し、激突する。

『「ッッ!?」』

　ベルはやはり強力なモンスターの一撃に。

　蜥蜴人リザードマンは速度が跳ね上がった少年の斬撃に。

　その深紅ルベライトの瞳と獣の眼まなこを同時に見張る。

　間髪入れずベルは眦を吊り上げ、そして蜥蜴人リザードマンはまるで猛々しく笑うように、牙を剝いた。


『「────ァッッ!!」』



　裂帛の咆哮を上げ、ベルと蜥蜴人リザードマンは再三衝突した。

「リリスケッ、撃てぇ!?」

　──一方、モンスターの群れと交戦するパーティの中で。

　大刀を駆使し防戦するヴェルフが叫喚を放った。

「でもっ!?」

「構うなっ、やれぇ!!」

　鋼鉄の棍棒を振り回す獣蛮族フォモールの猛攻に、今にも突破されそうになるヴェルフはなりふり構わず吠える。ためらうリリが視線を振ると、ヴェルフ同様数かずの多寡に屈しようとしている命ミコトの姿があった。

　短剣型の『魔剣』を握り締めるリリは、唇を嚙み締め、次には意を決する。

「撃ちます!!」

　合図とともに紅の短剣が振り抜かれた。

　真一文字に薙がれた『クロッゾの魔剣』から火流が迸ほとばしる。

　視界を染める紅光にヴェルフと命ミコトは身を地面に投げ出し、モンスター達は驚異的な反応速度で身を翻した。広間ルームの一角に燃え上がる炎が生まれ、怪物が一斉に退しりぞく。

「ああああッ!!」

『ルオオオッ!!』

　視界の隅で爆炎が上がる最中さなか、ベルと蜥蜴人リザードマンは更なる加速を重ね斬り結んだ。

　ともに横顔を熱波に焼かれながら刀身と剣身をぶつけ合う。はね上がる曲刀シミターを紅刀が撃墜し、繰り出される紫紺の斬閃を長直剣ロングソードが受け止めた。

　織り交ぜられる蹴りを始めとした体術、闘争本能が具象したかのような怪物の剣技、凄まじい斬撃の応酬。

　ベルの体が霞かすみ、蜥蜴人リザードマンの剣が空間を抉えぐる。捉えられた鉄色の兎鎧よろいが火花を上げながら斬閃を弾き返し、赤緋の鱗が会心の一撃によって紅血とともに散った。

　そして、

『シッッ！』

「なっっ!?」

　均衡が崩れる。

　曲刀シミターと長直剣ロングソードによる双撃。左右から同時に繰り出された挟撃を二刀のナイフで防いだ瞬間、ありえない角度から放たれた一撃がベルの腹部に叩き込まれる。

　──尻尾!!

　丸太を連想させる太い尾による第三の連撃。

　対人戦はもとより経験則にない怪物の予想外の攻術に、ベルの動きが止まる。

　完璧な決定打。意識の死角からの一撃によって足が地から離れる少年へ、蜥蜴人リザードマンは止とどめとばかりに足爪を薙いだ。

　胴体に叩き込まれた凄まじい蹴りがベルを吹き飛ばす。

「がっっ!?」

『オオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　決河の勢いで広間ルームの奥に吹き飛ぶベルに対し、蜥蜴人リザードマンは勝利の咆哮を上げる。

《ヘスティア・ナイフ》と《牛若丸弍式》が手の中から勢いよくこぼれ落ちた。

　すぐに体を反転させた蜥蜴の戦士は本来の獲物を見据えた。人間に囲まれる竜の少女、彼女に向かって瞳を充血させながら驀進する。


『──────────────────ッッ!!』



　荒々しい足音と凄まじい雄叫びにウィーネの体が竦すくみ上がる。

　炎が燃え盛る戦場を一直線に、あっという間に縦断した蜥蜴人リザードマンは長直剣ロングソードを振り上げた。

　地面に伸びる怪物の影が立ちつくす少女に覆い被さった──次の瞬間。

「駄目っ!!」

「っっ！」

　春姫ハルヒメが両腕を広げ割り込み、リリが己の体を盾にしようとウィーネに抱き着いた。

　すかさず降り下ろされた銀の長剣に、更に二つの影が飛び込む。

「やらすかぁ!!」

「させない!!」

　傷だらけのヴェルフと命ミコトが大刀と刀を交差させた。

　重なった二振りの刀身が長直剣ロングソードを受け止める。あまりの威力と重みに二人の得物はがくんっと沈み込み──止めた。

　春姫ハルヒメとリリの寸前、ウィーネの眼前で完璧に停止する。

　ぎぎぎぎっ、と軋きしみを上げながら震える長直剣ロングソードに、身を挺ていして己の一撃を止めた人間達に、蜥蜴人リザードマンはその雄黄ゆうおう色の眼まなこを見開いた。


『────』



　直後、リン、リン、と。

　蜥蜴人リザードマンの聴覚に届く鐘チャイムの音。

　振り向いた先には、血塗ちまみれの兎けもののごとく飛びかかる冒険者の影、そして目前に迫りくる白光の[image: 拳]弾があった。

　五秒分の蓄力チャージ。

　ベルは眦を裂き、渾身こんしんの怒砲を放つ。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　直撃する。

『ゴオォッ!?』

　蜥蜴人リザードマンの頰骨に炸裂する握り[image: 拳]こぶし。

　鱗を何枚も粉砕し、お返しとばかりにモンスターの体を決河の勢いで殴り飛ばした。

　手から離れた長直剣ロングソードと曲刀シミターが高い音を撒き散らしながら床に転がり落ちる。

（できた……！）

　高速移動中での【英雄願望スキル】の使用。

　少女ウィーネの危機により激発した感情と意志が、これまで足を止めるか加減した走行の中でしか行使できなかった並行蓄力チャージを無理矢理実現じつげんさせた。

　地を滞空し跳ねては転がった蜥蜴人リザードマンは遥か後方、巨大な漆黒の石筍せきじゅんに衝突したところでようやく停止した。

『魔剣』の砲撃から逃れていた他のモンスターは動きを止め、吠えることも忘れ静まり返る。

　一方、満身[image: 創]痍まんしんそういで息を切らすベル達は、なお折れない意志を剝き出しにしながらウィーネを背に庇かばっていた。

『ゲェ──』

　爪の生えた手を地面につき、上体を起こした蜥蜴人リザードマンは石筍せきじゅんに寄りかかる。

　そして腰を下ろしたまま喉を震わせたかと思うと──顔を振り上げて、鳴いた。

『ゲギャギャギャギャギャギャギャギャギャギャギャ!!』

　突然とつぜん天井に向かって鳴き出す蜥蜴人リザードマンに、ベル達やウィーネは、呆ほうけてしまった。

　あれほど漲っていた殺意と獰猛どうもうな雰囲気が四散し、今や腹に手を添えながら喚わめき散らすその姿は滑稽にすら見える。

　見れば、他のモンスター達からも戦意は消えていた。

『ギャギャギャギャギャギャギャギャァ──』

　やがて、喚き続ける怪物の啼なき声ごえは、

「──ァははははははははははははははははははっ！」

　人語の響きを持つ笑声へと成り変わった。

「えっ……」

「なっ……」

　モンスターが上げる笑い声に、春姫ハルヒメとリリは瞠目する。ヴェルフと命ミコト、ベルも同様だ。

　状況についていけず、ただただ啞然とした。

　まさかという思いで、ぽかんとするウィーネを一瞥し、視線を蜥蜴人リザードマンに戻す。

「面白おもしれえ！　こんな冒険者には会ったことがねえよ!!」

　そんなベル達の胸中など露知らず、蜥蜴人リザードマンは流暢りゅうちょうに喋り始めた。

　ばんっと自分の膝を叩いたモンスターはどこか嬉うれしそうにその場から立ち上がる。

「自分達の命を放り投げて、怪物モンスターを庇うなんて！　あぁ、こんな気持ち、初めてだ！」

「──だから言ったでしょウ、リド。彼等ハ違うト」

　そこへ、ばさっ、と音を立てて。

　頭上から金色の羽根とともに、一匹の有翼モンスター──『セイレーン』が降り立つ。

「そ、その声……」

「おい、まさか……」

　聞き覚えのある玉音の声音に反応するベルとヴェルフに、金の翼を持つ歌人鳥セイレーンはにこりと微笑ほほえんだ。

「またお会いしましたネ、お二方フタガタ」

　相手の言葉と細められる青色の瞳に、ベルとヴェルフは確信する。

　19階層ですれ違った、ローブで身を隠していた人物──いやモンスターだ。

　初めて目にする素顔、何より友好的な物腰に、二人は言葉を失ってしまう。

　ウィーネと同じくその容姿は見目麗みめうるわしい。くすんだ金の長髪は全ての毛先に青みがかかっている。半人半鳥ハーピィと同じく両腕に当たる前肢は美しい金翼で、同色の羽毛に覆われる下半身は長い両足の先端に鳥の爪を有していた。

　膨らみのある胸の上には女戦士アマゾネスが好むような戦闘衣バトル・クロスを纏っており、臍へそを始めとした羽根に覆われていない素肌が露出している。

　恐ろしい怪音波を発し、冒険者の動きを束縛する醜悪なモンスターとは、目の前の歌人鳥セイレーンはかけ離れていた。

「ああ、お前の言う通りだ、レイ！　この冒険者達は違う！」

　金翼の歌人鳥セイレーンのことをレイと呼び、蜥蜴人リザードマンは長い尻尾を振りのしのしと近付いてくる。

　口をかくんと開け硬直しているリリや、うろたえっ放しの命ミコト、どうしたらいいかわからない春姫ハルヒメを他所に、モンスターは真っ直ぐベルのもとにやって来た。

「悪かったな。あんたは速過ぎて、上手く手加減できなかった」

「あ……えっ、その……」

　言葉の内容が、先程までの戦闘についてだと理解するのに、ベルは時間を要した。

　何せ先程まで死闘を演じていたモンスターが目の前で立ち止まり、襲いかかることもせず、陽気に話しかけてきているからである。

「まずは謝らせてくれ。あんた達をずっと試してた」

「ため、す……？」

「ああ。『同胞どうほう』を匿う冒険者達が本当なのか、見てみたかったんだ。危なくなったら放り出さないか、見捨てないか……」

　その言葉に、ベル以外にもリリ達が驚いた。ウィーネも同様の表情を浮かべる。

「詳しいことは後で話すけど……沢山怖こわがらせちまったし、怪我もさせた。すまなかった」

「……！」

「『同胞』を今まで守ってくれて、ありがとう」

　もう敵意はない。いや、最初から自分達を殺すつもりはなかったのだと。

　そのことだけは、ぺこりと下げられた蜥蜴の頭と毒気のない声を通じてわかってしまった。

　蜥蜴人リザードマンはそれからウィーネに声をかけようと顔を上げるが、驚く彼女はささっと春姫ハルヒメの背に隠れてしまう。

　仕方ないかと苦笑するように頰を爪でかき、接触を諦あきらめ、まずはベルと向き合った。

（うっ……）

　切り傷や蹴られた胴体を中心にじんじんと発している疼痛とうつうを、今は忘れてしまう。

　鋭い牙に爪、夥しい鱗。人外を示す記号で埋めつくされているにもかかわらず、蜥蜴人リザードマンは人ヒューマンであるベルに接し、あの怪物特有の嫌悪感を与えてこない。

　冒険者の鎧を身に付けた蜥蜴とかげの戦士。

　喋るモンスター。

　ウィーネと、同じだ。

「オレっちは、リド。見ての通り蜥蜴人リザードマンだ。初めまして、ベル・クラネル」

「ぼ、ぼくの、名前を……？」

「ああ。フェルズのやつから聞いてたんだ」

　──同じではあるのだが、人型のモンスターではない分、受け入れるのも難しい。

　眼前で見下ろしてくる蜥蜴人リザードマンは竜の少女とは違い、まさに『怪物』を象徴する威容を誇っている。もし肉食獣がいきなり話しかけてきたら、怯えない草食獣はいないだろう。

　出てきた何者かの名前も気にすることができないベルは、頭の中が真っ白になりかけるのを何とか堪えていた。

「なぁ、これから『ベルっち』って呼んでいいか？」


「え、あ、はい…………ど、どうぞ」



　頰を痙攣けいれんさせながら、頷くことしかできない人形のようにハイハイと言ってしまうベル。

　そんなベルに対し、蜥蜴人リザードマンは雄黄の双眸を細めた。

　笑って……いるのだろう。格好の獲物に対し舌舐なめずりをしているわけではなく。

　獣の眼まなこを弓なりに細めた蜥蜴の形相に、ベルは何とかそう思うことにしたが、難しかった。

「ベルっち」

「は、はい」

「握手」

　へ？　と。

　間抜けな面を晒さらすベルに、手が持ち上げられる。

　赤緋の鱗と鋼鉄の手甲に包まれた無骨過ぎる右手。指の先端には尖った爪が生えている。

　目を点にする自分の前で、怪物の手は差し出されていた。

　それが意味するところに、ベルは卒倒に近い感情を抱く。

「ベ、ベル様……」「ベル殿……」「ベル……」「ベル様っ」

　動けなかった仲間もその光景を前に、堪らずベルの名を呼んだ。

　青くなる春姫ハルヒメが、顔色を目まぐるしく変える命ミコトが、呻くヴェルフが、危機感を募らせるリリが。

　非常識で、ありえてはいけない光景を前に、縋すがるように少年の名を呼びかける。


「…………」



　ベルは汗を流していた。発汗が止まらない。

　握手。友好の証。人と『怪物』との親愛。前代未聞。『未知』。

　恐らく、自分は今、何かを間違えようとしている。この右手に背を向けようとしている感情に従うのがきっと極めて正しい。ベルはちっとも働かない頭でそう考える。

　横たわる常識を覆す選択肢に、現実逃避したい衝動に駆られた。

　だが、蜥蜴人リザードマンは待っていた。

　ベルが動くのを、あるいは拒むのをずっと待っている。

　怖い。

　正直、すごく怖い。

　その牙も、爪も、夥しい鱗も、雄黄ゆうおうの両眼も、醜悪な相貌も。

　目と鼻の先で見下ろしてくる蜥蜴人リザードマンから逃げ出したくて堪らない。

　がなり立てている理性の言いなりになり、楽になってしまいたい。

　でも、と。

　ベルはそこで背後を見やった。

「ぁ……ぅ、うぅ……」

　おろおろしている竜の少女を瞳に映す。

　彼女との出会いを、その時に抱いた感情を思い返す。

「……」

　やがて。

　ベルは笑った。

　不細工に。

　──間違っているのなら、せめて、正しい間違いを選ぼう。

　ごくり、と喉を鳴らし。

　ベルは勇気を振り絞った。


「…………………………よ、よろしく」



　引きつった笑みを浮かべ、ベルは差し出された右手を握る。

　息を呑む春姫ハルヒメと命ミコト、がくりと脱力しながらもはや笑うヴェルフ、「あぁ」と天を仰ぐリリ。

　ベルは『怪物』と握手をした。

「──ああ、よろしくな！」

　手を握り返された蜥蜴人リザードマン、いやリドは牙を剝いて、確かに破顔する。




　次の瞬間──わっっ!!　と。




　リリ達の体が飛び上がるほどの大音声が広間ルームを満たした。

　いつの間にか固唾を呑んでベルとリドを見守っていたモンスター達が、歓声を上げている。

　拍手する赤帽子レッドキャップの小怪物ゴブリン、地面に降り立ちはしゃぐ少女の半人半鳥ハーピィ、緩慢な動きで諸手を上げる獣蛮族フォモール、ぴょんぴょんと跳ね回る一角兎アルミラージ──喝[image: 采]かっさいが止まらない。

　まるで人との親交を──記念すべき一歩を喜ぶように沸き立った。

「お前等、灯りをつけろ！」

　モンスター達が歓喜する中、リドが大きな声で号令を放つ。

　黒犬ヘルハウンドなどそそくさと動く一部のモンスターが、岩の陰に隠してあった魔石灯を引っ張り出し、口や爪を器用に使って点灯させる。

「モンスターが、魔石灯を……」

　ヒューマンが作り出した魔石製品を使いこなす怪物達に、命ミコトは己の目を疑った。

　更に半人半鳥ハーピィ達が被せていた厚布を取り払い、随所で隠していた石英クオーツの塊をあらわにする。

　鍾乳洞に似た特大の広間ルームは、たちまち濃緑の光に照らし出された。

「──グ、木竜グリーンドラゴン!?」

「こんなやつもいたのか……」

　現在地である広間ルームの出入り口付近より遠方、石英クオーツの柱のもとに寝そべっていたのは全長十Ｍメドル以上の竜だった。全身に走る古い傷跡、老君のような静かな瞳が紡つむいできた年月を感じさせる。緑眼を細めながらこちらを見守っている存在に、リリとヴェルフはたじろいだ。

「地上のお方、挨拶あいさつさせてください！」『ウゥ……』「ワタシモ！」

　喋れる者、喋れない者、発音がたどたどしい者、多くのモンスターがベルの前へ集まってくる。

「お話は聞いていました。お会いできて光栄です、ミスター・ベル」

「み、ミスター？」

「アナタと、握手アクシュできて、トテモ嬉しいです」

「ど、どうも」

「ワタシ、ラウラ、ヨロシクネ」

「よ、よろしくお願いします……」

『……』

「ひっ」

　ミスターと呼ぶ赤帽子レッドキャップの小怪物ゴブリンを始め、代わる代わる握手を求めてきた。ベルは依然と顔を引きつらせながら、時には小さな悲鳴を──無言で巨手を差し出してくる大型級の獣蛮族フォモールなどに──上げる。

「申し遅れましタ。レイと言います。歌人鳥セイレーンです」

「あ……ベ、ベル・クラネルです」

「はい、存じています。……ベルさん、同胞ドウホウヲ救ってくれて、ありがとウ」

　レイと名乗る先程の歌人鳥セイレーンとも挨拶を交わす。翼の先端、指のように差し出される羽根を握った。

　伝わってくる柔らかな羽毛の感触の後、あまりに美しいその優雅な笑みに、ベルは懲りずに赤面してしまう。

「こいつらも嬉しいんだ。オレっち達を拒まない人間と会えて」

　次から次へと、あるいは何度も握手をしてくるモンスター達に、蜥蜴人リザードマンの戦士は口端を裂いて笑った。

　その言葉を聞き、ベルは周囲を見回す。

　紳士気取りの赤帽子レッドキャップ、感情豊かな半人半鳥ハーピィ、片言の半人半蛇ラミア、沈黙する戦影ウォーシャドウ……喋れようが喋れまいが、人型だろうと異形型だろうと関係ない。全てのモンスターが理性を宿した瞳でベルに握手を求めてくる。小さな手の平、毛で覆われた大きな手の平、全てが温かった。

　ベルが言葉で言い表せない感情を抱く一方、モンスター達は、ちら、ちら、とリリ達にも視線を送る。

　が、ヴェルフ等らはばつが悪そうに目を逸そらすことしかできなかった。

「……う～」

　そして、ウィーネは。

　多くのモンスター達に取り囲まれるベルを、宝物を奪われた子供のように見つめていた。

『キュー……』

「ア、アルミラージ……」

　彼女の視線の先で新たにベルの前に現れるのは、トコトコと歩み寄る小柄なモンスターだ。

　だぼだぼの青い戦闘着バトル・ジャケットに壊れた懐中時計を首から吊り下げる一角兎アルミラージ。円つぶらな赤い瞳でじーと見上げてくる白い兎に、ベルは腰を折り、相変わらずぎこちない笑顔で手を差し出す。

　と、長い耳を揺らしていた一角兎アルミラージは『キュー！』と鳴いて飛び付いてきた。

「わっ、ちょ、くすぐったいっ……な、なんで舐めるのっ？」

「アルル……彼女ハ喋れないのですが、懐ナツかれましたね」

「彼女って──雌めす!?」

　抱き着いて嬉しそうに頰を舐めてくる一角兎アルミラージに、レイの説明を聞いたベルが素すっ頓狂とんきょうな声を上げる。じゃれ合う兎のごとき光景を前にリリ達のえも言われぬ視線が慌てふためく少年へ向かう中──とうとう竜の少女が爆発した。

　隠れていた春姫ハルヒメの背から飛び出し、ベルのもとに駆け寄る。

「だ、だめっ！　ベルをもってっちゃ、だめ!!」

『キュ!?』と悲鳴を上げる一角兎アルミラージを強引に引き剝がし、少年の腕に抱き着いた。

　ぴょんぴょん跳ねて抗議してくるモンスターに「う～！」と一歩も引かないウィーネだったが、そこで気付く。

　多くのモンスターに囲まれ、見つめられていることを。

　怖がって向き合うことができずにいた、己と同じ異形いぎょうの怪物達の前に立っていることを。

　ベルを抱き締める手に力を込めるウィーネに、歌人鳥セイレーンのレイが近付いた。

「名前ヲ聞かせてもらっても、いいですカ？」

「……ウィーネ」

「ウィーネ……とても良い名ですね」

　か細く呟かれた声に、レイは微笑む。

　ベル達につけられた名を褒ほめられ、ウィーネはくすぐったそうに身動ぎし、頰を染めた。

　ややあって、目の前に差し出される羽根の手。

　何度もためらって、怖がるように腕を伸ばし、おずおずと、静かに握る。

　金翼の歌人鳥セイレーンは、その青色の双眸を細めた。

「初めましテ、新たな『同胞ドウホウ』。ここで貴方ヲ虐シイタげる者ハいませン。私達ハ貴方ヲ歓迎します」

　少年達と同じように自分を受け止める『同胞』に、琥珀色の瞳が見開かれる。

　優しさに触れ、存在を認められ、ウィーネは静かに涙した。

　差し伸べられた柔らかい翼の指に涙を拭われ、少女の相貌に小輪の笑みが咲く。

　周囲のモンスター達は祝福するように、頭上を仰ぎ大きな啼き声を打ち上げた。

「……あの、教えてください」

　モンスター達の祝いの雄叫おたけびが終わる頃。

　状況に振り回されっ放しだったベルは、ウィーネを抱きながら、口を開く。

「貴方達は、ウィーネは、何なんですか？」

　異形の少女と出会ってから追い求めていた核心。ベル達が知りたかったもの。

　全てのモンスターが人間達に向き直る。

　彼等ら彼女等らを代表して、金翼の歌人鳥セイレーンは答えた。

「私達ハ、『異端児ゼノス』です」
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「──『異端児ゼノス』？」

　松明に照らされる祭壇で、ヘスティアは呟いた。

　神座に腰かけるウラノスは頷きを返す。

「我々は彼等を……理知を備えるモンスター達を、そう呼んでいる」

　ギルド本部地下、『祈禱の間』。

　ヘスティアは全てを知る老神から少女ウィーネにまつわる事柄を聞いていた。

【ゼノス】──神々の間で『異端』を意味する言葉だ。

　正しき系統から弾き出された、異分子。

「ウィーネ君も、その『異端児ゼノス』とやらだって言うのかい？」

「そうだ。彼等には共通した特徴がある。通常のモンスターより高い知能……知性を有し、何より心こころを持っている。我々の子供達と何ら遜色そんしょくのない、意志と感情の総体を」

「……！」

「破壊や殺戮さつりくの衝動に支配されない、常軌を逸した『怪物』達……」

　ウラノスから明かされる内容に、ヘスティアは息を呑む。

　人型のモンスターに限っていえば多くが下界の住人に近い容姿を持つ、と付け足しながらウラノスは『祭壇の間』に声を響かせた。

「『異端児ゼノス』の存在がいつより発生したかは定かではない。だが彼等の存在をはっきりと観測し、接触した我々は以後、『保護』という名目で支援を行っている」

「支援……!?　モンスターを、ギルドが!?」

　何を考えているんだ──そう声を荒らげようとして、ヘスティアは思いとどまる。

　自分達こそあの竜の少女、ウィーネを匿って守り続けていた。

　ウラノスの言う通り子供ベル達と何も変わらない心こころを宿す、あの無垢むくな少女を。

　口を引き結ぶヘスティアを見下ろしながら、不動の老神は言葉を続ける。

「今回の強制任務ミッションは地上に出てしまった『異端児ゼノス』の一体を仲間のもとへ送り届けることが目的だ。ヘスティア、お前とお前の眷族達が保護した、あの竜の少女だ」

「……いつから気付いていた、とはもう聞かないでおくよ。それじゃあ、ベル君達は今……」

「『異端児ゼノス』の住処、彼等の『隠れ里』に向かっている筈だ」

　強制任務ミッションの真相はウィーネの護送。

　実行の発端となってしまったのは、やはり街に衝撃をもたらしてしまった先日の騒ぎか。

　そこまで考えていたヘスティアは、ふと胸に芽生える疑問をそのまま声に変えた。

「ウラノス、どうしてわざわざボク達に依頼を出したんだい？　ウィーネ君を無理矢理奪うなりして、連れていく方法はあったんじゃないのか？　どうしてボク達に『異端児ゼノス』とやらの存在を教えてしまう真似を？」

「人語を話すモンスターをベル・クラネル達が知ってしまったことも含め、理由は複数ある。だが、一番の要因は……」

　一度言葉ことばを切り、ウラノスはヘスティアに告げた。

「女神ヘスティアの眷族が一筋の、例え僅かにも過ぎない可能性であったとしても……希望に成りえるとそう判断したからだ」

「希望？」

　ああ、とウラノスは頷く。

「人類と怪物モンスター、共存の道への架け橋だ」
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「夢か、これは……」

「頰をつねって差し上げましょうか……？」

　ヴェルフとリリが茫然自失ぼうぜんじしつとした様子で呟く。

　彼等のそんな呟きを耳にしながら、ベルもまた頰を伝う汗を隠せなかった。

「飯だ、酒だ、どんどん出せ！　新しい同胞と、初めての人間の客がやって来た今日を祝って！」

　音頭を取る蜥蜴人リザードマンのリドが声を放った瞬間、モンスター達は一層の盛り上がり──広間ルームをびりびりと震わせる吠声を轟かせる。

　振る舞われるダンジョン産の果実や木の実に薬草ハーブ、【街リヴィラ】と刻まれたぼろぼろの酒樽さかだる。寄せ集められた魔石灯の眩まばゆい光を中心に作られるのは、人と怪物モンスターの大きな輪だ。

　いつかの【ロキ・ファミリア】とともに囲んだ営火キャンプファイアと酷似している目の前の光景は、『宴』そのものである。

「ベルっち、遠慮せずにどんどん食えよ！　ほら！」

「こ、これは……？」

「人間達は肉果実ミルーツって呼んでる。地上じゃあ高級な食材らしいぜ！」

　右の真隣に座るリドから手の平大の赤い果実を渡される。恐る恐るかじってみると、口内に広がるのは柔らかい肉の食感と肉汁豊富ジューシーな旨味だった。牛とも豚とも鳥とも異なる極上の厚肉ステーキを彷彿させる味で「美味おいしい……」とベルの口から驚嘆がこぼれ落ちる。

　リリやヴェルフ達の前にも雲菓子ハニークラウドを始めとした食物しょくもつが次々に運び込まれていた。給仕を務めるのは例の赤帽子レッドキャップや一角兎アルミラージといった小柄なモンスター達で、時には黒犬ヘルハウンドの炎で焼かれた巨大キノコのグリルなどの料理が、皿代わりとなっている大きな緑葉の上に乗せられていく。

「あの、そういえば思い切り殴っちゃって、すいません……」

「なぁに、またすぐ生えるさ。それにお互い様だろ？」

　快活に接してくるリドの左頰──自分が[image: 拳]で打ち抜いた痛々しい跡に、ベルは恐縮しながら謝罪すると、蜥蜴人リザードマンの戦士はぼろぼろになった鱗を腕でごしごしと拭う。

「気にしないでくれよ」と雄黄ゆうおうの目を弓なりにして、恐らく、今は笑った。

　ベルはこの頃になると相手が人型でなくても、表情が段々わかるようになっていた。最初こそ当惑の連続だったが、今は大分慣れたような気がする。

　リドのその低い声音と図体は人相の悪い同業者より恐ろしいものがあるが、言動はとても人懐こい。ケラケラ笑う彼のおかげでベルは周りの雰囲気に萎縮せずに済んでいる。

　自分のことながら順応するのが早い──いやもう感覚が麻痺まひしているのかもしれない、と。

　ベルは空笑いしたい気分とともに思ってしまった。

「というか、お酒も飲むんですね……？」

「ああ、最初はなんだこりゃ!?　と思ったんだけどよ、飲んでいく内にだんだん癖くせになっちまったんだ！　本当に人間達は面白おもしろいものを作るよな！」

　ダンジョンの遺失物と思おぼしき携行酒瓶ボトルをあおるリドは、酒臭い息を吐きながらばんばんとベルの背中を叩く。周囲では美女の顔立ちを赤くさせる半人半蛇ラミアなど、彼に負けず劣らずできあがっているモンスター達がいた。

「こんなに酔えない酒は初めてだ……」

　一方で、対照的なのがヴェルフ達である。

　木樽のジョッキにつがれる安酒、酌をしてくる大型級トロール。酒の力を借りて場を乗り切ろうとしてもまるで効果がない。ヴェルフの隣で座り込んでいるリリは沈黙を貫いている。

　半人半鳥ハーピィ達に付近を取り囲まれ興味深そうに見つめられる命ミコトと春姫ハルヒメは、正座の姿勢で体をがちがちに緊張させていた。匂においをくんくんと嗅かがれる春姫ハルヒメに限って言えば卒倒間近である。

「それでねっ、ベルがたすけてくれたんだよ？」

「そうですか、それハ羨ウラヤましイ。ベルさんハ本当ニ変わって……ごほン、お優しいのですね」

「うんっ」

　ベルの左隣に座っているウィーネはというと、モンスター達から歓待を受け、うろたえつつも時折ときおり屈託くったくない笑みを咲かせる。今は歌人鳥セイレーンのレイとこれまでの出来事を話していた。

　ちらほら挙がる自分の名に小こっ恥ぱずかしい思いをしつつ、怪物モンスターにもてなされるベル達は圧倒され続けていた。

「でも、このお酒や装備って、やっぱり、その、冒険者達から……？」

　モンスター達の蓄えていた食料と酒がどんどんと吐き出されていく中、ベルはリドが身に付けている防具や立てかけてある武器を一瞥しながら、おずおずと尋ねた。

　ギルドで公開されている冒険者の装備品を奪うモンスター。例の情報の犯人は十中八九彼等のことで間違いないだろう。

「あ～、まぁなぁ。酒樽なんかはもらいもんだけど、この剣は何も知らないでオレっちを襲ってきた冒険者の得物だ」

　酒瓶ボトルを床に置いて、リドは置いてある長直剣ロングソードや曲刀シミターを見やる。

「でも、返り討ちにしたら放り出して逃げちまったから……じゃあ、使ってやるかって。冒険者達もモンスターを殺やったら、爪や牙を持って帰るだろ？」

「そ、それは……そうですね」

「死体になっちまっても人間達には大切らしいから、見つけたら返してやりてえけど……オレっち達が運んでると冒険者は怒るからさ。難しいんだ」

　ダンジョンであった一幕を思い出すように語るリドに、ベルは二の句が告げられなかった。

「でもよ、酒もそうだけど武器もすげえよな。そこら辺に生えてる天然武器はななんかよりよっぽど切れるし、硬え。オレっち達には作れねえよ」

　どこか面白そうに語るリドの言葉の節々には、人類の文化に対する尊敬すら滲んでいた。

　リドの他にも、多くのモンスターが防具ないし戦闘衣バトル・クロスを身に付けている。中には赤帽子レッドキャップのように首もとに巻いたスカーフなど、普通の服飾と変わらないものを纏っている者もいた。

　人類の模倣もほう……真似ているというわけではないだろうが。

　何か意味あって彼等は人の道具を嗜たしなんでいるのではないかと、ベルはそんな風にも感じた。

「──リド、コンナ下クダラナイ事コトハ止ヤメサセロ」

　と、宴の喧騒を縫って、毒づいた言葉が投じられる。

「所詮、ソノ者達ハ人間ダ。信ジルニ値アタイシナイ」

「まだ言ってんのかよ、グロス。見ただろ？　ベルっち達がずっとウィーネのことを守ってたのを。元々お前等が納得できないって言うから、ここであんな荒っぽいこともしたんだぞ？」

　リド達が歓迎する他方、ベル達に対し非好意的なモンスターもいた。

　離れた岩の上に居座る石竜ガーゴイル、人蜘蛛アラクネ、一角獣ユニコーンなどがそうだった。鋭い眼光でベルのことを睨みつけている。全身が灰色の石でできた石竜ガーゴイルの言葉を突っぱねたリドは「気にしないでくれ」とベルに手を振った。

「悪わりぃな、あいつ等も……オレっち達も、色々あってさ。ここに人間が来るかもしれないって聞いて、みんな神経質になってたんだ」

「え、えっと……い、いえ」

「ベルっち達が今までの冒険者達とは違うってことは、観察してた同胞の話を聞いて、あいつら等ももうわかってる筈なんだけどよ」

「それって、もしかして……ダンジョンで僕達を見ていた……？」

「おっ、気付いてたんだな。そうさ、ここに来るまで同胞がベルっち達を見張ってたんだ」

　ベル達を試すのと同時に、同胞ウィーネにもしものことがあったら救出するため尾行していたと。

　リドはベルが迷宮内で感じ取っていた視線について説明した。

「あの、それってダンジョンだけですか？　地上から見ていたとか……」

「いや、レット達が見張ってたのはここの上、19階層からだ」

　大きな顎を片手でさするリドは覚えがないとはっきり言った。

　地上から感じていた複数の視線はやはり彼等ではないのかと、ベルは頭を悩ませる。

「……おい、それよりさっきの話は本当なのか？　ギルドとぐるっていうのは」

　そこで、どんっ、と。

　あおられていたジョッキが地面を叩くように置かれる。

　ベル達の話に耳を傾けていたヴェルフが、腹を据えたように口を開いた。

　自ら話しかけてきたヴェルフに数度瞬きを繰り返したリドは、ニッと牙を剝いて笑う。

「ああ、本当だぜ。オレっち達の正体がバレないよう色々手を回してもらったり、後はたまに武器や食料なんかをもらったり……もう大分前から助けてもらっている」

「……信じられません。ギルドがそんな行為に手を染めていたなんて。明るみになった際の危険性リスクがあるだけで、利点が……その、何もないではありませんか」

「私達モただ助けられているわけではありませン。依頼ヲ受け、迷宮ココデ起こった事件ヤ厄介事ノ調査、鎮圧ヲ秘密裏ニ行う……地上デ言う、『ギブアンドテイク』という関係です」

　リドの説明に呻いてしまうリリに対し、隣にいる歌人鳥セイレーンのレイが口を挟む。

　冒険者達より早く、あるいは彼等では手に負えないダンジョン内での異常事態イレギュラーを、ギルドからの指示を受け迅速に対応するのだと。

「いわゆる同志ってやつさ」とリドはなんてことのないように言った。

「それにギルドっていうより、繫がっているのはウラノスっていう神様とだな。ギルドの職員っていう奴やつ等もオレっち達のことは知らないらしいぜ？」

「ウ、ウラノス、様……」

　オラリオの[image: 創]設神。その神の名が挙げられリリ達は息を呑んだ。

　武力放棄を謳っている筈の管理機関ギルドの、いや主神ウラノスの私兵。リド達『異端児ゼノス』の立ち位置をリリ達は察してしまった。

「じゃあ、やっぱりさっき聞いた通り、今回の強制任務ミッションは……」

「ああ、ベルっち。ウラノス様達から話を持ちかけられて、オレっち達も呑んだ。同胞を匿う人間達を見極めるためにってな」

　ギルドの上層部ではなく、ギルドの主神あるじから直接発せられた強制任務ミッション。

　ともすればウラノスの手の平の上で踊らされていた──試されていたのだと、ベル達はことの顚末てんまつを知った。

「でも──ベルっち達の話を聞いて、ちょっと期待もしてたんだ」

　そのリドの言葉に「えっ？」とベルが聞き返すより先に。

　営火キャンプファイアのごとき魔石灯の光を囲う輪の一角から、ドッと大声が上がった。

「レイー、ウタッテー！」

『オオオオオオオォ!!』

　盛り上がりに盛り上がっている一部のモンスターから、歌をせがむ声が寄せられる。

　ベル達の側にいた歌人鳥セイレーンが吐息をつき、リドを見やると、彼は面白そうに顎をしゃくった。

　レイは笑みを浮かべ、その場から立ち上がる。

「しょうがありませン。でハ、歌いましょう。この宴ニ彩イロドりヲ添えられるように」

　数歩歩あゆみ出たかと思うと跳躍し、ふわり、と積み上げられた魔石灯の上に羽毛のように着地する。

　振り返った彼女はきょとんとするウィーネとベル達を見つめ、微笑んだ。

「新しい同胞ト、人間ノ客人モいます。少し気合いヲ入れましょう」

　そう言って、レイは軽く息を吸い込み、目を閉じる。

　一瞬辺りが静寂に包まれたかと思うと、次には美しい歌声が紡ぎ出された。

「わぁ……！」

「この歌……」

　高く流麗な歌声に、ウィーネはたちまち喜色をあらわにし、ベル達は顔を驚きに染める。

　この『未開拓領域』までベル達を導いた、あの穏やかなソプラノの歌だ。

　金翼の歌人鳥セイレーンは翼の手を胸に添えて、楽しげに、嬉しげに、笑みを浮かべながらたった一人独唱を行う。楽器や歌詞はない。歌声による純粋な旋律はたちまち人の心を奪ってしまう。

　人と怪物の輪の中心で、瞑目しながら歌を紡ぐ歌人鳥セイレーン。

　魔石灯と石英クオーツの光を浴びるその姿は、この世のものとは思えないほど優雅で、美しかった。

　それは地底に広がる怪物達の魔窟にはありえない光景──いや、あるいはダンジョンが垣間見せる神秘と幻想の瞬間であるのかもしれない。

　迷宮に響く歌。

　今まで聞いたことのないほど優美な玉音の歌声に、ベル達は時を忘れ聞き惚れてしまう。

「踊りましょう、地上のお方！　どうか私と！」


「え、ちょ、は────お、お待ちくださいっ自分はあああああああああー!?」



「み、命ミコトちゃーん!?」

　半人半鳥ハーピィの少女によって命ミコトが連れ出され、取り残された春姫ハルヒメの悲鳴が後を追う。

　輪の中心に躍り出た二つの影。好奇心旺盛な怪物の少女の手によって命ミコトは踊るというより振り回された。翼の手としっかり手を握ってしまう。

　歌い手の歌人鳥セイレーンは一笑を漏らし、一転して曲調を変えた。

　優雅な旋律から円舞曲ワルツとも異なる明るく陽気な音律へと。

　すっかり酔っ払っている『異端児ゼノス』達も私も自分もと命ミコト達のもとに集まった。赤帽子レッドキャップと半人半蛇ラミアが手を取り合い、黒犬ヘルハウンドに跨る一角兎アルミラージが周囲を走り出し、獣蛮族フォモールと大型級トロールが大きな[image: 拳]で軽快に地面を叩き出す。一部のモンスターに耳打ちされ唆されたウィーネは、「うんっ」と笑って春姫ハルヒメのもとへ駆け出した。離れた場所にいる石竜ガーゴイル達はつまらなそうにその光景を眺める。

　歌と鳴き声、笑い声が止まらない。

　慌てる春姫ハルヒメがウィーネに引っ張り出され、命ミコトの隣でくるくると踊り出す。

　地面に伸びる、人と異形の影が重なり合っていた。

「……いつもはこんな馬鹿騒ぎ、しないんだ」

　瞳を細めながら、リドはこぼした。口もとに確かな笑みを浮かべながら。

　ベルも、リリも、ヴェルフも、夢か幻のような光景にしばし言葉を失いながら、いつの間にか笑っていた。

　歌人鳥セイレーンの歌声と弾むような愉快な声々が耳朶を撫なでていく。

「リドさん、さっき言ってた、期待って……」

「ん？　ああ……」

　ウィーネ達を見守っていたベルは、おもむろに先程の言葉について尋ねた。

　蜥蜴人リザードマンの戦士は、今も楽しげに踊る仲間へ視線をそそぎながら答える。

「期待したんだ。もしかしたら、何かが変わるんじゃないかって……」




「人と、怪物モンスターの共存……!?」

　ウラノスの発言に、ヘスティアは何度目とも知れない驚愕を見せた。

　老神は表情を小揺るぎもさせず、女神の視線を受け止める。

「自分が何を言っているのか、わかっているのか、ウラノス……!!」

「無論だ」

　人と怪物モンスターの共存など不可能である。

　そのように断じるヘスティアに、ウラノスは鷹揚おうように頷いた。心得ていると。

　モンスターは人類の敵。人類はモンスターを殺し、モンスターは人類を殺す。互いに圧倒的な嫌悪と忌避感を抱き合う人と『怪物』は決して相容れない。

　下界の住人とモンスターが殺し合うのは運命だ。

『古代』、モンスター達が『大穴』より溢れ出てきた時より決定付けられた、宿命だ。

　彼等には果てなき闘争が定められている。

　その不変の真理を覆そうとする神意しんい──ギルドの主あるじとして到底看過できない発言に、ヘスティアは相貌に険しさを浮かべる。

「だが、彼等『異端児ゼノス』は本能のまま襲いかかるのではなく、人との対話を望んでいる」

「!!」

「その爪と牙ではなく、言葉と理性をもって訴うったえているのだ。地上に出たいと。子供達を……人間達を知りたいと」

　ヘスティアの脳裏に、ウィーネの顔が過よぎった。

「理性を宿している『異端児ゼノス』は通常のモンスターにさえ襲われる。疎外と排斥だ。彼等の居場所は地上にも、迷宮にも存在しない」

「……」

「聞き耳を持たず、怪物モンスターであるからこそ葬り去るという選択は容易だ。しかし彼等は意志を備え、それを伝える術すべを持っている。我々の子と同じように」

　私は彼等を知ってしまった、と。

　ウラノスは僅かに目を伏せた。

「ダンジョンに『祈禱』を捧げる存在として……彼等の慟哭どうこくを受け付けず、滅ぼすことは、もはや私にはできそうにない」

　真面目まじめだね──とヘスティアは無理矢理茶化ちゃかすような言葉を喉から絞り出そうとして、できなかった。

　自分もウィーネを知ってしまった。

　果たして今、自分はあの竜の少女を切り捨てることができるのか。

　眷族ベル達のために、悪逆と欺瞞ぎまんの女神になることが本当にできるのか。

　ヘスティアは懊悩おうのうと選択肢の渦に囚われ、しばし無言を貫いた後、顔を上げてウラノスに再度問といかけた。

「本気で、子供達と怪物モンスターの融和を図る気かい？」

「神意しんいは定まっている。だが無理難題だ。持てあましている、というのが実情に違いない」

　ヘスティアの問いに、ウラノスはあっさりと白状した。

「子供達との共存を目指すのであれば、我々は怪物かれらの存在意義を問いたださなければならない」

　──『怪物』は存在意義を証明しなければならない。

『怪物』は生まれながらにして、正常から逸脱した特異な容貌という負の烙印らくいんが押される。

　威嚇いかく的な体軀、血を象徴する爪牙、死を招く炎、獣性を帯びた声。

　蹂躙じゅうりんと殺戮の記号で塗り固められた彼等がそれら負の烙印を覆し、下界の住人と融和するには自身の有用性を示すしか他にない。地上の光を浴びるには、人類の潜在的嫌悪と恐怖を超克する存在意義の証明が不可欠だ。

　人類が行使する調教テイムという一種の隷属手段は、『怪物』の存在を周囲に認めさせる茨いばらの首輪でもある。しかし、それですら協和の道のりには届かない。

「……つまり、その存在意義の証明とやらに、ベル君達という媒介かけはしに可能性を見出したって？」

「その通りだ」

　ここまで来ると清々しいほど秘事を打ち明けてくる老神に、ヘスティアは力なく頭かぶりを振る。

　ウラノスの言い分はわかった。少女ウィーネを知る自分としても叶かなうなら慈愛を恵んでやりたい。

　だが、その道にはベル達の破滅が常に両隣に存在している。

　ウラノス自身が先程さきほど発言した疎外と排斥だ。『怪物』に加担したことが公になればベル達はこのオラリオから、あるいは世界から居場所を失うだろう。『異端児ゼノス』と同じように。

　とてもではないが、天秤てんびんを傾ける真似はしたくない。

　それがただの逃避だったとしても、とヘスティアはそう思う。

「……今いま聞いたことは、ギルドの総意なのかい？」

「現状、私の独断だ」

　そうだろう。

　モンスターとの融和、そんなものを唱えた瞬間、下界には衝撃が走る。

『オラリオの[image: 創]設神』と崇められるウラノスでさえ、その権力の地盤に罅ひびが入るほどの。

「ギルド上層部、ロイマン達もこのことは知らない」

　強制任務ミッションの指令書もヘスティア達の手に渡るよう指示したのみ。大方、ロイマンは急成長を遂げる新人冒険者リトル・ルーキーにとうとう主神ウラノスが目を付け、力を試そうと強制任務ミッションを与えたとそう思い込んでいるだろう。

　ウラノスはそのように語った。

「じゃあ、このことを知っているのは……」

「神々の間では、私を除けばこちらの依頼を受け持つヘルメス……後はガネーシャだけだ」

「が、ガネーシャ!?」

　意外な神物じんぶつの名にヘスティアは素で仰天する。

　ウソダロ、とその眼まなこを大きくひん剝く。

　だがそこで、はっと肩を揺らした。

「まさか、『怪物祭モンスターフィリア』は……」

「そうだ。モンスターに対する大衆の抵抗を少しでも緩和させようと、五年前から開催させた」

　モンスターを調教テイムし見世物とする怪物祭モンスターフィリア。

　その開催の発端はギルドによるものだ。神々の酔狂から始まった催しではない。彼かの祭りの歴史はその実じつ浅く、ギルド側も神会デナトゥスに対し大した説明はしていないと聞く。

　合点がいってしまった。

　つまりこのウラノスが直々に手を回していたのだ。危険を冒してまでモンスターをダンジョンから引き上げ、見世物ショーを断行していたのは。

　見目麗しい調教師テイマーが『怪物』と寄り添うことで、モンスターへの脅威の意識を軟化させ、少しでも存在を身近に感じさせ、緩衝材の役割を果たさせるために。

　本当に訪れるかさえわからない、『異端児ゼノス』達が太陽の光を浴びる日への布石だ。

『怪物祭モンスターフィリア』ではなく、『怪物との友愛モンスターフィリア』。

　まさにフィリア祭を通してモンスターとの友好を強調する意図があったのである。

　あくまで布石であって、それ以上の効果が上げられていないのは明白であるが。

「協力を得るために、ガネーシャには全て話している」

　怪物祭モンスターフィリアは主催こそギルドであるものの、見世物ショーを含め主導するのは調教師テイマーを多く保有する【ガネーシャ・ファミリア】だ。

　無用な勘繰りを避けて全面協力を得るには、主神ガネーシャへ神意しんいを伝えるのも避けられないだろう。

（まさかガネーシャとは……）

　今の話の中で一番びっくりしたよ、とヘスティアは奇異な仮面を被った好漢の神を思い浮かべながら首の下の汗を拭った。

　今度時間を見つけて話をしてみるか、と一考する。

「協力者はそれぐらいかい？」

　ヘスティアの声に「いや」とウラノスは答える。

　彼は自分の足もと、遥か下に広がる地下迷宮を見下ろしながら続けた。

「後は、フェルズがいる」




「これはまた……予想の斜め上を行く展開になっているようだ」

　歌って踊る賑やかな宴の場に、呆あきれと苦笑がない交ぜになった声が届く。

　広間ルームの出入り口から響いてきた中性的な声に、ベル達は一斉に振り向いた。

「フェルズ、来たか！」

　影を象ったかのような黒衣に紋様が刻まれた漆黒の手袋グローブ。正体を隠す不気味な謎の人物に、ベル達は警戒して立ち上がりかけたが、リドが気安く腕を振る。

　フェルズ。レイやリドの話の中で何度か挙がっていた名前だ。

　ベル達が軽く目を見張っていると、黒衣の人物は踊り回るウィーネ達を脇目にこちらへとやって来た。

「聞いていたより早かったな」

「これでも急いでやって来たんだ。それよりリド、軽く経緯けいいを説明してくれ。白状してしまうと、少々度肝を抜かれている」

　立ち上がって応対する蜥蜴人リザードマンの戦士に、フェルズは説明を求めた。

　ベル達も釣られて立っていると、事情を把握した黒衣の人物は「ふふっ」と笑声を落とす。

「君達は、私達が思っていたより随分ずいぶん大物なのかもしれない」

　目の前でベル達を見下ろしながら、称賛とも馬鹿にしているとも知れない台詞せりふを送った。

　身の丈はヴェルフより少し下といったところか。三人の顔を順々に見つめ、声を続ける。

「まずは、初めましてと言っておこう。私はフェルズ。ウラノスとリド達『異端児ゼノス』の連絡役……使者メッセンジャーを主に務めている。後は、雑用役といったところか」

「ざ、雑用役、ですか？」

「ふむ、そうだな……君達と竜の少女を監視していた者、といえばわかりやすいかな？」

「！」

　ベルとリリ、ヴェルフは驚いた。

　闇で塞がれたフードの奥から笑みの気配を漏らしながら、フェルズは手袋グローブを持ち上げる。

「ベル・クラネル、リリルカ・アーデ、ヴェルフ・クロッゾ……そしてヤマト・命ミコトにサンジョウノ・春姫ハルヒメ。この七日間、君達の行動を見守らせてもらっていた」

　その言葉を聞いて、ベル達はこの時とき全てを悟った。

　この黒衣の人物こそギルドの『目』であり、今日までの自分達の内情を一から十まで知りつくしていたのだと。

「貴方は……貴方も、モンスターなのですか？」

　自分達とは纏う雰囲気がどこか違う、異様な相手にリリが困惑しながら問いかける。

「いや、フェルズは人間さ」

　それに対しリドが答え、フェルズもまたフードを上下に揺らした。

「元人間、と言った方が正しいかもしれない」

　えっ、とベルが呟くより先に。

「君達には見せておこう」

　黒衣の人物は、被っていたフードを手袋グローブで摑み取り、剝はぎ取った。


「──────」



　ベル、リリ、ヴェルフ、同時に時を止める。

　そこにはあるべき瞳がなかった。真っ黒な空洞、がらんどうな眼窩がんかが空いている。

　そこにはあるべき皮がなかった。生え揃そろった歯が、骨格が剝き出しになっている。

　そこにはあるべき顔かおが、存在しなかった。

　ベル達の視界に叩きつけられたのは、白骨の髑髏であった。

「がっ──骸骨がいこつ!?」

「おいおいおい……!?」

「『スパルトイ』!?」

　三人揃って絶叫を上げる。

　まさしく目の前に存在するのは白骨化した頭蓋骨だった。目も鼻も耳も髪も存在しない。そのおぞましい死の象徴は紛れもなく人ならざるの者の証だ。

　ベルが『深層』に棲息する骸骨のモンスター『スパルトイ』の名を悲鳴交じりに出すと、眼前の髑髏どくろ、フェルズは緩慢な動きで顔を横に振った。

「生憎あいにくモンスターではない。言っただろう、元人間だと」

「も、元人間って……！」

「一体、どういう……!?」

　リリとベルがぱくぱくと口を何度も開閉させる。ヴェルフは奥歯を嚙み締めて必死に冷静になろうとするものの、顔に浮かぶ動揺は隠せない。頭部はもちろん首の皮や肉、喉そのものが存在しないにもかかわらず、顎骨がくこつの奥から生まれる声音は恐怖すら喚起してきた。

　動転するベル達の疑問に、またもや隣にいるリドが答えた。




「フェルズは『賢者』さ。すげー魔術師メイガスなんだ」




　その言葉に。

　ベル達は水を打ったように静まり返った。

　間もなく──リリが叫さけび散らす。

「『賢者』!?　『賢者』って、あの『賢者』ですか!?　彼かの魔法大国で『賢者の石』──永遠の命の生成にただ一人成功した、あの『賢者』!?」

「お、おおぅ……その『賢者』じゃねえかな……？」

　顔を真っ赤にして詰め寄る小人族パルゥムの少女に、地上の常識に疎うとい蜥蜴人リザードマンの戦士は気圧される。己より小さい亜人デミ・ヒューマンの迫力にモンスターが怯える光景を脇に、瞠目するベルは、エイナがいつか語ってくれた『賢者』にまつわる話を思い出していた。

　リリの言葉通り、永遠の命を発現させる魔道具マジックアイテム『賢者の石』の生成者。

『神秘』のアビリティを有史以来最もっとも極めたとされる最高位の魔術師メイガス。

　主神のもとへ『賢者の石』生成の報告に行き、目の前で床に叩きつけられ破壊されたという……。

　もし本当であるならば、あのお伽噺とぎばなしの英雄達と肩を並べるほどの伝説の人物に、ベルはあらん限りに目を見開く。

「正確には、『賢者』と呼ばれた者の成れの果てだ」

　一層動揺どうように拍車がかかるベル達に、骸骨の魔術師メイガスは自嘲するように言葉を落とした。

「後世……現代に伝えられている通り、あの『石』を憎き主神に砕かれた私は、妄執に取り付かれた。無限の知識を求めるあまり永遠の命に執着し、不死の秘法を編み出したものの……この様ザマだ」

　あれは私の汚点トラウマだ、と主神かみとの間にあった出来事を語る骸骨は、漆黒の手袋グローブで己の体を隠す黒衣を上から下に撫で下ろす。

「秘法の反動で全身の肉と皮は腐り落ち、今ではモンスターより醜悪な存在となった。腹の飢えや喉の乾きを感じることもできない……生きる亡霊だよ、私は」

　ともすれば自分が編み出した秘法ものは『呪のろい』であったと。

　語られていない歴史の裏側、賢者の末路を聞いてベル達は息を呑む。

　同時に、神様酷ひど過ぎる、と一人の眷族の人生を狂わせた超越存在デウスデアに畏怖を覚えた。

「今は『愚者フェルズ』と、そう名乗っている」

　愚者フェルズ。『賢者』から身を堕とした滑稽な愚物の名。

　もはや表情で喜怒哀楽を表せず、笑うこともできなくなかった骸骨の魔術師メイガスは、己のことをそう名乗った。

「……それで、どうしてその『賢者』の成れの果てが、こんな場所にいるんだ？」

「まぁ、色々あってね。都市オラリオに流れ着いたこんな形なりの私を、ウラノスが拾ってくれたのさ」

　難しい顔で、けれどもう物怖じすることなく尋ねてくるヴェルフに好感を持つように、フェルズは声の調子を変えて語る。

「今では『世界の中心』でもあるこの地で、時代の趨勢すうせいを観測させてもらっている」

　フードを被り直した黒衣の人物は、今の己の立場に満足しているかのように告げた。

　先程から固まり続けているベルは、『異端児ゼノス』と遭遇そうぐうしもう驚かないと思っていた矢先、驚倒をお見舞いされた気分だった。




「『賢者』とはねぇ……流石にボクでも知ってるけど。じゃあ、さっきのあの子が君の右腕ってわけかい、ウラノス？」

「否定はしない。協力関係にある『異端児ゼノス』を除けば、フェルズが唯一自由に動かせる駒こま……私の私兵だ」

　ヘスティアの問いにウラノスは頷いた。

【ガネーシャ・ファミリア】を始めとしたギルドに与くみする派閥を使役する裏側で、フェルズという魔術師メイガス──『魔法』関連に精通する者を指す役職──は極秘の任務や汚れ仕事を一手に受け持ち暗躍してきた、と。

「『異端児ゼノス』君達の正体を今日まで隠してこれたのも、あの子の存在が大きいってことかな」

「そうだ。既に数百年以上の付き合いになる」

　ウラノス近辺の護衛も務め、ギルド本部を移動する姿を職員に目撃されている黒衣の人物は、神出鬼没の『幽霊ゴースト』と、いつの時代も似たような名称で噂うわさされているのだ。




「理知を備えるモンスター……リド達と私が接触せっしょくしたのは、十五年、いや十六年ほど前のことか」

　未だ楽しげな歌人鳥セイレーンの歌が響く中、フェルズは声を連ねる。

　当時、ウラノスと深い繫がりがあった【ファミリア】の冒険者達が彼等を捕獲した。派閥内には徹底した箝口令かんこうれいが敷かれ、リド達の情報がオラリオに出回ることは防げた。彼かの【ファミリア】は消滅し、現在はもう存在しない。

　そしてウラノスの神意しんいに従い、以降フェルズが使者として彼等と関係を持つようになる。

　地上側との接触コンタクトの開始だ。

「リド達の話を聞いた我々は彼等を『異端児ゼノス』と呼称し、同名の共同体が作られた」

「共同体、ですか？」

「ああ。ダンジョン内で生まれた『異端児ゼノス』を保護する、彼等の言う同胞どうほう達による組織だ」

　ベルにフェルズが返答し、リドが言葉を引き継ぐ。

「こういう未開拓領域ばしょに居座っては移動してるんだ。新しい同胞がいないか探しながらよ」

　活動の中心はだいたい下層域が中心だとそこまで述べると、何かを考えていたリリが疑問を挟む。

「……ずっと気になっていたのですが、この広間ルームからはモンスターは産まれないのですか？」

「お、気付いてたのか、リリっち」

「リ、リリっち……」

　微妙に打ち解けてしまっている自分にリリが何か複雑なものを感じている中、リドは濃緑の石英クオーツが生える広間ルームを見渡した。

「こんな場所……ベルっち達が安全階層セーフティポイントって呼んでるところが、他にもいくつかあるんだ」

「えっ!?」

「冒険者達にも勿論見つかってねえ。オレっち達は『隠れ里』って呼んでる」

　喫驚きっきょうするベルやヴェルフ達を他所に、リドは説明を続けた。

　自分達しか知りえない『未開拓領域』──『異端児ゼノスの隠れ里』を駆使し、拠点とすることで、中層域から深層域まで移動して同胞探しを行っていると。

　まさに、モンスター達による共同体、『旅団』だ。

「今いる『異端児ゼノス』が四十体ほど……増減を繰り返しているが、その中でもリドやレイ、グロスは『異端児ゼノス』の最初期からの構成員メンバーだ」

「もう長い付き合いになるよなぁ」

　歌人鳥セイレーンや石竜ガーゴイルを一瞥するフェルズに、蜥蜴人リザードマンは笑みを投げかける。

「……ってことは、やっぱりお前が頭目なのか？」

　ヴェルフもまた、リリと同様に気にかかっていたことを今になって尋ねた。

「ああ。古株の木竜グリューはあんな図体で自由に移動できねえし、オレっちがみんなを率いている形にはなってる」

「じゃあ、一番強いのは……」

「勿論オレっちだ!!」

　胸甲ブレストプレートを装着した胸部をリドが自慢気に張る。

　彼と交戦したベルもきっとそうだろうと思っていた。手加減されていたらしいので詳しくはわからないが、この蜥蜴人リザードマンの戦士からはあの大派閥イシュタル・ファミリアの第一級冒険者フリュネと同等か、もしくはそれ以上の潜在能力ポテンシャルの片鱗へんりんと存在感を感じたからだ。

「……って言いてえところなんだけど」

　──が、すぐにリドは蜥蜴の頭を垂らし、盛大に肩を落とす。

「新しく仲間になったばかりの新入りに、あっという間に追い抜かれちまった……」

「お、おう……」

　ヴェルフが落ち込むモンスターという存在を持てあます横で、ベルは一驚してしまう。

　つい質問を重ねてしまった。

「えーと、じゃあ、その新入りさんはどなたなんですか？」

「今ここにはいねえんだ。変わってる奴でよぉ、『深層』に一匹で武者修行に行っちまった」

「し、『深層』……だ、大丈夫なんですか？」

「心配するだけ無駄だと思うぜ、あいつの場合」

　ほとほと疲れ切っているかのように、リドは苦笑を浮かべた。

「……フェルズ様」

「何だい、リリルカ・アーデ」

　それから時間が経ち。

　歌い疲れ、踊り疲れ、ようやくモンスターと命ミコト達、ウィーネが地面に座り込んだ頃。

　何かを考え込み黙っていたリリが、フェルズを見上げる。

「歌人鳥セイレーンのレイ……様は、ご自分達の関係を、『ギブアンドテイク』だとおっしゃいました」

「ああ、間違っていない」

「フェルズ様達が支援を行う一方で、『異端児ゼノス』の方々は同胞を探しつつ手足となって働く……本当にそれだけですか？」

　栗色の瞳に見つめられ、黒衣の魔術師メイガスはフードの闇の奥で沈黙を帯びる。

「貴方方がたの立場と関係は、ともすれば見合っていないように感じられます。何より異端児かれらの言動の端々には、切実めいたものがあるように……思えます」

『隠れ里』という拠点と『深層』に単独で赴けるほどの駒も保有する戦力。『異端児ゼノス』という怪物達の旅団は、あるいはフェルズ達の支援がなくても十分に生きていけるのではないか。

　都市と迷宮の管理者として、人類に混乱をもたらさぬよう監視という目は確かに必要なのだろうが、それもギルドとして一方的な都合であり、聞いた限りの関係性では不平等アンフェアだと。

　それ以上に、『異端児ゼノス』達には悲願めいたものがあるのではないかと。

　リリはそう指摘する。

「慈善的な行為だと言えばそれまでです……ですが」

　視線をさまよわせ、ためらった後、リリは核心に迫った。

「彼等には、貴方達の助けを必要とするほどの、何か大望たいぼうがあるのではないですか？」

　この『隠れ里』に訪れて以来、ずっと感じていた疑念めいたものを吐き出す。

　ベルとヴェルフは口を噤み、ただただ耳を傾けていた。

　リドは静かな表情を浮かべる。

　たたずむ彼等の外から、ウィーネ達の笑い声が聞こえてきた。

「──地上ヘノ進出シンシュツ」

　その時。

　ベル達のもとにはっきりとした声が投じられる。

「レイさん……」

「それガ、私達ノ願いです」

　自分の体を抱くように両腕の翼を巻き付ける歌人鳥セイレーンのレイが、静かに歩み寄ってくる。

　悲壮を感じさせる青い瞳と、何より今しがたの宣言に、ベルはリリ達ともども瞠目した。

「……夢を見るんだ」

　ぽつり、と。

　リドが呟きを落とす。

「真っ赤な光が、でけえ岩の塊の奥に沈んでいく夢……迷宮ここにはない空が、赤く、泣いちまうくらい赤く、だんだんと染まっていく綺麗きれいな時間……」

「それって……夕焼け、ですか？」

　蜥蜴人リザードマンの戦士は闇に塞がれたダンジョンの天井を仰ぎ、遠のく眼差まなざしを浮かべる。

　はっきりと脳裏に浮かぶ情景をベルがそのまま言葉にすると、リドは「そうかもしれねえ」と頷いた。

「でも、夢って……リドさんは、地上に出たことがあるんですか？」

「一度もねえ。だから、オレっちはひょっとしたら、前に生きてた時はこの暗い奈落ばしょから飛び出して、地上にいたのかもしれねえ」

　その言葉に、ベル達は動きを止めた。

「前に、生きてたって……」

「おい、まさか……」

　リリとヴェルフの愕然とした呟きの後、ベルは声を震わせる。

「前世……？」

　リドやレイは何も答えず、視線を前に配った。

「なぁ、ベルっち。ウィーネのやつ、話すの上手いよな」

「え……あ、は、はい」

　突然話はなしを振られ、ベルはかろうじて頷く。

　リドの目は春姫ハルヒメや命ミコト、半人半鳥ハーピィや一角兎アルミラージと言葉を交わし、笑い合う竜の少女に向けられる。

「ここには人語ことばを喋れる怪物やつもいれば、喋れない怪物やつもいる、言葉遣いが上手けりゃ下手な怪物やつもいる。不思議だろ？」

　個体差って言えばそれまでなんだが、と述べるリドは瞳を細めた。

「でもよ、喋れる怪物やつは本当にすぐ喋れちまうんだ。それこそ、まるで知ってたことを思い出すみたいに」

「！」

「あいつ等は前に、人のことをよーく見てたんじゃねえかな……羨ましがったり、憧あこがれたり」

　──たくさんのひとたちが、ベルみたいに……わたしから、だれかを守っていて。

　──そのひとたちをみて、体がさむくなっていくの。

　──あのひとたちがすごく綺麗にみえた。

　数日前、狭い寝台ベッドの中で、少女が囁ささやいていた夢の内容をベルは鮮明に思い出す。

　それと同時に、まさか、という思いを強めた。

　ウィーネ達は、本当に──。

「──『強烈な憧憬』」

　そこで、フェルズが声を発する。

「異端児かれらが胸に秘める想おもいはばらばらだ。だが共通しているものがある。それは人類、あるいは地上ちじょうに対する『強烈な憧れ』だ」

　地上、ひいては太陽と空の下に君臨する人類への羨望と憧れを、『異端児ゼノス』は夢を通して覚えている。

　強烈な殺意と敵意が渾然とする中で見た、眩まぶしい憧憬しょうけい。

　必死に互いを助け合うヒューマン、満身[image: 創]痍でありながらなお立ちはだかる勇猛なドワーフ、死に際であっても最後まで誇り高く在ったエルフ。あるいは情けをかけられ、救われてしまう自分達モンスター。もしくは夕日や青空を始めとした美しい地上の情景。

『異端児ゼノス』達は様々な『夢』を、『前世』を覚えている。

　そして、存在理由に等しい強烈な願望を宿している。

「オレっちは、あの夕日が見える世界でもう一度生きたい」

「私ハ、光ノ世界セカイデ羽ばたいて、誰ダレモ抱きしめられないこの翼ウデノ代わりに……愛する人間ダレカニ抱きしめられたい」

　日の光を浴び、人間と手を取り合うこと。それが彼等の願い。彼女等の憧れ。

　模索しているのだ。フェルズ達と『異端児ゼノス』達は。

　人間なら誰でも叶えられるようなちっぽけな願いを、成就させるために。

　全てを悟ったベル達は時を止める。

　そしてそれがどれほど困難であり、険しい道のりなのかを理解し、絶句する。

　愕然とするそんなベル達に、リドやレイは苦笑を浮かべた。

「わかってるんだ。オレっち達は日陰者。中途半端はんぱで、人からもモンスターからも嫌われる。……ただ、夢だけは見ていたいんだ」

　夢を追いかけることは許してほしいんだと。

　リドは再び迷宮を仰ぎながら言った。

「この『隠れ里』も、ひょっとしたら母ちゃんが、オレっち達みたいな半端者のために用意してくれたんじゃないか……そんな風に感じる時があってよ」

「か、母ちゃん……？」

「母ちゃんだよ、母ちゃん。オレっち達を産んだ」

「つまリ、迷宮ダンジョンです」

　レイの言葉に、ベル達は驚く。

「母親マザーガ私達ノことヲどのように見ているのか……未だにわかりませン。私達ハ同族ニ襲われ命ヲ狙われル。ですが同時ニ、存在することヲ許されている。そう思う時ガあります」

　リドとレイは自分達の存在理由を物言わぬダンジョンに問いかけていた。

　その上で、自分達の願いを捨て切れずにいた。

「だからさ……今日、ベルっち達と会えて嬉しかったんだ」

　レイとともに迷宮に向けていた視線を、リドはベル達に戻す。

　同じ頃、ウィーネ達が立ち上がってこちらに帰ってきた。

　嬉しそうに自分の名を呼ぶ声に一度振り返ったベルは、リド達を見やる。

「協力してほしいとか、どうしてほしいとかそういうことじゃねえんだ。ただ、オレっち達を受け入れてくれる人間がいた……それがめちゃくちゃ、嬉しかったんだ」

　立ちつくすリリとヴェルフを。

　ベルを。

　黒衣の魔術師メイガスが見守り、歌人鳥セイレーンが微笑みかける。

　最後に蜥蜴人リザードマンは、照れ臭そうに鼻をさすった。

「ベルっち達に出会えて、良かったぜ」




「──ウラノス、最後の質問だ」

　松明の光に照らされる祭壇の中。

　ヘスティアは声を響かせる。

「ダンジョンで、何が起こっているんだ」

「……」

「その『異端児ゼノス』……ウィーネ君達が生まれてくる理由を、知っているのか？」

　モンスターの突然変異、『亜種』、異常事態イレギュラー。そのように断じられてしまえばそれまでだ。

　だが神々じぶんたちでさえうろたえさせる『異端児ゼノス』という異質な存在には、何か秘密があるのではないか。ヘスティアはそう問うた。

　長い沈黙を続けた後。

　ウラノスはゆっくりと口を開く。

「モンスターは、死後どうなると思う、ヘスティア？」

「……？」

　問い返された質問に、ヘスティアは怪訝そうな顔をする。

　彼女の返答を待たず、老神は言葉を続けた。

「子供達の魂は天界に還り、神々の手によって様々な処遇を与えられ、多くの者は再びこの下界で生を受ける。……では、モンスターの魂は？　いや、モンスターにも魂があるとすれば、我々の子ではない彼等は……一体どこへ向かうと思う？」

　ざわっ、と。

　ヘスティアは己の胸がおののくのをはっきりと知覚した。

「まさか……」

「これは私の憶測だ。しかし、確信でもある」

　続けざまウラノスは言った。

「死後、モンスターの魂は、母なる迷宮へと還り……そして再びあの迷宮の奥で、姿形を変え産まれ落ちる」

　輪廻転生りんねてんせい──『魂』の循環が、ダンジョンの中でも起こっている。

　不動の老神は蒼色の瞳を細め、断言した。

「モンスターに、『魂』……？」

「ああ。幾千の年月の中、生まれ変わりを経て、モンスター達にも変化が訪れている」

　明確な自我と、知性の発生。

『古代』から続く気が遠くなるような幾星霜を経て、モンスターの中に『変化』を体現した個体が現れ始めている。度重なる生まれ変わりの中で、積み重なった強い未練と強い願望が魂に積もることで。

　啞然としたヘスティアの声が、床にこぼれ落ちる。

「そんな、信じられない……何が、原因なんだ」

「モンスター達の強い憧憬、願望か……あるいは」

　ダンジョンの意志か。

　ウラノスの呟きは、薄闇の祭壇の中に消えていった。
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『異端児ゼノスの隠れ里』では宴が終わろうとしていた。

　伴って、ベル達の帰還の準備が始められている。リド達もまた、別の里へ移動するらしい。

　少しは打ち解けてしまったモンスター達の名残なごり惜しむ声に苦笑を浮かべながら、命ミコトや春姫ハルヒメなどは踊った相手と握手を交わしていた。

　魔石灯が一つずつ消されていき、広大な広間ルームには石英クオーツの光だけが残る。

「……」

　淡い緑光と薄闇に抱かれながら、ベルは命ミコト達と言葉を交わす『異端児ゼノス』達の顔を順々に眺めていた。

　意識を割く余裕はなかったが、半人系のモンスターは美貌と飾っていいほど全て容姿が整っていた。リドの言う通り話し方や口調、言葉遣いにはそれぞれ差がある。体の大きさもまるで違う。それぞれの個性がある。それぞれが生きている。

　彼等にも憧憬があると知った。願望があると聞いた。

　そして憧れを抱く彼等は以前、血も涙もない凶悪なモンスターであると知ってしまった。

　あの気さくなリドでさえも、美しいレイであっても。

　──自分はこれから、これまで通り、モンスターに刃を向けられるのか。

　心の奥に去来する思い、そして意識の隅に追いやっていた迷いが再発する。

　己の手の平を見下ろしながら、ベルは耳もとで懊悩が渦を巻く音を聞いていた。

「……ベルっち！」

　そんなベルを見つめていたリドが、片手を上げながら近付いてくる。

　太い尻尾をずるずると引きずる蜥蜴人リザードマンの戦士は、顔を上げた少年に向かって、防具の懐からあるものを取り出した。

「これ、何かわかるか？」

「『魔石』……ですよね？」

　爪で摘つまむ紫紺の結晶に、ああ、とリドは頷く。

　次の瞬間、それを口へ放り込み、ぱくっと食べた。

「！」

「オレっち達……モンスターが『魔石』を食べると、どうなるか、知ってるか？」

　がりっ、がりっ、とわざと大きな音を立てて咀嚼そしゃくするリドに、ベルは呆然とする。

　見せつけるように[image: 嚥]下えんかする蜥蜴人リザードマンの前で、エイナに教えられた知識が唇から落ちた。

「『強化種きょうかしゅ』……」

　それは【経験値エクセリア】を集め能力ステイタスを更新する人類と相反する、モンスターの法則。

　他のモンスターの『核』を喰らうことで怪物は力を高める──まさに怪物の名に相応しい弱肉強食の理ことわりだ。ひたすらモンスターの『魔石』を喰いあさり力をつけ過ぎた個体はギルドが発令する討伐任務ミッションの対象にも成りうる。

　目の前で行われた『魔石』の摂取に、ベルは声を失ってしまう。

「オレっち達は同胞以外のモンスターを殺す。そして抜き取った『魔石』を喰う」

「!!」

「知ってるよな、他のモンスターはオレっち達を問答無用に襲うって。オレっち達も黙って殺されるわけにはいかない。生きるために殺す、生きるために同族モンスターを喰う」

　鍛えられた剣技、第一級冒険者並みの潜在能力ポテンシャル。戦闘を通じて感じた蜥蜴人リザードマンの実力を振り返るベルは、彼の言葉が噓ではないことを理解してしまった。

　彼等はこのダンジョンの中で日々『同族殺し』をやってのけているのだ。

　ただただ単純に、生きるために。

　青ざめるベルに、リドは諭すように語った。

「だから、ためらわないでくれ。オレっち達に変に気をつかって、迷わないでくれ。同族あいつらは怖こええ、躊躇ちゅうちょしたらこっちがやられちまう。ベルっちが、死んじまう」

「リド、さん……」

「例えそいつが喋ったとしても、襲いかかってくるようなら、殺してくれ」

　この怪物の巣窟は常に死者と死骸の灰で溢れ返っている。

　言外にそう告げながら、自分の命を何より大切にしてくれと蜥蜴人リザードマンの戦士は語気を強めた。

「絶対に死なないでくれ。また会いたい」

　自分達は沢山のモンスターを殺している。そしてこれからも殺していく。

　だからお前も迷わないでくれ。また会うために。

　彼の説得に、ベルの瞳が震える。

「ベルっち」

「……？」

「握手」

　一転して目を細めたリドは、右手を差し出してくる。

　固まっていたベルは、リドの顔と手を見比べ……何とか、笑うことができた。

　出会った時と変わらないその言葉と、目の前にある牙を剝いた笑顔のおかげで。

　差し出されている手を摑み取る。

　ざらついた蜥蜴の手は、力強く握り返してくれた。

「……結局、どうしてリリ達とあの方々を引き合わせたのですか？」

　小鞄ポーチを身に付け、今も握手を交わすベルとリドを見つめながら、リリは側にいる黒衣の魔術師メイガスに口を開いた。

　視線も向けられず尋ねられたフェルズは、被ったフードの奥から言葉を返す。

「彼等を知ってほしかった。それだけさ。……今のところはね」

　意味深な発言をするフェルズを見上げ、リリはじろりと栗色の瞳を尖らせる。

　面倒事も厄介事もご免こうむる、巻き込むなっ、と睨み付けた。

　全身黒衣の人物はどこか愛嬌あいきょうを感じさせながら肩を竦める。

「わかっていると思うが、ここで見たものはくれぐれも内密に頼む」

「話したって信じてもらえるわけないじゃないですかっ」

　ぷりぷりと怒りながらリリは広間ルームの中央付近に集まるヴェルフ達のもとへ向かう。

　ベルもまたリドとともに、人と怪物とに分かれる石英クオーツの柱のもとへ足を運んだ。

「ベルっ、帰ろう？」

　すっかり『異端児ゼノス』の面々に懐き、会話をしていたウィーネがベルに気付く。

　振り返り、笑みを咲かせ、手を取ろうとした。

　ベルも苦笑しながら受け止めようとする。

　しかし、それをリドが阻んだ。

「お前はこっちだ、ウィーネ」

「えっ？」

　ぐいっと青白い己の腕を引かれ、『異端児ゼノス』達のもとに連れていかれた。

　啞然としていたウィーネは咄嗟に手を振り払おうとする。

「リドッ、やだっ、はなしてっ」

「駄目だ。お前は迷宮ここに残るんだ」

「いやっ、ベルといっしょがいい！」

　己の細腕では払えない蜥蜴人リザードマンの拘束に、とうとう琥珀色の瞳に涙が溜まり始める。

　呆然とするベルの視線の先で、リドは同胞の少女の前に屈み込んだ。

「お前が一緒にいれば、ベルっちや、リリっち達が泣く羽目になるんだぞ」

「！」

「地上で酷い目にあっただろ？　それが、今度はベルっち達に向けられるかもしれねえんだ」

　罵声とともに投げつけられるいくつもの冷たい石、差し向けられる悪意の矛。

　当時の記憶を思い出しているのか、ウィーネの細い肩が震える。

「……地上でハ、私達ハまだ生きられませン。けれどここニ貴方ヲ苛イジめる者ハいない。ここでなら、私達ト生きられル」

　近寄る歌人鳥セイレーンが囁きかけ、怪物を象徴する竜の片翼も揺れた。

　竜女ヴィーヴルの少女は、溢れる情緒に翻弄されるように周囲の怪物達の顔を見回す。

「ウィーネさま……」

　ベルは、立ちつくしていた。

　すすり泣くのを耐えている春姫ハルヒメの声を背中で聞きながら、唐突に突き付けられた別離の瞬間に動揺を隠せない。

　いや──気付かない振りをしていただけだ。

　この場所で、リド達と出会って、仲間想いのウィーネの同胞がいることを知って、すぐにその可能性に目を背けた。目の前の事態を精一杯理解することにかまけて、現実から逃れていた。

　ここにはウィーネの居場所があると。

　別れは必然であると。

「彼等、『異端児ゼノス』を無差別に捕獲している狩猟者ハンター達がいる」

「！」

「人語を扱うモンスターだ、人型に限って言えば見目麗しい。珍しければ、そそるのだろう。彼等を虐げた上で都市から密輸し、好事家どもに売り払っているらしい」

　呟かれたフェルズの言葉に、リリ達ともどもベルは驚愕した。

　黒衣の魔術師メイガスは嫌悪を吐き出すかのように言葉を並べる。

「『武装を纏うモンスター』など『異端児ゼノス』に関わる情報をあえて流しているが、中々尻尾しっぽを出さない。モンスター達を捕えている敵の住処アジトがある筈なのだが……」

　フェルズはフードの奥からベルに一瞥を投げてくる。

　ウィーネといれば彼女ともども破滅を迎えることになりかねないのだ、と。

　脳裏に男神イケロスの笑みが過よぎったベルは、完全に逃げ道を封じられ、少女と向き合わされた。

「ベルぅ……」

　蜥蜴人リザードマンと歌人鳥セイレーンに肩を抱かれ、泣きながら、ウィーネは縋るように名を呼んでくる。

　リリやヴェルフ、命ミコトや春姫ハルヒメに心配そうに見守られながら、ベルは気付いてしまった。

　──この娘こを一人にさせない。死なせない。

　今も心に刻まれているその誓いは、決して自分が守らなくても成立してしまうのだと。

「ベルッ、わたし……！」

　彼女の背後には、理知を宿した多くのモンスター達。

　自分の背後には、今日まで苦楽をともにしてきた家族。

　前と後ろ。大切な者達の狭間で、ベルは立ちつくす。

　この娘この幸せ。

　そして【ファミリア】の、みんなの、神様の──。

「……じゃあな、ベルっち。先に行くぜ」

　リドはそう告げ、ベル達に背を向ける。

　止めることも、足を前に踏み出すこともできない。

　広間ルームの奥、暗闇の中へモンスター達が消えていく中、連れていかれるウィーネがこちらを振り返る。

　涙が溢れ出る琥珀色の瞳に、ベルは手を握り締め、泣きそうな表情で叫んだ。

「会えるからっ──またっ、会えるから！」

　気休めじみた言葉で、叶うかもわからない約束を残す。

　嗚咽おえつするウィーネの唇が何かを伝えようと震え、最後まで言葉にならなかった。

　やがて『異端児ゼノス』達は暗闇くらやみの奥へと姿を消した。

「……」

　口を閉ざす仲間に背中を見守られながら。

　ベルは、少女達が消えた後も、その場に立ち続けていた。





[image: ]






　朝靄あさもやが立ち込めていた。

　昨夜は通り雨でも降ったのか石畳は水に濡ぬれ、広葉樹の葉が涙を流すように水滴を垂らしている。また一つ滴がこぼれ落ち、地面に弾けて消えた。

　日は出ていない。明け方の空がほのかに白んでいる。

　眠っている都市は静けさに包まれていた。

　早朝の『バベル』。

　ベル達が強制任務ミッションから帰還したのは、出発して一日後の朝だった。

　ともに行動していたフェルズはいつの間にか姿を消し、派閥の全団員である五人で摩天楼の門をくぐる。

　日の出が始まらない塔の門前では、ヘスティアが一人、ベル達のことを待っていた。

　見送りの際より一人少なくなったパーティを見て、眉を下げ、「おかえり」と悲しそうに微笑みかける。

「神様……」

「……なんだい、ベル君？」

　誰もいない中央広場セントラルパークの中で、ベルは口を開いた。

「ダンジョンって……何なんですか？」

　向き合う女神を見つめ、問いかける。

　ヴェルフ達に見守られる中、ヘスティアは目を伏せた。

「ダンジョンは、ダンジョンだよ……」

　下界の者達に繰り返し伝えられてきた神の至言。

　女神はこれまで通り何も話してくれない。

　その言葉の前に、ベルは立ちつくす。

　やり切れないように、ぐっとうつむいた。




　市壁の奥から朝焼けが始まり、青白く染まっていた空を追い出していった。
















「くそったれめ!!」

　がんっ、と檻を蹴けり付ける大音が響き渡る。

　四肢を拘束する鎖の音とともに散らされていた甲高かんだかい喚わめき声が、ぴたり、と止まる。

　いたい、だして、ここから、と人語が交じっていた悲鳴は怒る声の主に怯おびえるかのように途絶えた。

　荒い男の息が石の広間に響いていく。

「グラン、うるせーぞ。化物どもの[image: 餌]えさにされてえのか」

「うっ……す、すまねえ、ディックス。でもよ、あともう少しで化物どもの『巣』がわかったかもしれねえってのに……!!」

　グランと呼ばれたヒューマンの大男が両手を握り締め、唸うなる。

　黒檻の上に腰かける眼装ゴーグルの男、ディックスは赤い槍の柄えでとんとんと肩を叩たたいた。

「【ヘスティア・ファミリア】と、竜女ヴィーヴルの化物を尾行してたまでは良かったんだがなぁー」

　周囲に集まる獣人やヒューマン、アマゾネスを中心の無法者達を見回しながら、聞こえよがしに溜息ためいきをつく。

　街で騒ぎを起こした有翼のモンスターが件くだんの竜女ヴィーヴルであり、主神イケロスに探りを入れられた【ヘスティア・ファミリア】が匿っていると確信した彼等は、ベル達の本拠ホーム近辺にひそみ動向を窺うかがっていた。

　そして深夜になって変装させた竜女ヴィーヴルを連れ出したベル達を、ディックス達は勿論もちろんつけた。すぐに取り押さえようとしたものの、纏まとっている装備品から行き先がダンジョンだとわかると様子を見ることにした。竜女ヴィーヴルの少女をダンジョンに戻す──喋しゃべるモンスター達の『巣』の場所を彼女から聞き出し連れていくのではないかと、そう予測したからだ。

　事実、彼等の予測は半ば当たっていた。舌舐なめずりを隠せないまま彼等は『巣』の場所が明らかになるまでベル達をダンジョン内まで追跡した。

　しかし、

「やってくれたぜ、【ヘルメス・ファミリア】の奴やつ等。まさか二重尾行とはなぁ」

　自分達をつけていた他派閥の存在に、彼等の目論見は阻はばまれた。

　あたかもベル達を釣り針に見立てるがごとく、他勢力の冒険者達が裏でディックス達を尾行していたのである。

　魔道具マジックアイテムを駆使して尾行してくる【ヘルメス・ファミリア】に気付けたのは全くの偶然であった。嗅覚が鋭い熊獣バグベアーの動き──まるで透明の人間を察知するかのような──にディックスが違和感を抱き、追跡の中止を団員達に命じて即刻逃亡したのだ。

　姿を現した敵冒険者から『大樹の迷宮』内を散り散りになって逃げ切って、今に至っている。

　ベルが強制任務ミッション出発直前、『バベル』門前で感じた複数の視線の正体。

　一方はディックス達【イケロス・ファミリア】の団員達であり、もう一方は【ヘルメス・ファミリア】のものであった。

「ちくしょう、あの主神かみめ。役に立ったと思ったらしっかり足を引っ張りやがる」

　己おのれの主神にディックスは毒づいた。

「ヘルメスの連中に気付かれちまった」とヘラヘラ笑いながら報告しにきたイケロスはここにはいない。恐らくこの三みつ巴どもえがどうなるか──自分の【ファミリア】を巡って面白おもしろいことが起きないかと、物見気分でどこかで見守っているのだ。もう自分達は神を楽しませる遊戯ゲーム盤の駒の一つとなっているに違いない。

　似たようなことを何度も経験し、主神の嗜好を知りつくしているディックスは、「あのクソ神め」と唇を吊り上げた。

「俺おれ等を嗅かぎ回ってんのは【ヘルメス・ファミリア】……いや密輸がバレてんならギルドも、か？　ちッ、面倒くせーな」

　ウラノス達が下した極秘の強制任務ミッション。

　ウィーネを『隠れ里』に送り届けるベル達は、『異端児ゼノス』を捕獲するディックス達狩猟者ハンターを吊り上げる『[image: 餌]えさ』の役割も持っていたのである。

　これが強制任務ミッションの全貌だった。

「まぁ、連中は俺達がガキどもをつけてる時点で仕掛けてこなかった……戦力はこっちの方が上ってことだな。大方、この住処アジトの位置を知りたかったんだろうよ」

　自分達が住処アジトに戻る現場を押さえたかった。

　相手の思考をそのように読むディックスはせせら笑う。

「ど、どうする、ディックス？　このままじゃあ……」

「どーするもこーするも、こんな面白えこと止められる筈はずねえだろ。てめー等だって十分楽しんでるだろうが」

　檻の中から伸びる人を象った異形いぎょうの影を瞥見べっけんしながら、ディックスは喉のどを鳴らして笑う。

　その酷薄な笑声に、檻に閉じ込められる存在の多くが震えた。

「管理機関ギルドが関わってんなら、喋る化物なんて公おおやけにしたくねえだろ。動かせる駒なんざ限られてる……狩りは続行だ」

　ディックスは立ち上がり、歩きながら、手の中の槍を弄もてあそぶ。

「『巣』のある階層は大体わかった。久しぶりに、使うか」

　横一列に並ぶ黒檻の前を歩け続けること十歩分。

　息を殺し、静まり返っている檻の中の一つに、足を止める。

　ひっ、と檻の内側からか細い悲鳴が漏もれた。

「てめえがいい──十分に役に立てよ？」

　ねじれ曲がった歪いびつな槍を檻に突き入れ、間もなく、耳をつんざくような絶叫が迸ほとばしった。



















あとがき







　なるべく一冊の本の中で、その巻の主題の物語に決着がつくよう心がけています。

　通常、ライトノベルの続刊は早くても三ヶ月ほどかかるかと思います。年を取るにつれ三ヶ月という期間はもしかすればあっという間の出来事で、短く感じられるようになるのかもしれませんが、若い方々かたがたにとってはまた違うのかと思います。少なくとも自分が十代の時期といのは三ヶ月はとても長かった、そのようなことを覚えています。

　勿論もちろん、どんな年代の読者様にとっても早く続刊を出すに越したことはないと思います。『早く続きが読みたい欲』ばかりは人類共通です。ので、物語のいわゆる『引き』はとても重要だと理解しつつ、一冊の本の中で物語に一区切りつくよう多少ページ数が多くなろうとも決着をつけよう、と自分自身に念じております。

　と長々ながながと語っておきながら、はい、本巻は無理でした。

　この第九巻と次巻にあたる第十巻で上下巻に分けることになってしまいました。皆様、本当に、真に申し訳ありません。「第三部開始！」と偉そうなことを言っておきながらとても恥ずかしい限りです。あぁ……！

　自分の至らなさを痛感しつつ、本当に精進しょうじんしていきたいと今回ばかりは思いました。




　本巻の内容にも少しだけ触れておくと、今回は恐らく新境地です。

　本編一巻の頃から叶うならやりたいと思っていたエピソードですが、作者にとって『冒険』の要素も含まれているように感じています。いわゆるファンタジー増し増しです。本シリーズの既刊を読んで頂いた方々はもしかしたら面食らうかもしれません。

　これまでの物語の本筋、やってきたことは無論残しつつ、物語に新しい彩いろどりを添そえられたらと思っております。また、外伝でフライングスタートを決めていたキャラクター達も合流してきました。今後も盛り上げられるよう努力していきます。

　話は変わって、これは前巻の内容になりますが、八巻四章「愛しのボディガード」はＧＡ文庫マガジンに載のった同タイトルの短編に加筆を行ったものです。第八巻のあとがきで書き忘れていました。申し訳ありません。

　何だかまとまらないあとがきになってしまいましたが、謝辞しゃじに移らせて頂きます。

　担当の小瀧様、お忙しい中なか素晴らしいイラストを物語に添えてくださったヤスダスズヒト先生、関係者の皆様、本巻でもお世話になりました。本書を手にとって頂いた読者の方々も含め、深く感謝しております。

　次巻ですが、今回全く出番のなかった剣姫ヒロインもしっかり出番があります。黒くなったと噂うわさされる例の猛牛ヒロインも出てきます。ヒロイン同士のかつてない修羅場しゅらばも勃発ぼっぱつします。

　上下巻切り分けての刊行なので、続きを早く届けられるよう善処してまいります。どうか待って頂けると幸いです。

　ここまで読んで頂いてありがとうございました。

　次巻もどうかよろしくお願いいたします。

　それでは失礼します。





大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　この本巻のプロット（物語のあらすじ）作成時点で「一巻に収まる！」と思っていましたが、全然無理でした。プロット半分消化時点で３００Ｐオーバー。何が言いたいのかというと、本巻（９巻）次巻（10巻）の前編後編、上下巻構成となります。

　とうとう一巻で決着がつきませんでした皆様本当に申し訳ありません本当に！




イラスト

ヤスダスズヒト

　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏～ヨザクラカルテット～（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

　公式サイト http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=6568

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか９


大森藤ノ
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